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第1章 序

1．1 目的

 この研究の目的は，現在残されている神話的題材を扱った文献資料を分析対象として，北欧地域の古代

ゲルマン人（古代北欧人）がキリスト教を受け入れる以前に持っていた彼ら独自の世界観をどのように描

き出していたのかを調べることである．神話の形で語られるたびに，その世界観は聞き手の中に再現され

る．そのため実際に語られた神話を分析すれば，古代北欧人の世界観，神々に対する表現上の特徴などを

明らかにすることが出来ると思われる．しかし，残念ながら北欧地域にキリスト教が入ってからすでに一

千年にもなろうとする今日では，直接神話を聞くことは不可能であるため，その語られていたであろう神

話を書き記した文献資料を分析し読み解くことは，現代においては古代北欧人の世界観を理解する最善の

方法であると思われる．

 北欧地域において神話的題材を扱った文献資料はいくつかあげられるが，本論文では異教時代の北欧を

旅行した第三者の視点で書かれたものや，伝聞したものを翻訳したものではなく，古代北欧人自身が自ら

の言葉（古西ノルド語）で書き記した文献資料を分析対象とする．なぜなら，彼ら自身の言葉で書き記し

たものには，彼らの言葉を通しての神話への意識が直接的に表れているのではないかと考えられ，従って

それを分析することで神話の核となる要素が見出せるのではないかと思われるからである．

 対象とする文献資料は古西ノルド語で書かれている北欧神話分析の第一次資料とされる『エッダ詩集」，

中世北欧を代表する文人であるスノッリ・ストゥルルソン（Snorri Stur1uson，1179－1241）の書いた「ギュ

ルブィの惑わし」（Gy1fagmmng），『ユングリンガ・サガ」（Yng11ng棚aga）である これらは顕著に神話

的要素を含んでおり，他にこれらに匹敵するほどまとまった北欧神話文献資料は見当た・らない．

 E．O，G．Turvi11e－Petre（1964），Anders B記ksted（1984）などを始めとする北欧神話の先行研究におい

てもこれら三つの文献資料は重要なものとして位置付けられ，神話世界の特徴を述べる出発点として利用

されている．しかし，それらの研究では神話全体を見ることに重点が置かれているため，文献資料は神話

の特徴を物語る一部分が引用されているに過ぎず，それぞれの資料に見られるモチーフ（その資料がどの

ような内容を扱っているのか）について考察が加えられているだけである、また個別の語のレベルでは主

に古ノルド語に特徴的なheiti，kenningと呼ばれる名詞の言い換え表現に注目し，その意味や語源を分析

している．従って本論文においては以上のような先行研究では見落とされていた点を補うため神話研究と
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文献資料分析とを結びつけ，これまでの神話研究の成果を用いて神話学的視点から文献資料を分析し，そ

の文献資料分析の成果を神話研究の手掛かりとすることを目指すことにする．

 具体的には新しい試みとして文献資料にでてくる動詞に注目し，コンピュータを用いて網羅的に動詞の

データベースを作成し，神々や英雄がどのような動詞を用いて描かれているのかをテキストに忠実に分析

し，動詞から古代北欧ゲルマン人の神話への意識を探り，これまでの研究とは異なる視点から神話の世

界を調べてみることにする．新しい試みであるので厳密な意味での先行研究はないが，文献資料をコン

ピュータデータ化するプロジェクトは北欧各国で行われている．

1．2 神話資料について

 今回分析対象とする三作品（群）が本論文の目的である北欧神話世界の解明にとって有効であることは，

古代から中世にかけてのほかの資料と3つの作品を比べることによっても明らかになる．古代から中世に

かけてのキリスト教以前の古い宗教の名残を示す資料としては，大きくは地名とその他の作品（文学作品，

年代記など）に分けられる、地名の研究からも神話的な特徴は見いだすことが出来るが，地名学はそれ自

体で大きな研究分野であり，また今回の動言司表現の分析からは大きく離れているので扱わないこととする、

 次にくるのがその他の作品であるが，これらも大きく分けて当時の北欧の言語（古西ノルド語）に

よるものとラテン語によるものとに分けられる．ラテン語によるものとしては，『ハンブルク大司教管

区の事績』（Gesta Hammaburgens1s E㏄les鵬P㎝t1丘㎝m）注1および『デンマーク人の事績』（Gesta

Danorum）柱2があげられる。両者ともに中世北欧における異教信仰及びその名残についていくつかの重要

な記述を含んでいるが，「古代北欧の人々が自らの言語で神々や英雄をどのように描き出しているのかを

分析する」という本論文の主旨からは外れるので対象とはしなかった．

 古西ノルド語の作品としては，ルーン文字（rin）によるもの，「エッダ詩集」，スカルド詩，法典，聖人

伝，サガ（王のサガ注3，同時代のサガ注4，アイスランド人のサガ注5，騎士のサガ注6，古代のサガ柱7な

ど），スノッリ・ストゥルルソンの作品があげられる，

 ルーン文字とは古代ゲルマン人が用いていたアルファベットで，おもに石などに固い物に刻むために直

注1ハンブルク・ブレーメン大司教管区内の歴史について1170年頃にブレーメンのアダムが書いた．900年代から1072年頃ま

 での北欧史の主要資料
注2サクソ・グラマティクス（S眺。 Grammatics〕が大司教アブサロンの求めにより1200年頃まとめたデンマークについての

 歴史書．

柱3Konunga目6g山9世紀から13世紀までのノルウェー王についてのサガ・

柱4samti6a困6gurアイスランドを扱ったサガ・さらに司教のサガ（bisk皿pas6gur〕とストウルルンガサガ（Sturlungasaga）

 に分類される．
柱5islendinga sδgur初期にアイスランドに移民した人たちについて扱ったサガ・

柱6ridda胞sδgur主に北欧以外の地域でのはるか古代の嚇士について扱ったサガ．

注7foma1dars6gur Nor5ur1andaアイスランドヘの移民が始まる前，ハラルド美髪王以前の古代を扱ったサガ、主にノルウェー

 での出来事を描いている．英雄のサガとしても知られる・
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線が主体となっている文字である．歴史的に見てほかの作品よりもかなり古くから存在していたが，王侯

への賛辞，呼びかけや名前が多く，全体として北欧神話世界に関わる内容が少ない．

 次の「エッダ詩集」とは，一つの作品集ではなく，類似の形式，内容を持っ韻文作品に対する総称であ

る、言語的にはゲルマン語の一つである古画ノルド語で書かれており，年代的には紀元10世紀から11世

紀を中心に書き記されたものが現在残されている．そのモテー7はすでに民族大移動のころ（紀元2，3

世紀頃）から存在していたものと考えられている．作品はその扱っている内容から大きく神話詩と英雄詩

とに分けられる．韻律としてはm61ah批r，fomWδis1ag，1i命ah6ttrで書かれており，Hi1deb1andslied，

Beowu1f，Heliandなどの中世ゲルマン韻文作品と類似の韻律である．すべての作品が神々または伝説上

の英雄を扱っており，特に神話詩は北欧神話の世界を描き出す第一の資料とされる．

 スカルド詩はおもにノルウェーの宮廷において玉やその他の諸侯を称えるためにつくられたものであ

り，直接神話的題材を取り扱ってはいない．法典は現．代の法律とは異なり日常生活での細かな規定を記し

たものであり，神々自体よりも現実の人問の行動を描いている．聖人伝は聖なる存在を描いてはいるがキ

リスト教の聖人であり，北欧神話の研究対象とはならない．

 サガは上にあげたようにいくつかに下位分類されるが，それぞれにおいて引用として神話的な題材が使

われていることがあっても，‘つのまとまったものとしてではなく，二次的資料として扱われるもので

ある．

 最後にスノッリの作品があげられるが，彼は1179（1178）年にアイスランドの才知に浸けた豪族ストゥル

ラ・ソールザルソン（SturIaレ6rδarson，11雌1183）の息子として生まれた．その後当時アイろランドにお

ける文化の中心であったオッディ（Oddi）において賢者セイムンドゥル（S田mundr inn fr6δi，1056－1133）

の孫であるコーン（J6nLoptsson，112497）の養子として育てられた。成人してからは有力な豪族として

アイスランドで勢力を延ばした．彼は2度ノルウェー，スウェーデンに出向くが，ノルウェーの国内での

争いに巻き込まれ，アイスランド国内でも闘争に明け暮れ，その立場は不安定なものになっていく．そし

てっいに1241年レイキャホルト（Reykjaho1t）の自宅で暗殺された．これらの政治的側面に加えて，彼は

古ノルド文学において3つの重要な作品『エッダ』（Edda），『ヘイムスクリングラ』（Heimskring1a），『聖

オーラヴの物語』（OMs saga hins heIga）を残している．このうち最後の作品はキリスト教の聖人の物語

であり，北欧神話分析の対象とはならない．

 今回分析対象に加える「ギュルヴィの惑わし」，「ユングリンガ・サガ4は共にスノッリの作品であり，

前者は『エッダ』の後者は『ヘイムスクリングラ』の一部である．『エッダ』は1220年頃に書かれたと

される古西ノルド語による韻文作品作成の手引き書である．写本の一つに「この本はエッダと呼ばれる」

とあるため『エッダ』の名がつけられているが，タイトルのエッダ（edda）という語については，何を意
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味しているのかはいろいろと説があり正確にはわかっていない注8．当時アイスランドでは古い詩芸（韻

文作品をつくる際のさまざまな知識）が衰えており，これを憂慮したスノッリが古西ノルド語での詩芸

を保存するためにこの本をまとめた．『エッダ』は4部構成で「序」（Pro1ogue），「ギュルヴィの惑わし」

（Gy1fagmmng），「詩語法」（Sk刮dskaparm益I），「韻律一覧」（脳ttataユ）からなる 「序」において，スノッ

リは彼の学識と古代の神話を結びつけ，キリスト教の物語から始まり，アジアから古代の神々が北欧へ移

動してきた話が続き，古代の神々を人間の王，英雄または魔法使いとみなすというユーヘメリズム的考え

が見られる．「詩語法」では，古西ノルド語によく見られる言い換え表現（heiti，kenning）について，つ

まり太陽や月などが人間，神々の世界でそれぞれどの様に呼ばれるのかにっいて述べられている．「韻律

一覧」では100を越える例をあげて韻律について説明している．今回分析対象とする「ギュルヴィの惑わ

しjは「序」の流れを受けてスウェーデンの王ギュルヴィ（Gy1丘）がアースガルト（Asgarδr）に赴き，アー

ス（出S，鴉Sirアジアの人々）についての神話的物語を問答形式で尋ねるものである。その際にスノッリは

「エッダ詩集」からモチーフとなる韻文を引用しそれを散文形式で語りなおしたりもしている．

 「ユングリンガ・サガ」は『ヘイムスクリングラ』の冒頭に出てくるサガで，1230年頃に書かれたと

される．『ヘイムスクリングラ』は古代から1177年までのノルウェー王たちが描かれている．その冒頭の

「ユングリンガ・サガ」ではスウェーデンのユングリング王家の祖先について北欧神話の主要な神々と同

じ名前で述べられている．それらの祖先は神話伝説上の存在である．「エッダ詩集」と同様に神話的題材

をまとめて描いている点でこの「ギュルヴィの惑わし」，「ユングリンガ・サガ」も本論文での分析資料と

しては非常に重要である．

1．3 先行研究

 北欧神話全体についての先行研究としてはE．O．G．Turvi11e－Petre（1964），Anders B鴉ksted（1984），

H．R．E11isDavidson（1964），AnneHo1tsmark（1970），ジョルジュ・デュメジル（1980）などがあげられ

る．それぞれの研究において独自の視点が見られるが，第1．1節でも述べたように神話物語のモチーフや

物語全体の流れ，名詞表現を中心に分析が行われている、文献資料に関してはほぽ同じものを用いてお

り，なかでも古西ノルド語による資料としてはrエッダ詩集」，スノッリ・ストゥルルソンの『エッダ』，

「ユングリンガ・サガ」を中心としている．この他に文献資料自身に対する先行研究としては，個々の作品

を扱ったものSigurδur Norda1（1952），AnneHo1tsm虹k（1949）や，文学史Ein町01．Sveinsson（1962），

FimurJ6nsson（1907）などがある．またコンピュータを用いて文献資料を扱うプロジェクトは，アイス

ランドにおいてサガを，ノルウェーのベルゲンにおいてスカルド詩をコンピュータテキスト化するものな

柱8H…i・、P．74
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とがあるが，具体的な成果はまだ出ていない、

 次に先にあげた先行研究のいくつかについて具体的に何を資料としているのかを見て見る．

タイトル，資料の順に示す）．

 E．O，G．Turviue－Petre，Mψんαηd五θ物｛oηo∫流εMor5e．

（以下著者，

．ルーン文字，地名，考古学的なもの

● 習慣，諺，迷信

●古西ノルド語韻文（エッダ詩，スカルド詩）

・歴史書，サガ（『植民の書』（Landn6mab6k），アイスランド人のサガ，古代のサガなど）

・ スノッリ・ストゥルルソン（『エッダ』，『ヘイムスクリングラ』）

● サクソ・グラマティクス（『デンマーク人の事績』）

・外国人の書いたもの（タキトゥス（Tacitus，56頃一120頃）による『ゲルマーニア』（Germania），

 ブレーメンのアダムによる『ハンブルク大司教管区の事績』，アラブの旅行作家イブン・ファドラー

 ン（IbnFad1るn）など）

Anders B鶴ksted，Mo〃｛銚ε6他6εr og∬eκθ、

●

●

●

●

地名，ルーン文字

スウェーデン：ブレーメンのアダム

デンマーク：サクソ・グラマティクス

ノルウェー，アイスランド：エッダ詩，スノッリ

スカルド詩など

古代のサガ，王のサガ，アイスランド人のサガ，

Anne Holtsmark，Moπ吻mψ洲。g｛．

○

●

外国資料（『ゲルマーニア』，『ハンブルク大司教管区の事績』，イブン・ファドラーンなど）

地名，考古学的なもの，サガ，法律，ルーン文字，エッダ詩，スカルド詩，スノッリ，サクソ・グ

ラマティクス

 以上主要な専攻研究3つについて資料を見て見たが，いずれにおいても先にも述べた通り今回分析対象

とした作品（群）『エッダ詩集」，スノッリの『エッダ』，「ユングリンガ・サガ」が主要な資料として用い

られている．
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1．4 北欧神話とは

 北欧神話とは，キリスト教改宗以前に，デンマーク，スウェーデン，ノルウェー，アイスランドを中心

とする，現在北欧と呼ばれる地域のゲルマン民族が信じていた世界観を描いている神話である．その内容

は，原初巨人の誕生，神々の’族の誕生，原初巨人の体から神々が世界を作り出すこと，年月の決定，人間

の誕生などの世界創世から，ラグナロク（ragnargk）と呼ばれる神々世界の滅亡に至るまでの物語で，そ

れらのあいだに幾つかの神々に関わるエピソードがちりぱめられている．

 北欧神話にはアース神（主s，鴉sir）・ヴァン神（vanir）と呼ばれる2種類の神々の他，神々と同様に特殊

なカを持ち神々に敵対する巨人Ggtum）やドヴェルグ（dvergr）（傑儒）と呼ばれるもの，予言や魔術に

浸けた巫女（vgIva），神々のしもべとなって英雄と関わるファルキュリャ（valkyrja）注9，運命を定めるノ

ルン（nOm），神々が庇護する英雄，優れた英雄の中からヴァルキュリャに選ばれて死者となり神々の国で

ラグナロクに備えるエインヘリャル（einherjar），人問の祖先などが登場する．またこれら擬人化された存

在の他に，世界の中心とされるとねりこの木エッグドラシル（Yggdr鎚i11）や世界を取り巻いているミズガ

ルズ蛇（Miδgarδsormr），狂暴なフェンリル狼（Fenrisd1fr）なども描かれている。

1．5 なぜ動詞に注目するのか

 上で述べた北欧神話の先行研究において古西ノルド語文献資料は重要なものとして位置付けられ，神話

世界の特徴を述べる出発点として利用されている．しかし，それらの研究では神話全体を見ることに重点

が置かれているため，神話の特徴を物語る一部分が引用されているに過ぎない．具体的には，．それらの研

究ではhei七i，kenningと呼ばれる名詞の言い換え表現に注目し，その意味や語源を分析したり，それぞれ

の資料に見られるモチーフ（その資料がどのような内容を扱っているのか）について考察を加えている．

 このようにこれまでの神話研究では文献資料それ自体に対する全体的な評価，文献資料だけからどれだ

けのことがわかるのかといった分析が欠けているように思われ，個々の神話的特徴を文躰資料から導く際

にも名詞に対する分析に偏っているように思われる．また，文献資料自体に対する研究では神話学的視点

というより，主として文学的，言語学的視点からの分析である．従って本研究においては以上のような先

行研究では見落とされていた点を補うため神話研究と文献資料分析とを結ひつけ，これまでの神話研究の

成果を用いて神話学的視点から文献資料を分析し，その文献資料分析の成果を神話研究の手掛かりとする．

具体的には，文献資料に見られる動詞に注目し，古代北欧人が自らの言語で残した文献資料において神々

や英雄がどのような動詞を用いて描かれているのかをテキストに忠実に分析し，これまでの研究とは異な

る視点から神話の世界を調べてみる．書かれたものを読むことがあまりない時代では，古代北欧人は」語

症9 「戦死者を週ぷ女」を意味する
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一語を大切に聞いたのではないか，特に神話についてはある短い単語や表現だけでかなりの関連情報を連

想することが出来たのではないかと思われる。実際名詞においては先に述べたheiti，kemingがあり，そ

れらは一つあるいは複数の語で神々や事物の名前などを言い換え，それに関わる他の神話を聞き手が連想

することが出来るものである．これと同じように神話を信じていた古代北欧人は特定の動作，状態を示す

動詞を聞いただけで，他の神話との関連を理解することが出来たのではないか，そのようなキーワードと

なるような動詞があるのではないかという仮説を立て，修士論文において「エッダ詩集」の一部を分析対

象としてこの仮説を検証し，いくつかのキーワードとなる動詞の存在を明らかにした．

 本論文ではこの修士論文での結論をもとに，さらに分析対象を広げ，個別のデータをより詳しく分析す

ることによりキーワードとなる動言司の存在をしっかりと論証していく．

 最後に文献資料中の何を動詞として分類し分析するのかにっいて述べておく、

● 動詞の形

●

一 不定詞形

  直接法現在形

一 直接法過去形

  接続法現在形

  接続法過去形

一 命令形

一 現在分詞

一 過去分詞（受動態，完了分詞）

文中での働き

一 本来の述部になる動詞

  ‡ 単独で用いられている場合

  ‡助動詞と結びついて用いられている場合

      原形不定詞として

      受動態（過去分詞）として

      完了形（過去分詞）として

一 不定詞の指標（海）がつけられている動詞

  ‡ 目的語，補語として用いられている場合

  ‡ 形容詞的，副詞的に用いられる場合

一 現在分詞，過去分詞が補語として用いられている場合
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． 以下の3つは今回の分析対象から除く

  ＿ 現在分詞，過去分詞が形容詞，副詞的に用いられる場合

  一 現在分詞，過去分詞が名詞になっている場合

  一語としての起源が動詞と同じ名詞

・動詞を分析する際の基準

 今回の分析では動詞を以下のような構造を持つものと定義する

動詞＝語（ENTRY） 十意味（MEANING）

一語（ENTRY）とは作晶中に出て来る形の不定詞形

＿ 意味（MEANING）とはその語を文脈に即して日本語に訳したもの（一つの語（ENTRY）が複

 数の異なる種類の意味を持つ場合がある）

1．6 本論文の構成について

 本論文では，まず第2章で分析対象とする‡献資料並びにコンピュータを用いての具体的な分析手順に

ついて説明する．第3章では作品（群）別に，例えば「ギュルヴィの惑わし」，「ユングリンガ・サガ」で

の作者スノッリ・ストゥルルソンの動詞の用法の特徴について調べる．第4章では，個別の神々や英雄に

対して用いられている動詞を分析する方法を説明し，続く第5章では神々について，第6章では英雄につ

いて，第7章ではその他特殊な能力を持つ存在について，「エッダ詩集」の一部について分析幸行った修士

論文で導き出された推論を出発点として，神々，英雄，その他それぞれの作品において重要な役割を果た

す存在（巨人，怪物など）に特徴的な動詞表現を個別に調べる．具体的には動詞データベースから個々の

神々や英雄などに固有の動詞，すなわちそれらの神々や英雄だけを主語に取る動詞を抽出し，その固有の

動詞とその主語となっている神々や英雄の特徴や作品での重要な場面との関わりを調べる、その結果神々

や英雄などを主語とする動詞にはその神々や英雄の特徴をより明確に表現するものや，作品における神々

や英雄の役割を明確に描き出すものがあり，それらの動詞がキーワードとして北欧神話文献資料において

用いられていることを明らかにしていく．第8章では，韻文作品における韻律の影響について述べ，そし

て第9章において各章での分析結果を踏まえて結論をまとめる．
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第2章 資料分析について

2．1 分析対象

2．1．1 分析対象としての有効性

 今回分析対象に選んだ「エッダ詩集」，スノッリ・ストゥルルソンの「ギュルヴィの惑わし」，「ユング

リンガ・サガ」は顕著に神話的要素を含んでおり，他にこれらに匹敵するほどまとまった神話文献資料は

見当たらない．第1．3節で述べた北欧神話の先行研究においても，先ずこれら3作品（群）からモチーフ

を取り出し分析を加えている これらと同時代の他の作品にもいくつか神話的要素を含む作品は見られる

が，いずれも断片自勺な記述であり，「エッダ詩集」などからの引用であるため今回の分析対象には加えな

かった．

2．1．2  「エッダ詩集」

 rエッダ詩集」とは特定の作者によって書かれた一つの作品の名前ではなく，古西ノルド語によって書

かれた類似の形式，内容をもつ韻文作品に対して用いられる総称である．この「エッダ」という名前は，

後でも述べるスノッリ・ストゥルルソンが1220年頃に書いた古西ノルド語韻文入門書『エッダ』から来て

いる．「エッダ詩集」の作品は主に『王の写本』Codex Regius（GKS23654to）に見られるが，『王の写

本』は17世紀にアイスランドの司教ブリュンヨールヴル・スヴェインソン（Brynj61fur Sveinsson）がこ

の写本をアイスランドで発見し，それをデンマーク王フレデリク三世（趾ederik III，1609－70）に献上した

ためその名がつけられている、スヴェインソンはこの写本を12世紀にアイスランドの有名な賢者セイム

ンドゥルによるスノッリの『エッダ』に先行する作品であると考えたため，献上する際に’Edda S提mundi

mu1tiscii1643’と書いた．そのため『王の写本』はセイムンドのエッダ（S提mmdar－Edda）または古エッ

ダと呼ばれるようになった．しかし「エッダ詩集」に見られる作品はセイムンドゥルの時代よりはるか以

前から存在しており，様々な年代にわたって作られているため，『王の写本』がセイムンドゥルの作品であ

るとは現在では考えられていない注1．

 「エッダ詩集」はその内容によって神話詩と英雄詩に分けられる o内は略号を示す 以後本文中での

個々の作品名は略号を用いる．

柱1Kulturhigtorisk Leksikon for mrdisk middela1der fra vikingetid ti1reformationstid（以降KLNMと略す〕m，

 p－480，J6nas1988，pp．25＿33
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神話詩

 Vg1uspる（VSP）

 VaΦr胴nism創（VM）

 Fgr S㎞mis（Skimism創，SKM）

 Hymiskviδa（HYM）

 レrymskviδa（TRK）

 Ba1drs draumar（BDR）

 Hynd1u1i6δ（HDL）

脳vam創（HAV）

Grimnism訓（GRM）

H虹barδs116δ（HRBL）

Lokasenna（LS）

A1vissm釧（ALV）

Rigが1a（RT）

Grott鵬gngr（GRT）

なおFr6sonom Hrauδungs konmgsはGRMに・Fr6把gl ok goδumはLSに散文部分としてそ

れぞれ組み込むこととする．

英雄詩

 Vg1und虹kviδa（VKV）

 He1gakviδa Higrv㎜δssonar（HHV）

 Gripissp4（GRP）

 F射nism釦（FM）

 Brot af Sigurδ虹kvi6o（BSG）

 Sigruaarkviδa in skamma（SKS）

 Guδrdnarkviδa II（GK－II）

 Oddrinargr6tr（0D）

 At1am劔（AM）

 H㎜δism61（且M）

He1gakvユaa Hund1ngsbana I（I≡11王トI）

He1gakviδa Hundingsbana II（HH＿II）

Reginsm訓（RM）

Sigrdrffum劃（SD）

Guδrdnarkvi6a I（GK＿I）

HelreiδBrynhi1dar（HB）

Guδr廿narkviδa m（GK－3）

At1akviaa（AK）

Gu6r亡narhvgt（GH）

 本論文ではこれらに加えて『王の写本』で韻文作品の問にはさまれているh益dauδa Sin的t1a（SF）や

スノッリの『エッダ』，「スヴェッリル王のサガ（Sverris saga）」，「ヴォルスンガ・サガ（Vg1sunga saga）」

に見られるエッダ詩断片も分析対象とした．

 『エッダ詩集」の主要な原典である『王の写本』は45葉からなり，神話詩10，英雄詩19の計29のエッ

ダ詩が見られ，古文書学によると1200年代の終わりにアイスランド人によって書かれたものとされる

もう一つの重要な写本AM7484toは1300年代初めに書かれたもので，6つの神話詩とVKVが見られ

る．AM7484toには『王の写本』には見られないBDRが含まれている座2．この他にスノッリの『エッ

 注2KLNM III，pp．480－481
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ダ』やその他の写本に見られる韻文もエッダ詩とされる．

 このように幾つかの文献資料から類似の形式，内容を持つ韻文作品を集めて「エッダ詩集」と呼ぶため，

個々の作品の成立年代については確定的なことは言えない．しかし，これまでに年代の特定出来るスカ

ルド詩人泣3，例えばブラギ・ポツダソン（Bragi Bodd腿。n）注4，アルノール・ソールザルソン（Am6rr

レ6rδ班son）注5，エイヴィンドゥル（Eyvindrsk創dspi11ir）注6などとの関連，スノッリの作品に引用され

ている点，古西ノルド語において語中音消失が起こった年代からの類推（言語史研究），考古学的な研究な

どからエッダ詩は800年頃から書き記された13世紀までのあいだ，なかでも10，11世紀を中心につくら

れたと考えられる．しかし，700年頃に立てられたとされる西ノルウェーの石碑には既に語中音消失が見

られることや，また韻律の多様性や自由さからもエッダ詩は原ノルド語に起源を持ち，800年頃より以前

から存在していた可能性もある注7．

 また，現在残っている文献資料にノルウェー語的な特徴がある点，スウェーデンのルーン石碑にエッダ

詩的な韻律が見られる点，サクソがデンマークにエッダ詩的な韻文作品が存在していることを述べている

点などから，エッダ詩が北欧全域で作られていたことは確かである注8．

 エッダ詩にも見られる古西ノルド語韻文作品の特徴としてheiti，kenningといった名詞の言い換え表琴

（同義語）がたくさん用いられていることがあげられる．

例： va1d虹（戦場の獣，狼，Vsp55）

   1ggf6kr（海の馬，船，Hym27）

   h的a11s㎞rar（髪の高い山，頭，Hym23）

   jarδ肛burr（大地の息子，ソール，TRK1）

   gr6nst6δgriδar（巨人の老女の灰色の馬の群れ，狼，HHII25）

   umgigrδallra1anda（すべての土地のベルト，ミズガルズ蛇，Hym22）

 エッダ詩は，古高ドイツ語のH11debrands11edやアングロサクソン語のBeowu1f，Flgth at F㎜nsburg，

Deorなどと語法や韻律の上で似ている．またNibe1ungen1iedとも内容的に関係がある。

 エッダ詩に見られる韻律は主に次の3つである fomWδ1s1ag，m釧ah批r，11欄ah銚tr頭韻は・母音の

組みまたは同じ子音からなる．

産3スカルド詩人中世北欧における宮廷詩人．王侯たちの業績などを称える詩を作った．

柱49世紀のノルウェーのスカルド詩人、

産511世紀のアイスランドのスカルド詩人．

削10世紀のノルウェーのスカルド詩人．

位7KLNM III，p．483

舳KLNM IH，p．485
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fOrnyr6iS1ag

A工v㎜a1da，

bar er Ymir byg9δi，

va工a sa皿dr n6s毘r

n6SVa1ar unnir，

igrδfannz a∋va

n6upPh1mmn，

gap var ginnunga，

en gras hvergi・

（Vqlusp益3）

8行からなる． 各行4音節．頭韻を踏む短い2行×4組

頭韻を踏む組み合わせ

    A，a

     Y

     S，S

     S

    i，鶴

     u

    9，9

     9

m刮ah納r

Skgpα…xto skig1dunga，

sky1doat胎igir，

i11a r6z At1a，

益tti hann b6hyggio，

feIdi stoδst6ra，

strfddi s6r harδ1a，

af bragδi boδsendi

at kv鴉mi br益tt m6gar．

（At1amゑ12）

fomyrδis1agの変形．各行少なくとも5つの音節．頭韻を踏む短い2行×4組

             頭韻を踏む組み合わせ

                Sk，sk

                 sk

                 i，A

                  益

                 St，St

                 St

                 b，b

                  b
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1i6δah差鮎r        6行からなる．頭韻を踏む（短い2行十長い1行）×2組

                      頭韻を踏む組み合わせ

E1dz er b9㎡                            レ

レei皿s inn er komim                 b

ok6kn6ka1inn；                           k，k

matar ok v6δa                    m

er m㎜ne bgrf，                   m

レeim er he丘r um丘a11farit．             f，f

（H差vam創3）

最後に個々の作品について少し紹介しておく．

■神話詩

● Vgluspる

 巫女が世界の創世から滅亡までを語る．

● H差Vam創

 オージン（Oδinn）の格言集．

● V帥dδnism到

 オージンが巨人のヴァフスルーズニル（VaΦr㈹nir）のもとを訪れ，そこで世界についての知識で

 勝負する・バルドル（Ba1dr）の火葬の際の知識でオージンが勝っ・

● Grfmnism創

 オージンとその妻フリッグ（Frigg）がそれぞれのひいきの英雄を自慢し・その後オージンがグリー

 ムニル（Grimnir）と名乗って自分の英雄の元を訪ねる．しかし，彼はオージンの正体を知らずに縛

  り上げてしまう．その後，オージンと気付くが，既に遅く自分の剣の上に倒れて死んでしまう、

・ Fgr Skimis（Skimism訓）

 フレイ（趾eyr）がオージンの高御座から世界を見渡して，巨人の娘ケルズ（Gerδr）に恋をしてしま

  う．そこでフレイの召使のスキールニル（Skimir）がフレイに代わって求婚に出向く・フレイはそ

 の代償に自分の剣を失うことになる．

・ H差rba∫δs1i6δ
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 ソール（レ6rr）が遠征からの帰りに川に差しかかると，そこには渡し守がいてハールバルズ（H金barδr）

 と名乗る．彼はソールを馬鹿にして，彼を渡すことを拒む、ハールバルズは実はオージンの変装．

 ソールは回り道をすることになる．

● Hymiskviδa

 ソールが神々の宴会で使う大きな醸造用の釜を巨人ヒュミル（Hymir）のところに借りに出向く・

 ソールはそこでミズガルズ蛇をつりあげようとする、結局ヒュミルを殺して釜を奪うことになる．

● Lo㎞senna

 神々の宴会の席にロキ（Loki）がやって来て，これまでの神々の行ないを罵る．最後には捕まえら

 れて縛り上げられる．

● レrymskviδa

 ソールがハンマーミョッルニル（Miglhir）を巨人スリュム（brymr）に盗まれる．巨人は女神フレ

 イヤ（Freyja）を花嫁に要求する。そこでソールが花嫁に化けて巨人の館に出向き，ハンマーを取り

 戻す．

● A1vfssm棚

 ソールが傑儒アルヴィース（A1viss）にいろいろと物の名前を尋ねる．最後にアルヴィースは太陽光

 に捕まえられて石になってしまう．

● Baldrs draumar

 バルドルの夢を解き明かすためにオージンが地下の国へ出向いて，巫女を起こして，バルドルの死

 の予言を聞いて帰って来る．

■  RjgSbd1a

 リーグ（R’呼）と名乗ってヘイムダッル（Heimda11r）が旅をして，立ち寄った先で奴隷，自由農民，

 王侯の祖先が誕生する．

． Hyndlu1i6δ

 フレイヤが猪オッタル（Ottar）に乗って女巨人ヒュンドラ（Hynd1a）のもとを訪ねる・ヒュンドラ

 はフレイヤの愛人オッタルの家系についての知識を語る．

○ Grott鵬gngr

 グロッティ（Grotti）は夢の臼で，デンマーク王フロージ（Fr6δi）が持っていた．この臼は富と平

 和，死と滅亡をひくことができた．王は2人の女巨人フェニャ（Fenia）とメニャ（Menia）に黄金を

 ひかせていた．彼女たちは歌いながらひいていた．王は彼女たちを休ませなかった．彼女たらば

 怒って，滅亡をひき，最後に臼は壊れる、
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■英雄詩

 ● Vglundarkviδa

   ヴォルンド（Vglundr）が自分を捕まえてひどい目にあわせた二一スズ（Niδuδr）王に仕返しする・

 ● He1gakv1δa Hundmgsbana I

   ヘルギS（Helg1S1gmundssonr）の誕生 父親殺しへの復讐（フンディング王（亘mdm餌）に対する

   遠征）．ヴァリュキュリャのシグルーン（Sigrin）との出会い．シグルーンを巡る争い．ヘルギの

   勝利．

 ● He1gakviδa Hiqrvarδssonar

   ヒョルヴァルズ（Hjgrvarδr）がどのようにしてシグルリン（SigrIinn）と結婚し，ヘルギH（HeIgi

   Hjgrvarδssonr）が生まれたのか．ヘルギとその弟ヘジン（Heδim）とヴァリュキュリャのスヴァー

   ヴァ（Sv益va）との関係．ヘルギの死，ヘジンによる復讐．

 ・  He1gakviδa Hundingsbana II

   ヘルギHの誕生．父親殺しへの復讐（フンディング王に対する遠征）．ヴァリュキュリャのシグ

   ルーンとの出会い．シグルーンを巡る争い、ヘルギの勝利の第2部．

 ● Gripissp益

   シグルズ（S1gurδr）が自分の母の兄のグリーピ（Grip1r）のもとを訪れ，自分の未来について尋ねる

 ■ Reginsm創

   シグルズは保儒レギン（Reginn）の養育を受け，父の仇を討つ。

 ● F証nism61

   レギンは自分の兄で，遺産を独り占めしているファーヴニ（F6fnir）を殺すようにシグルズをそその

   かす．シグルズは結局レギンも殺し，真大な宝を手に入れる．

 ・ Sigrdrifum釧

   その後，シグルズはヴァリュキュリャのシクルドリーヴァ（Sigrdrifa）と名乗るブリュンヒルド

   （Brynhi1dr）に出会う．彼女はオージンによって眠らされていたが，シグルズがその眠りを破り，

   彼女はシグルズに助言を与える、

 ■ Brot af Sigurδarkviδo

   グンナル（Gumarr）がホグニ（Hggni）をそそのかしてシグルズを壷させようとする．

 ● Guδrdnarkviδa I

   シグルズ亡き後の嘆き悲しむグズルーン（Guδrdn）を描く．

 g Sigmaarkviaa in skamma
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   シグルズを慕うブリュンヒルドが策略をめぐらし，夫グンナルをそそのかして，その弟グトホルム

   （Gubhormr）にシグルズを殺させる

 ・ He1reiδBrynhi1dar

   ブリュンヒルドが冥府へ向かう途中で女巨人に出会い，自らの身の上を語る．

 ● Guar亡narkviδa II

   グズルーンがアトリ（AtIi）との結婚など自分の一生について語る．

 ● Guδrdnarkviδa III

   グズルーンが身の潔白を証明する（浮気の疑いを晴らす）．

 ● Oddrdnargr批r

   アトリとブリュンヒルドの妹オッドルーン（Oddrin）とグンナルの悲恋物語、

 ● At1akviδa

 ● Atlam創

   2つともアトリ王がギューキ王（Gjiki）をだまして殺し，ギューキ王の娘グズルーンが復讐する．

 ● Guδr七n趾hvgt

   グズルーンがシグルズとスヴァンヒルド（Svanhi1dr）の死を嘆く．

 ● Hamδism創

   娘スヴァンヒルドを殺されたグズルーンが息子ハムジル（Hamair）にその復街をさせる．

2．1．3 「ギュルヴィの惑わし」（Gy1血ginning）

 中世アイスランドを代表する文人スノッリ・ストゥルルソンによって書かれた『エッダ』の一部．『エッ

ダ』は1220年頃に書かれたとされる古西ノルド語による韻文作品作成の手引き書である．当時アイスラ

ンドでは古い詩芸（韻文作品をつくる際のさまざまな知識）が衰えており，これを憂慮したスノッリが古

西ノルド語での詩芸を保存するためにこの本をまとめた．最古の写本（Codex Upsa1iensis）に’B6k bessi

heitir Edda；hana he£r sama皿setta Snorri Sturlu sonr eptirレeim h勧ti sem h6r er skipat・， （この

本はエッダと呼ばれる．この本をスノッリ・ストゥルルソンがここに書かれているようなやり方でまとめ

た．）とあり，ここからこの作品がスノッリの『エッダ』と呼ばれている．

 『エッダ』という名前の由来については以下のように様々な意見があ手が，どれも確定的ではない注9。

 ・6δr（詩，poetry，poems）から、

 ・ Oddi（スノッリが教育を受けた場所）から．

 柱9H…is，P．74
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・edda（曾祖母）から．

・edere（書く，発行する）から．

 『エッダ』は「序」，「ギュルプィの惑わし」，「詩語法」，「韻律一覧」の4部からなる．その中で，今回

分析対象とする「ギュルヴィの惑わし」はその文学的，神話的関心から『エッダ』のなかで今日最も広

く読まれている注10．「ギュルヴィの惑わし」はスウェーデン王ギュルヴィ（GyIi）が変装し，ガングレリ

（Gang1eri，旅に疲れたもの）と名乗って，神々の世界アースガルズヘ行く．そこでギュルヴィとハール

（H虹），ヤブンハール（I証nh虹），スリジ（レriδi）という3人の神々との問で問答形式によって世界につい

ての知識が明らかにされていく．スノッリはVSP，VM，GRMなどを初めとするエッダ詩を神話資料と

して用いて物語を進めて行くが，場合によっては現存しない資料からも引用しており，「エッダ詩集」を補

う重要な神話資料である．

2．1．4 「ユングリンガ・サガ」（YI1gIillgasaga）

 「ギュルヴィの惑わし」と同じくスノッリ・ストゥルルソンが1230年頃に書いた『ヘイムスクリング

ラ』の冒頭に出てくるサガ．『ヘイムスクリングラ』には古代から1177年までのノルウェー王たちが描か

れている．「ユングリンガ・サガ」はその冒頭の作品で，スウェーデンのユングリング王家の神話伝説上の

祖先について述べられている、

 スノッリはノルウェーのハラルド美髪王（Hara1d h鮎agr，890－930頃）王のスカルド詩人ショーズオール

ヴル（レj6δ6Ifr im fr6ai6r Hvini）によって作られた「ユングリンカタル」（Yng1ingata1）を中心にブラギ・

ボッダソンの「ラグナル煩歌」（Ragnarsdr色pa），エイヴィンドゥルの「バーレイキャタル」（H提ey3atal）

などのスカルド詩をもとにrユングリンガ・サガ」を書いた注11．引用されているrユングリンカタル」，

「バーレイキャタル」の韻律はkviδuh銚tr，「ラグナル煩歌」の韻律はdr6ttkv勧tである．共にスカル

ド詩の韻律であり，fomyrδis1agに近い．kviδuh舳rは奇数行3音節，偶数行4音節」の8行からなり，

dr6ttkva∋ttは各行6音節の8行からなる．

 「ユングリンガ・サガ」には『エッダ』に見られるものと同様の形式と内容が見られる．「ユングリン

ガ・サガ」においては，アーシア（Asf6）の戦いの王として人間化されたオージンが，ヴァン族のニヨルズ

（Njgrδr），フレイ，フレイヤと共に描かれており，彼らがNorδr1andへ移動し，Lggrinn（M創aren）に落

ち着き，そこでオージン，ニヨルズ，フレイ（ユングヴィフレイ）の順に王となり，ユングリングー族の先

祖となったとされる注12．この3人の王の名前は神話の神々と同じであり，「ユングリンカタル」には登場

庄10TuIr’ille＿Petre1964，p．23

庄11KLNM XX，p．360

柱12KLNM XX，p．360
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しない 「ユングリンガ・サガ」に続くサカではハラルド美髪王やその父ハルヴダン黒王（Ha1fdan sva前1）

といった歴史上の王について述べられており，「ユングリンガ・サガ」は歴史として認められる以前の神話

伝説の要素を含んだ作品である．

2．1．5 分析に使用する刊本

 ・ He1gason，J6n（udg）1971〃ぬ物蛇∫γg‘仙3炉，肋〃αm6’K¢benhavn Ejnar Munksga虹d

 ．Helgason，J6n（udg、）．1971一〃化物fε∬ωdε的εε．K¢benhavn．Ejnar Munksg肋rd。

 ● He1gason，J6n（udg．）。1971．〃化物蛇エ∬Hεκε的圭e〃耐e〃．K¢benhavn．Ejnar Munks－

   g肋rd．

 ○ Ho1tsmark，Anne；He1gason，J6n（udg、）．1976．5πoπ｛3切r’ωoη〃dα。Gψαプαg初η伽g og

   ρr05α加物〃伽geη“ω5冶舳挑。μ㎜61．K¢benhavn．Ejnar Mmksg鵬rd．

 ・Wess6n，Eli鎚（udg。）．1952．3no㎞31州㎜㎝γηgJ伽gα80gα．K¢benhavn．Ej脳Munksgaard。

 以上の刊本は，現在北欧において最も信頼のおけるものであるため今回の分析に用いた．上記の刊本に

加えて，未干11の〃曲物ホε〃に入るべきエッダ英雄詩11作品をJ6n He1gason氏と共同で編集作業をさ

れたJ6nas Kristj益nsson氏の好意によりコピーを入手し今回の分析対象に加えた．

2．2 分析手111頁

 作業の手順は以下に示す通りである．

 1．刊本に基づいて文献資料をテキストデータとしてコンピュータに入力．

   テキストをMS－DOSのテキストファイルとして入力．

   テキスト各行の先頭に位置情報として作品の略記号，節番号，行番号，韻文・散文の区別，（神話

   詩・英雄詩の区別）をつける．

     例：VSP3．6．VG    GYLFG24．45．P

   テキストに出て来る古西ノルド語に特有のアルファベットは他の記号（＼，％，＄，◎，＾）と組み合わ

   せて入力する．

     例：＼d，％a，＄O，◎o，＾E

   分析対象とする3作品（群）で約17，000行（約650KB）となった・

 2．言語工学の汎用機を用いて，入力したテキストデータのコンコーダンスを作成．

   入力したMS－DOSのテキストファイルを汎用機に転送し，三木氏（椙山女学園大学助教授）作成
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  のプログラムを用いてKWICコンコーダンス注13を作成．

  KWICコンコーダンスをプリントアウトする．

3．コンコーダンスで動詞を調べる、

  プリントアウトしたKWICコンコーダンスで辞書に基づき品詞をチェックする．

4．3に基づき元のテキストデータ上の動詞に印をつける．

  KWICコンコーダンス上で動詞とした単語について1で入力したMS－DOSテキストに＄印をつ

  ける．

5．データベースソフトに読み込めるようにテキストデータを加工．

  エディターソフト（V Z）のマクロ機能を用いて，＊を付けた動詞，位置情報，前後の文脈をデー

  タベースソフトに読み込めるように加工．

6．位置情報とその動詞，その動詞の出て来るテキスト行を持っデータベース作成．

  ＊を付けた動詞，位置情報，前後の文脈をフィールドとする動詞データベースを作成．

7．6のデータベースに主語，目的語，意味，時制など個々の動詞についての情報を資料に忠実に加え

  て全部で38のフィールドからなる動言司データベースを完成、

    動詞チータベースフォーマット

       Word＋WO㎜ 阯ry＋ENTRY Place＋PLACE

        Combi＋COMB Adverb ＋ADVERB

        Phrase ＋PHRASE

        Me㎝ing ＋MEANING M－Cat＋M－CATEGORY

        For㎜ 十FORM T㎝se＋TENSE Mood ＋MOOD

        Ren6x ＋REF－FORM A／M ＋AUX．MA㎜ Enc1itic ＋ENCLITIC Meter

        ＋METER

       Subject ＋SUBJECT S－Grm ＋S－GRM

        S＿Rea1 ＋S－REAL

        S＿Type ＋S－TYPE S－Cat ＋S－CATEGORY S－Person ＋S－PERSON S－

       N㎜m ＋S－NUMBER

       Complement ＋COMPLEMENT

        C＿Rea1 ＋C－REAL

        C＿Type ＋C－TYPE C＿Cat ＋C－CATEGORY

       Object ＋OBJECT

        0－Rea1 ＋O－REAL 0．Type ＋O．TYPE

柱13Key Word in Contextコンゴーダンスー分析対象としたいキーワードの文脈上の位置（前後関係）がわかるように出力し

  たコンコーダンス、
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   O－Cat ＋O－CATEGORY 0－Person ＋O－PERSON 0－Num

   0＿Case ＋O－CASE

  Text＿2 ＋TEXT－2

  Text＿1 ＋TEXT－1

  Text ＋TEXT

  Text1 ＋TEXT1

  Text2 ＋TEXT2

＋フィールド名のところ（十WORDなど）に実際のデータが入力される．

十〇一NUMBER

フィールド名（画面表示）： 説明

  入力内容

WORD（Word）：単語（分析対象の動詞）

ENTRY（Entry）：見出し語（本文中では「語」と表記する）

  WORDを辞書でひく場合の形

PLACE（P1a㏄）：WORDのテキストでの出現場所

COMB（Comb）：WORDと他の動詞との結びつき

  完了，受け身，その他の助動詞などと結びついて一つの動詞句を形成（具体的に語を記入）

  x 単独の場合

ADVERB（Adverb）：副詞

  WORDと関わる副詞（様態，場所，時，否定など）を記入

  X ない場合，助動詞の場合

PHRASE（P11rase）：WORDが文法上の冒的語や，複合語などと結びついて一つの意味を作っ

  ている場合のセットフレーズ

  X 単独の場合

  目的語が特定の格の場合には以下の略号を用いる

   e－n einhvem  対格目的語（人） e－t ei舳vert 対格目的語（モノ）

   e－m einhverjum 与格目的語    e－s einhvers 属格目的語

MEANING（Meani㎎）：WORDの意味

  文脈における意味，セットフレーズでの意味

  複合動詞の場合は，複合での意味

    例gangaaptr戻ってくる
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     目的語と一体で’つの意味になる場合は，それを記入する

       例 ㎞taOrδume－n 誰かに話しをする

   M－CATEGORY（M－Cat）：WORDの意味のカテゴリー

     1から30までは寺村（1982）での分類．該当するぺ一ジ番号を付けた．

     2者（動作の主体と対象）の関係 pp．87－101

         1 物理的働きかけ

         2 ある対象を目指しての感覚・感情の動き

         3 創る行為

         4 対面，あるいは対象に対する態度

         5 相互動作

     移動・変化 pp．102－121

         6 移動一1 咄ル」動き

         7 移動一2 「適ル」動き

         8 移動一3 「人ル，着ク；泊マル」類

         9 行ク，来ル，帰ル，戻ル

         10変化「ナル」類

     働きかけと移動の複合  pp，122－124

         11 「人レル」類

     働きかけと変化の複合  pp．124－126

         12 「変エル」類

     授受 pp．126－139

         13授受（1）「与エル」類

         14授受（2）「受ケル」類

         15 「命ジル」類

     感情  pp．139－154

         16 一時的な気の動き

         17 能動的な心の動き，積極的感情の発動

         18 感情の直接的表出

         19 感情的品定め

     存在  pp．155－161

21
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    20 出来事の発生

    21 物理的存在（あるとき，あるものが，ある空間を占めて存在する）

    22 所有，所属的存在

    23 部分集合，または種類の存在

性状規定 pp．162－170（特に補語が形容詞の場合）

    24 「何かに対する」性状

    25 相対的性状

    26 絶対的性状

判断措定  pp．171－172（特に補語が名詞の場合）

    27 判断措定の対象になるコト

コトを含むコト pp．173－176

 （一つのまとまった叙述内容を対象とする，～であることを…する）

28

29

30

    31

    32

    ・33

助動詞的意味

    40

    50

    60

法の助動詞

71

72

73

74

75

76

感覚作用

思考作用

発話行為

自発（自然現象，自動詞など）

使役（命令とは異なる）

名付けられる（’benamed’）

完了形をつくる

受け身をつくる

冗語的挿入

義務

必要性

運命

命令

「まさに～する」

未来
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         77 推量

         78 想像・非現実

         79 可能

         80 能力

         81 許可

         82 意志・願望

         83 「敢えて～する」

   FORM（Form）：WORDのテキスト中での出現形

      inf   不定詞形

      P・es  現在形

      pret  過去形

      pres．p  現在分詞形

      p鎚t．pp 過去分詞形（受け身）

      p鎚t．ps 過去分詞形（完了分詞）

      imp  命令形

      conj1  接続法現在形

      conj2  接続法過去形

   TENSE（Tense）：WORDの時制

     pres 現在

     pret 過去

     f    未来

     pres．p 現在完了

     p触．p 過去完了

     x   その他（分詞，不定詞，助動詞と緒びついている場合）

   M00D（Mood）：WORDの法

23
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      ind    直説法

      conj．pres  接続法現在（主節）

           1願望

           2要求・命令

           3譲ふ

           4疑いのある提案（疑問文のみ）

      conj．pret 接続法過去（主節）

           考えられる，可能性のある（potentia1）

      conj．sub 接続法（従属節）

      imp   命令法

      X    不定詞，助動詞と結びついている場合など

   REF－FORM（Re且ex）l WORDが形態上再帰形の場合の分類

      ren 再帰

      reC 相互

      inC 起動（新しい状態に入る，なる）

      p 受け身

     X  再帰形でない場合

   AUX－MAIN（A／M）：WORDが助動詞なのか本動詞なのか

      a 助動詞として機能

     m 本動詞として機能

   ENCLITIC（Emlitic）：WORDの接辞

      動詞と一体になっている語（一at，一ak，一tuなど）

        Xない場合

   METER（Meter）：韻律

      WORDが韻律の支配にある場合

24
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m
f

1

k

d

X

m刮ah6ttr

fOrnyrδiSIag

1i碗ah批tr

kvi6uh6ttr

d6ttkv記tt

ない場合

SUBJECT（Subject）：主語（意味上の主語）

   複数の場合’／’で区切って記入

   節の場合at一，hverr一と記入

S－REAL（S－Rea1）：主語の実体

   代名詞，あだ名，明示されていないなどの場合で，実際に指しているもの（日本語で）

S－TYPE（S－Type）：主語のタイプ

   文中での主語のタイプ

n

O

C

r

S

a

d

up

X

主格位置にある

目的格位置にある

明示されていないが，文脈からわかる

関係代名詞が主語のもの

疑問代名詞が主語のもの

主格主語をとらない場合，対格主語

主格主語をとらない場合，与格主語

非人称構文

特定できないもの

S－CATEGORY（S－Cat）：主語のカテゴリー

   実体（S．Real）のカテゴリー
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9（m／f，a／v）

S

h（m／f）

k

e

j（m／f）

d（m／f）

m（m／f）

V

a（1／d）

1（9／h／j）

t（9／h／j）

o（w／n，9／h／j）

X

y

up

神々（男性／女性，アース神／ヴァン神）

超存在（巫女，魔女，世界樹など）

英雄（男性／女性）

王

エインヘリャル

巨人（男性／女性）

傑傭

人間（男性／女性）

ヴァルキュリャ

アールヴ（光／闇）

動物（神々／英雄／巨人に属する）

従者（神々／英雄／巨人に属する）

その他（有意志／無意志，神々ノ英雄／巨人に属する）

上記以外

文法的要素（at一，hverr一などの節）

非人称構文

S－PERSON（S．Person）：主語の人称（文法上）

   1，2，3 一，二，三人称

  X   非人称・主語が特定できないもの

S．NUMBER（S．Num）：主語の数（文法上）

   s，p 単数，複数

   X  非人称・主語が特定できないもの

S－GRM（S－Grm）：WORDが意味上の主語を主格でとらない場合

   b莇、レarなど

COMPLEMENT（CompIement）：補語

   複数の場合ソ’で区切って記入

   節の場合at一，hverr一と記入

C．REAL（C．Rea1）：補語の実体

26
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      代名詞，あだ名，明示されていないなどの場合で，実際に指しているもの（日本語で）

      形容詞などは，その意味を記入

   C－TYPE（C－Type）：補語のタイプ

      n  名詞

      a  形容詞

      adv  冨■』言司

      X  その他（節，副詞旬，前置詞句など）

   C－CATEGORY（C－Cat）：補語のカテゴリー

      C－TYPEがnの場合，S－Cate即「・にワじ

      X n以外

   0BJECT（0bject）：日的語（Ph醐eにおける目的語，文法上の目的語）

      異なる格の場合’／’で，同じ格の場合は’，’で区切って記入

      節の場合at一，hverr一と記入

      意味上表に出ないもの

       例：ganga afe－m dauδum（e－mを殺す）におけるdauδumもe－mも目的語として扱う

   0－REAL（O－Rea1）：目的語の実体

      代名詞・あだ名，明示されていないなどの場合で，実際に指しているもの（日千語で）

   0－TYPE（0－Type）：目的語のタイプ

     ○ 目的語として明示されている

     C   〃   明示されていない

     r 関係代名詞が日的語のもの

     S 疑問詞が目的語のもの

     g 文法的要素（at一，hverr一などの節）

     X 目的語がない場合

   0－CATEGORY（0－Cat）： 目的語のカテゴリー

      S．Categoryに同じ

   0－PERSON（0－Person）：目的語の人称

      S－Personに同じ

   0－NUM追ER（0－Num）：目的語の数
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   S－Number｛こ同じ

0－CASE（0－Case）：目的語の格

  a   対格

  ag  文法的目的語

  ao  目的語の補語

  鵬   主格主語の無い文において

  脇dV 副詞的用法

  d   与格

  do  本来の与格

  di  具格的与格

  da  奪格的与格

  d1  所格的与格

  g  属格

  X   その他（節など）

TEXT 2（Text－2）＝

TEXT 1（Text－1）：

TEXT（Text）＝

TEXT1（Text＋1）：

TEXT2（Text＋2）：

WORDが出現するテキスト（2行前）

WORDが出現するテキスト（1行前）

WORDが出現するテキスト

WORDが出現するテキスト（1行後）

WOR．Dが出現するテキスト（2行後）

8．その動詞データベースに対して，様々な考察を加える．



29

第3章 作品（群）別分析

3．1 データベース上の各フィールドごとの傾向

 ここでは，今回分析した4つの作品（群），「エッダ詩集」（神話詩，英雄詩），「ギュルヴィの惑わし」，

「ユングリンガ・サガ」それぞれについての各フィールドごとの傾向を調べる、なお参考のため全体の傾向

とも比較する．以下説明において「ギュルヴィの惑わし」，「ユングリンガ・サガ」はそれぞれギュルヴィ，

ユングリングと略す．

 各作品（群）のレコード数は次にようになる．

全体  神話詩 英雄詩 ギュルヴィ ユングリング

15426   4133    5145 3945 2203

 本論文の基礎となる動詞データベースには第2．2節で述べたように38の分析フィールドがあるが，

その中で実際にこの章で分析対象とするのはWO正①，ENTRY，MEANING，M．CATEGORY，FORM，

TENSE，MOOD，REF－FORM，AUX－MAIN，METER，SUBJECT，S－REAL，S－TYPE，S－CATEGORY，

S－PERSON，S－NUMBER，COMPLEMENT，C－REAL，C－TYPE，C－CATEGORY，OBJECT，O－REAL，

O．TYPE，O－CATEGOPY，O－PERSON，O－NUMBER，O－CASEの27フィールドである。．

 そこでこれからそれらのフィールドでのデータ数，頻度，比率を分析することにより各フィールドにお

ける4つの作品（群）の傾向を見ていく．

◎ WORD

  テキストに実際に出てくる単語（分析対象の動詞）であるため，個々については分析できないが，

  何種類の単語（分析対象の動詞）があるのか，どのような単語（分析対象の動詞）が多く用いられ

  ているのかについて傾向を読みとることは出来る、

  作品（群）別に単語（分析対象の動詞）が何種類あるのかにっいては以下のようになる。（O内は

  レコード総数／WORD数）

全体 神話詩 英雄詩 ギュルヴィ ユングリング

3820（4．04）1549（2．67）2083（2．47）1141（3，46） 631（3．49）

各作品（群）によってレコード総数が異なるため，単純に単語（分析対象の動詞）の数を比べるこ
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とは出来ないが，レコード総数に対するWORD数の比率を見ると，韻文作品である神話詩，英雄

詩グループと散文作品であるギュルヴィ，ユングリンググループとに分けられ，韻文の方がより多

くの種類の単語を用いていることがわかる．

次にどの単語が多く登場するかについてみてみる．

頻度上位

全体 神話詩 英雄詩

er 722 4．68％ er 173 4．19％ Var 168 3．27％

Va工 691 4．48％ Var 126 3．05％ er 154 2．99％

rnun 190 1．23％ heitir 63 1．52％ 】＝nun 88 1．71％

heitir 187 1．2ユ％ S㎞1 61 1．48％ kvaδ 83 1．61％

Vera 128 0．83％ rnun 53 1．28％ he丘r 46 0．89％

S㎞1 127 0182％ S6 47 1．14％ V霞ri 37 O．72％

m剣ti 126 0．82％ Vera 40 0．97％ Vera 37 0．72％

h6t 124 0，80％ kom 35 0．85％ ska1 36 O．70％

ha撤 124 O．80％ Segδu 34 0．82％ h6t 36 O．70％

kom 122 O．78％ kann 33 0．80％ h出ai 34 O，66％

ギュノレヴィ ユングリング

er 353 8．95％ Va工 253 11．48％

Va∫ 144 3．65％ ha撤 56 2．54％

m記1ti 103 2．61％ h6土 54 2．45％

heitir 99 2．51％ t6k 46 2．09％

Segir 74 1．88％ f6r 45 2．04％

eru 57 1．44％ V6ru 44 2．00％

muIi 48 1．22％ er 42 1．91％

Segia 46 1．17％ kom 41 1．86％

Vera 43 1，09％ sky1di 41 1．86％

he缶 39 O．99％ Varδ 34 1．54％

頻度上位にer，varは全ての作品（群）に入っており，神話詩，英雄詩，ギュルヴィでは1，2位で
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  ある．ギュルヴィ，ユングリングの散文作品ではer，varのb e動詞の比率が韻文作品（群）より

  もかなり高い、ユングリングではvarは1位で2位以下を大きく引き離しており，他の上位に入っ

  ているものもer以外は全て過去形動詞であり，ユングリングが年代記として過去の事実を述べて

  いることがわかる．またmm，Veraは神話詩，英雄詩，ギュルヴィには入っているが，ユングリン

  グには入っていない1

◎ ENTRY

  どのような動詞が用いられているのかを見る指標となるフィールド．動詞は時制，人称，数により

  出現する形が変化するが，ENTRY（辞書の見出しになっている形）であればそれらに関わらずに

  どのような動詞が用いられているかを見ることが出来る．作品（群）別に固有（その作品（群）に

  のみ登場する）の動詞があれば，その作品（群）を特徴づけているキーワードの可能性があり，こ

  のENTRYは重要な分析フィールドである．また第5章以降で神々や英雄など個別に分析する際

  にも，同様に注目して分析すべきフィールドとなる．

  用いられているENTRYの種類は以下のようである・（O内はレコード総数／ENTRY数）

全体 神話詩 英雄詩  ギュルヴィ ユングリング

940（16．41）546（7．57）619（8．31） 429（9．20） 275（8．01）

レコード総数に対するENTRY数は神話詩が一番多く，多様な動詞が用いられていることがうか

がえるが，他の作品（群）との差が余り大きくなく，特徴というほどのものではない．」

頻度上位
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全体 神話詩 英雄詩

Vera 2251 14．59％ Vera 554 13．40％ Vera 601 11．68％

hafa 522 3．38％ munu 159 3．85％ munu 197 3．83％

munu 501 3．25％ skuIu 149 3．61％ hafa 182 3．54％

heita 419 2．72％ Vita 140 3．39％ sku1u 131 2，55％

koma 419 2．72％ koma 134 3．24％ kveδa 109 2．12％

Segja 416 2．70％ heita 106 2．56％ koma 105 2．04％

skulu 412 2．67％ hafa 99 2．40％ Segja 95 1．85％

fara 305 1．98％ Segja 83 2．01％ Verδa 93 1，81％

Verδa 282 1，83％ nema 74 1．79％ fara 87 1．69％

Vita 262 1．70％ fara 66 1，60％ ganga 87 1．69％

一 一 ． ganga 66 1，60％ i 一 一

ギュルヴィ ユングリング

Vera 699 17．72％ Vera 397 18．02％

Se自a 179 4．54％ h㎡a 85 3．86％

heita 161 4．08％ fara 83 3．77％

h㎡a 156 3．95％ heita 79 3．59％

munu 125 3．17％ koma 76 3．45％

m鴉Ia 108 2．74％ taka 70 3．18％

koma 104 2．64％ Segja 59 2．68％

Sj6 83 2．10％ Verδa 58 2．63％

sku1u 80 2．03％ kaユla 56 2．54％

Verδa 73 1．85％ eiga 56 2．54％

頻度についてみると，どの作品（群）でもveraが他のENTRYを大きく引き離して1位である、

キュルブィ，ユングリングではそのレコード総数に対する比率はさらに大きくなり，散‡作品では

veraがより多く用いられていることがわかる、hafa，koma，se自aは全ての作品（群）で頻度上位

に出ている．

次に、特定の作品（群）にしか用いられない，その作品（群）に個別のENTRYについて調べてみる
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と神話詩は548のENTRYのうち137が神話詩にしか用いられていない．つまり4つに1つが固

有のENTRYということになる．同様に他の作品（群）について調べてみると以下のようになる．

作品（群） 神話詩 英雄詩 ギュルヴィ ユングリング

ENTRY数（a） 546 619 429 275

固有のENTRY数（b） 131 195 81 32

（a／b） 4．17 3．17 5．30 8，60

  固有のENTRYは韻文作品（群）（神話詩，英雄詩）に多く，散文作品では少ない．なかでも英雄詩

  には非常に多くの固有のENTRYが用いられている．

◎ MEANING

  ENTRYの表している意味を示すフィールド．ENTRYが同じでもその意味することが異なる場

  合があり，またENTRYが異なっても意味が同じ場合もある．ENTRYの場合と同じように，そ

  の動詞で表されている意味が特別なものでその作品（群）にのみ出てくる場合は，その作品（群）

  を特徴づけるキーワードの可能性があり，重要なフィールドである．また第5章以降に神々や英雄

  を個別に分析する際にも重要である1

  用いられている意味の種類は以下のようである．

全体 神話詩 英雄詩  ギュルヴィ ユングリング

1340（11，51）640（6．46）765（6，73） 587（6．72） 402（5．48）

ユングリングに出てくる意味の数が若干少ないが，それほど大きな差ではなく，種類の数から特徴

を見出すことは難しい．

頻度上位
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全体 神話詩 英雄詩

34

助動詞 1305 8．46％ 助動詞 392 9．48％ 助動詞 490 9．52％

b e 1176 7．62％ b e 311 7．52％ b e 323 6．28％

呈 1
ｾつ

658 4．27％ 知る 164 3．97％ 旦 一

ｾつ 222 4．31％

受け身 470 3，05％ 言う 111 2．69％ 完了 170 3．30％

完了 464 3．0ユ％ 得る 100 2．42％ 受け身 110 2．14％

呼ばれる 376 2．44％ 呼ばれる 92 2．23％ 行う 95 1，85％

知る 298 1．93％ 完了 92 2．23％ 与える 91 1．77％

持つ 294 1191％ 受け身 81 1，96％ 持つ 88 1，71％

来る 248 1．61％ 来る 74 1．79％ 見る 82 1．59％

ある 221 1．43％ 持つ 73 1．77％ 殺す 73 1，42％

ギュルヴイ ユングリング

b e 375 9．51％ b e 167 7．58％

助動詞 321 8．14％ 受け身 119 5．40％

二  i

ｾつ 265 6．72％ 助動詞 102 4．63％

受け身 160 4．06％ 呼ばれる 75 3．40％

呼ばれる 154 3．90％ 完了 70 3．18％

完了 132 3．35％ 言う 60 2．72％

ある 82 2．08％ 持つ 57 2．59％

持つ 76 1．93％ 呼ぶ 55 2．50％

見る 70 1，77％ いる 52 2．36％

呼ぶ 65 1．65％ 来る 49 2．22％

頻度についてみると，助動詞，b e，言う，持つ，完了，受け身は全ての作品（群）の上位に見ら

れる．

次に，特定の作品（群）にしか用いられない，その作品（群）に甲州のMEANINGについて調べ

てみると総MEANING数に対する固有のMEANING（a／b）はユングリングにおいて少ないが，

その他はあまり差がない．
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作品（群） 神話詩 英雄詩 ギュルヴィ ユングリング

MEANING数（a） 640 766 587 402

固有のMEANING数（b） 197 291 182 95

（a／b） 3．25 2，63 3．23 4．23

◎ M－CATEGORY

  このフィールドはそれぞれの動詞の表している意味をカテゴリー別に分類したものである．このカ

  テゴリー分けは『日本語のシンタクスと意味 I』（寺村秀夫）での動詞の分類を基準に，助動詞に

  っいてのカテゴリーをつけ加えたもので，先に第2．2節で示したように全部で49のカテゴリーが

  ある．

  各作品（群）別の特徴としては神話詩には19（感情的品定め）がない．英雄詩には全て出てくる．

  ギュルヴィには60（冗語的挿入）がない．ユングリングには18（感情の直接的表出），19（感情的

  品定め），75（「まさに～する」），76（未来），81（許可），83（「敢えて～する」）がない．なお23

  （部分集合，種類の存在）は全ての作品（群）に出てこなかった．

  頻度から見てみると以下のようになる．

  頻度上位

全体 神話詩 英雄詩

1 1538 9．97％ 1 402 9，73％ 1 570 11．08％

30 964 6．25％ 29 296 7．16％ 30 307 5．97％

29 737 4．78％ 30 198 4．79％ 31 285 5．54％

31 688 4．46％ 14 182 4．40％ 12 285 5．54％

12 664 4．30％ 31 163 3．94％ 29 263 5．11％．．

21 645 4．18％ 12 163 3．94％ 2 238 4．63％

11 614 3．98％ 21 163 3．94％ 11 201 3．91％

2 593 3．84％ 10 156 3．77％ 21 198 3．85％

27 566 3．67％ 9 147 3．56％ 13 185 3，60％

9 559 3．62％ 27 147 3．56％ 9 ・184 3．58％
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ギュルヴィ ユングリング

30 370 9．38％ 1 228 10．35％

1 338 8．57％ 11 141 6．40％

33 202 5．12％ 50 118 5．36％

27 179 4．54％ 33 115 5．22％

21 175 4．44％ 21 109 4．95％

50 161 4．08％ 9 108 4．90％

2 160 4．06％ 27 105 4．77％

8 151 3．83％ 12 102 4，63％

31 145 3．68％ 31 95 4．31％

10 139 3．52％ 8 94 4．27％

  1（物理的働きかけ），21（物理的存在），31（自発，自然現象，自動詞など）は全ての作品（群）で

  頻度上位に出ている．

◎ FORM

  動詞の出現形を分類するフィールド、全部で9つに分類される．ユングリングにimp（命令形）が

  出てこない以外はどの作品（群）もほぼ全ての形が出てくる．

全体 神話詩 英雄詩

pret 5728 37113％ 1062 25．70％ 1972 38．33％

P「es・P 86 O．56％ 35 0．85％ 32 0．62％

pres 4752 30．81％ 1659 40．14％ 1227 23．85％

p鵬t．Ps 590 3．82％ 121 2．93％ 234 4．55％’一

p船t．PP 699 4．53％ 139 3．36％ 238 4．63％

inf 2272 14．73％ 651 15．75％ 907 17．63％

imp 297 1．93％ 140 3．39％ 148 2．88％

conj2 535 3．47％ 87 2．11％ 243 4．72％

conj1 467 3．03％ 239 一5．78％ 144 2．80％
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ギュルヴィ ユングリング

pret 1228 31．13％ 1466 66．55％

pres・P
12 O．30％ 7 O．32％

P「es 1654 41．93％ 212 9．62％

p舶t．Ps 156 3．95％ 79 3．59％

p鍋t，pP 183 4．64％ 139 6．31％

inf 511 12．95％ 203 9，21％

imp 9 0．23％ 0 O．OO％

conj2 111 2．81％ 94 4．27％

conj1 81 2．05％ 3 0．14％

  神話詩，ギュルヴィではpres（現在形）が一番多く，英雄詩ではpret（過去形）が一番多い・神話

  詩と英雄詩ではpret／presの比率がほぼ逆転している．ユングリングでは他の3つの作品（群）と

  異なりpresが非常に少ない．その代わりにpretが非常に多くなっている、これはユングリングが

  ノルウェー王の年代記として，起こった出来事を記述する作品であることと関係があるものと思わ

  れる．

◎ TENSE

  動詞の表している時制を分類するフィールド．全部で7つに分類される．神話詩，ユィグリングに

  f．p（未来完了）が出てこないが・fpは全体でも5例しかないためあまり特徴とは言えない・

全体 神話詩 英雄詩

X 3940 25．54％ 1086 26．28％ 1558 30128％

pret 5659 36．68％ 1050 25．41％ 1934 37．59％II

pres・P 245 1．59％ 66 1．60％ 109 2．12％

pres 4591 29．76％ 1629 39，41％ 1178 22．90％

p棚t・P 174 1．13％ 25 O．60％ 43 O．84％

£P 5 O．03％ 0 0．00％ 1 O．02％

f 812 5．26％ 277 6．70％ き22 6．26％
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ギュルヴイ ユングリング

X 868 22．OO％ 428 19．43％

pret 1183 29．99％ 1492 67．73％

pres・P
61 1．55％ 9 0．41％

pres 1584 40．15％ 200 9．08％

p鵬t．P 47 1，19％ 59 2．68％

£P 4 0．10％ 0 0．00％一

f 198 5．02％ 15 0．68％

  FORMと同様に神話詩，ギュルヴィではpres（現在）が一番多く，英雄詩ではpret（過去）が一

  番多い．神話詩と英雄詩ではpret／presの比率がほぼ逆転している．ユングリングでは他の3つ

  の作品（群）と異なりpresが非常に少ない、その代わりにpretが非常に多くなっている．これも

  FORMと同様にユングリングがノルウェー王の年代記であることと関係があるものと思われる．

◎ MOOD

  動詞の表す法を分類するフィールド・全部で9種類ある・英雄詩に。onj．sub（従属節における接続

  法）がない．ギュルヴィに。onj．pres4（接続法現在，疑いのある提案）がないがこれは全体で2例

  しかないため，特徴にはならない・ユングリングにはimp（命令法）がなく，conj．pr『s（接続法現

  在）も。onj．pres2（要求，命令）が1例だけである．神話詩，英雄詩の韻文作品（群）g方がキュル

  ヴィ，二・ングリングの散文作品よりind（直接法）が少ない．

全体 神話詩 英雄詩

X 3640 23．60％ 935 22．62％ 1410 27．41％

ind 10488 67．99％ 2732 66．10％ 3200 62．20％

imp 296 1．92％ 140 3．39％ 148 2．88％

conj．sub 224 1，45％ 3 0．07％ 0 0．00％

conj．Pret 375 2．43％ 85 2．06％ 243 4．72％

conj．Pres4 2 0．01％ 1 O．02％ 1 O．02％

conj．Pres3 179 1．16％ 94 2．27％ 76 1．48％

conj，pres2 115 0．75％ 68 1．65％ 38 0．74％

conj．Pres1 107 O，69％ 75 1．81％ 29 0，56％
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ギュノレヴィ ユングリング

X 866 21．95％ 429 19．47％

ind 2879 72．98％ 1677 76，12％

imp 8 O．20％ 0 0．00％

conj．sub 155 3．93％ 66 3．00％

conj．Pret 17 0．43％ 30 1．36％

conj．Pres4 0 0．00％ 0 0．OO％一

。onj．Pres3 9 0．23％ 0 0．00％

conj．Pres2 8 0．20％ 1 0．05％

conj．Pres1 3 O．08％ 0 0．00％

◎ REF－FORM

  その動詞が再帰形（一St）の場合，その再帰形が何を表しているのかを分類するフィールド、再帰形

  は全部で4種類の意味を表す、全体でも再帰形は4％弱しか出てこないので，あまり特徴的なもの

  は見あたらない．エe息（再帰）が一番多い．参考のためX以外での比率もあげる．

全体 神話詩 英雄詩

X 14908 96，64％ ． 4028 97．46％ ．
4975 96，70％ 一

ren 380 2．46％ 73．36％ 69 1．67％ 65．71％ 120 2．33％ 70．59％

reC 89 0．58％ 17．18％ 24 0．58％ 22，86％ 29 0．56％ 17，06％

P 29 O．19％ 5．60％ 7 O．17％ 6．67％ 15 0．29％ 8．82％

inC 20 0．13％ 3，86％ 5 0．12％ 4．76吊 6 0．12％ 3．53％

ギュルヴィ ユングリング

X 3776 95．72％ ・
2129 96．64％ ・

ren 139 3．52％ 82，25％ 52 2．36％ 70．27％

reC 23 O．58％ 13．61％ 13 0．59％ 17．57％

P 4 0．10％ 2．37％ 3 0．14％ 4．05％

inC 3 0，08％ 1．78％ 6 0．27％ 8．11％

◎ AUX－MAIN
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本動詞（m），助動詞（a）の分類をするフィールド、ユングリングにおいて本動詞の比率が若干高い

が，全作品（群）において本動詞が約85％、助動詞が約15％である．

全体 神話詩 英雄詩

m1321485．66％355786．06％438185．15％

a   2212   14．34％   576   13．94％   764   14．85％

                ギュルヴィ   ユングリング

             m335284．97％192487．34％

             a   593   15．03％   279   12．66％

METER

古西ノルド語にはいくつかの韻律が見られるが，分析動詞がその韻律に組み込まれているのかどう

かを分類するフィールド．全部で5つの韻律がある．神話詩で約36％，英雄詩で約32％の動詞に

韻律の影響が見られる．ギュルヴィ，ユングリングの散文作品でも作晶中に韻文作品が引用されて

いる場合にはその韻律が影響してくるため，若干数の動詞に韻律の影響が見られる．参考のためx

以外での比率もあげる．

全体 神話詩 英雄詩

X 12115 78154％ ・
2632 63．68％ 一

3476 67，56％ 一

m 589 3．82％ 17，79％ 0 0．00％ 0．00％ 585 11，37％ 35．05％

1 1160 7．52％ 35．03％ 893 21．61％ 59．49％ 209 4．06％ 12．52％

k 43 O．28％ 1．30％ 0 0．00％ 0．00％ 0 0．00％ 0．00％

f 1517 9．83％ 45．82％ 608 14．71％ 40，51％ 875 17．01％ 52，43％

d 2 O．01％ O．06％ 0 0．00％ 0．00 0 0．00％ O．00％

ギュルヴィ ユングリング

X 3849 97．57％ ．
2158 97．96％ ・

m 4 0．10％ 4．17％ 0 0．00％ 0．00％

1 58 1．47％ 60．42％ O 0．00％ 0．00％

k 0 0．00％ O．OO％ 43 1．95％ 95．56％

f 34 0．86％ 35．42％ 0 0．00％ 0．00％

d 0 0．00％ 0．00％ 2 0．09％ 4．44％
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◎ SUBJECT

  分析対象となる動詞のテキスト上での主語を表すフィールド．その動詞が具体的にどの単語を主語

  としているのがが明らかになる．

  全体的な傾向としては，韻文作品（群）ではX（テキストに明示されていない）が一番多く，それ

  に続いてek（’人称単数），帥（二人称単数），h㎜n（三人称単数男性）の順で数が多い．一方散

  文作品ではhann，x，er（関係代名詞），beir（三人称複数男性）の11頃になっている・特にユングリ

  シグでhann，Hミmnが多い．

  頻度上位

全体 神話詩 英雄詩

X 2096 13．59％ X 602 14．57％ X 795 15．45％

ham 1282 8．31％ ek 470 11．37％ ek 551 10．71％

ek 1145 7．42％ 帥 356 8．61％ 凶 343 6，67％

凶 775 5．02％ ham 225 5．44％ ham 218 4．24％

er 678 4．40％ er 165 3．99％ h6n 176 3，42％

peir 405 2．63％ 一tu 140 3．39％ er 152 2，95％

一tu 332 2．15％ 一6u 54 1．31％ 一tu 147 2．86％

Hann 261 1169％ h6n 52 1．26％ レeir 92 1，79％

h6n 228 1，48％ 一do 46 1．11％ Sigurδr 54 1．05％

レat 179 1．16％ beir 44 1．06％ Hann 51 0．99％



第3章 作品（群）別分析 42

ギュルヴイ ユングリング

hann 483 12，24％ hann 356 16．16％

X 468 11，86％ X 231 10．49％

er 240 6．08％ er 121 5．49％

レeir 152 3．85％ beir 117 5．31％

レ6。。 130 3．30％ Hann 103 4．68％

ek 114 2．89％ hon 36 1．63％

hon 93 2．36％ ’Oainn 32 1．45％

Hε㎜n 78 1．98％ bat 30 1．36％

帥 76 1．93％ Ingiaユdr konungr 29 1．32％

bat 74 1．88％ Sviar 29 1．32％

◎ S－REAL

  分析対象となる動詞の主語を具体的に示すフィールド．例えばテキスト上で代名詞ek，hamとあっ

  てもそれが誰を示しているのかを明らかにするフィールド．その動詞が実際には何を主語としてい

  るのかがわかり，その主語に固有の動詞，その動詞に固有の主語などを明らかにする際に重要な

  フィールド．第5章以降で行う神々，英雄などの個別主語の分析する際にはこのフィールドをもと

  にしてデータを抽出し，その抽出したデータに対して考察を加える．

  全体的な傾向としては，神話詩では北欧神話の主神とされるrオージン」が一番多く，次に一般論

  を述べるのに用いられる「人」，神話世界の守り手とされる「ソール」の順になっており，上位に

  神々が5つ入っており神話詩の名前の通りになっている．英雄詩ではよりその傾向が顕著で，上位

  のうち9つまでが，英雄およびその一族である女性で占められている．ギュルヴィでは神話世界を

  散文形式で語っているため上位に’rソール」，rアース神」，rオージン」，rロキ」と神々が4つまで

  入っている．ユングリングではX（文法的に語が置かれているが具体的には示せないものなど）が

  一番多いが，その他には「オージン」，「インキャルド」など王の名前が上位に並び，王家の年代記

  であることがうかがえる．

  頻度上位
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全体 神話詩 英雄詩

43

オージン 740 4．80％ オージン 476 11．52％ シグルズ 482 9．37％

ソール 635 4，12％ 人 320 7．74％ グズルーン 412 8，01％

X 586 3．80％ ソール 261 6．32％ アトリ 259 5．03％

シグルズ 482 3．12％ ロッドファーヴニ 164 3．97％ ブリュンヒルド 234 4．55％

グズルーン 412 2．67％ ロキ 131 3．17％ ヘルギ 206 4．00％

人 381 2．47％ X 126 3．05％ グンナル，ホグニ 158 3．07％

アース神 314 2．04％ アース神 77 1．86％ グンナル 127 2．47％

アトリ 259 1．68％ ヘイムダッル 65 1．57％ X 115 2．24％

ロキ 247 1．60％ スキールニル 64 1．55％ シグルーン 110 2．14％

ブリュンヒルド 234 1．52％ フェニヤ，メニヤ 59 1．43％ ヴォルンド 74 1．44％

キュルヴィ ユングリング

ソール 374 9．48％ X 142 6．45％

アース神 236 5198％ オージン 125 5．67％

X 203 5．15％ インキャルド 74 3，36％

ギュルヴィ王 188 4．77％ アウン 62 2．81％

オージン 102 2．59％ スウェーデン人 51 2，32％

節 102 2．59％ エギル 48 2．18％

ロキ 99 2．51％ ハールヴダン 47 2．13％

ウードガルザ・ロキ 95 2．41％ ショーズオールヴ 38 1．72％

ハーノレ 93 2．36％ アグニ 36 工63％

それ 70 1．77％ 節 30 1．36％

フェンリル狼 70 1．77％
一 I ・

◎ S－TYPE

  分析対象となる動詞の意味上の主語のテキスト中でタイプを表す7イールド．主格主語の他に対格

  主語，与格主語，意味上の主語が目的語の位置にある場合（動詞が目的格補語になっている）など

  を表す．

  韻文作品（群）でn（主格主語）の比率が散文作品に比べて若干低く，C（明示されていないが文脈
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からわかる）の比率が高い．

全体      神話詩 英雄詩

X 495 3．21％ 91 2．20％ 87 1．69％

S 130 0．84％ 41 O．99％ 42 O，82％

r 733 4，75％ 工96 4．74％ 167 3．25％

O 364 2．36％ 103 2，49％ 191 3．71％

n 11859 76．88％ 3125 75．61％ 3853 74．89％

9 7 O．05％ 2 O．05％ 4 O．08％

d 180 1．17％ 41 0．99％ 66 1，28％

C 1600 10．37％ 513 12．41％ 705 13．70％

a 58 0．38％ 21 0，51％ 30 O．58％

キュルヴィ ユングリング

X 191 4．84％ 126 5．72％

S 45 1．14％ 2 0．09％

1＝ 242 6．13％ 128 5．81％

O 55 1．39％ 15 0．68％

n 3073 77，90％ 1808 82．07％

9 1 0．03％ 0 0．00％

d 56 1．42％ 17 0．77％

C 277 7．02％ ユ05 4，77％

a 5 O．13％ 2 0．09％

◎ S－CATEGORY

  先にS－REALに出てきたものをカテゴリー分けしたフィールド．作品（群）における主語のカテ

  コリー別の傾向がわかる．

  英雄詩ではhm（英雄男性）が，ユングリングではk（王）が圧倒的多数を占め，それぞれの作品

  （群）において扱われている内容を明確に示している．神話詩ではgma（アース神男性）が一番多

  いが英雄詩でのhm，二しングリングでのkほどではない．ギュルヴィにおいてはx（S－REA一がx

  のものや今回の分析で設定したカテゴリー以外のもの）が一番多いが，gmaの比率が神話詩とほぼ

  等しく，上位に出てくるのほかのカテゴリーも神話詩に似ている、
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頻度上位

全体 神話詩 英雄詩

X 2988 19137％ gma 925 22．38％ hm 2293 44，57％

hm 2461 15．95％ X 680 16．45％ X 867 16．85％

gma 1838 11．9ユ％ mrn 370 8．95％ hf 690 13．41％

k 1302 8．44％ S 289 6．99％ V 439 8．53％

hf 701 4．54％ m 204 4．94％ dm 157 3．05％

rnrn 475 3．08％ jf 197 4．77％ th 107 2．08％

m 474 3．07％ gjm 148 3．58％ onh 104 2．02％

V 451 2．92％ jm 146 3．53％ jf 47 0．91％

jm 443 2．87％ hm 144 3．48％ y 43 0．84％

S 377 2．44％ ga 98 2，37％ gma 40 0．78％

ギュルヴィ ユングリング

X 1022 25．91％ k 1016 46．12％

gma 872 22．10％ X 419 19．02％

jm 289 7．33％ kga 179 8，13％

ga 250 6．34％ m 128」 5．81％

k 194 4．92％ tk 74 3．36％

1j 144 3．65％ kf 68 3．09％

y 112 2．84％ m工n
46 2．09％

m 112 2．84％ kgv 44 2．00％

自m 108 2．74％ y 30 1，36％

0ng 99 2．51％ onk 28 1，27％

◎ S－PERSON

  分析対象とする動詞の主語の人称を表すフィールド、基本的には■，二，三人称の3種類であるが，

  非人称構文や主語の特定できないものがあるためそれらを分類するxを加えた4種類．

  動詞の人称はその作品（群）が対話中心なのか（一，二人称が多い），語り中心なのか（三人称が多

  い）を見る目安となる．韻文作品（群）では一，二人称の比率がそれぞれ17％前後と散文作品（5
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％以下）に比べて非常に高く，登場するものの間での直接的な対話が多いことがわかる．それに対

してユングリングではほぼ100％が三人称で出来事を語る年代記であることを確認する結果となっ

ている．ギュルヴィも物語形式ではあるが，一部韻文作品の引用があるためユングリング程三人称

の比率が高くはなっていない、それでも90％以上が三人称である．

全体 神話詩 英雄詩

X 53 0134％ 36 0．87％ 6 0．12％

3 11885 77．05％ 2686 64，99％ 3428 66．63％

2 1753 11，36％ 711 17．20％ 854 16．60％

1 1735 11125％ 700 16，94％ 857 16，66％

ギュルヴィ ユングリング

X 9 0．23％ 2 0，09％

3 3573 90．57％ 2198 99．77％

2 188 4．77％ O 0．00％

1 175 4．44％ 3 0．14％

◎ S－NUMBER

  分析対象となる動詞の主語の数（単数か複数か）を表すフィールド．

  神話詩で若干S（単数）が多い他は，全体的に余り差がない．

全体 神話詩 英雄詩

X 95 0．62％ 57 1．38％ 22 0．43％

S 12078 78．30％ 3326 80．47％ 3993 77．61％

P 3253 21．09％ 750 18．15％ 1130 21．96％

キュルヴィ ユングリング

X 13 0．33％ 3 0．14％

S 3047 77．24％ 1711 77．67％

P 885 22．43％ 489 22．20％

◎ COMPLEMENT
  分析対象となる動詞が補語をとる場合にその補語を示すフィールド．
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COMPLEMENTをとるレコード数は次のようである。（OはCOMPLEMENTをとるレコード

数／レコード総数）

全体 神話詩 英雄詩 キュルヴィ ユングリング

2715（17，60％）711（17．20％）762（14．81％）786（19．92％）456（20．70％）

COMPLEMENTの種類、（Oは種類数／レコード総数）

全体 神話詩 英雄詩  ギュルヴィ ユングリング

2180（7．08）587（7．04）673（7，64） 694（5．68） 406（5．43）

  COMPLEMENTをとるレコード数がそれほど多くなく，かつそれぞれのCOMPLEMENTが1

  例づつの場合が多く個別の例になり，特徴を見いだすことは出来ない、

◎ C－REAL

  COMPLEMENTが具体的に何を表しているのかを示すフィールド．COMPLEMENTの場合と

  同様にレコード数がそれほど多くなく，かつそれぞれのC－REALが1例づつの場合が多く個別の

  例になり，特徴を見いだすことは出来ない．

◎ C－TYPE

  COMPLEMENTがある場合のタイプを分類するフィールド．無い場合はxとなる．神話詩はn

  （名詞）の場合もa（形容詞）の場合もほぼ同じ割合であるが，英雄詩はnが少なく，aが多くなっ

  ている．ギュルヴィは英雄詩と逆でnが多く，aが少なくなっている．ユングリングぽそれらより

  もSらにnが多く，aが少ない．参考のためX以外での比率もあげる．

全体 神話詩 英雄詩

x 13079 84．79％ 一
3546 85．80％ i 4542 88．28％ 一

S 6 O．04％ O．26％ 1 O，02％ 0．17％ 4 O．08％ 0．66％

1＝ 1 0．01％ 0．04％ 0 0．00％ 0，00％ 0 0．00％ 0．00％

n，a
1 0．01％ 0．04％ 0 O．OO％ O．00％ 0 O．00％ O．00％

n 1113 7．22％ 47．42％ 265 6．41％ 45．14％ 205 3．98％ 34．00％

adv 258 1．67％ 10．99％ 78 1．89％ 13．29％ 76 1．48％ 12．60％

a 968 6．28％ 41．24％ 243 5．88％ 41．40％ 3ユ8 6、ユ8％ 52．74％
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ギュルヴィ ユングリング

X 3207 81．29％ 一
1784 80．98％ ．

S 1 0．03％ 0．14％ 0 O．00％ 0．00％

r 1 0．03％ 0．14％ 0 0．00％ 0．OO％

n，a
0 0．00％ O．00％ 1 O．05％ O．24％

n 389 9．86％ 52．71％ 254 11，53％ 60．62％

adv 62 1．57％ 8．40％ 42 1191％ 10．02％

a 285 7，22％ 38．62％ 122 5．54％ 29．12％

◎ C－CATEGORY

  C－TYPEでnになった場合に，それがどのカテゴリーに属するものかを示すフィールド．カテゴ

  リー分類はS－CATEGORYと同じ．分析対象となるレコードがどの作品（群）においても非常に

  少なく，特徴的な事実は見いだせない．参考のためX以外での比率もあげる．

  頻度上位

全体 神話詩 英雄詩

X 14731 95．49％ ． X 3979 96．27％ ． X 5010 97．38％ 一

hm 100 0．65％ 14．39％ gma 29 0．70％ 18．83％ hm 68・ 工．32％ 50．37％

k 99 0．64％ 14．24％ hm 18 0．44％ 11．69％ V 19 0．37％ 14．07％

gma 78 0．51％ 11，22％ 0ng 16 0．39％ 10．39％ hf 14 O，27％ 10．37％

Ong 60 0．39％ 8，63％ h 15 0．36％ 9，74％ jm 5 0．10％ 3．70％

jm 31 0．20％ 4，46％ S 12 0．29％ 7．79％ dm一・ 4 O．08％ 2．96％

S 28 0．18％ 4．03％ m 10 0．24％ 6．49％ th 4 O．08％ 2．96％

V 20 O．13％ 2．88％ lj 7 0．17％ 4．55％ onh 2 0．04％ 1．48％

h 19 0．12％ 2．73％ jm 6 0．15％ 3190％ 9 2 0．04％ 1．48％

1j 19 0．12％ 2．73％ k 5 0．12％ 3．25％ 0ng 2 0．04％ 1148％

i 一 ． 一
tg 5 0．12％ 3．25％ gma 2 0．04％ 1．48％

‘ i ． ・
1g 5 0．12％ 3．25％ y 2 0，04％ 1．48％
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キュルヴィ ユングリング

X 3712 94，09％ ． X 2030 92．15％ ．

gma 47 1．19％ 20．17％ k 94 4，27％ 54．34％

0ng 40 1．01％ 17，17％ onk 12 0．54％ 6．94％

jm 20 0．51％ 8．58％ kf 12 0．54％ 6．94％

1g 12 O．30％ 5，15％ hm 11 O．50％ 6．36％

1j 12 O．30％ 5．15％ ㎏a 6 O．27％ 3．47％

S 12 0．30％ 5．15％ h 4 0．18％ 2．31％

jf 11 O．28％ 4．72％ kgv 3 0．14％ 1，73％

gfa 11 O．28％ 4．72％ tk 3 O．14％ 1．73％

ga 10 O．25％ 4．29％ m 3 O．14％ 1．73％

i ． 一 一 S 3 0．14％ 1．73％

◎ OBJECT

  分析対象となる動詞のテキスト上での目的語を表すフィールド．目的語をとらない場合はXとな

  る、動詞がどのような語を目的語としているのかがわかり，特にこのフィールドでは実際にテキス

  トに出てくる単語レベルでのつながりが明らかになる．

  種類としては英雄詩に比較的多くのOBJECTが用いられている．またギュルヴィに出てくる目的

  語は比較的少ない、作品別の傾向としては韻文作品（群）のほうが散文作品に比べて若干Xの比率

  が低く，何らかの形で目的語をとる場合が多いことがうかがえる．ユングリングでは特にat＋（節）

  が目的語としてきている場合が他の作品（群）に比べて多い．その他は個別の例が多く，特徴的な

  傾向は見いだせない、参考のためX以外での比率もあげる．

  頻度上位
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全体 神話詩 英雄詩

X 8924 57．85％ 一 X 2338 56．57％ ． X 2647 51．45％ 一

at＋ 346 2．24％ 5．32％ at＋ 77 1．86％ 4．29％ at＋ 81 1．57％ 3．24％

er 180 1．17％ 2．77％ e11 49 1．19％ 2．73％ er 54 1．05％ 2．16％

hann 108 O．70％ 1．66％ 庫 38 0．92％ 2．12％ レik 40 0．78％ 1，60％

レat 97 O．63％ 1．49％ bik 35 O，85％ 1．95％ レat 37 0．72％ 1．48％

bik 79 O．51％ 1．22％ bat 30 O．73％ 1．67％ mik 34 O．66％ 1．36％

庫 73 0．47％ 1．12％ r筋 25 O．60％ 1．39％ b6r 28 O．54％ 1．12％

mik 61 0．40％ 0．94％ hann 20 0．48％ 1．11％ m6r 18 0．35％ 0．72％

honum 36 O．23％ 0．55％ mik 20 0．48％ 1．11％ レVf 18 O．35％ O．72％

bVf 33 O．21％ O．51％ hv6＋ 14 0．34％ 0．78％ h㎜n 16 0．31％ 0．64％

一 i 一 一 m6・伽t 14 0．34％ 0．78％ menn 5 O．23％ 0．58％

キュルヴィ ユングリング

X 2593 65．73％ ． X 1346 61．10％ 一

at＋ 133 3．37％ 9．84％ at＋ 55 2．50％ 6．42％

er 50 1．27％ 3．70％ ham 27 1．23％ 3．15％

hann 45 1．14％ 3．33％ er 27 1．23％ 3．15％

honum 22 0．56％ 1．63％ honum 14 0．64％ 1．63％

bat 19 O．48％ 1，41％ レat 11 O．50％ 1．28％

hana 13 O，33％ O．96％ Sigr 8 0．36％ 0．93％

レat at＋ 9 O．23％ 0．67％ k㎝ungd6m 7 O．32％ O．82％

hvar＋ 9 O．23％ 0．67％ her 7 O．32％ 0．82％

sik 9 O．23％ O．67％ r舳 5 0．23％ 0．58％

◎ O－REAL

  分析対象となる動詞がとる目的語が具体的には何なのかを示すフィールド．目的語をとる動詞と主

  話とに固有の結びつきがある場合の両者の関係がこのフィールドを含めて分析することによってよ

  り明らかになる．第5章以降の神々，英雄など個別の分析の際にも重要な項目となる、

  種類としては，ギュルヴィに出てくる目的語が若千少な目であるが，その他はあまり差がない．ど
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の作品（群）もX（目的語がない）が一番多いが，Xを除いたもので見た場合，神話詩では「オー

ジン」，「ソール」，「ロキ」など神々が上位に来ており，英雄詩では「シグルズ」，「ヘルギ」，「アト

リ」，「グズルーン」など英雄およびその一族が上位に来ていて作品（群）の扱っている内容をよく

表している、ギュルヴィも神話を語っているという内容に即して，「フェンリル」，「ソール」，「バル

ドル」など神話に登場するものだちが上位に多くみられる．二・ングリングでは王の伝記という性格

を受けて「国」，「軍隊」，「勝利」などが目だつ．全ての作品において2位になっている「節」であ

るが，特にギュルヴィにおいてその比率が高い．参考のためX以外での比率もあげる。

頻度上位

全体

X 8650 56．07％ ．

節 701 4．54％ 10135％

それ 124 O．80％ 1．83％

助言 70 0．45％ 1103％

オージン 60 0．39％ 0．89％

シグルズ 58 O．38％ O．86％

ヘルギ 46 O．30％ O．68％

アトリ 45 0．29％ 0．66％

黄金 44 O．29％ O．65％

ソール 44 O．29％ 0．65％
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神話詩 英雄詩

   x        2237  54．13％    ＿

   節1804．36％9．49％
   助言    67  1．62％ 3．53％

  オージン   39 0．94％ 2．06％

   それ    30 0．73％ 1．58％

ロッドファーブニ  24  0．58％ 1．27％

  魔法の歌   22 0．53％ 1．16％

  ソーノレ    21  0．51％  1．11％

   ロキ    17 0．41％ 0．90％

   言葉     16 0．39％ 0．84％

ギュルヴィ

   x        2574  50．03％     ＿

   節2454．76％9．43％
 シグルズ   58  1．13％ 2．23％

  それ    57  1．11％ 2．19％

  ヘルギ   46  0．89％ 1．77％

  アトリ   45 0．87％ 1．73％

 グズルーン   39  0．76％  1．50％

ブリュンヒルド 37 0．72％ 1．42％

 グンナル   34  0．66％  1．31％

  黄金    33  0．64％ 1．27％

ユングリング

X 2521 63．90％ ． X 1318 59．83％ ・

節 203 5．15％ 14．26％ 節 73 3．31％ 8．25％

フェンリル狼 25 O．63％ 1．76％ 国 29 1．32％ 3．28％

それ 23 0．58％ 1．62％ それ 14 0．64％ 1．58％

ソーノレ 23 O．58％ 1．62％ 軍隊 12 O．54％ 1．36％

バルドル 20 O．51％ 1．40％ 勝利 9 O．41％ 1．02％

鎖 17 0．43％ 1．19％ オージン 8 0．36％ 0．90％

ミョツルニル 15 O．38％ 1．05％ 牛 7 0．32％ 0．79％

アース神 14 0．35％ 0．98％ 王 5 0．23％II O，56％

ロキ 12 O．30％ O．84％ 財宝 5 0．23％ 0．56％

ユングリング： 船，戦闘，オーラヴ，ヴィースブル，ヴァンランディ，ドーマルディ5

◎  O－CATEGORY

  分析対象となる動詞が目的語をとる場合，その目的語がどのカテゴリーに分類されるめかを示す

  フィールド カテゴリー分類はS－CATEGORYと同じ

  O．REALで述べたように，目的語をとる動詞と主語とに固有の結びっきがある場合の両者の関係

  を目的語まで含めて分析することは，その結びつきをより明確にする．そしてその場合，個別の日
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的語として分析するだけでなく，このフィールドのようにカテゴリー分けして関係を分析すると，

作品（群）における目的語の傾向がわかる．神話詩ではgを含むもの（神に関わりのあるもの）が，

英雄詩ではhm（英雄男性）．hf（英雄女性）が，ユングリングではkを含むもの（王に関わりのあ

るもの）がそれぞれ上位に多く見られる．ギュルヴィにおいては神話詩に近い傾向が見られる．参

考のためX以外での比率もあげる．

頻度上位

全体 神話詩 英雄詩

x 11493 74．50％ ‘ X 3020 73．07％ 一 X 3618 70．32％ ・

y 702 4．55％ 17．85％ y 180 4．36％ 16．17％ hm 439 8．53％ 28．75％

hm 503 3．26％ 12．79％ Ong 93 2．25％ 8．36％ y 245 4．76％ 16．04％

Ong 233 1．51％ 5．92％ gma 92 2，23％ 8．27％ hm／x 101 1．96％ 6．61％

gma 164 1．06％ 4．17％ S 92 2．23％ 8．27％ hf 86 1．67％ 5．63％

S 119 O．77％ 3．03％ hm 47 1．14％ 4．22％ onh 80 1．55％ 5．24％

k 117 O．76％ 2．97％ gma／X 42 1．02％ 3．77％ V 64 1．24％ 4．19％

hm／x 110 0．71％ 2．80％ X／X 38 O．92％ 3．41％ x／hm 45 0．87％ 2．95％

X／X 100 0．65％ 2．54％ mm 37 O．90％ 3．32％ 0ng 41 0．80％ 2．69％

hf 92 0．60％ 2．34％ jm 34 O．82％ 3．05％ hf／x 38 0．74％ 2，49％

キュルヴィ ユングリング

X 3141 79，62％ 一 X 1714 77．80％ i

y 205 5．20％ 25．50％ k 117 5．31％ 23．93％

0ng 98 2．48％ 12．19％ y 72 3．27％ 14．72％

gma 68 1．72％ 8．46％ onk 37 1．68％ 7．57％

1j 47 1．19％ 5．85％ k／x 26 1．18％ 5．32％

Onj 34 O．86％ 4．23％ kga 22 1．00％ 4．50％

jm 30 0．76％ 3．73％ kf 21 O．95％ 4．29％

1g 24 O．61％ 2．99％ x／k 17 0．77％ 3．48％

X／X 23 0．58％ 2．86％ m 14 O．64％ 2．86％

ga 20 O．51％ 2．49％ 1k 13 0．59％ 2．66％
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◎ O－PERSON

  分析対象となる動詞がとる目的語の人称を表すフィールド．

  散文作品ではS．PERSONと同様にほとんど一，二人称がない．ユングリングにおいては目的語

  がある場合は全て三人称である．韻文作品（群）では目的語がある場合三人称は神話詩88．42％，

  英雄詩88．80％と非常に高い．tota1は各人称が実際いくつ出ているのか（複数目的語の場合，そ

  れぞれ一つとして数える）を示す．参考のためX以外での比率もあげる．

全体 神話詩 英雄詩

1 259 1．58％ 4．07％ 91 2，06％ 5．04％ 152 2．73％ 6．08％

2 266 1．62％ 4．18％ 118 2．67％ 6．54％ 128 2．30％ 5．12％

3 5844 35．63％ 91．76％ 1596 36．07％ 88．42％ 2219 39．90％ 88．80％

X 10035 61．17％ 一
2620 59．21％ 一

3062 55．06％ 一

tota1 16404
‘ ・

4425
・ 一

5561
一 一

ギュルヴィ ユングリング

1 16 0．39％ 1．33％
一 ． i

2 20 O，49％ 1．66％ ・ 一 ．

3 1171 28，60％ 97．02％ 858 36．92％ 100．00％

X 2887 70．52％ ．
1466 63．08％ ．

tota1 4094
■ ・

2324
・ ・

◎ O－NUMBER

  分析対象となる動詞がとる目的語の数（単数か複数か）を表すフィールド．

  ユングリングで若千S（単数）の比率が高い他は余り差がない、tOt副は単数・複数が実際いくつ用

  いられているのか（複数目的語の場合，それぞれ一つとして数える）を示す、参考のためx以外で

  の比率もあげる．
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全体 神話詩 英雄詩

S 4804 29．29％ 75．57％ 1371 30．98％ 76．21％ 1855 33．36％ 74．38％

P 1553 9．47％ 24．43％ 428 9．67％ 23．79％ 639 11．49％ 25．62％

X 10047 61．25％ 一
2626 59．34％

．
3066 55．14％ ・

tOta1 16404 100．00％
一
4425 100．00％ ．

5560 100．00％ 一

ギュルヴィ ユングリング

S 906 22．ユ2％ 75，00％ 672 28．92％ 78．50％

P 302 7．37％ 25．00％ 184 7．92％ 21，50％

X 2887 70．50％ 一
1468 63．17％ ・

七〇t最 4095 100．00％
・
2324 100．00％ 一

◎ O－CASE

   分析対象となる動詞がとる目的語の格を示すフィールド．

   目的語がある場合，どの作品（群）でもag（文法的目的語）が一番多く，do（本来の与格）がそれ

   に続いている．参考のためX以外での比率もあげる．

   頻度上位

全体 神話詩 英雄詩

X 9858 63．91％
． x 2586 62．57％ 一 X 2965 57．63％一 一

ag 3091 20．04％ 55．51％ ag 851 20．59％ 55．O1％ ag 1124 21．85％ 51．56％

do 1067 6．92％ 19．16％ do 288 6．97％ 18．62％ do 455 8．84％ 20．87％

9 317 2．05％ 5．69％ do／ag 103 2．49％ 6．66％ 9 137 2．66％ 6．28％

do／ag 282 1．83％ 5．06％ 9 82 1．98％ 5．30％ do／ag 97 1．89％ 4．45％

ag／do 195 1，26％ 3．50％ ag／do 67 1．62％ 4．33％ ag／do 76 1．48％ 3．49％

di 101 0．65％ 1．81％ di 32 0．77％ 2．07％ di 41 O．80％ 1．88％

do／x 50 0．32％ 0．90％ do／do 12 0．29％ 0．78％ x／do 32 0．62％ 1．47％

do／do 50 0．32％ 0．90％ do／9 11 0．27％ 0．71％ do／do 30 0．58％ 1．38％

x／do 50 0．32％ 0．90％ ag／ag 11 0．27％ 0，71％ do／x 29 O．56％ 1．33％

ag／ag 50 0．32％ 0．90％ ‘ ‘ ‘ 一
一 ． ・ 一
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キュルヴィ ユングリング

X 2861 72．52％ ・ X 1446 65．64％ ・

ag 662 16．78％ 61．07％ ag 454 20．61％ 59，97％

d0 196 4．97％ 18．08％ do 128 5．81％ 16．91％

9 56 1．42％ 5．17％ 9 42 1．91％ 5，55％

do／ag 47 1．19％ 4．34％ do／ag 35 1．59％ 4．62％

ag／do 26 0．66％ 2．40％ ag／do 26 1．18％ 3．43％

di 20 0．51％ 1．85％ ag／ag 15 0．68％ 1．98％

ag／ag 12 0．30％ 1．11％ do／9 8 O．36％ 1．06％

do／9 12 O．30％ 1．11％ do／x 8 0．36％ 1．06％

ag／9 9 0．23％ O．83％ di 8 0．36％ 1．06％

3．2 rエッダ詩集」

 神話詩，英雄詩は個々の作品を集めたもののため，全体としての傾向は2．0、データベース上の各フィー

ルドごとの傾向を見るだけで，その他は個別の主語についての分析で扱う．

3．3 「ギュルヴィの惑わし」

 「ギュルヴィの惑わし」はスウェーデン王ギュルヴィがガングレリと名乗ってアースガルズヘと赴き，

応対に出たハール，ヤヴンハール，スリジと名乗る3人との問答形式で，神々の世界について明らかにし

ていく話である．ハールたちは神々の世界について「エッダ詩集」からの引用を交えて語る、

3．3．1 王ギュルヴィとそれに答える3人の神々とで，異なる動詞が用いられているのか．

 神々の世界を明らかにしていく部分以外ではほとんどがギュルヴィ王とハールたちとのやりとりであ

る．そのやりとりの部分で作者スノッリがギュルヴィ王とハールたちをどのように描いているのか，ギュ

ルヴィ王とハールたちでは異なる描写がされているのかを見るために，ギュルヴィ王を主語とする動詞と

ハールたちを主語とする動詞を比べてみる．

 ギュルヴィ王を主語とする動詞は189例，ハールたちを主語とする動詞は125例である．そのうち両

者に共通に用いられている動詞は以下の14例である。ENTRY，MEANING，PLACE，（PHRASE）を

示す．

・hafa  完了  GYLFG34．57．P
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kuma  助動詞  GYrFG44．6．P

munu  助動詞  GYLFG44．16．P

se自a 言う  GYLFG11．3．P

se自a  話す  GYLFG51．3・P

sj益  見る  GYLFG44，16．P

trda  信じる   GYLFG5．42．P

vera   b e  GYLFG2．39．P

vita  知る  GYLFG53，39．P

bykkja  思われる  GYLFG44，24．P

以上10例は他の多くの主語に対しても用いられている．

・heyra  聞く  GYLFG44．14．P

・spyrja  尋ねる  GYrFG2．40．P

以上2例は他の多くの主語に対しても用いられている．s．categoryで’g’が付くものが（神々のカテゴ

リーに入るもの）が多い．

・hyggja  思う  GYLFG48．62．P

 他の多くの主語に対しても用いられている．オージン，ソール，ウードガルザ・ロキ（Utg飢δa－Lok1）

など．

・m鴉1a 言う  GYLFG13．14．P

 他の多くの主語に対しても用いられている．フレイ，ソール，ウードガルザ・ロキな一と．

 キュルヴィ王やハールたち以外では神々（オージン，ソール，フレイなど）やそれに類する特殊な能力

を持つもの（ウードガルザ・ロキ）に対して用いられている動詞も一部あるが，全体としてそれほど何か

を特徴づけるようなものは見られない．

 次にハールたちだけに用いられて，ギュルヴィ王には用いられていない動詞は以下の10例である

（ハール，スリジ，ヤヴンハールの2者以上に対して用いられている場合も1つとして考える）．ENTRY，

MEANING，PLACE，（PHRASE）を示す。

 ＃を付けたものは「ギュルヴィの惑わし」においてハールたちに対してだけこの組み合わせが用いられ

ている動詞を示す．
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・記t1a  考える  GYLFG47164．P

 他の主語に対しても用いられている．

・sitja 座っている  GYLFG2．39．P

 他の多くの主語に対しても用いられている．また，ハールたちは広間の一段高いところに「座って」

 ギュルヴィ王の相手をしているので「座っている」も特に注目すべき動詞ではない．

・svara  答える  GYLFG12．4．P

 他の多くの主語に対しても用いられている．また，「答える」はギュルヴィ王がハールたちを訪ね

 て，世界のことについていろいろ質問をすると言う状況では当然ハールたちにしか用いられてなく

 ても不思議ではない．

・h1到a 笑う  GYLFG26，11．P  h1割aviδ

  「ハール」が主語のものが2例，ハールたち以外では「チュール（Tタr）を除くみんな」が主語のも

 のが1例の全部で3例見られる．神々に対してのみ用いられている．

・ ≠koma  負ける  GYLFG44．21．P

 ここでは，Veraと組み合わされて受け身表現として用いられている。まった．く同じ表現ではない

 が，Vera＋1銚aの受け身表現で「負ける」の意味でロキに対しても用いられており，Vera÷の受

 け身表現としての「負ける」は神々に特徴的なものである可能性がある、ko甲aは「来る」の意味

 で他の主語に対して普通に用いられている．

・vera  受け身  GYLFG44．21．P

 他の主語に対してごく普通に用いられている．

・vera  出来る  GYLFG44．13．P  verati1f㏄rr

 vera bdim及びそれに類する表現としてはハールたち以外ではrソール，ロキ，シャルヴィ」など

 神々とその従者に対して咄来る」の意味で用いられている．

 ≠v鴉nta  思う  GYLFG44．6．P

 ≠t乞ka 使う GYLFG34．60．P

  「取る」，「捕まえる」では他の主語に対しても多く用いられているがそのほとんどが主語のカテゴ

 リーとして’g’を含む神々に対してである。そのためtakaという動詞は「ギュルヴィの惑わし」に

 おいては神々に特徴的な動詞と言えるかもしれない．

・井virδa  判断する  GYLFG19．5．P

 他には「重視する」の意味で「アース神」に対して用いられている．このVirδaも神々に対しての

 み用いられていると言える．
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 このようにギュルヴィ王とハールたちに焦点を当てて調べて見た結果，「ギュルヴィの惑わし」におい

てハールたちを主語とする動詞には他の神々を主語として取るものがいくつかありスノッリ自身がハール

たちを神々として意識していたことがうかがえる．

 またギュルヴィ王に用いられていてハールたちに用いられていない動詞は以下の46例である．ENTRY，

MEANING，PLACE，（PHRASE）を示す・

 ≠を付けたものはギュルヴィ王に対してだけこの語（ENTRY）と意味（MEANING）の軽み合わせが用

いられている動詞を示す．

f虹a

gamga

ganga

heita

ka11a

koma

koma

koma

mega

nj6ta

Sjる

Sj益

Sj色

sku1u

standa

Vera

Vi1ja

行く  GYLFG2．6．P

 ついて行く  GYLFG2．24．P ganga eptir

 進む  GYLFG54．4．P ga皿ga braut

呼ばれる  GYLFG20．59．P

 呼ぶ  GYLFG13．6．P

 帰る  GYLFG54．5，P koma heim

 出る  GYLFG2．44．P koma dt

 入る  GYLFG2．9．Pkomainn

 助動詞  GYLFG2．10．P

 役に立つ  GYLFG53．41．P

会う  GYLFG2．23．P

上を見る  GYrFG2．10．Psj益沖r

理解する  GYLFG34，54．P

 助動詞  GYLFG2．23．P

  立っている  GYLFG2．46．V

完了  GYLFG19．4．P

助動詞  GYLFG2．43．P

 以上の17例は他の多数の主語に対して用いられている．

・gefa  与える  GYLFG1．2．P

・ heyra  聞く   GYLFG19．5．P

 この2例も他の多数の主語に対して用いられているが，S．CATEGORYで’g’を含むもの（神々の

 カテゴリーに属するもの）が多い、

・beiδast  求める  GYrFG2．21，P
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    「頼む」の意味でオージン，ソ】ルなどに対して用いられている．

   bregδa  変装する  GYLFG2．6．P  bregδa益sik1趾i e－s

    r変える，変身する」の意味でロキ，アース神に対して用いられている．

   byrja  出発する  GYLFG2．5．P  byrjaferδ

    r始める」の意味でソールに対して用いられている．

   丘nna  見つける  GYLFG34．53．P

   ソール，アース神，ウードガルザ・ロキに対して用いられている．

   fregna  尋ねる  GYLFG2．46，V

    r聞き知る」の意味でソールに対して用いられている．

   he句a  始める  GYLFG3，1．P

    「引き上げる」の意味でソールに対して用いられている．

   hugsa  考える  GYLFG2．3．P

   ソール，フェンリル狼に対して用いられている．

   kunna  知る  GYI－FG42．3．P

   アース神，ブラギ，オージンに対して用いられている．r助動詞」としては他の多数の主語に対し

   て用いられている．

   1ita  見る   GYLFG54．2．P   1fta dt

   フレイ，ソール，ウードガルザ・ロキに対して用いられている．

   1it鎚t  思われる  GYLFG44．12．P

   フェンリル狼，ウードガルザ・ロキ，ソールに対して用いられている．

   nefn鎚t  名乗る  GYLFG2．20，P

   オージン，女巨人に対して用いられている．

   nema  得る  GYLFG53．42．P

    「つかむ」の意味でソールに，「止まる」の意味で4頭の牛に対して用いられている．

   r鯛a  支配する  GYLFG1．1，P

   フレイ，ニヨルズ，オージンに対して用いられている．

   reyna  試す  GYLFG34．58．P

   フェンリル狼，ロキ，ソール他に対して用いられている．

   sj釦t  見回す  GYLFG54．2．P  sj細um

    「恐れる」の意味でオージンに対して用いられている．
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・ski1ja  理解する  GYLFG34・59・P

 ソール，クヴァシル（Kv棚ir）に対して用いられている・r約東する」の意味でケルズに対して用い

 られている．

・ verδa   b e   GYLFG19．4．P

  r鎖」に対して用いられている．また他の意味で他の多数の主語に対して用いられている・

・vera  助動詞  GYLFG44．25．P  vera at

 ソールに対して用いられている．

・bykkja 思う  GYLFG2．28，P

  「思われる」の意味で他の主語に対しても多数用いられている．

 ≠dy1ja  隠す  GYLFG19．7．P

 ≠dy1j㏄t  変装する  GYLFG2．6，P

・≠lftast  見渡す  GYLFG2．27．P1itas七um

  「見回る」の意味でウードガルザ・ロキに対して用いられている．

 ≠marka  理解する  GYLFG22．7．P

 ≠s㏄kja  得る  GYLFG2．21．P  scekjati1

 他の意味では他の多数の主語に対して用いられている．

 ≠undr棚t  鷲く   GYLFG2．2．P

 ≠vera  なる  GYLFG2．45．P

 ≠be自a  黙る  GYLFG44．25．P

 ギュルヴィ王に用いられていてハールたちに対して用いられていない動詞には一般的に他の多数の主語

に対して用いられている動詞が多いが，神々（オージン，ソールフレイなど）やその他特殊な能力をもつ

存在（ウードガルザ・ロキ，フェンリル狼）などに対して用いられているものも多く，I」スノッリがギュ

ルヴィ王もある程度特別な存在としてとらえていたことがうかがえる．つまりスノッリはギュルヴィ王，

ハールたちに対して両者を区別するような動詞の用い方はしておらず，ギュルヴィ王，ハールたちあ両方

に対して神々や特殊な存在と同じ動詞を用いているのである．

3．3．2 神々が再話の形で語る物語での動詞の用法と、それの補足説明ξして加えている「エッダ詩集」

    断片での動詞の用法に遣いが見られるのか．

 「ギュルヴィの惑わし」でスノッリが韻文を引用している場面は全部で55箇所ある（間に一行でも散

文部分があれば別の引用とす6）1動詞の数で言うと「ギュルヴィの惑わし」に出て来る全3945例中，韻
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文部分で用いられているものは289例である．それらを以下のように分類した．

 同じ主語との組み合わせにおいて

≠  散文では異なる動詞が使われている  31例

◎  韻文と散文とで同じ動詞が使われている（同じ章において）  53例

○  韻文と散文とで同じ動詞が使われている（別の章において）  11例

×  韻文での話が散文では言い換えられていない  100例

（別の章または韻文部分で類似の表現が見られる場合は。内にその場所を示した）

△  散文に類似の表現が見られる  94例

 （S．REAL，ENTRY，MEANINGが異なる，但しS．REALが異なる場合はS．CATEGORY

が類似の場合のみ）

個々の例については資料参照．

 なお助動詞，受け身，完了については散文で同じものが使われているが，特徴的とは言えないので×に

分類した．また≠を付けたものの中でスノッリが散文で書き換えている動詞が固有の場合（本論文で分析

対象とした全ての動詞の中で語と意味の組み合わせが他に見られない場合）に＊を付けた．

 ≠ （散文では異なる動詞が使われている）を付けたもの（31例）は，スノッリが別の動詞を用いて言い

換えていると考えられる。≠の例について意味／主語だけを抜き出して見ると以下のようになる。

尋ねる／ギュルヴィ王

流れ出る／毒の雫

横たわる／ベルゲルミル

赤く染める／フェンリルの’族の一人

（黒く）なる／太陽の光，風

つくる／モートングニル，トゥーリン（保儒）

熱くなる／聖なる川

来る／露

住む／シャツイ

選ぶ／フレイヤ

進む／何

進む／ダナー

ある／大地，天

生まれる／巨人

つくる／邪悪な雲

生む／太陽

つくる／X

行く／ソール

いる／多くの蛇

持っ／バルドル

住む／スカジ

飛ぶ／何

飛ぶ／ダナー

満足させる／オージン
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戦う／エインヘリャル

集まる／アース神

与える／誰が

集まる／アース神

座っている／エインヘリャル

相談する／聖なる神々（アース神）

殺す／ソール

 オージン，ソールなどの神々や巨人，保儒などの特殊な存在が主語となっている例が多く，それらの主

語にとって特徴的と思われる事例を描写しているものもあるためスノッリが敢えて韻文とは異なる動詞を

用いたとも考えられるが，一般的な表現も見られるため，この31例だけからスノッリが意図的に異なる

動詞を用いたとは断言出来ない、

 散文で書き換えられている動詞のうち9例に＊を付けたものである．それらの主語は神々，保儒，巨人

であり，スノッリがそれら普通の人問でない存在に対して特別な意識を持って意図的に書き換えた，すな

わちスノッリがそれらの動詞をその主語に対する固有の動詞としてわざわざ用いた可能性はあると思われ

る．以下に＊を付けたものについてあげる．

 左から分類，ENTRY，MEANING，S－REAL，O－REAL，PLACE，（PHRASE）を示す．

・≠verδa 生まれる 巨人 x GYLFG5．37，V verδa6r

   ＊kvikna 生命が生まれる GYLFG5．18．P （ver6aなるGYLFG5．19）

・≠leggja 横たわる ベルゲルミル x GYLFG7．14．V

   ＊faraupp 乗る GYLFG7．6．P

・≠skepja つくる x 保儒の人々 GYLFG14．32．V

   ＊kvikna 生まれる GYLFG14．20．P

・≠gera つくる モートングニル，トゥーリン（傑儒） 多くの人の形をしたもの（株儒）

 GYLFG14．36．V

   ＊kvikna 生まれる GYLFG14．20．P

   ＊skip的t変身する GYLFG14．22．P

   ＊taka kviknan生命を得る GYLFG14．22．P

・≠ganga 集まる アース神 x GYLFG42．63，V

   ＊setj挑t GYLFG42．33，P

・井g銚㏄t 相談する 聖なる神々（アース神） 以下の節 GYLFG42．66，V g銚鴉tume－t
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  ＊g㎜ga直ta1話し合う GYLFG42．12．P

・ ≠vera益bingi 集まる アース神 x GYLFG51．92．V

  ＊setjast GYLFG42，33．P

 「ギュルヴィの惑わし」に登場する北欧神話において重要な存在である神々，巨人，英雄，ドヴェルグ

（保儒），巫女などについての個別の分析は第5，6，7章において行う．

3．4 「ユングリンガ・サガ」

 北欧神話の神々と同名のオージン，ニヨルズ，フレイなどに関わる動詞にはほかの王たちとは異なる特

徴があるのかどうかについて調べた．

 「ユングリンガ・サガ」内でのENTRY＋MEANINGの組み合わせが固有の動詞のうちで神々と同じ

名前を持っ王たちを主語とするものと，他の王たちを主語とするものを比べてみる．

 神々と同じ名前を持つ王たちを主語とする固有の動詞（59例）と他の王を主語とする固有の動詞（208

例）を比べてみると一部「魔法をかける」，「槍の跡をつける」，「オージンの特徴をつける」などの神々特

有と思われる動詞が前者に見られるものの，全体としては両者を厳然区別していると思われるほどの違い

は見られなかった．個別の例は資料参照．

3．5 作品（群）別分析まとめ

 第3．3節の「ギュルヴィの惑わし」については，初めにスノッリが質問する側のギュルヴィ王と答える

側のハールたちとで動詞を意識して使い分けていたかを調べた．その結果，両者の間に特に差は無く，両

者とも神々などと同じように特殊な存在としてスノッリが考えていたのではないかと思われる例がいくつ

か見られた．

 次に「ギュルヴィの惑わし」において韻文と同じ内容を散文で語りなおしている例が一289例あり，その

うち31例において韻文と散文とで異なる動詞が用いられていた．ただその31例については主語，意味に

おいて特に注目に値するものはなかった．しかし散文部分で語りなおされている動詞のうち9例が「ギュ

ルヴィの惑わし」に固有の表現（ENTRYとMEANINGの組み合わせが他には出ていない）であり，そ

れらの主語が神々，保儒，巨人という特殊な存在であるということから，スノッリが敢えてそれらの動詞

を選んで使っていた可能性はあると思われる．

 第3．4節の「ユングリンガ・サガ」については北欧神話の神々と同名のオージン，ニヨルズ，フレイな

どに関わる動詞にはほかの王たちとは異なる特徴があるのかどうか，固有の動詞（他の存在を主語として

取らない動詞）について両グループのデータを分析したが，特に大きな違いは見られなかった．
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第4章 個別分析の方法

これから個別の動詞について主語毎に個別に分析する方法について説明する．

4．1 データ抽出

eXtraCt

以下の3つのレベルにおいてデータを抽出し，それに対して考察を加える．

．語（ENTRY）がその主語に対してのみ用いられている場合（その作品（群）において固有）．

  ＿ 同じ意味（MEANING）が異なる語（ENTRY）でその主語に対して用いられている可能性はあ

    る．その主語を特徴づける動詞である可能性が一番高い．

． 意味（MEANING）がその主語に対してのみ用いられている場合（その作品（群）において固有）．

 語（ENTRY）が固有の場合は語（ENTRY）のところで扱う、

  ＿ 同じ語（ENTRY）が異なる意味（MEANING）でその主語に対して用いられている可能性は

    ある．

  ＿ その意味（MEANING）がその主語の特徴と密接に関係していれば，その主語を特徴づける動

   詞である可能性がある．

・語（ENTRY），意味（MEANING）の組み合わせがその主語に対してのみ用いられている場合（その

 作品（群）において固有）・語（ENTRY），意味（MEANING）がそれぞれ固有の場合は語（ENTRY），

 意味（MEANING）のところで扱う。

  ＿ 同じ語（ENTRY），同じ意味（MEANING）がそれぞれ異なる意味（MEANING），語（ENTRY）

    でその主語に対して用いられている可能性はある．

  一 その意味（MEANING）がその主語の特徴と密接に関係していれば，その主語を特徴づける動

   詞である可能性がある．

 それぞれの場合において，文脈から判断して重要な役割を果たしていれぱ，その主語を特徴づける動詞

と言える．

 なお，個々の特徴や文脈での役割などを明確に判断するため，神々や英雄などがそれぞれ単独で主語と

なっている例について分析を行った．
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4．2 分析基準

 ひとつのENTRYにつけられているMEANINGをいくつかにグループわけし，そのグループが固有

かどうか判断する．

 上で述べた3つのレベル（語，意味，語十意味）で抽出した固有の動詞について以下の点から考察を加

える．

・作品上，文脈上重要な場面で用いられている．

・その主語の特徴とされることに関っている．

どちらかを満たしている場合．

一→キーワードとして用いられている可能性がある（個々の分析において≠をつける）・

 ≠を付けたものについて次の4つに分類する、

  I  ENTRYもMEANINGも両方とも固有

  II ENTRYだけが固有

  III MEANINGだけが固有

  IV ENTRY＋MEANINGの組み合わせが固有
  （Iがキーワードとして用いられている可能性が一番高い）．

 第5，6，7章における分析は以下のように記述する．

 先ず神々，英雄など分析対象となるものの名前，データ総数，その分析対象について特徴とされている

こと，作品（群）別の個別データ分析の順に記述する、個別のデータ分析においてはその分析対象の名前，

分析対象作品（群），データ数，分析区分（ENTRY，MEANING，ENTRY＋MEANING），固有のデー

タ数の順に示す．なおMEANINGにおいてはENTRYで，ENTRY＋MEANINGにおいてはENTRY

またはMEANINGですでに分析されているものは重複するので数えない、

4．3 個別のデータ分析における表記，記号について

 ・ ENTRYではENTRY，MEANING，PLACE，（PHRASE）

 ・MEANINGではMEANING，ENTRY（PHRASE），PLACE

 ●ENTRY＋MEANINGではENTRY，MEANING，PLACE，（P早RASE）

 を示し，その後にコメントを加える．

 井は先に説明したように，単にそこにしか用いられていないだけでなく，その主語の特徴や文脈から判

断してキーワードとして用いられている可能性のあるものに付け，IからIVの分類を添えた．≠を付け
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た動詞の個別のデータについては資料参照1

 当該の動詞について，その主語の特徴とさ札でいることと関わりがあるのかどうか，文脈での用いられ

方などから判断して，その主語を特徴づけている動詞かどうかについて述べる．なお韻文中で用いられて

いるものについては韻律の影響についても考慮した．

 MEANING，ENTRY＋MEANINGにおいて＊を付けたものはそのENTRYと結びつくMEANING

を大きくいくつかにグループ分類したものであり，個々のMEANINGとしては他にはないためその主語

に固有の動詞としてチェックされているが類似の意味が存在するため，ENTRY＋MEANINGにおいて

は分析対象からは外したことを意味する．グループ分類はMEANING訳語の上での類似性を判断したも

ので，以下のような例の場合類似性があると考え，意味においての固有性が薄いと考え分析対象からは外

した．M－CATEGORYが異なる場合もある．

例： 黙る工0  黙っている31

    減らす12 減る10 小さくなる10

    企む29  決める12  考える29  思う31  望む29

 ENTRY＋MEANINGの分析において上で説明した＊の付いているものについてはENTRY，MEAN－

INGのみを示す．
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第5章 神々を主語とする動詞の個別分析

 以下の神話についての主要参考文献4冊全てにおいて独立した神としての記述があり，かつ今回の動詞

データベースにおいて主語としての頻度上位に入っている神々について個別に分析を行った．

 ◇ Mμ肋。πd月山g｛oηoプ肋e Wor3ε。，E．O，G．Turville－Petre

 ◇ Go幽σπd M研加。∫〃。付加m亙他mρε．，H．R．E11is Davidson

 ◇ Wor曲3加θ也此r og∬εκε．，Anders B蟹ksted

 ◇ 『北欧神話』（菅原邦城）

オージン（0δinn）740例

 ・北欧神話の主神

 ・ 神々の父

 ● 戦いの神

 ・英雄・戦士の庇護者

   一 戦場にヴァルキュリャを送り，勝敗を決める

 ・ 死の神

   ＿ 戦場で倒れた英雄をエインヘリャルとしてヴァルホル（Valhg11）に迎え，世界の滅亡ラグナロ

     クに備える・戦闘で倒れること，戦死は英雄たちにとって栄誉であった・猿ケリ（Geri），フレ

     キ（恥eki）を飼っている、

 ・詩芸・知恵・ルーンの神

   ＿ 自らを自らに捧げてルーンを獲得

   ＿ ミーミル（Mimir）の泉に片目を担保として差し出し，秘められた知識を得る（片目・隻眼の神）

   一 巨人スッドゥング（Suttun酊）から詩芸の蜜酒を盗む

   一 ワタリガラスのフギン（Huginn），ムニン（Muninn）を送り出し，世界の情報を集める

 ○魔術・呪術の神

   ＿ 変身する

   ＿ セイズ（Seiδr）（呪術）を行う

   一 ルーン，ガルドル（ga1dr）（児歌）を操る
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  ＿ 自分の庇護する戦士をベルセルク（berserkr）の激情（戦闘での狂気の状態，非常に強い）状態

   にする

・ その他

  一 8本足の馬スレイプニル（S1eipnir）

  一槍グングニル（Gmgnir）

  ＿ 腕輪ドラウフニル（Draupnir）

  一館ヴァルホル

  一 妻フリッグ

オージン（神話詩）（476）

・ ENTRY（6）

・≠II  unda  傷つける HAV138．4．VG

 HAVにおいてオージンが九目九晩の間飲まず食わず，ルーンを獲得するために槍に「傷つけられる」

場面で用いられている．オージンはDgrruδr，Geir1gδnir（どちらも「槍の神」）という別称（heiti）を持

ち注1，その「槍」で，またオージンと強く結びつけられるルーンを獲得するまさにその場面で用いられて

いることから，この動詞はオージンを特徴づけるものと言えよう．

・≠II  fyrirgera  惑わす  GRM A，PG

 GRMの冒頭の趾益sonom Hrauδungs konungs（フラウズング王の息子について）において，オージ

ンの妻フリッグが自分の侍女フッラ（Fu11a）を送ってゲイロズ（Geirr¢δr）に注意を与える場面で登場す

る．どうして注意を与える状況になったのかと言うと，オージンがフラウズング（Hrau恥ng）王の次男ゲ

イロズを，オージンの妻7リックが長男アクナル（Agnarr）を養い育てていた、その後アクナル，ゲイロ

ズは国に戻るが，その際ゲイロズはオージンから授けられた計略によりアクナルを追いやり，王位に就く．

その後王ゲイロズの悪い噂を聞いたオージンとフリッグは，それが正しいのかどうか賭けをする．そして

オージンはグリームニルと名乗って王の元へ行きゲイロズを試すのであるが，フリッグはその前にゲイロ

ズに対してグリームニルが彼を「惑わす」ことのないように注意を与えるのである．自らの正体を明らか

にせず，「惑わす」ことはオージンの特徴的な行動の一つであり，このfyrirgeraもそういう文脈の中で，

オージンにのみ用いられていることから注目に値する動詞である．

注1Fa1k，p．6，p．12
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・≠I  f鵬vast  豊かになる  HAV141．1．VG

 HAVにおいてオージンが九日九晩の間飲まず食わず，槍に傷つき，嵐にさらされながら自分を自分自

身に捧げてルーン（文字，秘密の知恵）を獲得した後の節に出てくる動詞である、ルーンはこのHAVに

見られる話から「知恵」の神オージンのものとされており，それを獲得して「豊かになる」のはオージン

をおいて他にはありえない．韻律の影響がうかがえる．

・≠II  巧gtra  縛る  HAV13．5．VG

 HAVにおいて旅人に対して様々な注意を与える部分に出てくるが，この軸traに対して初めてek（代

名詞一人称単数）が用いられている．この旬qtraの登場する文は，グンロズ（Gmn1gδ）（HAVの後半部

分や，スノッリの『エッダ』においてオージンが詩の養酒を盗む挿話に登場する女巨人）との関わりを示

しているため，ekは明らかにオージンであると思われる、この作品の語り手がオージンであることを明

示する最初の文にこの酌traは用いられているのである．韻律の影響がうかがえる、

・≠I  ferja  船で渡す  亘RBL3．1，VG／HRBL55．2．VG

 HRBLに2例見られる．どちらの例もこの動詞を使っているのは北欧神話世界の守り手とされるソー

ルである、この2つのferjaの間でオージン，ソールはお互いに自慢話を交えながらお互いを罵り続ける．

初めのferja Fま作品の初めの部分で，ソールが遠征からの帰路川にさしかかり，そこでハールバルズとい

う名で渡し守に扮しているオージンに対して，ソールは「お礼は手るから「船で渡して」くんと丁寧に

頼む場面に登場し，2つ目のferjaでは作品の最後の方で「他を回るから道を教えろ」とあきらめた後で

「お前は全く「船で渡す」気がないな」と叫ぶ場面に出て来る．この作品では最後までソールは相手がオー

ジンであることに気づかないことになっているが，この2つのferjaはどちらの場合もソールがオージン

より弱い立場にある場面で用いられている．初めの例では川を一人では渡れないために頼んでおり，2つ

目の例ではさんざん罵られて怒り狂っているが，実際にその力を相手に向けて叩きのめすことが出来ない

ため川を渡ることをあきらめざるをえない．従ってこの作品においてferjaはオージンとソールの力関係

を示す動詞であるとは言えないだろうかl HRBL3．1の方は韻律の影響がうかがえる．

・井II  bylja  話す  HAV111．1．VG

 HAVにおいて吟遊詩人ロッドファーヴニ（Lodd鮒nir）に対してオージンが様々な助言を与える事面

（Lodd鮒nism創）の初めに出てくる動詞．単語としては同じ節に出てくるbu1r（予言者，賢人）から派生
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しており，「呪文や隠された矢口識をつぶやく」という意味を含む柱2．魔術師，呪術師の側面を持っオージ

ンならではの動詞である、韻律の影響がうかがえる．

・MEANING（15）

．≠In  論争する  ＊ m鴉1a e－n orδum  VM4．6．VG

 VMの冒頭において，賢い巨人ヴァフスルーズニルに古代の知恵について勝負を挑みに行くと言うオー

ジンに対してその妻フリッグが「あなた（オージン）が巨人と「論争する」時はいつでも，知恵があなた

を助けるでしょう」と述べる部分に出てくる．m強1aは単独では基本的に何かを発言する際に用いられる

動詞で，「言う」，「話す」といった訳が多く見られ，オージンの他に様々な主語と結びついている．しか

し，この「論争する」（m記1a e－n orδum）のフレーズは他では全く見られない．しかも上で述べたように

これから巨人と古代の知恵について勝負しに行く際に用いられていると言うことは「知恵の神」オージン

を特徴づける意味であると言えよう．また「言い争う」という類似の意味もいくつか出てくるが，それら

は単に「相手を罵る」，「口論する」というものであり，「論争」するものではない．

・≠III  味わう  ＊  bergja LS9．4．VG

 LSでロキが宴会をしているオージンに対して「2人に対して出されたものでなけれぱビールを「味わ

う」っもりはないと言ったではないか」と非難する場面で用いられている．bergjaはこの他にはGK－II

に出てくる．そこでは「食べる」の意味で用いられている、ber自aには基本的に「食べる」，「飲む」とい

う意味があり，このLSでオージンを主語としているbergjaも「飲む」と訳すことも可能である．その

場合「食べる」，「飲む」という意味は他にも数多く見られ，あまり特徴的な意味とは言えない．しかし，

ber自a自体わずか2例しか出ておらず，もう一例も「死に掛けの戦士」が主語となっており，「死」の神

として英雄の「死」を司るオージンと何か関係があるのかもしれない．

・≠III  魔法を使う  ＊  Siδa LS24．1．VG

 LSでロキがオージンに「人はお前（オージン）がサームス島で「魔法を使って」いたと言っている（中

略）これは女のすることだ」と罵っている．オージンは「魔術，呪術」の神として知られており，特に女性

と結びつけられるセイズ（呪術）との関係が深いとされ，この「魔法を使う」はオージンに特徴的な動詞

と言える．ちなみに，この他にMEANINGに「魔法」という言葉の出てくる例はいくつかあるが，主語

症2Evans，pp．123＿124
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の特定できるものではオージンを除いて全て女性が主語になっている このことは先に述べたセイズ（呪

術）と女性との関係を裏付けているものと思われる．韻律の影響がうかがえる．

．≠III  忠告する  ＊  r6δa

 HAV112，1／113，1／115．1／116．1／117－1／119，1／120，1／121．1／122．1／125．ユ／126．1／127，1／

 128，1／129．1／130，1／131．1／132．1／134．1／135，1／137．1．VG

 ＊R筋。mk庫r，Loddf鉦㎜r，at／en凶r6δnemr，

 というセットフレーズで用いられている．

 HAVのLoddf駈nism釦と呼ばれる部分に用いられている．そこでは，先にENTRYのところで述べ

たby1ja（呪文や隠された知識を「話す」p．70参照）の含まれる節に続いて，「忠告する」で始まる同じ形

式の節が20節語られており，吟遊詩人ロッドファーヴニに対してオージンが様々な「忠告」を与えてい

る．知恵の神オージンにふさわしい表現である．韻律の影響がうかがえる．

・≠III  危険にさらす  h蟹tta除m tiI  HAV106．6．VG

 HAVでGunn1⑯をだまして詩芸の蜜酒を得る際に「オージンが自分の頭を「危険にさらす」」という

場面で用いられている．詩芸はオージンの能力の代表的なものの一つであり，この動詞はそれを獲得する

ための行為を表しており，オージンに特徴的な動詞と言える．韻律の影響がうかがえる．

 ・≠III  栄える  haf鎚t  HAV141．3，VG

HAVにおいてルーンを獲得した後，先にENTRYのところで見たf鵬vast（「豊かになる」）に続いて

「賢くなり，育ち，「栄えた」」とオージン自身が語っている．ルーンや知恵との結びつきを表している．

・≠III  もみ消す  bceta HAV152．6．VG

 HAVにおいてオージンがルーン（魔法の呪文）についてその効果，力について語る部分で第8番目の

呪文について語る際に用いられている．「人の子の問に憎しみが生まれたら，それを直ちに「もみ消す」こ

とが出来る」と語っている．憎しみを「もみ消す」ことは，憎しみを生み出す邪悪な存在としてBg1verkr

（邪悪を行う者），Hvatm6δr（争いに駆り立てる者），Ofnir（争いに駆り立てる者），Sko11v最dr．（裏切りを

引き起こす者）といった名前で呼ばれる注3オージンの能力の一つであろうか．韻律の影響がうかがえる、

．≠m  ぶら下がる  ＊ hanga   HAV138．1．VG

注3Fa－k，P．5，P．19，P．23，P．26
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 HAγにおいて，オージンがルーンを獲得するために自分を自分自身に捧げる際に，「ぶら下がった」と

語られている．この出来事からオージンにはHangaguδ，Hngatチr（どちらも吊るされた者の神）H㎝gi

（吊るされた者）注4の名前がつけられている．オージンのルーン，魔術との最初の関わりを表す重要な

動詞といえる．

・道に迷う  VerδaVi11irVega HAV47．3．VG

 HAVにおいて友人の大切さを説く部分で用いられ，オージン自身が「昔若かった頃ひとりぽっちでさ

まよい，「道に迷った」が，人に出会って嬉しかった．人の喜びは人である」と言っている．韻律の影響が

うかがえる．

・ 色をつける ＊   f益   HAV80．5．VG

 HAVの前半の格言詩の部分に突然出てくるルーンについての節で用いられている．この節自体は全体

の文脈から外れており，多少意味不明であるが，この節までの格言をまとめるものであるかもしれない柱5．

韻律の影響がうかがえる．

・疑わしい  Verai66e－m HAV108．1．VG

 HAVにおいてオージンが女巨人グンロズをだまして詩芸の蜜酒を得たと語る場面に出てくる．「もしグ

ンロズが助けてくれなければ，巨人の館から出られたか「疑わしい」」とオージン自身が語っている．韻律

の影響がうかがえる．

・機嫌がいい  sitja i hugum  HDL2．2．VG

 Hyndnu1i6δの最初の部分で女神フレイヤ（が女巨人ヒュンドラを起こして，「オージンに「機嫌がい

い」状態でいてもらうことを願う」場面で出てくる1

・楽しませる  ＊  g1eδja HRBL30．5．VG

 HRBLでオージンが「（ソールが東の方で巨人と戦っているとき），オージン白身も東にて女性を「楽し

ませた」」と語っている．韻律の影響がうかがえる．

・引き返す  ＊ hverfa aptr   HAV99．1．VG

注4Falk，P．15

柱5Evans，p16，pp．113－114
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 HAVにおいてオージンが恋愛について語り，その具体例として巨人ビッリング（Bi11ingr）の娘を誘惑

する際に，初めは拒まれたので「引き返す」ことになる．

・ とどめておく ＊   ha1da   HRBL32．2．VG

 HRBLにおいて，『もしソールの助けがあれば，（先に「楽しませる」のところで述べた）女性を「とど

めておく」ことが出来たのに」と語る場面で用いられている．

・ ENTRY＋MEANING（22）

・井IV  heyja  持つ  HRBL30．4．VG

 渡し守に変装しているオージンがソールに対していろいろ自慢する中で，女性たちと密会を「持った」

と述べている．ソールが巨人との戦いという硬い話をしているのに対して女性との関わりという柔らかい

話題を持ち出している．heyjaには「引き起こす」という意味もあるがそれは全て（3例とも）英雄に対し

て用いられている．何か集まりや戦いを「持つ」という意味では神々に特徴的な動詞なのかも知れない．

・井IV  g1epja  妨げる  HRBL52．3．VG

 ソールが「よくも引き留めて遅らせてくれたな」とオージンの変装している渡し守に叫んだのに対して

「ソールの旅を「妨げよう」なんて考えたことはない」と述べている．それまでにすでにかなりソールに対

してからかってきているオージンがさらに立場の優位性（川を渡るための主導権を握っている）ことから

述べたものであり，かつ先にferjaのところでも述べたようにオージンとソールとの力関係を暗示してい

るものと思われる．

・ ≠工V   fy1gja  戦う  HRBL24．2．VG fy1gja vigom

 ソールと戦いの自慢をしている場面で，渡し守に変装しているオージンが「Va11and（」ヴァッランド）に

いて「戦った」」と述べている．Va11andをval（戦闘での死者）の1and（土地，国）と考えれば，「戦い，

死の神」としてのオージンの特徴と結びつく、vigom 「戦闘」が韻律の支配を受けている、fy1gjaは「従

う」の意味で他の場所でも他の主語にも用いられている．

・≠IV drepa  操る  LS24．3．VG drepa6e－t

 ロキがオージンに対して「巫女のように魔法を「操って」いた」と罵っている．「魔法を「操る」」（drepa

るv6tt）はオージンにとっては当然の行為であり，特徴的なものと考えられる．drepaは他の例ではほと

んど「打つ，殺す」で用いられている．V鮒が韻律の支配を受けている．
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・井IV  stgδva  止める  HAV150．5．VG

 オージンが自らの魔術についての知識を述べる場面で，5番目の魔法の歌として矢がオージンが「止め

る」ことが出来ないほど早くは飛んでこないと言っている．オージンの魔力を表しており，特徴的と考え

られる．韻律の影響がうかがえる．

・井IV  1eita  つくる HAV141．5．VG／HAV141．7，VG

 オージンが9目9晩自らに自らを捧げ木に昂り下げられた後ルーンの知恵を獲得する．そして言葉と行

為を「つくった」と述べている．言葉，行為自体が自らを生み出すともとれるが，「ルーン，魔術，詩芸の

神」としてのオージンに特徴的に用いられている．1eitaをっづけることでの韻律的効果も見られる．

・vera  旅する  VM4．3．VG  vera6simom

 巨人ヴァフスルーズニルのところへ知恵比べの旅に出るオージンにフリッグが幸運を願って無事「旅す

る」ようにと言う．Veraの熟語も「旅する」もともにオージンを含めさまざまな主語にさまざまな意味，

動詞で用いられている．同じ節でfara「旅する」が用いられているためvara6sinnomを用いたものと

思われる．

・f航a 座る  VM9．3．VG fa工a f sess

 巨人ヴァフスルーズニルのもとに知恵比べに来たオージンに対してヴァフスルーズニルが一「座れ」と

言っている．SeSSに韻律の影響がうかがえる．

  ＊yppa 顔を上げる

  ＊V61a  だまし取る

  ＊Snda 変える

  ＊hverfa 変える

  ＊ha1da  ，蕃ぐ

  ＊bj樋a もたらす

  ＊auka  もたらす

オージン（英雄詩）（37）

＊verpa かける

＊svikja だまし敢る

＊kenna 知らせる

＊hIj6ta 受ける

＊forδa 守る

＊bera 持ち上げる

＊burfa 求める

● ENTRY（0）

・ MEANING（1）
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・≠III  災いを引き起こす  ＊  berasakr亡n班 HH－II34．8．VH

 父ホグニを殺されたダーグ（Dagr）がその復讐に英雄ヘルギを殺す、それに対してヘルギの妻であり，

ダーグの姉，ホグニの娘シグルーンがダーグに不幸を願う．それに反論する形でダーグがオージンが親族

の間に「災いを引き起こし」たのだと言う．オージンはお気に入りの英雄を自分のもとに集め，最後のラ

グナロクにおいて巨人と戦うエインヘリャルにする．このこと自体は英雄に取って栄誉なことであるが，

回りには復讐，憎しみが残り，災いの種となる．このような英雄の生殺与奪の権利はオージンに特徴的な

ことであり，そこから生じる災いがオージンに帰されても当然である．sakr亡narに韻律の影響がうかが

える．

・ ENTRY＋MEANING（6）

・draga  取り出す  RM C．PH draga e－t血a工n

 株儒であるオトゥル（Otr）を殺した償いにその皮を黄金で覆うことになった、全てを黄金で覆っ．たと思

われたときに一ヶ所黄金でない部分があったので，オージンがアンドヴァリ（Andvari）の腕輪を「取り出

し」そこを覆った．dragaは「引く」などの意味があり、この組み合わせdraga e－t血amもそれほど特徴

的とは思われない．

  ＊1j益   与える  ＊1砒a  囲む

  ＊hyg自a 考え出す ＊hverfa 去る

  ＊h証a  かぶる

オージン（rギュルヴィの惑わし」）（102）

・ ENTRY（1）

・≠II  stj6ma  支配する  GYLFG3．11．P

 「ギュルヴィの惑わし」においてギュルヴィ王がガングレリと名乗り，ハールに古代の王（オージン）が

どんな力を持っているのかを尋ねたのに対して，ハールがオージンは彼の全ての国（r㎜sinu）をstj6ma

「支配する」と答えている．「支配する」というMEANINGで一番よく用いられているr鯛aがその直後

に出ており，全ての部分（g11um h1utum）を「支配する」とされている、一Ho1tsm班kはこの叔i sinuを

himinr鉄i（天上の支配権）と結びつけている柱6．もしそうであるなら一般的なr蝸aの前に，このstj6ma

注6HoltsInark1964，P．23
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が用いられていることと，今回分析した範囲ではオージン以外には用いられていないことから，スノッリ

が特にオージンとの結びつきを考慮して用いたと考えられるのではないだろうか、

・MEANING（3）

・≠III  担保に入れる  1eg自a←t at Veδi GY正PG15．18．P

 「ギュルヴィの惑わし」においてギュルヴィ王が神々の聖なる場所を尋ねたのに対して，ヤヴンハー

ルが神々の世界を解説する．その際にミーミルの泉にオージンが片方の目を「担保に入れ」てその泉から

知恵の水を飲むと語られる、その話の内容を確認するためにVSPの一節（VSP28）が引用され，そこで

もVeδi（担保）という語が出てくる、1eg自a自体はごく一般的に用いられている動詞であるが，Veδiとの

組み合わせはここだけである．知恵の神とされるオージンにとってミーミルの泉は非常に重要なものであ

り，片目を「担保に入れ」ででも飲む必要のあるものであった．スノッリもそれを承知していたためVSP

の引用だけでなく，本文にもこの表現を用いたのではないだろうか．

・受け止める  ＊  bera  GYLFG49，45．P

 「ギュルヴィの惑わし」においてBa1durの死に際してその痛手をオージンが最も厳しく「受け止め」

た．beraもそれ自体はごく一般的な動詞であるが，バルドルの死は神々の世界に起こった事件のなかで

も最大級のものであり，バルドルの父であり，主神であるオージンが最も激しく「受けとめる」のは当然

のことである．

・ （助言を）受ける  ＊  t荻ar益δ  GYLFG51．55．P

 「ギュルヴィの惑わし」においてギュルヴィ王がラグナロクについて尋ねるのに対してハールが答え

る場面で，オージンがミーミルの泉に出向き，そこでミーミルから「（助言を）受ける上一と描かれている．

「受ける」，takaは他にも一般的に見られるため，「（助言を）受ける」自体でオージンを特徴づけていると

は言いにくいが，先に述べたような重要な場面に用いられている．「知の神」オージンとミーミルとの関

係を意識したものかもしれない．

・ ENTRY＋MEANING（4）

．≠IV  skipa  連れて来る GYLFG20．20．P
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 ギュルヴィ王の質問に対して神々について答える中で「オージンが戦場で倒れたものをヴァルホルに

「連れて来る」ためY釧fgδr（戦死者の父）と呼ばれている」と述べられている・この行為はオージンに特

徴的な行為である、

・f6  用意する  GYLFG38．3，P f6e－m at e－m

 ギュルヴィ王が「戦場で倒れたものに食事の時に何を「用意する」のか」という質問をしている．f6に

は「与える」という意味があるので，この用法がオージンに固有のものとは言えない、

 ＊stefna 立ち向かう ＊rfδa 乗って進む

オージン（「ユングリンガ・サガ」）（125）

・ ENTRY（6）

・≠II vitrast  現れる  YS9．7．P

 「ユングリンガ・サガ」に登場するオージンはスウェーデン王家の伝説上の始祖とされており，神と英

雄の両要素を併せ持った存在である．そのオージンが死んだ後もスウェーデン人たちはその偉大なカを信

じて大きな戦いの前にはオージンがVitraSt「現れる」と考えている．オージンが死ぬ際にも自分自身で

Goδheimar（神々の国）へ向かうと述べられており，またスウェーデン人たちもオージンが古代のアー

スガルス（Asg虹δr）へ行き，そこで永遠の命を得ると考えていた．このようにオージンがぼ午．んど神のよ

うにみなされている状況で，神話世界の戦いの神オージンと同様に戦いに関わってVitraSt「現れる」こ

とは大いに意味があり，そこにしかこのVitraStが用いられていないことは，この動詞がオージンを特徴

づける働きをしている可能性を示している．

・≠I  tfgna  尊敬する  YS6，7．P

 オージンの能力についての章において「どうしてオージンはそんなにもtigna『尊敬」されるのか」と述

べられている．『ユングリンガ・サガ」において王家の始祖であり，神に限りなく近いオージンにのみ用い

られている．他の作品（群）に見られないのは，「ユングリンガ・サガ」においては人間が作品の中心であ

り，神話的人間ではなく現実の人問から神に対する描写としてtignaが用いられたのではない芦ろうか．

・半I  smyrja  塗り込む  YS4．19．P

 オージンたちとヴァンと呼ばれる一族とが戦い，疲れきった後に和平を結び，人質交換する．その際に

オージンたちは指導者にふさわしいへ一ニル（H㏄nir）に賢者ミーミルをつけて送った．しかし，へ一ニル
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はミーミルがいないと何も決められなかったのでヴァンたちはオージンたちにだまされたと思い，ミーミ

ルの首を切って送り返した一オージンはそのミーミルの首に腐らないように薬草をSmyrja「塗り込み」，

魔法をかけてその首がオージンに秘密の知識を語るようにした．神としてのオージンは魔術，知恵と結び

つけられているため，ここでの用法も特徴的と言える．

・≠I  magna  魔法をかける  YS4．20．P

 先に述べたSmyrjaと同じ場面で，ミーミルの首に秘密の知識を語らせるためにmagna「魔法をかけ

る」．Smyrja，ma駅aともに神としてのオージンのカである魔術に関わっており，こういう魔術に関して

の作業を描写する動詞が「ユングリンガ・サガ」のオージンに用いられていることは，これらの動詞に「ユ

ングリンガ・サガ」のオージンに神的要素のあることを示す働きがあるのではないだろうか．

・井II  s1②kkva  消す  YS715．P

 これもオージンの特殊なカについて述べている章に出てくる．オージンは言葉によって炎をs1¢kkva「消

す」ことが出来る これも先に述べたように神としてのオーシンの魔術的要素と関わっており，「ユング

リンガ・サガ」のオージンを神のように描くために用いられたのではないだろうか、

、≠I  eigna  ふさわしくする  YS9．3，P

 オージンが病気で死ぬ間際に槍で体に傷をつけ，武器に倒れたものにeigm「（神オージンにとって）ふ

さわしく」する．これは英雄，王たちにとって病で死ぬことは決して名誉なことではなく，むしろ不名誉

であること示している場面である．また英雄，王たちが武器で倒れた場合は神オージンのもとでエインヘ

リャルとして戦士として世界の滅亡に備えるという，最高の栄養が与えられる可能性がある、これらのこ

とから「ユングリンガ・サガ」のオージンもこういう行動を取ったと考えられる．「ユングリンガ・サガ」

において神と同じ名前を持つ王はオージンの他にニヨルズ，フレイの2人がいるが，彼らが病気で死ぬ際

にはこういう行動は取っていない．「ユングリンガ・サガ」においても特別な存在であるオージンにはそ

うあるべきだという何かがあるため，eignaが用いられたのではないだろうか．神オージンと王オージン

の同一視がうかがわれる．

・MEANING（5）

・≠III 来させる  ＊  bj66ati1e－s YS9．9．P
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 オージンが死んだ後もスウェーデン人はオージンの力を信じており，大きな戦いの前には彼が現れると

された．そしてオージンはあるものには勝利を与え，あるものは自分のもと（死者の世界）へ「来させた」

とされる．これは戦士，英雄の運命を握って，彼らを選別し，ragn虹gkに備えて自分のもとに集めると

される神オージンの行動であり，ここでも「ユングリンガ・サガ」におけるオージンと神オージンの同一

視がうかがわれる．

・井III 槍の跡をつける marka sik geirsoddi  YS9．2．P

 オージンが病気で死ぬ間際に自分で「槍の跡をつける」．これは先にENTRYのeignaのところでも述

べたように，名誉ある死のために必要なことであり，英雄，王たちにとって名誉が一番大事であった．こ

の「槍の跡をつける」は，さらに神オージンがその特徴の一つである知恵のルーンを獲得するために槍で

傷ついたこと（p．69参照）との関係もうかがわせる．また槍グングニルは神オージンの武器でもあり，

この「槍の跡をつける」は神オージンと王オージンとの同一視において重要な動詞であると思われる．

・ 井III  唱える  ＊  kveδa  YS4．19．P

 ENTRYのsmyrja，magnaと同じ場面に用いられている．オージンが薬草を塗り込んだMimirの頭

の上で魔法の歌を「唱える」．ここでもやはり，魔術の神オージンのイメージが重なっており，「ユングリ

ンガ・サガ」のオージンをより神に近づけようとする意図があるのではないだろうか．

・旅に出る ＊   fara i brot   YS2．18．P

「ユングリンガ・サガ」の初めの部分で，オージンが長い間「旅に出る」ことがよくあったとされている．

・ いない  verafbrottu  YS3．3．P

 先に述べた「旅に出る」に続く章で，オージンが「いない」時にはその2人の呆弟V6，Viirが国を治

めたとされる．

● ENTRY＋MEANING（7）

・≠IV  gera  もたらす  YS7．20．P

 オージンの能力を述べる中でr人に死，不幸，病気をrもたらす」」とされている．これもオージンg中

の魔法の力との関係を示しており，特徴的である．
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・kenna  習う  YS7．16．P

 伝説の王オージンの特殊な能力を述べる中で「これら全ての技を彼はルーンと魔法の歌によって「習っ

た」」とされている．魔法を使う点はオージンの代表的な特徴の一つであるが，kemaは「知る」という

意味でも他で多く使われているためここでの用法がそれほど特徴的であるとは思われない．

 ＊七emja  教える   ＊taka一住む

  ＊f肌a  乗って進む ＊｛ara 出かける

  ＊dve1jast いる

ソール（レ6rr）635例

 ・神々と人問の守り手（カの神）

   一 ハンマーミョッルニルが武器

   一 巨人，徐儒を退治する

       巨人：ヒュミル，フルングニル（Hrmgnir），ゲイロズ，スリュム

       傑儒：アルヴィース

 ・ ミズガルズ蛇の仇敵

 ・ ウードガルザ・ロキ訪間

 ●植民に際しての守護者

 ・雷鳴の神

   一 空の神．雨風を支配する

 ○ 豊穣の神

 ● その他

   一 山羊の車に乗る

   一 異教時代末期の神々に対する賛歌においてソールは直接二人称で呼び掛けられている注7

ソール（神話詩）（261）

・ ENTRY（12）

．≠II  V記ta 濡らす HRBL13．3．VG

 オージン粉する渡し守が川を渡してくれないので，それに対してソールが「川を歩いて渡って，荷御を

「濡らす」のは悲しいことだ」と嘆く場面で用いられる、オージンに対してソールが弱い立場にあること

 注7Tuπi11e－Petre1964，P．85
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を強調しているのだろうか．

・≠II  svifa 行く HYM1816．VG

 ソールとチュールが巨人ヒュミルのところへ神々の宴会でのビールを醸造するための大きな釜を借りに

出向く．それからソールとヒュミルが釣りに出かけミズガルズ蛇をあわや釣り上げそうになるが，ヒュミ

ルが恐がって釣り糸を切ってしまう．その後，ソールたちはヒュミルを殺し大釜をもって帰る．この話の

流れにおいて，ソールが釣り餌となる牛のもとへ「行く」場面で用いられている．この牛を餌としてソー

ルはミズガルズ蛇を釣り上げそうになる、ソールとミズガルズ蛇は最大のライバルであり，その戦い（釣

り上げること）の準備を表しているこの動詞は重要である、韻律の影響がうかがえる．

・≠I  skorδa  支柱で支える  HRBL39．4．VG

 ソールとオージンがお互いに何をやってきたかを言い合いしている中で，ソールがベルセルクの妻を殺

したと述べたのに対して，オージンがソールを女を殺すような恥ずかしいことをしたと非難する．それに

対してソールが彼女たちはまるで狼のようで，ソールが「支柱で支える」船を音をたてて打ち，鉄の棒で

脅したのだと述べている．力自慢であるソールに特徴的である．韻律の影響がうかがえる、

・≠II  neyta 使う  SnES182．1．VG

 スノッリの『エッダ』の写本のうちCodex Upsa1iensisにのみ見られるもので，「詩語法」の一部の変異

形としてあげられている一節に出てくる、この部分はソールが巨人ゲイロズを訪問し，ゲイロズの娘たち

がソールを天へ持ち上げようとした時に，アースの力を「使った」と自分で述べている，本文ではソール

がその娘たちの背骨を折ったとされている．アース神一番の力持ちであるソールにふさわしい表現である．

・ ≠I    hni6sa くしゃみをする

・≠II  fisa  おならをする

HRBL26．8．VG

HRBL26．8．VG

 オージンがソールを力はあるが勇敢な心はないと馬鹿にする場面で，ソールが巨人フィヤラルに聞こえ

るのを恐れて「くしゃみ」も「おなら」もしなかったと述べている．人間の生理的な現象を表すhni6sa，

脆aがともにここでソールに対して用いられているのは非常に興味深い．韻律的な影響がある土とも考え

られるが，意味的にとても人間的な表現であり，通常は神々に対してはあまりふさわしい表現とは思われ

ない．もちろん文脈上ソールを馬鹿にするために神にふさわしくない動詞を持ってきたとも考えられる

が，あえてこの動詞を用いることでソールという神に対する親近感を表現したのではないだろうか．異教



第5章 神々を主語とする動詞の個別分析 83

時代の神々への賛歌においてもソールに対して直接二人称で訴えかけるものが見られ注8，ソールに対する

信仰は親近感を伴っていた．両方とも韻律の影響がうかがえる．

・≠I hnika しゃがみこむ  LS60．5．VG

 ロキがソールを馬鹿にする場面で，かつてソールが巨人の手袋の中で「しゃがみこん」ていたと述べて

いる．上で述べたhni6sa，fisaの場面（HRBL）でも同様に恐怖の余り手袋に「押し込められる」とされて

いる．このことから，「ソールが手袋に入って隠れている」という行為はソールを馬鹿にする典型的な表

現となっていると思われる．韻律の影響がうかがえる．

・≠II  h㎎ta  脅す  LS62．3，VG

 ロキに対して神々への悪口をやめさせるためにソールがロキを「打つ」ぞと脅したのを受けて，ロキが

「たとえミョッルニルで「脅さ」れても，長生きするつもりだ」と答える場面で用いられている．ソールが

その特徴の一つであるハンマーミョッルニルを直接用いて「脅し」ており，重要であると考えられる．韻

律の影響がうかがえる．

・≠I  egna  餌を取りつける  HYM22．1．VG

 ヒュミルと一緒に釣りに出たソールが「餌（牛の頭）を取りつける」．結果としてこの餌にミズガルズ蛇

が食いっき，ソールの大蛇釣りが始まる．このソールの大蛇釣りは他の作品にも見られ注9，イ．一ルとミズ

ガルズ蛇は世界の滅亡ラグナロクの際にも戦ういわば最大のライバル同士で，この大蛇釣りの部分はその

前哨戦にあたり，重要と考えられる．韻律の影響がうかがえる．

・≠II  bind敏  着る  TRK17．5．VG

 ソールが盗まれたハンマーミョッルニルを取り戻すためにフレイヤに変装するというアイデアに対し

て，ソールが「もし自分が花嫁衣装を「着る」ならば，アース神たちは自分のことを女々しいと呼ぶだろ

う」と述べている、このフレイヤに変装して花嫁衣装を「着る」という行為によってミョッルニルを取り

戻すことが可能になり，この「着る」は物語の流れにおいて非常に重要である．韻律の影響がうかがえる．

・≠II  レreif鵬t  探す  TRK1，8．VG

注8Tu耐i1Ie＿Petre1964，p．85

注9菅原1984，pp．168＿169
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 ハンマーミョッルニルが盗まれたのに気づいたソールが，怒りに打ち震えながらミョッルニルをr探し」

始める．ミョッルニルはソールのカの象徴であり，それがないことは神々全体にとって非常事態であり，

それをr探す」ことは重要である．

・半II  レr鵬a  怒る  LS58．3．VG

 ロキが神々をさんざん馬鹿にしているところヘソールが登場し，そのソールに向かってロキが「どうし

てそんなに「怒」っているのか」と言う．ソールの怒りは巨人などに対する際のソールの特徴の一つであ

る．韻律の影響がうかがえる．

・ MEANING（13）

・≠III 手を伸ばす  ＊  Sei1aSt HRBL27．3／28．1．VG

 HRBL27．3．VG

 オージン粉する渡し守にさんざん馬鹿にされて，ソールが「もし「手を伸ばす」ことが出来たら，お前

を殺してやるのに」と叫ぶ．

 HRBL28．1．VG

 それに対してオージンが「まったく理由もないのに，いったい何を「伸ばす」必要があるのだ」と答え

ている．ソールの武器はハンマーミョッルニルであり，それを用いれば川向こうの渡し守を倒すことはた

やすいことに思える．しかし，ミョッルニルには言及せずにおとなしく「腕を伸ばす」という表現を用い

ているのには，オージンに固有のENTRY（ferja）のところでも述べたように（p．70参照），オージンと

ソールとの力関係を表しているのではないだろうか．韻律の影響がうかがえる．

．≠III 黙らせる  r筋ae－mrO LS55．4，VG

 ロキの悪口雑言がすぎるので，フレイの召使いのベイラ（Bey1a）が「ソールがやって来て，悪口を言う

ロキを「黙らせる」」と言っている．ソールの神々の守り手，カあるものとしての性格を考えての発言であ

ると思われる．韻律の影響がうかがえる．

．≠III  投げ上げる  ＊ verpa e－t upP HRBL19，3．VG

 ソールが巨人シャツィ（haZi）を倒して，その目を天に「投げ上げた」と渡し守に扮したオージン…こ自

慢している．巨人に対する勝利はソールにとって特徴的である．
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・≠III  引っ張り上げる  vi♀dae－mupp HYM2713．VG

 ミズガルズ蛇を釣り上げるのに失敗した後，戻ってきてソールが船を「引っ張り上げる」Iソールの力

を示しており，特徴的と考えられる．

．≠III  押し込める  ＊  trOδa HRBL26．4．VG

 渡し守に扮するオージンがソールに対して手袋に「押し込め」られていたと馬鹿にする場面に用いられ

ている、p．83で述べた「しゃがみこむ」と同様に，強いはずのソールに対する侮辱の典型的な例で用い

られている、

・≠III 打ち落とす  ＊  drepae－t㎡e－m  LS57．5．VG

 悪口雑言を繰り返すロキの前にソールが登場し，「首から頭を「打ち落とす」ぞ」と言っている．具体的

にカを行使するソールに特徴的な表現と考えられる．

・ 優しい   16taeina㎡Viδe－t HDL4．4．VG

 フレイヤが自分の愛人オッタル（Ottarr）の家系について女巨人ヒュンドラに尋ねに行った際に，ヒュ

ンドラに起きて話をしてもらうために，『ソール（巨人の敵とされる）があなたに「優しい」ように頼むっ

もりです．」と述べている．einartに韻律の影響がうかがえる．

・明かす  ＊  Se自a tiI e－S HRBL8，9／9．1．VG

 渡し守に扮したオージンに名前を「明かせ」と言われ，それに対して「明かし」てやろうと答えている、

韻律の影響がうかがえる．

・振り返る  ＊  Iitaaptr HYM35．2．VG

 ソールがヒュミルのところから大釜を持ちだした後，一度ヒュミルの館の方に「振り返った」．そこで

ヒュミルたち巨人があとを追いかけてくるのを見て，彼らを皆殺しにした．韻律の影響がうかがえる．

・食事を与える  ＊  f㏄δa HRBL3．2．VG

 川にさしかかったソールが渡し守に扮するオージンに船で渡してくれと頼んだ後に，背中にしょっ下い

るr食事を与えよう」と言う、韻律の影響がうかがえる．
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  ・思い切ってする  ＊  bora  LS58．4．VG

 ロキの罵りの中で「フェンリル狼と戦うときには「思いきってし」ないくせに」と言われている．bOra

は他の箇所では「助動詞（敢えて～する）」で用いられているの．ここでは本動詞の部分がないためこの意

央に訳したが，基本的には同様の意味であると思われる．韻律の影響がうかがえる．

 ・向こうへ行く  ＊  fara  HRBL54．1．VG

 渡し守に扮するオージンが言い合いの末，ソールに向かって岸から離れて「向こうへ行け」と叫んでい

る．韻律の影響がうかがえる．

 ・呼びかける  ＊  kaIla  HRBL A・PG／2・2・VG

 HRBL A．PG

 HRBLの冒頭の散文部分で，ソールが渡し守（実はオージン）に『呼びかけ」て韻文の対話が始まる、

 HRBL2．2．VG

 呼びかけられたオージンが「呼びかけ」ているのは誰かと尋ねている．韻律の影響がうかがえる．

 ・言い張る  ＊  te1jast i r色砒m e－s  ALV5．2．VG

 ソールのもとへ娘を花嫁としてもらいに来た傑儒アルヴィースが，ソールにそんな約東破ってやると言

われて，それに対して「美しい娘の結婚を決める権利を「言い張る」のは誰だ」と尋ねている二r鯛。mに

韻律の影響がうかがえる．

 ● ENTRY＋MEANING（22）

 ・≠IV  koma 落とす  LS63．5．VG  komae－mneδan

 LSの最後の部分でソールがロキに「お前を地獄に「落としてやる」」と述べている．ソールの特徴であ

る力を誇示する表現である．

 ・≠IV  koma  取り戻す  TRK32．9．VG  koma at e－m

 TRKの最後でスリュムに奪われていたミョッルニルをついに「取り戻した」と述べられている。ミョッ

ルニルはソールにとって非常に重要なものであり，それを「取り戻す」場面での表現も重要である．

 ・≠IV  fcerast  身につける  HYM31．3．VG  f腕rast i e－t
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 巨人ヒュミルとの力比べで非常に硬い杯を割るためにソールがアースの力をr身につけ」，その杯をヒュ

ミルの頭にぶつけて割る1アース神の中で一番の力持ちであるソールにのみこの用法が用いられているこ

とは特徴的と言える．

・vera  戻る  LS55．2，VG vera heiman

 悪口雑言の限りをつくすロキを脅すために召使いのBeylaが「ソールが「戻ったら」お前（1コキ）を黙

らせるだろう」と述べている．よく遠征に出るソールの特徴に関わるとも考えられるが，heimanが韻律

の支配を受けておりあまり重要度はないと思われる．

・ kom鴉t いる   HRBL33．2．VG

 オージンが女性の自慢話をして，ソールの助けが必要だったと述べるのに対してソールが「もしそこに

「いたら」，助けてやったのに」と応酬している．重要性は認められない．

・hirδa  残す  HYM7．5．VG

 ヒュミルの館に向かうソールが角のすばらしいヤギを「残した」．ヤギはソールに特徴的な持ち物であ

るが，この用法はそれほど特徴的なものとは思われず，また韻律の影響もうかがえる。

 ・dチja  震わせる  TRK1・6・VG

 ミョッルニルを盗まれたことを知ったソールが髪の毛を「震わせた」．本来dチjaは何かを「振る」意味

で用いられる動詞であり，ここでは対象が髪の毛になったため「震わせる」という訳がついた．ソールに

特徴的なものではないと思われる．

＊Vima 分ける

＊tよka  たどり着く

＊S1る  投げる

＊1auna 仕返しをする

＊hverfa 行く

＊h創da 向く

＊fara  渡る

＊bekkja 気づく

＊veifa  投げる

＊SVe1ta 苦しむ

＊s㏄kja 取る

＊kom減 渡る

＊he巧a  降ろす

＊hafa  還ぶ

＊bresta 壊す
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ソール（「ギュルヴィの惑わし」）（374）

● ENTRY（8）

・≠II  spar舶t  残す  GYLFG46．83．P spa工ast ti1e－s

 ウードガルザ・ロキが杯が飲み干せないソールに対して，「お前が飲み干すことが出来るであろう以上

の一口を「残して」いるのではないだろうな．」と尋ねている．ソールに対する挑発的な表現で，ソールと

ウードガルザ・ロキとの対決を盛り上げる表現とも考えられる、

・≠II  sef鵬t  落ち着く  GYLFG44．52．P

 山羊が足を引きずっているのを見たソールはものすごく怒って，農夫たちはそれをみて恐れおののいて

すぺての財産を差し出すと言う．その恐れを見たソールは怒りを鎮め，「落ち着いた」．「怒り」はソール

の特徴の一つと言えるが，怒りを鎮めて「落ち着く」ことはその逆でありソールにとってはめずらしい表

現である．

．≠II  1ypta  持ち上げる

 GYI．FG46，106．P   1ypta upp

 杯を飲み干せなかったソールに対してウードガルザ・ロキが次に猫を地面から持ち上げる（he丘aupp）

ように言う．ソールは猫を「持ち上げた」、しかし猫はソールが持ち上げれば持ち上げるほど，背を丸め

たので結局片足が地面から離れただけだった．

 GYLFG47．40．P   Iypta upp

 GYLFG47．41．P   1ypta

 ソールたちがいくつかの技で敗れウードガルザ・ロキの館を出た後にウードガルザ・ロキがソールた

ちを魔法でたぶらかしていたと告白し，次のように言った．「お前が猫を「持ち上げた」時はものすごい

ことをすると思った．本当のところ，お前が大地から猫の片足を「持ち上げた」時，見ていたみんなは恐

れおののいたのだ．あの猫は見かけ通りの猫ではなく，大地を取り巻いているミズガルズ蛇だったのだ．」

この3つの1ypta全てがソールが実はミズガルズ蛇を「持ち上げた」ことについて述べている，前にも述

べたがソールとミズガルズ蛇は最大のライバルであり，その両者の関係に対してのみ用いられており，ま

たソールの特徴である力わざを示しているため特徴的な動詞と言えるであろう．

・ ≠I   1eiδr6tta  正す   GYLFG48．7．P
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 ソールのウードガルザ・ロキのもとへの旅を聞いた後にギュルヴィ王がハールに「ソールは復讐はしな

かったのか」と尋ねたのに対してハールが答える．・「ソールが今語った旅をr正した」ことは秘密ではな

い」．それに続いてソールのヒュミルのもとでのミズガルズ蛇釣りの話が語られる、ギュルヴィ王の質問で

はhefna「復讐する」という動詞を用いているのに対して，ここでは1eiδr6tta「正す」という動詞で答え

ており，また後に続く話も直接ウードガルザ・ロキヘの復讐ではない、神であるソールが巨人の行った行

為を「正す」という意味で用いられていると考えれば，後に続く話ともっじつまが合い，この動詞が巨人

が悪，神々が正義という関係において神ソールに特徴的なものと考えることができるのではないだろうか．

・≠I  hre虹a  ゆるくする  GYLFG45．45．P

 巨人スクリューミル（Skrチmir）の袋に入っている食料を取り出すために，スクリューミルが眠っている

間にソールが袋を開けようとする．しかしソールは紐の端を「ゆるくする」ことが出来ない．力があるは

ずのソールがこの時すでにウードガルザ・ロキの魔法にかかっていることをほのめかしている．

． ≠I  ginna  からかう  GYLFG48．44．P

 ヒュミルと一緒に釣りに出たソールがミズガルズ蛇を釣り上げ，船まで引き上げたときウードガルザ・

ロキがソールをからかったのと同じくらいソールはミズガルズ蛇を「からかった」．このgimaもこれま

で述べてきたのと同様にソールの最大の敵ミズガルズ蛇との関わりで用いられており，かつソールにしか

用いられていないためソールに特徴的な動詞と言えるのではないだろうか．

 ・≠II  bi肘a  示す  GYLFG46．55．P

 ロキとロキ（Logi），シャルヴィ（bi鮒）とフギ（Hugi）との勝負が終わった後，ウードガルザ・ロキが

ソールにどんな技を「示す」のかど尋ねる、それまでの対戦では「出来る」（vera b凶nn viδ），「行う」

（1eika）が用いられているが，ソールを神と矢口っているウードガルザ・ロキがbirtaを特別な意味をこめ

て用いている可能性がある．

・≠II  就1㏄t 考える GYLFG47．58．P  鴉tlast fyrir

 だまされたとわかったソールがウードガルザ・ロキの城を壊そうと「考える」、鴉t1aは他にも様々な意

味（主に「考える，望む」）で，様々な主語に用いられているが騙されたことに対するソールの怒りを考え

ると特別な用法であるかもしれない．

・ MEANING（20）
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・≠III  踏ん張る  ＊

・≠III  踏み抜く

spyrna viδ GYLFG48．50／48．51．P

h1aupa   GYLFG48．51．P

 ミズガルズ蛇を釣り上げかけたとき，ソールはアースの力を使って両足で船の底板を「踏み抜く」くら

い強く「踏ん張り」，海底に「踏ん張った」、これらの意味もこれまでにも述べているようにソールの最大

のライバルであるミズガルズ蛇との前哨戦で用いられているため，ソールの特徴である力を示している．

・≠III  屠殺する  ＊  skera GYLFG44．29．P

 ロキと旅に出たソールは夜になりある農夫のところに泊まる．そのときソールは連れていた二頭のヤギ

を「屠殺」し，皮をはいで料理する．このヤギは次の朝になると生き返る（元に戻る）特別なものであり，

ソールは「牡ヤギたちの主君」と呼ばれることもあった注10．

・≠III  退治する  ＊  berja GYLFG42，29．P

 神々が巨人にミズガルズの城壁を築かせ，その代償にフレイヤを与える約束をする．その時ソールは東

方へ巨人を「退治」しに出かけていた．神々の守り手であり，何度も巨人を退治する話に登場するソール

にとってこの「巨人を「退治する」．こと」は当然のものである、

・≠III 振り上げる  reiδafram GYLFG47．56／48．64．P

 GYLFG47．56．P

 ウードガルザ・ロキが魔法を使ってソールをたぶらかしていたのを知らされて，ミョッルニルを「振り

上げる」がウードガルザ・ロキはどこにもいない．

 GYLFG48．64，P   reiδa e－t ti1

 ミズガルズ蛇を釣り上げるのを邪魔したヒュミルに拳を「振り上げ」ヒュミルの耳を打った、どちらの

例でも直接的に力を使うソールの特徴と結びついている．

・≠III  伸びる  ＊ Sei1級t GYLFG46，108／47，45，P

 GYLFG46，108．P

 ウードガルザ・ロキのところで猫を持ち上げようとして，できる限り「伸び」，猫の片足を地面から浮

かせる．この猫は実はミズガルズ蛇であった、

注工。菅原1984，p．135
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 GYLFG47．45．P

 ウードガルザ・ロキがソールをだましていたのを告白する場面で，「ソールがあと少しで天に届くくら

い「伸び」た」と述べている．どちらの場面でもソールにとっての最大のライバルであるミズガルズ蛇

を持ち上げるために「伸び」ている．Sei1舶tはスクリューミルに対して用いられている一例を除いては，

ソールに対して用いられており，「伸びる」，「手を伸ばす」の意味で用いられている．強力なカを持ったも

のが力を込めて「伸びる」場合に用いられている動詞であり，ソールの特徴とよく結びついている．

・≠III 鋭く見る  ＊ hvessa augum6e－t GYLFG48．54．P

 ヒュミルのもとでミズガルズ蛇を釣り上げたソールが船へりでミズガルズ蛇を「鋭く見る」．ミズガル

ズ蛇はソールに毒を吹きかける．非常に恐ろしい光景である．ソールとその最大のライバルであるミズガ

ルズ蛇との対決を鮮やかに描き出している表現である．

．≠III 使わない  ＊ missa  GYLFG21．25．P

 ハールがソールの持ち物について語る場面で，ソールが鉄の手袋を「使わない」でミョッルニルを使う

ことは出来ないと述べている．ソールにとってミョッルニルは最大の武器であり，かつそれを使うために

は鉄の手袋が必ず必要となる．そのことを強調している表現である．

・≠III 押しつける  herδa GYLFG44．48．P

 農夫のところに泊まったソールが次の朝山羊の足が具合が悪いのを見つけ，怒って指が白くなるくらい

にまでミョッルニルの柄に手を「押しつけた」．ソールの怒りを強調する表現であろうか．

・≠III  一生懸命飲む  ＊  レreyta益drykkiuna GYLFG46．77．P

 ウードガルザ・ロキの館で’度目で飲み干せなかったソールが二度目に息が続く限り「一生懸命飲む」．

こういった力わざはソールに特徴的なものといえるかもしれない．

・≠III ほどく  ＊  玉eySa GYLFG45．44．P

 食料の入ったスクリューミルの袋を開けようとしたソールはその結び貝が「ほどけ」なかった・先に

ENTRYのhreyfaのところでも述べたが（p．89参煕），カのあるソールがウードガルザ・ロキの魔法に

かかってカが出せない場面で用いられており，ソールがそういった特殊な状態に陥っていることをほのめ

かしているのであろうか．
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  ・飛び起きる  spre杭aupp  GY工FG48．14．P

 一人の若者としてヒュミルのもとに泊まったソールがヒュミルが釣りに出かける準備をしていると「飛

び起き」て一緒に行く準備をする、

  ・覗きこむ  ＊  sj6i GYLFG46．80．P

 ウードガルザ・ロキに言われた杯を二口目で飲み干せなかった後に，ソールがその杯の中を「のぞきこ

む」．ソールには初めと変わりないように思えた．

 ・ 当てる  setja  GYLFG46．75／46，89．P

 46．75P

 ウードガルザ・ロキに言われた杯を最初の一口で飲み干せなかった後，ソールは何も言わずにもう一度

杯に口をr当て」て飲み始める．

 46．89．P

 ニロ目でも飲み干せなかったソールがもう一度杯に口を「当て」て飲み始める

 ・凍える  ＊  ㎞a  GYLFG48．17，P

 ヒュミルと釣りに出かけた若者に扮したソールに対してヒュミルが「ずっと沖合いまで行くとお前は

「凍える」かもしれない」と言う．

 ・体を傾ける  1dta  GYLFG46．68．P

 杯を飲み干し始めたソールが「この杯に二度と「体を傾ける」必要はないだろう」と考えた．

 ・息する  e－m vinn鎚t til¢rindi  GYLFG46．77．P

 二度目の挑戦でソールは「一富、する」限り（息の続く限り）一生懸命飲む．

 ・息が続かない  e－n brj6ta¢rindi  GYLFG46．68．P

 一口目の時にソールは「息が続かなく」なり，杯から顔を上げた．

 ・走って行く  ＊  h1aupa  GYLFG45．67，P

 巨人Skrチmirが眠っているところへ「走って行き」，ミョッルニルを振り上げて，こめかみを打つ、
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・ よろめく verδa lauss6f6tum GYLFG46，125．P

 ウードガルザ・ロキの館でソールはエッリ（E11i）という老女と相撲を取る．ソールはエッリに技をかけ

られ「よろめく」．このエッリは実は「老齢」というものだった．

・ENTRY一←MEANING（40）

・≠IV  riδa  振る GYLFG45．56．P

 眠っている巨人スクリューミルに対してミョッルニルを素早く，強く「振った」．ソールの特徴のひと

つであるミョッルニルに対して用いられており，ソールに固有の用法である可能性がある1

・≠IV knチ畑t  一生懸命やる  GYLFG46，124．P

 ウードガルザ・ロキに言われて老女と相撲を取ることになったソールが相撲を「一生懸命」やった．カ

勝負はソールの得意技であり，それに関して用いられている用法のため特徴的と言える．

・ ≠IV  hafa  関わる GYLFG51，61．P   hafa f～㎜g

 ラグナロクにおいて「ソールはミズガルズ蛇と戦うことに「関わって」いたためオージンを助けること

が出来なかった」と述べられている．ソールとミズガルズ蛇は最大のライバルであり，最後の決戦に関し

てこの用法が用いられていることは意味があると思われる．

・≠IV  f鴉r鎚t 使う GYLFG48．50．P   f㏄rast i e－t

 HYMにおいて「アースのカを「身につける」」とされているものと同じ．ミズガルズ蛇を釣り上げる際

の表現で，アース神の中で一番の力持ちであるソールにのみこの用法が用いられている三とは特徴的と言

える．

・≠IV  setja  打っ  GYLFG48．64．P  setja viδe－t

せっかく釣り上げたミズガルズ蛇を，釣り糸を切って逃がしたヒュミルに腹をたてたソールがヒュミル

の耳を「打った」．力を直接行使するソールの特徴と結ひっく．

・井IV  r6tta  伸ばす  GYLFG46，107．P r6tta e－t upP
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 ウードガルザ・ロキにカを示すために猫を持ち上げようとするが，猫が背を丸めるためソールが手を

「伸ばす」ことになる。MEANINGの「伸びる」（sei1㏄t）のところで述べたように，この猫はミズガルズ

蛇であり，この表現はソールのカを示す場面で用いられており，特徴的と言える．

 ・≠IV  f㏄ra  投げる  GYLFG48，59．P

 ミズガルズ蛇を釣り上げて，それに向けてミョッルニルを「投げた」．最大のライバルであるミズガル

ズ蛇との戦いで用いられているため特徴的と言えるかも知れない．

 ・≠IV  brj6ta  一生懸命やる  GYLFG46．90．P

 ウードガルザ・ロキとの対決で杯を飲み干す際に「一生懸命やった」．カ技にかけるソールに特徴的と

言える．

 ・vera  起きる  GYLFG45．61．P  veranチvakn海r

 巨人スクリューミルの頭を揮身のカを込めて叩いたソールが，全く影響を受けていないスクリューミル

に「何かあったのか」と尋ねられ，「今「起きた」ところだ」と答えている．veraよりもnチvakn幼rのほ

うが重要な意味を持っている熟語であり，V曲naという動詞は他の主語にも用いられており，特徴的なも

のとは思われない．

・刷⑫  離す  GYLFG46．79．P ta1⑫e－t af e－m

 ウードガルザ・ロキにその力を示すためにソールは杯を飲み下そうとする．一口で飲み干せなかった

ソールが2度目の挑戦でも飲み干すことが出来ず，口を杯からr離した」．

 ・1eggja  引き上げる  GYLFG48．40．P  1eg自ae－tupp

 ヒュミルの言うことを無視してソールはさらに漕いで沖に出て，そこで船のオールを「引き上げ」釣り

糸を垂れた．

・1銚a  残す  GYLFG45．1．P  粋a e－t eptir

それまで連れていたヤギを「残して」，ソールはヨトゥンヘイムヘの旅に出た．

・fara  体験する GYLFG44．3．P
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 魔法についてギュルヴィ王が次のように質問する．「ソールは魔法に直面するようなことを「体験」し

たことはないのですか」と．この後にソールと巨人の魔法の関わりが語られる．

 ・f㎝a  受ける  GYLFG47，101P

 ウードガルザ・ロキとの対決に敗れて出発する際にソールが「この出会いによって大いなる不名誉を受

けていないとは言えない」と述べている．この後真実（魔法でだまされていたこと）が語られる、

＊una

＊standa

＊spenna

＊Sj色

＊nj6ta

＊1亡ta

＊koma

＊hyggj舶t

＊he句a

＊h証a

＊9ripa

＊byrja

＊bregδa

好む

起きる

身につける

見つける

得る

顔を上げる

得る

考える

引き上げる

もたらす

捕まえる

始める

振る

＊standa

＊Stfga

＊SniaSt

＊r鎚a

＊mCeta

＊1鮎

＊koma

＊hrinda

＊h最da

＊9reiδa

＊fara

＊brj6ta

＊bj6δa

耐える

進み出る

向きを変える

決心する

出会う

望む

帰って来る

投げ入れる

つかむ

用意する

持って行く

砕く

返す

ロキ（Loki）247例

 ● 巨人族

 ● オージンと義兄弟の関係

 ・変身・悪知恵の神

   一 牝馬に変身してスレイプニル（S1eipnir）（8本足の馬，オージンの馬）を産む

   一 傑儒にミョッルニル（ソールのハンマー）など神々の財宝を作らせる

   一 バルドルの弟で盲目のホズ（Hgδr）をそそのかしてバルドルを殺させ，またバルドルが復活す

     るのを妨げる

 ． 女性的側面

   一 女巨人との間にヘル（He1），ミズガルズ蛇，フェンリル狼をもうける

 ・ トリックスター



第5章 神々を主語とする動詞の個別分析 96

 策略をめぐらし，いたずらをして，それまであった秩序を一時的に破壊するという役割を担っ

 て神話や伝承に登場する人物や動物．いたずらの相手は神や王といった強大な支配者であった

  り，伝統的な行動規範や秩序であったりする、しばしば自分の仕掛けたわなに自らはまり，自

 分の身を危うくしたり，妻や子を詩にいたらしめたりするというドジを踏む．さらにトリック

 スターは，現在その社会が持っている産物とか制度とかを創造する糸口を作り出してもいる．

 その点では文化英雄でもある、（『文化人類学事典』より抜粋．）

 漁網の考案者（神々から追いかけられている時に考え出した）

＿ 神々に捕まり自分の息子の腸で縛られ，上から毒を滴らされ，毒が顔にかかると体を震わせる。

 それが地震と呼ばれている．

ロキ（神話詩）（131）当然ではあるが，ロキにしか用いられていないENTRY，MEANINGは神話詩で

はLSにのみ出てくる．

● ENTRY（3）

・≠I  r㏄gja  悪口を言う  LS55，5．VG

 フレイの召使いのベイラがr神々にr悪口を言う」ものたちをソールが黙らせてくれる」と述べている・

常に悪知恵を働かせる神々にとっての厄介者ロキにふさわしい動詞である．韻律の影響がうかがえる．

・≠II  gremja  怒らせる  LS12，6，VG

 神々をからかい始めたロキにブラギ（Bragi）がr神々をr怒らせる」な」と言う・これも神々にとって

の厄介者ロキにふさわしい動詞である．韻律の影響がうかがえる．

・≠II m61ka ミルクを搾る  LS23，6．VG

 罵られたオージンがロキに対して「八名の間地の底にいて，「ミルクを搾って」いだてはないか，子供

まで生んだてはないか」と言う．ロキは男性とされているが，このような女性の行うことをやったとして

オージンに罵り返されている．ロキの中性的立場が表現されている．

・ MEANING（3）

・≠III  浴びせる  ＊  auSae－m6e－t LS4．5．VG
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 神々が宴会をしている所へ入ろうとするロキに対して工一ギル（旭gir）の召使いであるエルディル（E1dir）

が「神々に罵りの言葉を「浴びせて」も，神々はそれをあなたの体で拭き取るでしょう」と言う．神々へ

の罵りという行為はロキに典型的な行動である．

 ・券III  身を隠す  ＊  fe1鎚t  LSG，PG

 宴席で神々を散々罵ったロキは鮭に変身して滝に「身を隠す」．変身することはロキの特徴の一つであ

り，その上この「身を隠し」ている間に漁網を考案するなどの重要な行為を行っている、

 ・岳III 気ままに振る舞う  ＊  leikalaussha1a  LS49．3．VG

 神々を罵り続けるロキにニヨルズの妻スカジ（Skaδi）が「いつまでも「気ままに振る舞う」ことは出来

ない」と言う、場面によって神にもなり，神に敵対する者にもなるロキにはふさわしい動詞である．韻律

の影響がうかがえる．

 ●ENTRY＋MEANING（7）

 ・半IV  丘nna  答える  TRK26．3．VG／TRK28．3．VG  innaorδ

 フレイヤに化け花嫁になりすましたソールを迎えた宴会の席であまりに食欲旺盛であったり，目が血

走っている花嫁に疑問をもったスリュムの質問にロキが機転を利かせて「答える」1他の作品でも口が達

者な存在として描かれているロキにはふさわしい表現と言える．Orδに韻律の影響がうかがえる．

 ・≠IV  f色  怒らせる  LS2113．VG  f益e－me－t atgremi

 ゲヴユン（Ge£on）を罵ったロキに対してオージンが「ゲヴユンを「怒らせる」とはお前は気が狂って

いる」と述べている、人を怒らせることはロキに特徴的である。gremiに韻律の影響ボー ､かがえる．

 ・≠IV  hafa  果たす  TRK1O．1．VG

 ソールがロキをミョッルニルを盗んだスリュムのもとへ使いにやり，ロキが帰ってきたときに「使いは

『果たした」のか」と聞いている．ロキは他の作品においても神々の使い走りとして描かれる三とが多く，

この表現もロキにふさわしい．韻律の影響がうかがえる．

  ＊1iδa  解き放たれる ＊kippast 動く

  ＊njdga 飛び上がる  ＊foera  もたらす
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ロキ（英雄詩）（17）

○ ENTRY（1）

・ ≠■   a且a  得る RM A，PH

 傑儒レギンの兄オトゥルを殺した代償としてオージン，へ一ニルがロキを黄金を「得る」ために送る．

ロキはTRKでも神々の使いとして巨人のもとへ行っているし，またスノッリの『エッダ』においてもロ

キが神々の財宝を徐儒に作らせており，この文脈での行動はロキにふさわしいものと考えられる．

・MEANING（0）

・ENTRY＋MEANING（1）

  ＊1j6sta 殺す

ロキ（「ギュルヴィの惑わし」）（99）

・ ENTRY（1）

・≠II  kennast  覚えている  GYLFG50，6．P

 バルドルがヘルの元から帰るのを阻止したソック（レgkk），実はロキは，その後長い間「掌えている」

形で神々から仕返しをされる．バルドルの死およびそれに関わる物語は北欧神話全体でも非常に重要であ

り，またこの表現が神々に災いをもたらし，それに対して報復を受ける流れにおいて用いられているため

特徴的と考えられる．

． MEANING（8）

・≠m  結び目を結ぶ  ＊ riδa r配xna   GYLFG50．13．P

神々から隠れるときに，神々が滝でどのようにして彼を捕まえるかを考えていた．そして紐を使って

「結び目を結び」網を作った．ここから現在の網か出来たとされている．これは文化人類学でいうトリッ

クスターの文化英雄的側面と関係があり，ロキにはふさわしい描写である．また自分の考案した網で神々

に捕らえられてしまう点もトリックスター的ではある．

・≠III  気に入らない  ＊ e－m1ika i1Ia  GYLFG49．17．P
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 誰が何をしてもバルドルが傷つかないのを見てロキはそれが「気に入らなかった」．天の邪鬼であるロ

キにふさわしい意味である．

 ・≠III  陥れる  koma  GYLFG33．8．P

 ロキの性格その他についての描写の中で「ロキはいつも神々を困難に「陥れた」」と述べられている．こ

れもロキにはふさわしいものである．

 ・≠III 引き抜く  ＊  s1itaupp  GYLFG49．28．P

バルドルが傷つかないのが「気に入らない」ロキはフリッグからやどりぎだけはバルドルを傷つけるこ

とが出来ることを聞きだし，そのやどりぎを「引き抜く」．そしてそれをバルドルの弟で盲目のホスに渡

しバルドルを殺させる．「引き抜く」という意味はそれほど特徴的なものとは考えられないが，その用い

られている状況が神々をいつも混乱させているロキにふさわしい．

 ・≠III  のたうち回る  ＊  kippast  GY工FG50．53．P

 バルドルの死に責任があるとして，ついに神々に捕らえられたロキが上から毒蛇の毒がかかるように息

子の腸で縛られる、そばに妻のシキュン（Sigyn）が立っていて毒を受けているが，その器がいっばいにな

るとそれを捨てに行く，その時毒がロキにかかり大地が揺れるほどに「のたうち回る」．すぐ後に続く文

で「これ（ロキが「のたうち回る」こと）は地震と呼ばれている」とあり，厄介なこと（地震）の起源と

結びつけられており，トリックスターであるロキには特徴的と言えるかもしれない．

 ・≠III  達成する  koma益1eiδ  GYLFG50．1．P

 バルドルが復活しなかったことに関して，ロキがすごいことを「達成した」（行った）主ギュルヴィ王が

述べている．神々にとって非常に大切な存在であるバルドルの復活を妨げる行為はロキにふさわしい．

 ・前を進む  ＊  farafyrire－m  GYLFG50．29．P

 神々からの仕返しを避けるために鮭に変身して身を隠しているロキが神々が投げ入れた網の「前を進み」

逃げる．

・潜んでいる  ＊  leggj減niδr  GYLFG50．26．P

鮭に変身しているロキが2つの石の間に「潜んでいる」．
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○ ENTRY＋MEANING（11）

・≠IV  kosta 払う GYLFG42．42．P   kosta til

 フレイヤと引き換えにアースガルスの城壁をつくるのを巨人に頼んだ神々は，城壁が約東通りにできあ

がりそうになった時，その責任は巨人に有利な約束を結ぶように助言したロキにあるとして彼を責めた．

その際にロキは「何を「払おう」とも巨人の作業を進ませない」ことを約東した．ロキはこの他にもいろ

いろな話において賠償や財宝の獲得と関わっている（TRK，スノッリの『エッダ』）．そのためこの表現も

ロキに特有のものと言えるかも知れない．

・≠IV  h1aupa 越える  GYLFG50．31．P h1aupa upP

 バルドル殺しの責任がロキにあると思った神々はロキを捕まえに行く．ロキは鮭に姿を変えて滝に隠れ

ていた．神々がロキが考えだした漁網でロキを捕らえようとしたときにロキはその網を「越えて」滝に飛

び上がったとされている．これ自体はそれ程特徴的とは思われないが，この時ソールに尻尾を掴まれたの

で鮭の後ろの部分が細くなったという説明が後に続く．これもロキの文化英雄的側面と関わっているもの

と思われる、

・ 1批a  負ける GYLFG46．29．P

 ウードガルザ・ロキの館での最初の勝負でrロキがロキとの競技にr負けた」とみんなが思った」と述

べられている．

  ＊renna 飛び上がる ＊renna 滑り落ちる

  ＊riδa  旅する   ＊haga  手配する

  ＊fe1ast 隠れる   ＊fe1a  隠れる

 一＊f虹a  連れて行く ＊bregδa 変身する

フレイ（趾eyr）108例

 ● ヴァン神族

 ● ニヨルズの息子

 ・ ヴァンとアースとの戦いの際の講和で人質としてアースのところへ来た

 ．豊穣・平和の神

   一 雨と太陽，大地の成長を支配する

 ・ 巨人の娘ケルズに恋する（スキールニルを使いに出す）
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フレイ（神話詩）（32）

・ ENTRY（1）

．≠II  丘釦t  憎む  SKM33．3．VG

 ケルズにフレイの思いを伝えに行ったスキールニルがなかなか承知しないケルズに向かって「オージン

がお前に怒っている，ソールがお前に怒っている，フレイがお前を『憎む」だろう，お前は神々の大いな

る怒りを受けたのだ」と脅す．脆という動詞もLSにおいてニヨルズが「フレイを「憎む」ものは話もな

い」と述べており，神々と憎しみとの結びつきに用いられる表現と言えるかもしれない．韻律の影響がう

かがえる．

・ MEANING（1）

・≠m  売る  ＊  Se1ja LS42．3．VG

 ロキがフレイに対して「黄金でケルズを買い，自分の刀を「売って」しまった」と罵っている．フレイ

がケルズを手にいれることと，最大の武器である相手に勝手に切りつける刀をスキールニルに与えてし

まったため最後のラグナロクにおいて素手で巨人と戦う羽目になることはフレイを語る上で重要なことで

ある．韻律の影響がうかがえる、

・ ENTRY＋MEANING（1）

・≠IV 1ifa  b e  SKM19．6．VG

 フレイの命でケルズを説得しにきたスキールニルが「お前（ケルズ）にとってフレイが最も好ましい

「b e」」と述べている．lifaはほとんどが「生きる」で用いられているため，またワレンとケルズとの関

係はこのSKMにおいて基本となっているため，この『b e」の用法は特徴的と言える．

フレイ（「ギュルヴィの惑わし」）（60）

● ENTRY（0）

・ MEANING（1）

・≠III 持っていない  ＊  miSSa GYLFG37・48／51・64・P
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 GYLFG37．48．P

 フレイが最後のラグナロクにおいてムスペッル（Muspe11）の息子と戦うとき刀を「持っていない」こと

は大いに不利な点になるだろうと語られている．

 GYLFG51．64．P

 フレイが最後のラグナロクにおいて素晴らしい刀を持っていないために死んだと語られている．刀を

「持っていない」ことはフレイにとっては非常に重要な要素であり，特徴的な表現と言える．

 ・ ENTRY＋MEANING（2）

 ・≠IV  1批a  耐える  GYLFG37．27．P  1銚ae－tti1e－s

 ケルズのもとへ使者として出向くスキールニルがフレイの刀をその報酬としてもらいたいと申し出る．

それに対してフレイは「刀の無いことは「耐えられ」ないがその刀を与える」、フレイにとってこの「刀の

無いこと」は後の世界の滅亡の戦いにおいて大いに不利な点となる．それに関する場面でのこの用法は特

徴的といえるかもしれない．

 ・≠IV  ber鴉t  立ち向かう  GYLFG51．62．P  berast血6tie－m

 世界の滅亡の戦いラグナロクにおいてフレイはスルト（Surtr）に「立ち向かう」．その結果フレイは倒さ

れる．神々の中で主要な存在であるフレイの最後に関わる場面で用いられているため特徴的と言えるかも

しれない．

フレイ（「ユングリンガ・サガ」）（16）伝説上の王としてのフレイ

 ・ ENTRY（1）

 ・井II  dチrka  誉め称える  YS10．8．P

 ニヨルズの跡を継いだフレイの時代スウェーデンには平和と豊饒がもたらされたため，他のどの王より

もフレイは「誉め称えられた」．神話においては豊饒をもたらすヴァン出身とされるフレイとの関係がう

かがえる動詞である．

○ MEANING（1）

・井III  病気になる  t＆ka s6tt  YS1O，15，P
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 フレイの妻が神話で語られているのと同じケルズという名であり，フレイからユングヴィ（Yngvi）の一

族が出ていると語られた後，フレイの死について述べられる．神話世界とのつながりを保ちながらも，現

実的な死に方を描くことによって実際の王家の血筋と結びつけたのであろうか．

○ ENTRY＋MEANING（0）

フレイヤ（趾eyja）84例

・ ヴァン神族

・ニヨルズの娘

・生と死，愛情と戦闘，豊穣・成長と魔法・セイズ（呪術）の神

・戦場での死者をオージンと分け合う

・羽衣で変身する

・セイズ（呪術）をアース（オージン）にもたらした

フレイヤ（神話詩）（55）

● ENTRY（2）

．≠II  frata  おならをする LS32．6．VG

 ロキがフレイヤを「神々がお前が兄といるところを見つけたとき，その時お前は「おならをした」だろ

う」と罵る．兄弟が夫婦になるというヴァンの習慣と関係する場面でのフレイヤに対する罵りで，本来神

にふさわしくない非常に人間的な生理現象を持ち出してきている．注目に値する動詞である．韻律の影響

がうかがえる．

・≠I  fn主a  鼻を鳴らす  TRK13．2．VG

 ソールのハンマーミョッルニルを取り返すために，ソールとロキがフレイヤに花嫁衣装を来てスリュム

のところへ行ってくれと頼む．それに対してフレイヤは怒り，「鼻を鳴らす」．この動詞も神にはあまりふ

さわしくない生理的な現象を描き出しており，注目に値する．韻律の影響がうかがえる．

 frata，fn主a共ド神々を身近なものとして印象づける狙いがあったの下あろうか。神々にだからこそこ

ういった表現を用いることが出来たのではないだろうか．人間などに対しては逆に卑近になりすぎるため

に用いることが出来なかった・のではないだろうか．

● MEANING（3）



第5章 神々を主語とする動詞の個別分析 104

・≠III 恋しく思う ＊ breyja  HDL47．2．VG

 HDLの最後でヒュンドラがフレイヤにrいつもr恋しく思って」オズ（Oδr）を追いかけたのに，多く

の人がお前のスカートの下の潜り込んだ」と非難している．恋多き女神，愛情の女神として知られるフレ

イヤにふさわしい表現である．

・井III  貸す  ＊  lj6 TRK3．6．VG

 ミョッルニルが盗まれたのでそれを探すためにソール，ロキがフレイヤのところに来て「飛ぶことの出

来る羽衣を「貸して」くれと頼む」．この羽衣を来て変身してロキはソールのハンマーミョッルニルを盗

んだ巨人スリュムのところへ行く。この羽衣はフレイヤの特徴の一つである、1j益は英雄詩においてオー

ジンがDagrに槍を「与える」場面に出てくる．オージン，フレイヤは戦死者を折半して分けるとされる

神々である、

・ かぶせる  ＊ s16e－m of e－t  HDL48．1．VG

 フレイヤがHDLの最後の部分でヒュンドラの罵りに対して「魔女ヒュンドラに炎を「かぶせて」やろ

う」と言う．魔術を使う女神としてのフレイヤとの関連はうかがえるが，単に「かぶせる」だけではそれ

ほど固有のものとは思われない．

・ ENTRY＋MEAN工NG（5）

 visa  向ける  HDL6，3．VG  vfsae－m6e－t

 ヒュンドラがフレイヤに対して「お前の愛人オッタルが死出の道を行くとき，お前が目を私たちに「向

ける」」と述べている．

 胤a  外す  TRK29．5．VG  脇ae－t af e－m

 フレイヤに化けて花嫁になりすましたソールに対してスリュムの姉が持参金として黄金の腕輪をねだ

り，ソールに対して腕輪をr外せ」と言っている、

  ＊Veita 救う ＊renna 追いかける

  ＊binda 着る

フレイヤ（「ギュルヴィの惑わし」）（24）

● ENTRY（O）

○ MEANING（0）
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  ・ENTRY一←MEANING（1）

  ＊1他 好む

フレイヤ（「ユングリンガ1サガ」）（5）

  ・ ENTRY（O）

  ● MEANING（0）

  ○ ENTRY＋MEANING（0）

ニヨルズ（Njgrδr）54例

  ・ ヴァン神族

  ● ヴァンとアースとの戦いの際の講和で人質としてアースのところへ来た

  ． フレイ，フレイヤの父親

  ●富の神・海の神

    ＿海，船にかかわる富

    一 風の進路を支配する

    ＿海と火を鎮める

 ・ 巨人の娘スカジとの結婚

ニヨルズ（神話詩）（21）

 ・ ENTRY（O）

 ○ MEANING（0）

 ○ ENTRY＋MEANING（0）

ニヨルズ（「ギュルヴィの惑わし」）（20）

 ・ ENTRY（0）

 ○MEANING（0）

 ・ENTRY＋MEANING（1）

  ＊Sti11a 静める

105
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ニヨルズ（「ユングリンガ・サガ」）（13）

 ● ENTRY（O）

 ・ MEANING（1）

  ・≠III  オージンの特徴をつける  marka sik0δni  YS9．20．P

 伝説の王であるニヨルズが病気で死ぬ前に「オージンの特徴をつけ」させた．王としては戦士としての

死に方がふさわしいことを表している．

 ・ ENTRY＋MEANING（1）

  ＊ha1da 保っ

バルドル（Ba1dr）45例

 ・ オージンの息子

 ・最も優れており，みんなが称え，容姿が美しく，明るく輝く

 ●最も賢く，最も雄弁，最もいつくしみ深い

 ．裁きが不変のままではありえない

 ・ ロキの策略によって弟ホス（盲目の神）によって殺される

 ・神々の世界滅亡後，ホスとともに新しい世界に生き返る

バルドル（神話詩）（8）

 ・ ENTRY（0）

 ○ MEANING（0）

 ・ ENTRY＋MEANING（2）

  ＊Vega 打ち殺す ＊Stfga 登る

バルドル（「ギュルヴィの惑わし」）（37）

 ● ENTRY（1）

  ・≠II  saka  傷つく  GYLFG49・15・P／49・18・P／49・21・P
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 三つの例ともsa㎞i ekki「傷つかない」の形で出てくる．

 神々がバルドルをどれだけ射っても「傷つかない」、バルドルが「傷つかない」ことがロキには気に入ら

ない（p．98参照）．女に化けたロキがフリッグに「みんながバルドルを射っているが，彼は「傷つかな

い」」と言う．「傷つかない」ことはこの場面で述べられているバルドルの死に対する神々の不安を払拭す

るのに非常に有効であった．しかしこのことがきっかけでロキの計略によりバルドルは盲目の弟ホスに殺

されてしまう．

● MEANING（1）

・ 見送る  ＊ Ieiδa e－t亡t  GYLFG49，109．P

 死んでしまったバルドルをヘルから取り戻すための使者ヘルモーズ（Herm6δr）がヘルとの話を終えて

戻る際にバルドルが「見送る」．

● ENTRY＋MEANING（0）

チュール（丁加）27例

 ● 戦闘の神

 ・ 片手のアース

   一 フェンリル狼を縛る際に右手を差し出し，噛み切られた

 ・ オージン，ソールに次ぐ第三の神

チュール（神話詩）（16）

○ ENTRY（O）

・ MEANING（1）

・≠m  仲を取り持つ  berati1tmede－m LS38，3．VG

 ロキにけなされたフレイをかばってチュールが発言したのに対してロキが「黙れ，お前は決して「仲を

取り持つ」ことは出来なかった」と言っている．ここで述べられているこ。とは，「ギュルヴィの惑わし」で

スノッリが「狼への保証として右手を差し出し片手になってしまったのに，チュールは人々の調停者とは

呼ばれていない」と述べている事実とも一致している．チュールにとって「仲裁，調停」という類δこと

は大きな意味を持っているものと思われる．舳に韻律の影響がうかがえる．
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  ・ ENTRY÷MEANING（2）

  ＊Vera 失う ＊1eita 試す

チュール（「ギュルヴィの惑わし」）（11）

 ． ENTRY（0）

 ○ MEANING（0）

 ・ENTRY＋MEANING（O）

ヘイムダッル（Heimd副1r）   86例

 ・神々の見張り番

 ・視覚，聴覚が非常に優れる

   一 フリョーズ（h1j樋）をエッグドラシルの下に隠している

 ． 9人の母（9人姉妹）の息子

 ●人問の祖リーグ

   一 王侯，自由農民，奴隷の諸族の祖となる

ヘイムダッル（神話詩）（65）

 ○ ENTRY（0）

 ・ MEANING（1）

  ・弁III  未来のことを知る  ＊  vita fram  TRK15．3．VG

 ソールのミョッルニルを散り戻すために神々が議論しているところで，ヘイムダッルが「ソールに花嫁

衣装を着せればいい」と提案する．その際に「ヘイムダッルは他のヴァンのように未来のことを知ってい

た」」と述べられている．神々の見張り番として素晴らしい聴覚，視覚を持っているヘイムダッルのイメー

ジから出た表現かもしれない．韻律の影響がうかがえる．

 ● ENTRY＋MEANING（4）

 ・≠IV  vaka  見張る  LS48．6，VG
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 ロキがヘイムダッルに向かって「昔つらかったとき神々の見張り番として「見張って」いただろう」と

言っている．ヘイムダッルの特徴と結びつく表現である．韻律の影響がうかがえる．

  ＊Segja （助言を）与える ＊r筋敏 行く

  ＊r6δa 行く

ヘイムダッル（「ギュルヴィの惑わし」）（21）

 ・ ENTRY（0）

 ● MEAN工NG（0）

 ● ENTRY＋MEANING（0）

まとめ

 このように個別の神々を主語とする動詞についてENTRY，MEANING，ENTRYとMEANINGの

組み合わせの3つのレベルにおいてそれぞれ機械的に他の主語とは結びつかない，その神にしか用いられ

ていない固有の動詞を抜き出し，それぞれの神々の特徴や文脈上重要な点との関わりなどについて分析を

行った結果，個々の神々にとって大きな意味を持っていると思われる固有の動詞が存在することが明らか

になった．それらの中で特に重要と思われるものについて以下にまとめてみる．（）内は動詞の分類を示す

（第4章参照）．

 オージンは「戦い，死，知恵，ルーン，魔術」を司る神とされている．このオージンを主語とする動詞の

中でオージンにしか用いられていない固有の動詞（他のものを主語としては取らない）が，以下に示すよ

うにオージンの特徴とされることを直接表現したり，それらの特徴と文脈において間接的に関わっている．

 ルーンに関して：

 ・ルーンを獲得して「豊かになる（f峨v嚇）」（I）

 ・ルーンを獲得するため自らをr傷つける（unda）」（II）

 ○ルーンを獲得するためにrぶら下がる（hanga）」（III）

 知恵，魔術に関して＝

 ・ 自らの正体を明らかにせず，「惑わす（fyrirgera）」（II）

 ●魔術的な側面を含んで「話す（レy1ja）」（II）

 ○ 巨人と古代の知恵についてr論争する・（m鴉1a e－n orδum）」（III）

 ○女性に属する特殊能力である「魔法を使う（Siδa）」（III）
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．様々な知恵に関して「忠告する（r益δa）」（II工）

●詩芸を獲得するため自分の頭を「危険にさらす（h鶴tta e－m ti1）」（III）

● 知恵を獲得して「栄える（hafast）」（III）

・憎しみを生み出す一方で，憎しみを「もみ消す（bceta）」（III）

・親族の間に「災いを引き起こす（bera sakr亡nar）」（III）

・魔法を「操る（drepa）」（IV）

■矢を「止める（stgδva）」（IV）

戦い，死に関して：

・戦場で倒れたものをr連れて来る（skipa）」（IV）

・ 人に死，不幸，病気をrもたらす（gera）」（IV）

北欧神話の主神として：

●全ての国を「支配する（stj6ma）」（II）

 またオージンの特徴とは直接関わってはいないが，一番力強いとされるソールに対する主神オージンの

優位性を示すために用いられていると考えられる動詞も見られた．

●

●

ソールとの力関係を暗示するかのような場面で用いられるr船で渡す（虹ja）」（I）

ソールを「妨げる（g1epja）」（IV）

 王オージンが登場する「ユングリンガ・サガ」においても以下のように神オージンの特徴をうかがわせ

るものや，王として特別の存在であることを示す固有の動詞が見られた．

 魔法に関して：

。秘密の知識をミーミルに語らせるために薬草を「塗り込む（Smyrja）」（I）

・ ミーミルの頭に「魔法をかける（magm）」（I）

● 言葉で炎を「消す（sI②kkva）」（II）

・魔法の歌を「唱える（kveδa）」（III）

戦士（英雄），王として：

・能力を述べる場面でのr尊敬される（tfgna）」（I）
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・ その死後も大きな戦いの前には「現れる（VitraSt）」（II）

．病気で死ぬ間際に「槍の跡をつけて（marka sik gerisoddi）」（III），神オージンに受け入れてもらう

 のに自らを「ふさわしくする（eigna）」（I）

 ソールは「神々の守り手，巨人を退治する神」として知られており，そのソールに固有の動詞もまた巨

人，ミズガルズ蛇と言った神々の敵との関係で用いられているため，ソールと密接な関係にあるキーワー

ドと見なすことが出来ると思われる．また直接的な行動で相手を倒す表現も幾つか見られ，これらもソー

ルには特徴的であると考えられる．

・ ミズガルズ蛇を釣るためにr餌をつける（egna）」（I）

・ ウードガルザ・ロキのもとへの旅を「正す（1eiδr6tta）」（I）

・ 巨人の袋の紐を「ゆるくする（hreyfa）」（I）

・ ミズガルズ蛇を「からかう（ginna）」（I）

． ミズガルズ蛇を釣り上げるための餌である牛のところへ「行く（svffa）」（II）

○ 巨人のもとでアースのカを「使う（neyta）」（II）

● ロキをミョッルニルで「脅す（h㏄ta）」（II）

． ロキが神々を罵っている場面に「怒って（レraSa）」（II）登場する

・ スリュムに盗まれたミョッルニルをr探す（breyfast）」（II）

・ ウードガルザ・ロキとの勝負で猫の姿をしたミズガルズ蛇をr持ち上げる（1ypta upp）」（II）

・ ロキを「黙らせる（r筋ae－mro）」（III）

● 巨人シャツィを倒してその目を天にr投げ上げる（verpa e－t upp）」（III）

・船を「引っ張り上げる（vinda）」（III）

． ロキの首を「打ち落とす（drepae－t㎡e－m）」（III）

。 ミズガルズ蛇を釣り上げる時に船の底板を「踏み抜き（spyma）」（III），「踏ん張った（h1aupa）」（III）

・職人になりすました巨人がミズガルズの城壁を作っている時に東方で他の巨人たちを「退治する

 （berja）」 （III）

● ウードガルザ・ロキに騎されたことを知った時にミョッルニルを「振り上げる（reiδa fram）」（III）

．猫の姿をしたミズガルズ蛇を持ち上げようとできる限り，天に届くくらいまで「伸びる（Sei1減）」

 （m）

・ ミズガルズ蛇を船べりまで釣り上げた時にr鋭く見る（hvessa augum益e－t）」（III）

・ ミョッルニルを「取り戻す（koma at e－m）」（IV）
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・ 巨人ヒュミルとの力比べでアースの力を「身につける（f鵬ras“e－t）」（lV）

・ 巨人スクリューミルに対してミョッルニルを「振る（rfδa）」（IV）

○ ミズガルズ蛇と戦うことに「関わる（bafa fang）」（IV）

・ 巨人ヒュミルの耳を「打つ（setjaviδe－t）」（IV）

． ミズガルズ蛇を捕まえる際にアースのカを「使う（f㏄rast i e－t）」（IV）

・ ミョッルニルを「投げる（f㏄ra）」（工V）

 このような「神々の守り手」として神々の敵と戦うこと以外では「くしゃみ，おなら」といった普通の人

間の生理現象を表す動詞，花嫁衣装を「着る」といった少し滑稽な動詞や，また本来なら力強い存在であ

るはずのソールが「しゃがみこむ」や「押し込め」られたりするという弱々しさを感じさせる動詞がソー

ル固有の動詞となっている．このことは少し難解な性格を持っ主神のオージンよりも実際に巨人などを退

治するソールの方が，当時の北欧の人たちにとっては現実味があり，親しみやすかったことを表している

のかもしれない．

．伝えたソールが「くしゃみをする（hni6sa）」（I）ことも『おならをする（丘sa）」（II）こともなかった

．スリュムのもとヘミョッルニルを取り戻しに行くために花嫁衣装を「着る（bind鎚t）」（II）

・ 巨人の手袋の中で「しゃがみこむ（hn砒a）」（I）

・ 手袋にr押し込め（tr硯a）」（III）られていた

 ロキは神々とも巨人ともされる曖昧な存在で，ずるがしこい知恵で常に神々の間に不和をもたらしてい

る ロキに固有の動詞もまたそういったロキのトリックスター的性格と一致する．

・神々に対して「悪口を言う（r㏄自a）」（I）

．神々を「怒らせる（gremja）」（II）

・罵りの言葉を神々に「浴びせる（auSa e－mるe－t）」（III）

●神々に対して「気ままに振る舞う（lei虹1ausshala）」（III）

・バルドルが傷つかないのが「気に入らない（e－m1鮎ina）」（III）

．神々を困難に『陥れる（koma）」（III）

．バルドルを殺すやどりぎを「引き抜く（s1ita upp）」（m）

．バルドルが復活を阻止しようとしてそれを「達成する（koma益1eiδ）」（III）ゲヴユン（Ge丘㎝）を

 「怒らせる（f益e－me－tatgremi）」（IV）
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 魚網の考案や地震のもとがロキに固有の動詞で表現されていることも注目に値する．トリックスターの

文化英雄的側面と関わっている．

．神々がどのようにして自分を捕まえるかを考えている聞に紐の「結び目を結ぶ（rfδa鵬Xna）」（nI）

 （これが現在の魚網のもとになったとされる）

・神々に捕まったロキが毒蛇の毒に「のたうち回る（kippast）」（III）（この時に揺れが地震とされる）

●神々がロキが考えだした漁網で鮭に変身しているロキを捕らえようとしたときにロキはその網を

 「越えて（h1a叩a upp）」滝に飛び上がった（この時にソールに尻尾を掴まれたので鮭の後ろの方が

 細くなっている）

また女性的側面をも併せ持つロキにふさわしい表現も見られる．

． 女性のように「ミルクを搾る（m61㎞）」（II）

頭の回転が早い点や神々に対して弱い立場にある点をうかがわせる表現もある．

●花嫁に化けたソールが怪しまれないように機転をきかせて「答える（肋na orδ）」（IV）

・神々に捕まらないように「身を隠す（felaSt）」（III）

・神々がロキを使いとして黄金をr得る（洲a）」（II）ために送る

・ 巨人シャツィのところへのソールの使いをr果たす（h批a）」（IV）

 フレイは豊穣の神とされるが，フレイに固有の動詞として豊穣と関わるものは王フレイにおいての一例

のみであり，それ以外はケルズに恋して，彼女を手に入れるために自分の最大の武器である刀を失い，そ

の結果困った状態になるという物語についてのものである、神としてオージン，ソールほど強く意識され

ておらず，単に物語の主人公の一人として描かれている．

・王フレイが平和と豊穣をもたらしたためr誉め称え（d虹ka）」（II）られた・

● 思うままにならないケルズを「憎む（丘aSt）」（II）

． ケルズを手に入れるために，最大の武器である刀を「売る（Selja）」（m）

・ ラグナロクにおいてその刀をr持っていない（miSSa）」（III）

・ スキールニルに刀を与える時に刀の無いことにr耐えられ（16ta e－t ti1e－s）」（IV）ないが1ケルズ

 ヘの思いの方が強く，刀を与える

・ ラグナロクの時に力なしでスルトにr立ち向かう（ber紬）」（IV）
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 フレイヤはオージンと戦場での死者を折半したり，セイズと呼ばれる呪術を用いたり，豊穣性とも関わ

る強力な女神であるが，固有の動詞においてはそれらの特徴を示すものはなく，人間的で，恋多き女神と

して描かれている．また特殊な羽衣と関わる表現が一例見られる、

・ 巨人スリュムに嫁いでくれと頼まれた時に，怒って「鼻をならす（fn坐a）」（I）

． 近親相関の場を見とがめられた時に「おならをする（frata）」（II）

○ 失昧した夫オズを「恋しく思う（breyja）」（II1）

． ロキが巨人スリュムのところへ偵察に行く時に羽衣を「貸す（ljる）」（III）

 フレイ，フレイヤの父とされ，豊穣性を司り，海を支配する神であるニヨルズに固有の動詞にはそれらの

特徴と結びつくものはなく，王ニヨルズにおいて一例神々との関係を示唆する動詞が見られるだけである．

 ． 王ニヨルズが死ぬ前に『オージンの特徴をつける（marka sik Oδni）」（II）

 バルドルはオージンの息子であり，美しく廣い，完壁な神とされる．しかしロキのために死んでしまう．

これは神々にとっては大きな悲しみであった．バルドルに固有の動詞としてその死への不安を払拭するか

のような動詞が用いられている、

●神々がどれだけバルドルに矢を射かけてもr傷つく（saka）」（II）ことはない

 チュールもまた戦いの神であるが，「戦闘」に関しではもっぱらオージン，ソールが司っている．チュー

ルに関してはフェンリル狼を神々が鎖で縛る時に，安心させるためにチュールがその片方の手をフェンリ

ル狼の口におき，神々が縛り上げた時にフェンリル狼に片手を噛みちぎられた物語が有名である．片手を

噛みちぎられた後彼は「調停者」とは呼ばれなくなったとされる．ロキにこの点を罵られていることは彼

にとってかつては「仲裁」することが重要な役割であったことを示しているのではないだろうか．

○ ロキにr仲を取り持つ（bera tiIt med e－m）」（III）ことは出来ないと罵られる

 ヘイムダッルは神々の見張り番であり，そのために非常に優れた視力，．聴力を持つとされる1以下の固

有の動詞はその特殊な能力との関係をうかがわせるものである．

． ソールを花嫁に化けさせると言う提案をした際に，ヘイムダッルは「未来のことを知る（vita fram）」

 （III）と言われる
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・神々の見張り番としてr見張る（v曲）」（IV）

 作品（群）において神々にとっての固有の動詞（その神以外の主語は取らない動詞）をENTRY，

MEANING，ENTRY＋MEANINGの3つのレベルにおいて抽出し，それらの動詞とこれまでの研究で

すでに言われている神々の特徴や作品上重要な場面との関係について調べた結果，それぞれの神々に対し

て固有に用いられ，神々の特徴と結びついていたり，文脈上重要な場面で用いられている動詞がいくつか

存在することが明らかになった、このことは逆に「神々にとって特徴的な行動・状態や場面上での重要な

役割を描写している動詞は他の存在を主語としては取らない，つまり神々にとって固有である」という当

たり前のように思えることを実証している．つまり私たちが文献資料から神話での神々のイメージを作り

上げる際には動詞が大きな役割を果たしているのである．従って他の主語とは結びつかず特定の神々しか

主語として取らない動詞によって神話の聞き手・読者は神々の特徴をより一層理解し，認識出来たのでは

ないだろうか、すなわちそれらの動詞は神々をより一層神々らしく描き出し，その特徴を改めて浮き彫り

にし，より鮮やかに印象づけるキーワードとして働いているのである．

 特にオージン，ソール，ロキについては他の神々と比べて動詞の総数が多いだけでなく，固有の動詞に彼

らの特徴と深く関わっている動詞，作品のポイントとなる場面で用いられている動詞が多く見られ，それ

らの動詞がキーワードとして作品に埋めこまれることによって，北欧神話において重要な存在である彼ら

がさらに重要な存在として認識されていた可能性がうかがえる．

 さらに付け加えれば，データベースからそれぞれの主語に圏有の動詞を抜き出し，それら固有の動詞を

手がかりとして分析を進めてもある程度その主語の特徴や作品における重要な場面が明らかに出来るもの

と思われ，文献資料分析において動詞に注目することの重要性が認識出来た．

 なお韻律の影響については第8章で述べる．
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第6章 英雄を主語とする動詞の個別分析

 各英雄詩において主要な登場人物であり，かつ頻度上位の英雄について調べた．

 英雄とされるものは当時の最も上流階級，すなわち王とその一族である．北欧の英雄詩においては以下

の点が重要とされる注1．

．親族のつながり

● 悲劇的な結末

・ 最高の勇気

○厳格な名誉

・運命が結果を支配

・ 運命に抵抗するのは無駄

これらの点に注目しながら英雄に圏有の動詞を分析して行く．

シグルズ（Sigurδr）482例

・ ヴォルスンダ（Vqlsungar）一族

● ジグムント（Sigmmdr）の思子

・ レギンに育てられる

● レギンが名刀グラム（Gramr）を与える

・父の復讐を果たす（フンディング王の一族を撃つ）

○ レギンの兄ファーヴニを殺し，その後ファーヴニ殻しのシグルズと呼ばれる

● レギンを殺す

． ギューキ王のもとへ行く途中でオージンに眠らされていたブリュンヒルドを助け，結婚を約東する

・ブリュンヒルドから多くの知識を得る

． ギューキ王の妻クリームヒルト（GrfmhiIdr）の計略でブリュンヒノkドとのことを忘れ，ギューキ王

 とクリームヒルトの娘グズルーンと結婚する

． グズルーンの兄グンナル，ホグニと誓いを立てる

柱1KLNM VI，p．413
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． グンナルの頼みでグンナルとブリュンヒルドの結婚に手を貸す

● ブリュンヒルドにそそのかされたグンナルの計略で，グンナルの弟グトホルムによって殺される

シグルズ（英雄詩）（482）

・ ENTRY（10）

・≠I  vikja  寄せる  RM I．PH

 RMにおいてシグルズが父の仇を討つために航海しているとき嵐に襲われた．そのときフニカル

（Hni㎞r）と名乗る男が岩の上から声をかけてきたので，それを乗せるために船を陸に「寄せた」．この男

を乗せると嵐が静まった、その後このフニカルはシグルズにいろいろな知恵を授けた．このフニカルは実

はオージンの変装したものだった．英雄の庇護者であるオージンを乗せるために船を「寄せた」わけであ

り，その後のシグルズの英雄としての行動に大きな関わりのある行為であると考えられる．それを表現す

るvikjaという動詞がこの場面でのシグルズにのみ用いられていることは重要である．

・≠II  skynja  調べる  FM E．PH

 ファーヴニを倒した後，シグルズはレギンに言われたようにファーヴニの心臓を焼く．それが十分に焼

けたかどうかを「調べる」ためにシグルズは心臓を触った．その結果シグルズは鳥の声がわかるようにな

り，邪悪なレギンのたくらみを知りレギンを殺す．シグルズにとってはこの「調べる」ために心臓に触れ

るという行為は大きな意味を持っている，またその結果鳥の声がわかるというふつうの人間の能力を超え

る力を得ることも英雄としての要素に大きく関係しているものと思われる．

・≠II  neyδa  強制する  GRP25．4．VH

 シグルズが母方の叔父で予言者でもあるグリーピを訪ねた際にグリーピから自分の運命について聞きた

そうとするが，グリーピはなかなか言わない．しかしっいにグリーピが話す時に「お前シグルズがそれ

（未来ごとを話すこと）を私に「強制する」から話してやろう」と言う．この結果聞きだされたシグルズの

未来は「死」まで含むものであった．普通の人間ならば知り得ない未来のことについて聞き出す場面で用

いられているためこの動詞も重要であると考えられる、

・ 半II  nem㏄t  得る   GRP23．4．VH
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 未来のことを尋ねるシグルズに対してグリーピが「お前の人生には何も恥ずかしいことはない、立派な

王よ．このことを「得」（「習得」）なさい．」と言う．王として，英雄としての誇りを強調している表現で

あろうか．

・≠II  k工yOa  乗せる  FM H．PH  k工y躯e－t meδe－m

 ファーヴニを殺した後で財宝を馬グラニ（Grani）に「乗せる」．この事件の後シグルズは「ファーブニ

殻し」（F益fnisb㎜i）と呼ばれる．財宝と名馬とその華雄を特徴づける事件の最後の場面ということを考え

ると英雄シグルズに特徴的な動詞と言える、

・≠II  hr㏄δ鵬t  恐れる  HB9．8．VH

 シグルズの死後，ブリュンヒルドも死に，二人は火葬にされ地獄へと赴く、その途中ブリュンヒルドは

女巨人の館の門を通ろうとするときにその女巨人に罵られる．それに対して自分の身の上を語る、その中

でオージンに眠らされた自分に対して，「恐れる」ことのないもの（シグルズ）がその眠りを破るとオージ

ンが定めたと述べている．英雄として必要な要素である勇気に関する表現であり，かつシグルズとブリュ

ンヒルドの一連の物語の始まりである出会いの場面についての描写であるため重要である．韻律の影響が

うかがえる、

・≠I  gista  立ち寄る  SD26．5・VH

 レギンを殺した後、南に向かっていたシグルズが山の上で盾でかこまれた中にヴァルキュリャが眠って

いるのを見つける．このヴァルキュリャはオージンに眠らされていたシクルドリーヴァ（ブリュンヒルド）

であった．シクルドリーヴァがシグルズにルーン（秘密の知恵）やいくつかの助言を与える中でr四番目

の助言として，もし邪悪な魔女が道中にいるなら，「立ち寄る」よりそのまま進むのが良い，たとえ夜で

あったとしても」と述べている．結果として自分の死につながるグズルーンとの結婚に対する警告であろ

うか．韻律の影響がうかがえる．

・ ≠II   f1oeja  逃げる SD21．1，VH

 シクルドリーヴァ（ブリュンヒルド）がシグルズにいろいろなルーンについて教えた後，シグルズにこ

の後どうするかの選択を迫る．それに対してシグルズが「私は『逃げ」ない」と答える．英雄として重要

な勇気を示している表現である．

・≠II  drukna  溺れる  FM11．4．VH
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 戦う前のやり取りの中でファーヴニがシグルズに対して「ノルンの定めを岸の近くで得るだろう，お前

はr溺れる」」と述べる．特に英雄的な表現とは思われないが，シグルズの死を暗示しているのであろうか．

・≠II  benja  殺す  FM25．5．VH

 ファーヴニを殺したシグルズに対してレギンが「お前は勝利を喜んでいる，剣グラムを草で拭いている．

お前は私の兄を「殺し」た．私自身が少しはそれを引き起こしたのではあるが．」と述べている．シグルズ

はファーブニ殻しのシグルズとも呼ばれるようになる．竜ファーヴニを殺すことは英雄として重要な要素

であり，かつ殺した直後にファーヴニの弟であるレギンがこの動詞を用いていることは注目に値する．韻

律の影響がうかがえる．

・ MEANING（10）

・≠III 馬具をつける  ＊ beita  GH19．1．VH

 GHにおいて，アトリを殺し，ヨーナクル王（J6nakr）と結婚し息子をもうけたグズルーンが，自分と

シグルズとの間の子であるスヴァンヒルドがコルムンレク（Igrmunrekr）に殺されたのを聞いてヨーナク

ル王との間の息子たちに復讐をするように扇動する、この作品の最後の部分でグズルーンがシグルズに向

かって嘆く場面で「馬に「馬具をつけて」，ここに走ってきて」と頼んでいる．馬は英雄にとって必要不可

欠な要素である．韻律の影響がうかがえる．

・≠III  独り占めする  veraeinv最die－t FM38．6．VH

 鳥の話がわかるようになったシグルズに鳥が「レキンを殺せば黄金を「独り占め」できるだろうに」と

言う．宮と英雄の関係を示唆している．韻律の影響がうかがえる．

・≠III  張りつめる spenna   SD9，5．VH

 シクルドリープァ（ブリュンヒルド）がシグルズに出産を助けるルーンを教える中で「太股を「張りつ

め」なければならない」と述べている．英雄と出産との間に何か特別な関係があるのだろうか．

．井III  成長する  ＊ v狐aupp  SFA．PH

 シンフヨトリの死およびそれにまつわる話が語られる中で，シグルズの父ジグムントの死後その妻であ

りシグルズの母であるヒョルディース（Higrdis）がヒャルプレク王（Hi創prekr）の息子アールヴィ（A1丘）
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と結婚し，シグルズはそのもとで子供時代r成長した」．父が亡くなっているにも関わらず王のもとでr成

長した」ことはシグルズにとっては大いなる幸運である．

・≠III 焼け死ぬ  ＊  brenna SD31．5．VH

 シクルドリーヴァ（ブリュンヒルド）がシグルズに与える助言のなかで「勇敢な戦士と争う場合は「焼け

死ぬ」より戦うほうがいい」と述べている．「焼け死ぬ」は戦士にとって不名誉な死に方であって，戦闘で

死ぬ名誉を強調しているのだろうか．韻律の影響がうかがえる、

．≠III  火傷をする  ＊ brenna  FM E．PH

 殺したファーヴニの心臓を焼いているシグルズが焼けたかどうか調べるために指で触ってみて「火傷を

する」．この結果鳥の話がわかるようになり，レギンに裏切られる前に殺すことが出来る．そして英雄とし

ての旅が続けられる．そのためこの行為「火傷をする」はENTRYのところで述べた「調べる（skynja）」

（p．117参照）と同様にシグルズにとって非常に重要な行為である。

・≠III  一緒に旅をする  ＊ riδa e－m i sinni  SKS3．4．VH

 ファーヴニを殺した後シグルズはギューキ王のもとを訪ね，王の娘グズルーンと結婚する．それから王

の息子グンナルたちとブリュンヒルドを求めて「‘緒に旅をする」．グンナルと一緒であることがこの後

に続く一連の物語シグルズ，グズルーン，グンナル，ブリュンヒルドたちの物語の一つのポイントとなる．

Sinniに韻律の影響がうかがえる．

・半III  違反する  vinna tiI saka BSG1．2．V亘

 お互いに誓いを立てたはずのシグルズに対して裏切られたと思ったグンナルがシグ4レスを殺そうとし

た．それに対してホグニが「シグルズが何を「違反した」のですか」と尋ねる．英雄たちにとって約束，

誓いは絶対的な価値を持つものである．英雄の中でも一番に名をあげられるシグルズにだけこの表現が用

いられていることは，誓いに「違反する」ことは重夫な罪と考えられていたことを示しているのだろうか．

Sa1⑫に韻律の影響がうかがえる．

・井III  生かす  ＊ spara  FM37．2．VH

 鳥の話がわかるようになったシグルズに鳥が「彼（シグルズ）がレギンを「生かして」おくなんてなんて

愚かなんだ」と言う．この一連の鳥の話から，裏切られる前にレキンを殺すことになるため，先の「独り



第6章英雄を主語とする動詞の個別分析 121

占めする」と共にシグルズに対する大いなる助言となっている．シグルズがレギンに対して力で優ってい

ることを示しているとも考えられる．

・準備できている  vera bdim  GRP18．3．VH

 叔父グリーピに自分の将来についての予言を聞きに来たシグルズがなかなか予言を教えてくれないグ

リーピに対して「もう（馬に乗って）行く「準備は出来ている」，私の人生はどうなのですか」と言って

いる．

 ・ENTRY＋MEANING（50）

 ・≠IV  vera  優れている  GK－II2．1．VH  vera uf e－m

 グズルーンが「シグルズはグンナル，ホグニより「優れている」」とショーズレク（b樋rekr）に語って

いる．傑出した英雄であるシグルズにふさわしい表現である．

 ・≠IV  verδa 会う  GRP33，1．VH  verδafyre－m

叔父のグリーピのもとへ未来のことを聞きに来たシグルズに他人の裏切りに「会う」と語る．夏切られ

るのが英雄に特有な運命であればこの表現もシグルズに特徴的なものと言えるだろう．

 ・≠IV  td㎞  外す  SD A．PH  t幽e－t af e－m

 シグルズとシクルドリーヴァと名乗るブリュンヒルドが初めて出会う場面で，鎧を着せられて眠らされ

ているブリュンヒルドの鎧をシグルズが「外す」．ヴァルキュリャとして有名なブリュンヒルドと鎧の結

びつきは重要であり，かつ今後大きな物語の中心人物となる2人の出会いの場面で用いられているため特

徴的な表現と言える．

 ・井IV  knega  理解する  SD19．5．VH

 シクルドリーヴァと名乗るブリュンヒルドがシグルズに魔法の言葉ルーンを教える中で「ルーンを正し

く曜解する」」と述べている、㎞egaは本来咄来る，能力」などを表す助動詞として用いられており，

「理解する」はそれらと関連のある意味ではある．しかし英雄シグルズの場合のみ本動詞的な用いられ方

をしていて，かつルーンとの関わりであることを考えれば特徴的なものと言えるかもしれない、

・≠IV  he巧a  抱きしめる  SKS4．8．VH he巧a e－t s6r at ami
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 グンナルに扮したシグルズがブリュンヒルドの横に寝るが，問に剣グラムを置いてキスもしなければ，

「抱きしめる」こともしなかった．これによりだまされたブリュンヒルドはグンナルの妻となり，後にシ

グルズ自身の死へとつながる悲劇のきっかけとなる．シグルズにとっては大きな転機に当たる場面で用い

られており，特徴的な用法と言えるかも知れない．韻律の影響がうかがえる．

  ・≠IV  fe1a  渡す  SKS4．10．VH

 シグルズがグンナルと自らを偽ってブリュンヒルドの心を奪った後，ブリニしンヒルドをグンナルに「渡

す」．先に胞y舶のところでも述べたがこの事件はシグルズにとって非常に大きな意味を持っているだけ

に，韻律の影響がうかがえるものの特徴的な用法であると言える．

 ．≠IV  eiga 使う  FM28．5．VH

 ファーヴニを倒した後シグルズがレギンに対して「ファーヴニのカに対して私は自分の力を「使った」」

と述べている．英雄が力を使うことは特徴的であり，それがシグルズにとって大きな敵であったファーヴ

ニに対してのカであるため，この用法はシグルズを特徴づけているものと思われる．韻律の影響がうかが

える、

 ・≠IV  bj趾ga  埋める  SD33．2．VH

 シクルドリーヴァと名乗るブリュンヒルドがシグルズにルーンを教える中で『あなたシグルズが死体を

「埋める」」と述べられている、英雄が勝利した後その相手の死体を「埋める」と考えると，英雄を特徴づ

けるものと言える．

 ・≠IV  レyrma  守る  GRP47・4・VH／SKS28・5・VH

 GRP47．4．VH

 グリーピが「ブリュンヒルドがグンナルにお前シグルズは誓いを「守らない」というかもしれない」と

将来の不幸を示唆する言葉を述べている、韻律の影響がうかがえる．

 SKS28．5．VH

 死ぬ間際にシグルズがグンナルに対して誓いを「守った」と述べている．どちらの場合も一この後のブ

リュンヒルド，グンナル，シグルズ三者の不幸なっながりと関わる表現である．また英雄と誓いの結びつ

きは重要である．

 ・半IV  vinna  だます  SKS28．4．VH  vimagrandviδe－t
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 シグルズがグンナルを「だまし」ていないと述べている．「だます」ことは英雄にとって恥ずべき行為で

あり，先に述べたレyrmaに対応して特徴的な表現と言える、韻律の影響がうかがえる．

 ・ ≠IV   verpa  襲う  SKS22．3．VH  verpa eptir e－m

 グトホルム（Guδthomr）に刺されたシグルズが一矢報いようとグトホルムを「襲った」．ただ倒される

のではなく，相手に反撃をするという行為は英雄にふさわしく特徴的と言える．eptirに韻律の影響がう

かがえる．

 ・≠IV  r筋a  復讐する  SKS22．1．VH  r銅a ti1hefnda

 ホグニ，グンナルが弟のグトホルムをそそのかしてシグルズを殺させるがその際にシグルズが一矢報い

るために「復讐する（反撃する）」．英雄にとって復讐（反撃）は非常に重要な要素である．hefndに韻律

の影響がうかがえる．

 ・≠IV  mma  望む  RM15．6．VH

 レギンがグラムをシグルズに与えた後にファーヴニを殺すように言うのに対して「父の仇を討つよりも

黄金の腕輪を「望む」一 ﾈらフンディング王の息子達は笑うだろう」とシグルズが述べている．英雄と財産，

名誉との関係を表現している．韻律の影響がうかがえる．

 ・≠IV  1j亡ga 破る  BSG2．4，VH

 グンナルが「シグルズは誓いを立てたのにそれら全てを『破った」」と述べている、『（誓いを）守る

（byrma）」，rだます（vinnagrandviδe－t）」などと同様に誓いと英雄の関係は非常に重要なものである・

 ・≠IV  gera  結婚する  GRP34．2．VH  gera h1eyti

 「婚姻関係を行う」シグルズが叔父であるグリーピに未来のことを尋ねる中で「自分はグンナルのもと

でr結婚し」，グズルーンと結婚する」のか」と述べている．韻律の影響がうかがえる．’

・reka  入れる RM G．PH

 シグルズをそそのかしてファーヴニを殺させようとするレギンがグラムという刀をつくりそれをシグル

ズに与える．そのグラムの切れ味を試す場面でシグルズが川の流れに絹の房を「入れる」．刀グラ牛は英

雄シグルズにとって非常に大切なものではあり，その切れ味に関する部分で用いられている点は考慮すべ

きかもしれないが，英雄そのものを直接特徴づける表現とは思われない．
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・n益  努力する  FM7．1．VH

 ファーヴニが討たれ死ぬ間際にシグルズに向かって「もし「努力して」英雄達の友の間で育ったなら，

立派に戦うところを見ることもあったろうが」と述べている．このn6は冗語的であるとも考えられるた

め，特徴的なものとは言えない．

・g㎜ga  生きる  FM2．2．VH

 シグルズがファーヴニに剣を刺した後，自分の素性を隠して「母の無い子として「生きてきた」」と述べ

ている．「生きる」を「人生を進む」と理解すればg㎜gaにとっては普通の用法であり，また韻律の影響

もうかがえる．

・bia  関わる SKS40．3．VH  b白a um午t

 ブリュンヒルドがシグルズの死を聞いて自殺する前に「自分の愛したのは他ではなくシグルズだけ，シ

グルズが女性の気まぐれと「関わる」」と述べている．英雄に特徴的な表現とは思われない．

＊Vinna  傷つける

＊V浦a  行く

＊sveipa  抱きしめる

＊S恒   気をつける

＊riSta   切る

＊nema  受け取る

＊1auna  返す

＊kom肥t 得る

＊hvetj砥t そそのかす

＊halda  置く

＊91eδja  喜ばせる

＊irr減  離れる

＊eggja  導く

＊drepa  壊す

＊bregδa 終わらせる

＊bykkja  考える

＊verpa 入れる

＊ta㎞   触れる

＊strjdka拭く

＊Setja  集める

＊riSta  引き裂く

＊1eySa  離す

＊kuma 習う

＊Hjdfa 割る

＊h1ceδa 積む

＊hafa  考える

＊g6   注意を払う

＊丘nna  出会う

＊eHa  戦う

＊breg6a 入れる

＊bregδa つける



第6章 英雄を主語とする動詞の個別分析 125

ヘルギ（He1gi）206例

 ヘルギと名のつく英雄は亘e1g1H」gwarδssonr，Helgl S1gmmdssonrと「ユングリンガ・サガ」のHe1g1

H刮fdan㎜sonrの三人いるが，He1g1脳1fdan虹sonrは例も少なく（11例），独立した英雄としての分析

は省略した．

 ヘルギH（He1gi Hjgrvarδssom  HHV）

●

●

●

●

○

●

ヒョルヴァルズとシグルリンの，富、子

ヴァルキュリャのスヴァーヴァとの恋

母方の祖父の敵フローズマル（Hr6δm班r）を倒す

巨人バティ（Hati）を殺す

バティの娘フリームケルズ（Hr｛mgerδr）が賠債を要求

フローズマルの息子アールヴ（A1fr）に殺される

ヘルギS（He1gi Sigmmdssonr  HH－I，亘H－II）

・ ヴォルスングー族

● ジグムントの一島、子

○ フンディング王を倒し，その後フンディング殺しのヘルギと呼ばれる

・ ホグ二王の娘シグルーンを巡ってグランマール（Granmarr）王の息子たちと戦い，グランマール王

  たちだけでなく，ホグ二王まで殺す

・オージンの庇護を受けたシグルーンの弟ダーグ（Dagr）によって殺される

● 墓からシグルーンのもとへ戻る

ヘルギ（英雄詩）（206）

ヘルギH（He1gi Hjgrvarδssonr

ヘルギS（HeIgi Sigmndss㎝r

HHV）（59）

HH－I，HH－II）（147）

● ENTRY（2）

 ・≠II  nj6sna  偵察する  HH－I工A．PH  nj6sna tilトs

HH－IIの冒頭でヘルギSがフンディング王をr偵察」に行ったことが述べられている、その後フンディ

ング王を殺害し父の仇を討つ、そしてヘルキSはフンディング殻しのあだ名を得る．父を殺されたことへ
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の復讐の準備であり，英雄的行為と関係があるかもしれない．

 ・≠II  dvala 遅らせる  HH－I50．ユ2．VH

 グズムンドたちとの戦いにおいて「ヘルギSはもはや戦いを「遅らせる」ことはない」と述べられてい

る．戦いを好む戦士にはふさわしい表現である．

 ・MEANING（5）

 ・≠III  予感がする  ＊  gruna um e－t  HHV G．PH

 ヘルギHがアールヴと戦って死ぬ「予感がする」と述べている．未来について言及することは特殊な

能力によるものである．この類の能力についての動詞は巫女，神々，一部の英雄たちにのみ用いられてお

り，死後オージンのもとでエインヘリャルとなる一流の英雄にふさわしい表現である．

 ・≠III  上陸させる  ＊  f㏄ra  H亘一I32，6．VH／H亘一II F．4・VH

 HH－I32I6，VH

 グズムンドたちとの戦いでヘルギSが戦士たちを陸地に「上陸させる」．

 HH－II F．4．VH

 HH－Iでの描写を引用する形で出てきている．

 戦闘において指揮官として戦士たちを「上陸させる」ことは英雄にとっては至極当然の行為である．韻

律の影響がうかがえる．

 ・≠III  死期を決める  ＊  lj6sta e－t he1stgfum  HHV29．2．VH

 ヘルギHが巨人の娘7リームケルズと戦っている際にアトリが．『ヘルキHがお前てフリームケルズ）

の「死期を決めて」しまっている」と述べている．巨人に勝つことも英雄にとっては重要な要素である．

韻律の影響がうかがえる．

 ・井III 鋭くする  ＊  hvessa  HH－I6．5．VH

 生まれたばかりのヘルギSについて述べている場面で「目を英雄のよらに「鋭く」する」と書かれてい

る．同じhvessaを用いて「鋭く見る」はソールに対してのみ用いられており，目が鋭いこと戦士キして

の特徴として重要なものであると思われる．韻律の影響がうかがえる．
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・考えられる  ＊  hyg自a HH・II50．2．VH

 死んだ後のヘルギSが墓に戻ってきてシグルーンと語り合った後に死者の国へ戻る、その後シグルーン

が「ヘルギSはオージンの館から戻ってきていると「考えられる」ならすでに戻って来ているだろう」と

述べている．

・ ENTRY＋MEANING（2ユ）

・半IV  vfsa  そそのかす  HH一エユ9．3．VH VfSa←m ti1e－S

 ホズブロッド（H⑯broddr）と結婚することになったシグルーンがヘルギSに向かってrあの王ホズブ

ロッドを戦いに「そそのかさ」なければ，私は彼と結婚する」と述べている．ヴァルキュリャでもあるシ

グルーンが英雄ヘルギSに対して言う言葉としてはふさわしく，問題解決を戦闘にゆだねる点も英雄に特

徴的であると言える．韻律の影響もうかがえる．

．≠IV  standa  支配する  HH－II30．10．VH stamdaるh創si e－m

 シグルーンをめぐる争いでその父ホグニも倒れる、ホグニの息子でシグルーンの弟のダーグ（Dagr）が

オージンにいけにえを捧げ父の仇であるヘルギSを倒す．そのダーグが『一番強く，王を「支配して」い

たヘルギSを倒した」との知らせをシグルーンのもとへ持ってくる．「王を「支配する」」ことは英雄とし

て名誉なことであり，特徴づける表現と言えるかも知れない．脳Siが韻律の影響を受けている．

・ ≠IV   16ta  払う HH－I12．1．VH   1説a uppi

 フンディング王を殺したヘルギSに対して，フンディング王の息子たちが賠償を求めたが，ヘルギSは

「私わ」なかった。当時の習慣であった賠償金を拒み，その息子たちとさえ戦う姿勢を不す節においての

表現であり，あくまで戦闘にこだわる英雄を描き出しているものと考えられる．

・≠IV  胤a  上げる  HH－I工19．3．VH

 シグルーンの婚約者であるホズブロッドとの戦いに向かうヘルギSの軍船にホズブロッドの兄弟のグズ

ムンドが「黄金の旗印を「上げている」のは誰か」と尋ねる．旗印を「上げる」ことが出来るのはその軍

隊を率いる英嬢である．そのためこの表現も英雄に特徴的なものである．

・≠IV  biδja  集める HH－I21．4．VH
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 ヘルギSがシグルーンの婚約者であるホズブロッドを倒すために「軍隊を「集める」」、戦闘のための行

為であり，英雄的な表現である．

 ・s1る  濡らす  HH－II44．8．VH

 ダーグに討たれたヘルギSが墓から出たことを知ったシグルーンがヘルギSの元へやってきて「ヘル

ギSが血（死者の露）に「濡れている」」と述べる．この血を戦いでの返り血と考えるならば，戦場で死

ぬことを貴ぶ英雄にふさわしい表現と言えるが，単に討たれたときの自分の傷口からの血であると考える

と英雄に特徴的であるとは言えない．

＊Vega  襲う

＊St虹a  指揮する

＊nema  奪う

＊1チSa  示す

＊f益   支払う

＊byggja  いる

＊bera  勝っている

＊bryngVa 支配する

＊taka．  着る

＊sk獅a 動く

＊liggja  留まる

＊㎞ta  脱ぐ

＊dy1j困t 隠れる

＊bregδa 取り除く

＊a1a  満足させる

グンナル（G皿nn町r）127例

 ． ギューキ王の、富、子

 ・ ホグニ，グズルーンの兄

 ・ ブリュンヒルドと結婚し，ブリュンヒルドにそそのかされシグルズを殺させる

 ． シグルズの死後アトリのもとへ嫁いだ妹グズルーンを訪ねる

 ・財宝に目がくらんだアトリによって殺される

グンナル（英雄詩）（127）

 ○ ENTRY（1）

 ・≠III  fu11vega 戦う  SKS33．2．VH

 シグルズが死んだ後ブリュンヒルドがグンナルに対して述べる中で「『戦って」こられたあなたグンナ

ルを誰も非難しない」と言っている．戦士にとって戦うことは当然である．韻律の影響がうかがえる．

○MEANING（6）
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・≠III  内密の話に呼ぶ  ＊ heita s6】＝e－Iln at r亡no】＝n SKS14．8．VH

 だまされたと知ったブリュンヒルドにシグルズを殺すように頼まれたグンナルがホグニをどうすべきか

r内密の話に呼ぶ」．英雄らしからぬ行為ではあるが，グンナル，ホグニによるシグルズ殻しは一連の物語

において重大な事件であり，その場面で用いられているため重要であると考えられる．韻律の影響がうか

がえる．

．井III  思い悩む  sveipa SKS13．3．VH

 だまされたと知ったブリュンヒルドにシグルズを殺すように頼まれたグンナルが「思い悩む」．ブリュン

ヒルドの頼み，シグルズとの英雄同士の信頼関係というこの物語における重要な要素を対象としている．

韻律の影響がうかがえる．

・半III  演奏する  hrωra AM66．2．VH／s16 AM66．3，VH

 グズルーンが嫁いだアトリがグズルーンの願いを聞いてシグルズの復讐と財宝の奪還に乗り出し，グン

ナル，ホグニ兄弟と戦う。グンナル，ホグニ兄弟は敗れ，グンナルは財宝の在処を知っているために囚わ

れの身となり，両手を縛られている．そこにグンナルの妹であるグズルーンが琴を差し入れる．そのこと

をグンナルは足で「演奏する」．それは非常に上手だった．音楽が英雄の素養の一つと考えられていたの

であろうか．韻律の影響がうかがえる．

・≠III  かき鳴らす  svei自a  OD29．6．VH

 グンナルを慕っていたアトリの妹オッドルーンが囚われの身となったグンナルのために宴会を開き，そ

こでグンナルがハープ（琴）を「かき鳴らす」．上で述べた「演奏する」と同様に英雄と音楽との関係を示

している．

・推測する  ＊  r銅a AM22．6．VH

 グンナルの二番目の妻クラウムヴォル（G1aumvgr）が自分の見た夢（グンナルが絞首台に吊るされてい

て，蛇がグンナルを食べる）についてグンナルに語る．そしてそれにっいて『推測」しろと言う．韻律の

影響がうかがえる．

・がっかりする  ＊ hnipna  GK－II7．1．VH
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 グズルーンがシグルズについて嘆いている中で「グンナルはホグニがシグルズが怪我で死んだと私に告

げたとき「がっかりした」」と言っている．。韻律の影響がうかがえる．

 ● ENTRY＋MEANING（11）

 ．井IV  missa  死ぬ  AK11．4，VH

 アトリからの招待を受けて旅立つ前にグンナルが「もしグンナルが「死ねば」，狼が財宝を支配するだろ

う」と述べている．miSSaは他のところでは「失う」という意味で用いられており，それほど特徴的な表

現とは思われない、しかし属格主語を取って英雄に用いられている点は少し特殊ではある．

・≠IV  1益ta  変える SKS65．5．VH

 ブリュンヒルドが死ぬ間際にグンナルに「シグルズと一緒に死んだ戦士がみんな入れるくらいに館を

「変えて」くれ」と頼む．戦死した英雄が入れる館とはオージンの館を連想させ，それだけの力がグンナル

にあることを示唆している表現かもしれない．

 ・ ≠IV   ha1da  誓う  BSG18．7．VH  halda eiδom viδe－t

 グンナルがシグルズに対して以前に「誓っていた」．英雄にとって誓いは非常に大事な要素であり，そ

の誓いを破ってシグルズを殺した場面でこの表現カミ用いちれていることは特徴的である．

 ・≠IV  鵬ma  殺す  BSG1．4．VH  n鶴ma e－t丘grvi（命を『取る」）

 ホグニがグンナルに向かって「シグルズを「殺そう」なんて」と述べている．シグルズと言う一級の英

雄を「殺す」行為は非常に大きな意味を持っており，特徴的な表現の可能性がある．£grViが韻律の支配

を受けている．

・vinda  向ける  AK6，1，VH

 シグルズを殺されたグズルーンはアトリの元へ嫁いだ．そのアトリ王がグズルーンの兄たちグンナル，

ホグニを財宝目当てに自分たちの城に来させるために使者を使わす．その使者の話を聞いた後グンナルが

ホグニにこの話をどう考えるのかを聞くために頭をホグニに「向けた」特に英雄的な行動とは緒びつい

ていない．

・vera 縛る  AK29．2．VH vera i bgndom
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 アトリの罠にかかってグンナルが「縛られた」．  特に英雄的な行動とは結びついていない．

  ・hr㏄ra 行く  BSG13．1．VH  hr㏄raf6t

 グンナル，ホグニ，グズルーン，ブリュンヒルドたちがシグルズに死について語っている中で，グンナル

か「行く」．hr㏄raはほかの場面で「動かす」の意味で用いられており，ここでも「足を動かす」と考えら

れるので特徴的とは言えない、

  ＊S恒  訪ねる ＊r崩a だます

  ＊㎞チja 弾く  ＊hafa 思われる

ホグニ（Hggni）61例

 ● ギューキ王の息子

 ・ グンナルの弟，グズルーンの兄

 ○ シグルズの死後アトリのもとへ嫁いだ妹を訪ねる

 ●財宝に目がくらんだアトリによって殺される

 なお「ユングリンガ・サガ」に4例ホグニという名の王が登場するが，別人であるため分析対象には加

えなかった．

ホグニ（英雄詩）（61）

 ● ENTRY（1）

 ・≠II  verj鵬t 戦う  AK1916．VH

 アトリとの戦いにおいてホグニが「七人を切り，八人目を火の中へ投げ込んだ」の後に『ホグニはこの

ように「戦う」必要があった」と述べられている．ホグニの最期での超人的な戦闘を描いており，英雄に

ふさわしい表現である．

 ● MEANING（1）

 ・半III  投げ込む  ＊  hrinda  AK19．4．VH

 アトリとの戦いにおいてホグニは非常に勇敢に戦い七人の戦士を切り，人人目を「火の中へ「投げ込ん

だ」」．Verj減で述べたように英雄にふさわしい超人的な戦闘の場面で用いられている、韻律の影響がう

かがえる．
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・ ENTRY＋MEANING（7）

 ger鴉t  出発する  AM11．1．VH  ger鵬t heiman

 ホグニの妻でルーンに長けているコストベラ（Kostbera）がホグニがアトリの罠に向けて出発するとき

に「「出発」するのですね」と述べている．

  ＊nita 断る    ＊k1¢kkva 伝える

  ＊heita 婚約させる ＊g鴉tast 気にする

  ＊6鴉t 恐れる   ＊虹na  させる

グズルーン（Guδ“I1）412例

 ○ ギューキ王の娘

 ○ グンナル，ホグニの妹

 ・最初シグルズと，次ぎにアトリと結婚する

 ○ 兄たちの復讐のため，自分とアトリとの間に生まれた息子を殺してアトリに食べさせる

 ○ ホグニの息子ニヴルング（Ninungr）と共にアトリを殺す

 ・ その後，ヨーナクル（J6nakr）王に嫁ぎ3人の息子を得る

 ○ シグルズとの間に出来た娘スヴァンヒルドの復讐をするようにその3人の、富、子たちを扇動する

 ・ 3人の一自、子たちは死ぬ

グズルーン（英雄詩）（4ユ2）

● ENTRY（15）

・≠II sn枇a  殺す  AM85．5．VH

 グズルーンがアトリに嫁いだ後，そのアトリが財宝を奪うためにグンナル，ホグニ（グズルーンの兄弟）

を殺す．それに対する復街としてグズルーンはアトリと自分との問に生まれた一目、子たちを殺した．そのこ

とを知ったアトリがグズルーンに対して「お前はアトリの一族（．富、子）を「殺した」」と責めている1この

AMにおいて「身内を殺すこと」への復讐は「身内を殺すこと」である点を強調しているのであろうか．

韻律の影響が見られる．

・弁II  1y躯  殺す  AM78，4．VH  lyOa e－m e11i

 Snプtaで述べたように自分とアトリとの間に生まれた思子を殺す場面でグズルーンが息子たちに「私

（グズルーン）はお前たち（息子たち）を「殺す」ことを望んでいる」と述べている．自分の息子を殺すご
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とで復讐を果たすという異常ではあるが重要な場面で用いられている．韻律の影響が見られる．

 ・孝I 1ae㎞a 治す  GK－II39，7．VH

 ・≠II  1i㎞a  世話をする  GK－II39・7，VH

 アトリが不吉な夢を見たことに対してグズルーンが「私があなたを焼き始めると，例えあなたのことを

嫌っていても「世話をして」，「治す」でしょう」と述べている、グズルーンのヴァルキュリャ的側面（特

殊な能力を持つ女性英雄）との関わりを示していると考えられる．両方とも韻律の影響が見られる．

 ・  ≠II    kveina    旦莫く

 GK－I1．7，VH

 シグルズの死んだ後その傍らで悲しんではいたが，他の女たちのように手を打ったり，「嘆い」たりはし

なかった．

 GK－II11．7．VH

 GK－I1．7．VHと同じ場面の描写をグズルーン自身が述べている．「私は他の女たちのように手を打った

り，「嘆い」たりはしなかった」、どちらの例においても非常に強い女性としてグズルーンを描いている．

韻律の影響がうかがえる．

 ・≠II  hrj6δast 脱ぐ  AM49．4．VH  hrj6δ鮒6re－m

 アトリとグンナル，ホグニとの戦いにおいてグズルーンはグンナルの側について戦うためピ上着を「脱

いで」刀を取り，アトリの戦士を倒した．妻からヴァルキュリャヘの変身を表しているのであろうか。韻

律の影響が見られる．

 ・≠II  h鵬fa  耐える  AM71．7．VH  h鵬fa um e－t

 グンナル，ホグニを殺された後クズルrンがアトリに対して「ホグニが生きている間は何でも「耐えた」」

と述べている．グズルーンの精神的強さを表している．韻律の影響がうかがえる．

 ・≠II  hn出a 切り落とす  GH12．5．VH

 自分とヨーナクル王との間に生まれた思子たちを，自分とシグルズとの間に生まれた娘スヴ÷ンヒルド

の復讐へ駆り立てるためにいろいろと経験したこと（復讐）を語る中で「アトリとの間の息子たちの頭を

「切り落とす」までは償いを得ることはなかった」と述べている．復讐に対する執着の強さを示している

表現である．韻律の影響がうかがえる．
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  ・≠II  hj亡丘a 泣く  GK－I1．5，VH／GK－II11．5．VH

 GK－I1．5．VH

 シグルズの死後その傍らに悲しんで座っているグズルーンが「「泣く」ことはしなかった」と述べられて

いる．

 GK－II11．51V亘

 GK－Iでの状況を自分自身で述べている．

 共にグズルーンの精神的強さを表しているのであろうか．両者とも韻律の影響が見られる．

  ・≠Ir  h㏄1ast  自慢する  AM84．4．VH

 アトリに向かって自分たちの息子を殺したことを述べる最後に部分で「私はそれを「自慢は」しない」

と言っている．復讐のために必要であったとは言え，自分の行った行為のむごさを自覚している表現であ

る、韻律の影響がうかがえる．

 ・≠II  h機sa  抱く  GK－I13，7．VH／GK－34，1．VH

 GK－I13．7．VH

 シグルズの死後，悲しんでいるグズルーンに対してギューキ王の娘グッルルンド（Gunrgnd）（グズルー

ンの姉妹）が次のように言う「シグルズを見て，キスしなさい，かつて彼を「抱いた」ように」．グズルー

ンとシグルズとの愛情を強調している．韻律の影響がうかがえる．

 GK－34．1．VH

 浮気の疑いをかけられたグズルーンがアトリに対して「ショーズレクを「抱いた」だけ」と弁明してい

る、韻律の影響がうかがえる．

 ・≠I  grチma  悪意を抱く  SKS60，8．VH

 ブリュンヒルドがグンナルに語る中で「グズルーンが寝床にいるアトリに刃先を向けて「悪意を抱く」」

と述べる．アトリペの復讐の気持ちを強調している．韻律の影響がうかがえる．

 1≠II g1・・m・忘れる GKII24・1VH

 クリームヒルト（Grimhi1dr）のつくった飲物を飲んだグズルーンがグンナル，ホグニたちのことを「忘れ

た」と述べられている．クリームヒルトは以前にもシグルズがブリュンヒルドを「忘れる」ように計由を

めぐらせている、ここでは悲惨な復讐に対する戸惑いの気持ちが表されている．韻律の影響がうかがえる．
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・≠I  fuI1hyggja  一番愛している  GH15・4・VH

 殺されたスヴァンヒルドについてr子供たちの中でr一番愛していた」」と述べている．スヴァンヒルド

が殺されたことに対する復讐をするように他の息子たちに働きかけている作品であるため，スヴァンヒル

ドに対するグズルーンの思いは重要なポイントとなる．

・ ≠II  vexa  lフックスをかける  AM103．3．VH

 グズルーンがアトリに対してアトリの死体を包む経帷子に「ワックスをかけたい」と述べている．戦死

者を選ぶ女ヴァルキュリャとしての能力に関わる表現であろうか、他に2例見られるvexaとは別の動詞．

韻律の影響がうかがえる．

・MEANING（17）

・≠工II  欺嚇に満ちている  ＊  1eika tveim skigldom AM74．8．VH

 グズルーンは兄弟を殺されたことへの復讐を考えているにも関わらず，アトリに嘘をつく．グズルーン

は「欺彌に満ちている」と述べられている．非英雄的行為である「歎蹄」ですら復讐のためには許される

ことを示しているのだろうか．韻律の影響がうかがえる．

・≠III 押しのける  ＊  hrinda GH13．3．VH

 復讐をけしかける話の中でグズルーンは自分が実の息子を殺してまセ復讐した話をする．そのことに対

して「私はノルンの囲い（違命）を「押しのけたかった」」と述べている．復砦と運命との関わりを表して

いる表現である．

・井III  手を掛ける  festahendr  AM49，8．VH

 グンナル，ホグニを守るために刀を抜いたグズルーンについて「彼女は「手を掛ける」ときはいつでも

戦いに長けている」と述べられている．ヴァルキュリャとしてのグズルーンを表している．

・≠III  手に落ちる koma i hendr e－s AM56．6．VH

 アトリがグズルーンとの関係を悔やんでいる中で「あなたが私たちの「手に落ちた」時から滅多に平

安はなかった．．、．」と述べている．アトリとグズルーンの結婚は結果的に大きな悲劇をもたらしている．

hendrに韻律の影響がうかがえる、



第6章 英雄を主語とする動詞の個別分析 136

・半III  ためらう  hvarfa GK－II6．1，VH

 シグルズの死についてグンナルに尋ねるのを長いこと「ためらった」．

て大きな出来事である．韻律の影響がうかがえる．

・≠III こらえる  Vama Vi碇一m AK30．7．VH

 グンナル，ホグニの死を聞いたグズルーンが涙を「こらえた」、

韻律の影響がうかがえる．

・井工II  身体を屈める  ＊ hniga viδe－m

シグルズの死はグズルーンにとっ

グズルーンの精神的強さを示している．

GK－I15．1．VH

 シグルズの死体を見てグズルーンが枕に「身体を屈める」．悲しい感情を身体で表現している．

ンの感情と関わる表現である．韻律の影響がうかがえる．

．≠III 寂しく思う ＊ sa㎞a  GK－I20．1．VH

 『シグルズがいなくて「寂しく思う」」と述べられている．

の影響がうかがえる．

・≠工II  偲ぶ  ＊  e㎡a AM75．2．VH

クズルー

グズルーンの感情と関わる表現である、韻律

 グズルーンがグンナル，ホグニをr偲ぷ」ための宴会を準備した．

る．韻律の影響がうかがえる．

・≠III  軽やかに歩く  ＊  sk蟹va AK37．1．VH

グズルーンの感情と関わる表現であ

 息子たちを殺した後アトリの元に酒，つまみなどを運ぶ際にグズルーンは「軽やかに歩く」．

部を終えた満足感を表しているのであろうか．韻律の影響がうかがえる．

・手を入れる  t血ka f e－t GK－37．4．VH

復讐の一

 グズルーンが煮えたぎる釜に「手を入れる」前に700人の戦士が広間に入った．熱い湯に手を入れるこ

とはショーズレクとの関係での自らの身の潔白を晴らすための行為である．

・座らせる  1eg画a AM77．2．VH
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 グズルーンはグンナル，ホグニを殺された復讐にアトリと自分との間の子供を殺す時にその子供たちを

「座らせる」．

 ・ため息をつく  verpa gndo  SKS29．LVH

 シグルズが死ぬ際にグズルーンが嘆いて「ため息をついた」、

 ・選び出す  ＊  veリa  GH7・4・VH／ kj6sa e－t㎡e－m  GK－II34・1・VH

 GH7．4．VH

 スヴァンヒルドの復讐をさせるためにグズルーンが箱からシグルズの兜を「選び出し」，一それを息子た

ちのところへ持ってくる．

 GK－II34．1．VH

 r王たちの中からアトリをr選び出した」のは私だ，しかしいやいや結婚した」と述べている．

 ・酔わせる  ＊  drekka  AK15．4．VH

 アトリの招待に応じてグンナル，ホグニがやって来た時グズルーンは少しr酔わせられていた（酔っぱ

らっていた）」．兄たちが殺されることを知っているグズルーンの不安な気持ちを表しているのか，または

酔っていることによってこの後のグズルーンの発言に対する信頼性を弱めているのか．

 ・気遣う  ＊  g6  AK41．8．VH

 グズルーンがアトリとの間の息子を殺したことがわかった後，騒然とする中で，グズルーンは黄金を家

来たちに分け与えた．彼女は神殿のことはまったくr気遣わ」なかった、

 ・ （家から出ないように）助言する  ＊  1etja e－t heiman  AM48．2．VH

 アトリの招待に応じでやってきたグンナル，ホグニに対してグズルーンが「（家から出ないように）助言

した」．韻律の影響がうかがえる．

 ・ENTRY＋MEANING（57）

 ・≠1V  1説a  復讐する  AK43．8．VH  1益ta e－t gig1d e－s

 兄グンナル，ホグニを殺されたグズルーンがアトリに「復讐する」．英雄にとっての特徴的な行動で率る

復讐を表しており，グズルーンが女性とは言え，英雄のカテゴリーに入る存在であるため特徴的な表現と

言える．
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・≠IV  g㏄δa 悪くなる  AM71，6．VH  g㎎δa6

 アトリにグンナル，ホグニを殺されたグズルーンが特にホグニが死んだのを知らされたときにこれから

自分が「悪くなる」と述べて，英雄の特徴の’つである復讐を暗示している．特徴的な表現と言えるかも

知れない．

・井rV  vega  運ぶ  GH10．4．VH

 グズルーンが自分とヨーナクル王との間に生まれた息子たちを，自分とシグルズとの間に生まれた娘ス

ヴァンヒルドの復讐へ駆り立てるためにいろいろと経験したこと（復讐）を語る中で「私は三回英雄たち

を」運んだ」と述べている、これはシグルズ，グンナル，ホグニといラグズルーンにとって大切な人を火葬

するために「運んだ」ことを示唆している．グズルーンがこの三人の英雄たちにとって不幸（死）をもた

らす存在であることと関係があるかもしれない．韻律の影響がうかがえる．

・≠IV  striδa  戦う  AM76．6．VH

 グズルーンが兄たちの復讐のためにアトリたちと「戦った」．女性の英雄としての特徴と考えられる．韻

律の影響がうかがえる．

・≠IV  skipta  手配する  AM79．3．VH

兄たちへの復讐のためにグズルーンがアトリとの間に生まれた息子たちの首を切り落とすま一 ､に「手配

した」．非常に重要な復讐に関わっている．韻律の影響がうかがえる．

・≠IV  reifa  運ぶ  AK35．4．VH

 グズルーンが貢ぎ物（アトリとの問に出来た息子の死体からつくったもの）をアト∫に「運ぶ」．グズ

ルー・ンの復讐を特徴づける行為との関わりからすれば重要な表現と言える．

．≠IV  lesa  集める GK－II11．3．VH

 グズルーンがシグルズの死体を「集める」．グズルーンとシグルズとの直接的関わるを表現している、韻

律の影響がうかがえる．

・≠IV  Ieiδa  一緒に暮らす  SKS41．4．VH  Ieiδae－t a1dri
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 シグルズが死んだのをグズルーンが嘆いているのを聞いたブリュンヒルドが「グズルーンがシグルズと

r一緒に暮らす（人生を送る）」ことは無い」と述べている．シグルズ，グズルーン，ブリュンヒルドの関係

をよく表している場面で用いられている

  ．≠IV  1eggja  キスする  GK－I13．6．VH  1eg自amumvi紅t

 グズルーンが死んだシグルズに「キスをする」．グズルーンのシグルズに対する愛情を表している、韻

律の影響がうかがえる、

 ・≠W   hreyta  投げる  AM46．4．VH

 アトリが兄たち（グンナル，ホグニ）に対してフ］を向けたのを知った時，グズルーンは首輪を「投げた」．

兄たちを守るためにヴァルキュリャとして戦うことを意味しているのだろうか、韻律の影響がうかがえる．

 ・≠W   hafa  殺す  AM51．31VH  hafa e－t i heIio

 アトリがグンナル，ホグニを討とうとしたときにグズルーンが兄たちを守るためにアトリの戦士を「殺

す」．女性戦士としての特徴を描いている．韻律の影響がうかがえる．

 ・≠W   hafa  結婚する  GK－II34．4．VH

 シグルズの死後クリームヒルトに勧められてアトリとの結婚を承諾する場面で用いられている．一連の

物語の中でアトリとグズルーンとの結婚は最終局面へ向かう大きな出来事である、

 ・≠IV  ganga  結婚する  GK－II27．2．VH  ganga meδ伴m

 クリームヒルトに結婚を勧められている際に「シグルズ以外の戦士とは「結婚する」ことはない」と述

べている．シグルズとの強い結びつきを表している．

 ・≠IV  festa  手を掛ける  AM49．8．VH  festahendr

 アトリたちとグンナル，ホグニが戦っているのを見たグズルーンが戦いに参加する場面での描写．hendr

が韻律の影響を受けている．

 ・≠IV  efna  守る  AM104．3．VH

 グズルーンが約東を「守って」アトリを殺した、約束を守ること，復讐という英雄にとって重要な事を

表現している．韻律の影響がうかがえる1
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・≠IV  be11a  喜ぶ  GK－I工29．2．VH  be11a g1aumi

 シグルズの死を悲しんでいるグズルーンがクリームヒルトにアトリとの結婚を勧められるなかで「私は

「喜ぶ」ことは出来ない」と述べている、シグルズヘの強い思いがうかがえる．gIaumiに韻律の影響がう

かがえる、

・synja  取り除く  GK－38．8．VH synja e－s fyrir e－t

 アトリとの会話の中でグズルーンは「過ちを「取り除く」必要がある」と述べている．韻律の影響がう

かがえる．

．1鮒a  止める GK－II31．9．VH

 シグルズが死んで嘆いているグズルーンにクリームヒルトがアトリとの再婚を勧める．それに対して拒

否することを「止めない」と述べている．韻律の影響がうかがえる．

・he晦  埋める AM102．8．VH  he躯e一“t

 グズルーンが兄たちの復讐を行い，アトリを殺す．死ぬ間際にアトリがグズルーンに「私アトリを「埋

めて」くれ」と言う、英雄的な特徴と緒びつく表現ではない．

・drプgja  増やす  AM82．5．VH

 アトリに復讐するためにアトリと自分の問に生まれた手を殺し，その頭蓋骨から杯をつくったグズルー

ンがアトリに飲物を「増やす」（注ぎ足す）．韻律の影響が見られる．
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＊yppa  開ける

＊V海a  突進する

＊SV疵ja だまし取る

＊spi11a 殺す

＊skera 首を切り落とす

＊S差   まき散らす

＊roeδa 話しかける

＊nita  拒む

＊1okka 誘惑する

＊kj6sa 選びだす

＊hrinda 追い払う

＊9rafa 壊す

＊g差   気にする

＊fara  進み出る

＊drekka 葬式を行う

＊b16ta 殺す

＊bera  言う

＊au㎞  子供をもうける

＊6ma  行う

＊Verja  包む

＊te1ja  期待する

＊spi11a  死ぬ

＊S16   叩く

＊ske11a 切り落とす

＊鵬kja 心配する

＊r鎚a  望む

＊m記1a  嘘をつく

＊komast 行く

＊hverfa 向く

＊h1海a  身につける

＊9r批a 嘆く

＊nj6ta 泳ぐ

＊側1a  失う

＊bregδa 降ろす

＊bj6δa 示す

＊benda 示す

＊㏄剥a  用意する

ブリュンヒルド（Brynhi1dr）234例

 ・ ブズリ（BuδIi）の娘

 ● アトリの妹

 ・ ヴァリュキュリャ

 ・ シグルズと結婚を約束するが，だまされてグンナルと結婚する

 ・ グンナルをそそのかしてシグルズを殺させ，その後自殺する

ブリュンヒルド（英雄詩）（234）

 ・ ENTRY（5）

 ・井II  sve1t㏄t  死ぬ  OD19．7，VH
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 グンナルの死を嘆いているオッドルーンが出産の苦しみにいるボルグニュ（Borgny）に対して過去の出

来事を語る中で「ブリュンヒルドがシグルズの元で「死んだ」」と述べている．ブリュンヒルドとシグルズ

の関係を表している．韻律の影響もうかがえる、

  ・≠II  miδ1a  引き裂く  SKS47．7．VH

 グンナルをそそのかしシグルズを殺させた後，ブリュンヒルドがそのシグルズを追って死ぬ時に，自分

の身を刀で「引き裂いた」．ブリュンヒルドの激しい性格を表している．韻律の影響がうかがえる．

 ・≠II  g1ata  殺す  HB4．6，VH

 地獄へ向かうブリュンヒルドに対して巨人の女が「お前がグンナル，ホグニを「殺し」，その館を滅ぼし

た」と述べている．激しい気性のブリュンヒルドにふさわしい表現である．韻律の影響がうかがえる．

 ・≠II  gefast  結婚する  SKS37．6．VH

 アトリが蛛のブリュンヒルドに「結婚し」なければ財産は分けないと言う．シグルズをめぐる一連の話

においてブリュンヒルドとグンナルの結婚は大きな意味を持っている，それについてこのgefa5tで言及さ

れている．

 ・≠II  g㏄1a  喜ばせる  SKS9．3．VH

 ブリュンヒルドがシグルズとグズルーンとの間を嫉妬して「醜い考え（復讐）によって自分を喜ばせる

だけ」と述べている．この三者の関係が一連の物語で悲劇を生み出す、韻律の影響がうかがえる．

 ・MEANING（7）

 ・ ≠III  眠っている  ＊  sofa  GRP15．1．VH／SD2．2．VH

 GRP15，1．VH

 シグルズが叔父グリーピの元で未来のことを尋ねた際にグリーピが「山の上に王の娘（ブリュンヒルド）

が鎧を着て「眠っている」」述べる．

 SD2．2．VH

 シグルズが山の上で鎧を着て横たわっている女性と出会い，鎧をはずす．そしていろいろと質問する．

それに対してシクルドリーヴァ（ブリュンヒルド）が「私は長い間「眠っていた」」と答える、ブリュンヒ

ルドはオージン（神）により眠らされシグルズ（英雄）により起こされる．そしてそこから悲劇が始まる．
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・≠m  吹き出す  ＊  fn㏄sa GK－I27．6．VH

 シグルズが怪我をしたのを見たときブリュンヒルドが毒を「吹き出した」．グズルーンの立場を中心とし

た作品であるためブリュンヒルドを魔女のように描いたのであろうか．事実ブリュンヒルドはヴァルキュ

リャとして人間を越える能力を持っていた．

・＃III ヴァルキュリャになる  geta hi釧m   OD16，2，VH

 グンナルがブリュンヒルドに「ヴァルキュリャになれ」と命じた．ブリュンヒルドはヴァルキュリャの

代表としてその名をあげられる存在であるため，この意味がブリュンヒルドにしか用いられていないこと

は当然であると思われる．hi61mに韻律の影響がうかがえる．

・井III  あしらう  skipa GRP49．4．VH

 シグルズが叔父グリーピに未来のことを尋ねる最後の方の部分でグリーピが「ブリュンヒルドがお前を

「あしらう」」と述べる．それに続いて「グンナル，シグルズがブリュンヒルドに魔法を使う」とも述べて

いる．シグルズとブリュンヒルドとの不幸な関係を暗示する表現である．

・崩れ落ちる  ＊  hniga SKS4811．VH

 グンナルをそそのかしシグルズを殺させた後，ブリュンヒルドがそのシグルズを追って死ぬ前に長枕に

r崩れ落ちた」．韻律の影響がうかがえる．

・確信する  Verδa ViSS e－S HB13．5．VH

 地獄へ向かう道中で巨人の女に対してブリュンヒルドが「私はグンナル，グズルーンたちが私をだまし

たことを「確信した」」と述べている．韻律の影響がうかがえる．

・押し返す  ＊  hrinda SKS43．1．VH

 シグルズが死んだ後，思いを果たしたブリュンヒルドがシグルズの後を追って死のうとするのをグンナ

ルたちが止めようとする、しかしブリュンヒルドはそれらを「押し返した」．韻律の影響がうかがえる．

○ENTRY＋MEAN工NG（22）

・≠IV  vega  与える SD C，PH
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 オージンが自らの意に反して別の英雄を勝たせたブリュンヒルドに罰として眠りの刺を刺す際に「これ

から先は決して勝利を「与える」ことはない」と宣告している．戦死者を選ぶ女ヴァルキュリャとしての

特徴と深く結びついている表現であり重要である．

  ・≠W  rekja  織る  HB1．6．VH／OD17．2．VH

 HB1．6．VH

 ブリュンヒルドには「地獄にシグルズを訪ねて行くよりも布を「織る」ほうがあっている」と述べられ

ている、

 OD17．2．VH

 ブリュンヒルドが布を「織り」，人々と国とを持っていた（支配していた）．どちらの場合もborδaが韻

律の影響を受けていることがうかがえるが，ヴァルキュリャは人の人生を紡ぐとされている注2ため特徴的

な表現なのかも知れない．

 ・ ≠IV   strengja  強くなる  GK－I27．2．VH

 シグルズの死後ブリュンヒルドがr強くなる」．韻律の影響が見られる．

 ・≠IV  r筋a  与える

   SD22．1／23，1／24．1／26．1／28，1／29．1／31．1／32．1／33．1／35．1／37．1

 レatr鶴舶kb6rit．．．．のパターンになっている、

 シグルズに助言を「与える」．戦士を庇護するヴァルキュリャとしては当然の表現である．

 ・≠Iv  1ei㎞  望む  sKs39・3・Y亘  1eika e－m i mun

 シグルズを殺させた後ブリュンヒルドが自らの身の上を話す場面で「シグルズを『望んでいた」」と述べ

ている．シグルズとブリュンヒルドとの関わりは一連の物語において中心となるものであるが，この表現

でシグルズヘの思いが表されている．munに韻律の影響がうかがえる、

 ・≠IV  h虹a  抱きしめる  SKS6．5．VH  hafae－ts6r差armi

 だまされたと知ったブリュンヒルドが「シグルズを腕に「抱きしめたい」」と語る．hafaを用いている

ところから単に抱くのではなく，抽象的に所有することも意図しているのかも知れない．シグルズとの関

係で用いられているため特徴的な表現かも知れない．

 柱2菅原1984，P．68
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 ・kom砥t 生まれる  SKS45．7．VH  komast伽㎞6m硯ur

 シグルズを殺させた後自らも死のうとするブリュンヒルドについてホグニが「彼女は「生まれる」時か

らねじまがって出てきた」と述べている．韻律の影響が見られる．

 ・hぬa 失う SKS31．7．VH

 シグルズが死んだのを知ってグズルーンが嘆くのを聞いたブリュンヒルドが笑うのを見たグンナルが

「どうして顔色を「失う」の州と尋ねる・韻律の影印がうかがえる・

 ・ganga  捨てる  SKS14．6．VH  ganga舳e－m

 ブリュンヒルドがグンナルを「捨てる」ことをグンナルがしばしば考える．

 ・beiδa  泣かす  GK－I23．6．VH  beiδa e－t g凶

 シグルズが死んで嘆いているグズルーンをブリュンヒルドがr泣かせた」・gr6Zに韻律の影響がうかが

える．

  ＊Vima  害を加える  ＊tチna  殺す

  ＊Smjiga 身につける  ＊SetjaSt 起き上がる

  ＊hvetj㏄t 大きくする  ＊hvetja 怒らせる

  ＊heita  婚約する   ＊gerast 始める

  ＊6ma  考え出す   ＊binda  まみれる

 ＊bera  生まれ変わる ＊bryngva 圧迫する

シグルーン（Sigrd11）11O例

 ・ ホグ二王の娘

 ● ヴァリュキュリャ

 ．ヘルギHと結婚する

シグルーン（英雄詩）（110）

 ● ENTRY（0）

 ・ MEANING（6）

 ・井m  魔法で呼び戻す  kj6sa  HH－II29．4．VH
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 王でさえ運命に抵抗できないと述べられた後にシグルーンが「私は死んだ人を生き返らせたい」と言う．

戦闘での運命を司るとされるヴァルキュリャ注3にはふさわしい動詞である．

 ・ ≠III  和らげる   ＊  sve巧a－  HH－II42．10．VH

 死んだヘルギSが墓に戻ってきて，その怪我をした傷口からの血を「和らげる」ことを妻であるホグ二

王の娘でヴァルキュリャのシグルーンに頼む．ヴァルキュリャとしての能力を表している．韻律の影響が

うかがえる．

 ・もたれかかる  fe1鵬t  HH－II29，6．VH

 シグルーンがヘルギSに対して「死んだ者を生き返らせたい，そしてあなた（ヘルギS）の胸に「もた

れかかれる」ものならば」と述べている．韻律の影響がうかがえる．

 ・涙を流す  ＊  gr銚a  HH－II45，5．VH

 ヘルギSがシグルーンに『ヘルギSが血にまみれたのを引き起こしたのはお前だ．お前は眠る前につら

い「涙をながす」．その涙が血のように落ちる」と述べている．韻律の影響がうかがえる．

 ・若くして死ぬ  ＊  verδaskamm1if HH－IIR．PH

 死んでしまったヘルギSが墓に戻ってきてシグルーンと話をする．しかしヘルギSは再び巧者の世界に

戻ってしまい，結局シグルーンは「悲しみにより「若くして死ぬ」」．これに続いて「その後ヘルギS，シ

グルーンは生まれ変わったと信じられている」と述べられている．

 ・ よりかかる   ＊   bniga   HH－II25．4．VH

 シグルーンの親兄弟たちとホズブロッドを含むグランマルたちとの戦いの後，シグルーンが瀕死の状態

の婚約者ホズブロッドのもとへ行き「「よりかかる」ことはない」と述べている．韻律の影響がうかがえる．

 ・ ENTRY＋MEANING（10）

 ．≠IV  vinm  止める  HH－II28．5．VH

 シグルーンをめぐる争いに勝ったヘルギSのもとへ来たシグルーンに対してヘルギSが「戦いを「止め

る」な」と述べている．戦いを司るヴァルキュリャにふさわしい．韻律の影響がうかがえる・

 注3菅原1984，p，68
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・ renna しがみつく HH－II E，PH   renna益亭t

 ホズブロッドと結婚することに決まったシグルーンがヘルギSを探して，そして会えたときに彼の首に

rしがみついた」．

・hirδa  心配する HH－II18．1．VH

 ホズブロッドとの結婚を矢口らせに来たシグルーンに向かってヘルギSが「ホグニの怒りも，一族の怒り

も『心配する」な」と述べている．韻律の影響がうかがえる．

  ＊ugga 伝える ＊Sitja  留まる

  ＊soekja 捜す  ＊s㏄kja  つかむ

  ＊1ifa  暮らす ＊hugg舶t 悲しむ

  ＊brj6ta 破る

アトリ（At1i）201例

 アトリという名前の英雄は3名登場するが，ここではフン族の王アトリのみを分析対象とする．

●

○

●

○

○

○

フン（Hmn）族の王

ブズリの恩子

ブリュンヒルドの兄

財宝目当てにグズルーンの兄グンナル，ホグニを殺す

グズルーンに自分たちの問に生まれた息子たちの心臓を食べさせられる

グズルーンとホグニの息子に殺される

アトリ（英雄詩）（201）

○ ENTRY（5）

・≠II rek畑t 目覚める  AM90．2．VH rek畑t6rsve㎞i

 グズルーンが兄弟グンナル，ホグニの仇を討つためにホグニの息子フニブルンダ（Hninungr）に寝入っ

ているアトリを刺させる．そのときアトリが「目覚める」．この後クズルFンとアトリとの間で物語の最

後へ向けての対話が始まる．韻律の影響がうかがえる．

・≠II  nチta  食べる GK－II42．8．VH
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 アトリがおかしな夢を見て，それについて語る中で「私が狼の死体を「食べ」なければならなかった」

と述べている．後にグズルーンに復讐される際に自分自身の息子を食べることを暗示しているのであろう

か、韻律の影響がうかがえる．

 ・≠I  me1ta  消化する  AK38．5．VH

 グズルーンがアトリに復讐する手始めに自分とアトリとの間の息子を殺し，その心臓をアトリに食べさ

せた後に，グズルーンが「お前が死肉を「消化する」」と述べている．韻律の影響がうかがえる．

 ・≠n  hrinkja 奪う  GK－35．5．VH／GK－35．7．VH

 グズルーンがアトリに対して「あなたは私から鎧を着た兄弟を「奪い」，すべての親族を「奪った」」と

述べている．強大な王としてのアトリの存在を示し，これから始まる復讐を暗示しているのであろうか．

韻律の影響がうかがえる

 ・弁II  greipa 行う  AM86，11．VH

 兄弟を殺されたことを非難しているグズルーンが『お前はひどいことを「行った」」と述べている．アト

リがホグニを殺したことを意味しており重要である．韻律の影響がうかがえる

 ○MEANING（6）

 ・≠III  尊夫である  he晦st6rum  AM97，4．VH

 アトリとグズルーンが罵り合う中でグズルーンが「私もおとなしくなかったけれど，あなたはもっと

r尊大であった」」と述べている、王としてのアトリにはふさわしい．韻律の影響がうかがえる・

 ・≠III  警戒する  vama viδe－m  AK42．4．VH

 グズルーンが復讐のために自分との間の子を殺し，その心臓を食べさせたことを知ったアトリは酔っぱ

らい，グズルーンを「警戒し」なかった．その結果アトリはグズルーンに殺されてしまう．韻律の影響が

うかがえる．

 ・利用する  ＊  nj6ta  AM56．4．VH

 アトリがグズルーンを「利用する」ことが出来る、
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・無理矢理させられる  ＊  beiδa  AM92．5．VH

 アトリがホグニの息子フニヴルンダに刺されて死ぬ間際にグズルーンに語る中で「私はお前に求婚する

ために「無理矢理戻ってこさされた」のだ」と述べる．こういう不幸な結果に終わる結婚を後悔しての発

言であろうか．韻律の影響がうかがえる．

・成功する  ＊  Vima AM72．9，VH

 グズルーンが「アトリがグズルーンの兄たちを殺したことを良いことだと納得させるのには「成功」し

なかっただろう」と述べている．

・殺したと宣言する  ＊ 1タsa vfg   AM69．2．VH

 「戦いを明らかにする」、アトリがグズルーンにグンナル，ホグニを殺したことを伝えた後にそれに対し

てグズルーンが「喜んでいるね，「殺したと宣言して」」一 ﾆ述べている．

● ENTRY＋MEANING（30））

・≠IV eiga  完了  AK31．2．VH

 グンナルがアトリに殺される前にアトリに向かって「かつて誓った誓いがこのようになった」と述べて

いる．この中で誓うことに関してeigaを完了の助動詞として用いている．ふつうは一般の動詞として用

いられるeigaを助動詞的に用いる用法は特殊である・

・≠1V bera   b e   SKS33．7．VH

 ブリュンヒルドがグンナルに向かって自分の兄であるアトリが一番強いと述べている中で用いられてい

る 英雄の強さを描写する際に用いられているため特徴的な用法である．

・≠IV  v創da  決める  AM60，9．VH

 とらわれの身となったホグニがアトリに向かって『自分で「決めろ」（好きにしろ）」と言っている。同

じ英雄のカテゴリーに入るホグニを自由に処分できることを意味する表現であり，英雄としてのアトリの

力を表している．

・＃IV  teIja  支払う SKS37．12．VH
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 「ブリュンヒルドの兄であるアトリが彼女が結婚しなければ父から相続した財産などを「支払わない」

と言っている」とブリュンヒルドが言う、英雄社会における財産相続について述べている。

．≠I。、。、f・、引き起こす・Mら．・．・・

 アトリがアトリ自身とグズルーンとの間の子エルプ（Erpr），エイティル（Eiti11）の死を「引き起こした」

とグズルーンは考え÷いる、グズルーンによる復讐劇のなかでは重要な事件について言及している．

 ・stiga  殺す  AM68．2．VH  stiga um e－t

 アトリがグンナル，ホグニを「殺す」．英雄であるアトリがグンナル，ホグニという英雄を2人も「殺す」

ことに用いられている表現であり，英雄特有のものと言えるかも知れない．韻律の影響がうかがえる．

 ・sofa  死ぬ  SKS60，6．VH  sofa1f丘

 ブリュンヒルドが死ぬ際に未来のことを語る．その中で「アトリが「死ぬ」」と述べている．韻律の影響

が見られる．

 ・reifa  喜ばせる  AM13，6．VH

 グンナル，ホグニがアトリの招待を受けて出ていく時に，ホグニが「アトリがグンナル，ホグニを黄金で

「喜ばせる」」と述べている．

 ・1eifa  残す  AM83．6．VH

 グズルーンがグンナル，ホグニを殺された復讐にアトリとの間に生まれた子どもたちを殺し，その頭蓋

骨で杯をつくり，その心臓をアトリに食べさせた後にアトリに向かって次のように言う．「あなたは（息

子の心臓を）「残さず」食べた」．

 ・b㏄ta  殺す  AM72．8．VH  b①ta b㎜a e－s

 グズルーンが兄たちを殺したアトリに対して「グンナル，ホグニを「殺した」」と述べている．韻律の影

響が見られる．

 ・vi1ja  受け取る  0D22．2，VH  viIjae－tate－m

 アトリは妹オッドルーンに対するグンナルからの結納金を決して「受け取らない」．英雄的な特徴を表

しているとは思われない．
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．vera  喜ぶ  AM69．1．VH  vera fegim

 グンナル，ホグニを殺されたグズルーンがアトリに対して「彼らを殺したと宣言して「喜んでいる」」と

述べている・feginnに韻律の影響が見られる・

・Sj益 調べる AM70．2．VH  sj益e－t ti1

アトリが両者（アトリ，グズルーン）に都合のいい案を「調べる」。韻律の影響がうかがえる、

・1銚a  落ち着いている AM101．7．VH 1銚a ky誠um e－m

 グズルーンがアトリをののしる中で「いつも訴訟に屈して，「落ち着いていた」」と述べている．英雄に

とって訴訟で負けることは屈辱であるにも関わらず『落ち着いていた」と言われることはかなりの侮辱で

あると思われるが，アトリを特徴づける表現とまでは言えない．

．1批a  向ける AK34．1．VH

グンナル，ホグニを殺したアトリが自分の国へ馬を「向ける」、

・ha1da  耐える  AM101．6．VH

グズルーンがアトリをののしる中で「いつも訴訟に屈して，「耐えなかった」」と述べている．

＊tyggVa 噛む

＊Striδa 悲しむ

＊S1fta  切り取る

＊nefna 言う

＊㎞la  呼び寄せる

＊eggja 扇動する

＊beita 害を加える

＊tina  数え上げる

＊spyrja 間き知る

＊鵬kja 訴える

＊1ft舶t 見回す

＊gる   注意深い

＊bregδa 言う

＊b亡a  留まる

ヴォルンド（Vg1undr）74例

 ・ フィン（Finn）族の王スラグフィズル（Sla魂δr）の息子

 ・王や兄がヴァリュキュリャの妻たちを探して留守の関谷に残っていた

 ． スウェーデン王二一スズに捕まる

 ・足の腱を切られて，二一スズ王たちのために宝物を作らされる

 ・二一スズ王の息子を殺し，娘ボズヴィルド（Bgδvildr〕をだまして二一スズ王に復讐する
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ヴォルンド（英雄詩）（74）

 ● ENTRY（0）

 ● M1EANING（5）

  ・≠III 鍛える  herδa  VKV18．5．VH

 フィン族の王子であるブォルンドが正二一スズに捕らわれ，足の腱を切られ王たちのために細工ものを

作らされる，それに対してヴォルンドが「二一スズ王の腰にあるフ］は私が研いで「鍛えた」もの」と嘆い

ている．ヴォルンドの特殊な能力を表している．韻律の影響がうかがえる．

  ・≠III  回復する  verδa6e－m  VKV29．2．VH

 二一スズ王の思子を殺し娘ボズヴィルドをたぶらかした後，ヴォルンドが「二一スズ王に切られた腱が

「回復」した」と述べている．復讐が完了したことを意味しているのだろうか．韻律の影響がうかがえる、

  ・弁III 研ぐ  ＊  hvessa VKV18．3．VH

 上で述べたのと同じ場面でr私ヴォルンドがr研いで」鍛えた」と述べられている．刀鍛冶としての

ヴォルンドの能力を表している．韻律の影響がうかがえる．

  ・≠III  はめ込む  ＊  s1る  VKV5．3．VH

 妻が去った後一人ウールヴダール（Ulfda1r）に残ったヴォルンドは黄金を「はめ込んで」いた。刀鍛冶

としてのヴォルンドには当然の表現である．

 ・≠III  なおす  ＊  b㏄ta  VKV27．1．VH

 二一スズ王の娘ボズヴィルドが腕輪が割れたのでヴォルンドのところにやってくる．それに対して「私

が割れ目を「なおし」ましょう」と言う．刀鍛冶としてのヴォルンドには当然の表現である。韻律の影響

がうかがえる．

 ● ENTRY＋MEANING（12）

 ・≠IV  sI6  つくる  VKV25．7．VH

 復讐のためにヴォルンドがボズヴィルドに首飾りを「っくり」，彼女をだます、韻律の影響がうかがえる．



第6章 英雄を主語とする動詞の個別分析 153

  ．≠IV  he句舶t  飛び上がる  VKV29．6．VH／VKV38．2．VH

 どちらの場合もheOast at loptiで用いられている．

 復讐を成し遂げた後の満足感から来る笑いとともに「飛び上がる」、韻律の影響がうかがえるが，作品

においては復讐達成を明らかに示す重要な場面で用いられている．

 ・1eggja  埋める  VKV24．4．VH

 ヴォルンドが復讐のために二一ズメの息子たちを殺した際にその足を「埋めた」．undir fen的trs（炉

の近くにある熱したものを冷ます場所の下）という副詞句との組み合わせでこの意味になるため，それほ

ど特徴的とは言えない．

 ganga  用意する  VKV9．1．VH

 ヴォルンドが肉を焼く「用意をする」．特徴的な表現とは言えない．

  ＊spema 縛る ＊snfδa 切り落とす

  ＊s1壬   振る ＊sko11a 漂う

  ＊se1ja  送る ＊1ykja 繋ぐ

  ＊1iδa  歩く ＊biδa 得る

オッドルーン（0ddr血n）59例

 ○ アトリとブリュンヒルドの妹

 ○ グンナルに恋をする

 ・ 出産で困っているところに来て，グンナルについての話を語る

オッドルーン（英雄詩）（59）

 ・ ENTRY（O）

 ● MEANING（1）

 ・ひざまづく  gangafyrkn6  0D7，3．VH

 出産で苦しんでいるボルグニュの元に来たオッドルーンがBorgnチの膝に「ひざまづく」、

 ○ENTRY＋MEANING（5）

 ・svipta 降りる  OD3，7．VH
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 初めの部分でオッドルーンがボルグニュの出産を助けにきて，その館に入って鞍から「降りる」．韻律

の影響がうかがえる、

  ・hniga  助ける  OD10．1，VH  hnfgae－mti1hjる1par

 オッドルーンがボルグニュが助けるに値しないと思っていたので「助ける」つもりはなかったと述べて

いる．韻律の影響がうかがえる．

  ・ha1da  拒む  OD22．7，VH  ha1da vi6e－m

 グンナルとオッドルーンが愛に抵抗できず，オッドルーンはグンナルを「拒まなかった」．韻律の影響

がうかがえる．

  ＊枇a 見る ＊gefa 結婚させる

スヴァーヴァ（Svざva）48例

 ・ エイリミ（Ey1imi）王の娘

 ● ヴァルキュリャ

 ●ヘルギHと結婚する

 ・ヘルギHの死後，ヘルギHの復讐をしたヘルギHの異母弟のヘジンと結婚する

スヴァーヴァ（英雄詩）（48）

 ・ ENTRY（0）

 ・ MEANING（2）

 ・冷静である  dei1a hug  HHV40，2．VH

 ヘルギHが死に際にスヴァーヴァに対して「幸せであれ，「冷静であれ」」と述べている．

 ・被る  1eita  HHV38．4．VH

 ヘルギHの変事を聞いたスヴァーヴァが「私はひどい痛みを「被った』」と述べている．

 ・ENTRY＋MEANING（6）

 ・井IV  visa  送る  HHVE．PH  vfsae－me－tti1
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 スヴァーヴァが親の仇を討つというヘルギ豆に刀を「送った」．復讐は英雄にとって非常に重要なこと

であり，それに関して用いられているため特徴的な表現と言えるかも知れない．

・≠IV  festa  守る HHV26．7．VH

女巨人フリームケルズ（Hrimgerar）が『スヴァーヴァがヘルギHたちの船を「守った」」と述べている。

ヴァルキュリャとしてのスヴァーヴァの特徴を表現しているものと思われる、韻律の影響がうかがえる、

・1eiδa  与える HHV41．8．VH

 死ぬ間際のヘルギHがスヴァーヴァに「ヘジン（腹違いの弟）に愛を「与えて」くれ」と述べている．

  ＊sk硫a 見張る  ＊bera 優れている

  ＊b也a  出発する

ギュルヴィ王191例

 ○ スウェーデン王

 ．知識豊かな，賢者とされる

 ○ ガングレリと名乗り，神々のもとアースガルス（Asgarδr）へ世界の知識を尋ねに行く

ギュルヴィ王（rギュルヴィの惑わし」）（188）

・ENTRY（0）

○ MEANING（3）

・≠III  変装する  ＊ bregδa壬sik liki e＿s／  ＊ dylj鴉t  GYLFG2．6／2－6．P

 ギュルヴィ王が知識を求めてアースガルズヘ向かう時に老人の姿に「変装」して向カる．しかし神々は

それを見破った上でギュルヴィ王の相手をする．その後ギュルヴィ王はガングレリと名乗りいろいろと知

識を聞き出していく．人間界の王であるギュルヴィ王が神々と会うためには『変装する」ことが必要で

あったのであろうか．

・≠III  上を見る  ＊ sj差y趾   GYLFG2．10．P

 ギュルヴィ王が神々の館に入ったときその館が非常に高かったので彼はほとんど「上を見る」ことが出

来なかった．神々のカの象徴として館の高さを強調しているものと思われる。



第6章 英雄を主語とする動詞の個別分析 156

  ・ついて行く  ＊  gaIlgaeptir  GYLFG2．24．P

 ギュルヴィ王が館の入り口で出会った人（アース神）に「ついて行く」．

 ・ENTRY＋MEANING（3）

  ・弁IV  marka  理解する  GYLFG22．7，P

 ギュルヴィ王に対してハールがバルドルの美しさについていろいろと比喩的な表現をあげたあとで，rこ

れらからバルドルの美しさを「理解」できるだろう」と述べている、バルドルの美しさはバルドルの本質

的な特徴であり，それを説明する中で用いられている表現であるため何らかの意図があるのかもしれない、

  ＊sj主t 見回す ＊byrja 出発する

ギュルヴィ王（『ユングリンガ・サガ」）（3）

 ． ENTRY（0）

 ・MEANING（O）

 ・ ENTRY＋MEANING（0）

インキャルド（h自ddr）74例

 ● ウプサラ王．（スウェーデン諸王の中で一番）

 ・ フラウトーオヌンド（Braut一◎nundr）王の息子

インキャルド（「ユングリンガ・サガ」）（74）

 ● ENTRY（O）

 ・ MEANING（2）

 ・≠III  焼き殺す  ＊  bremainni  YS39．5．P

 インキャルドが宴会を開いているグランマル，ヒョルヴァルズ（Higrv弧δr）を「焼き殺した」二勢力争い

をしている王としては当然の行為であろう．

・さらす  ＊  Steδja YS38．ユ4．P
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 インキャルドがグランマルと戦闘しているとき，味方が逃げ出したために「ものすごい危機に「さらさ

れた」」．

 ●ENTRY＋MEANING（9）

 ・vera  大きくなる  YS34．23．P  veraroshm

 インキャルドが「大きくなった」時，インキャルドの父親のオヌンド（◎nundr）がカウトヒルド（Gauthi1dr）

にインキャルドと結婚してくれと頼んだ．

 ・ steδja  いる   YS40．5．P

 インキャルド？死についての章において「彼がレニンギ（R配ningi）に「いる」時，イーヴァル（工varr）

の軍隊が近づいていることを聞いた」とある．Setδjaは「置く」という意味で他にも用いられており，こ

こでも受け身で用いられているため『置かれている」とも理解できる，

 ・ 1eg自能t  逃げる  YS40．8．P   Ieg自的t6n6tta

 イーヴァルの軍隊が近づいているのがわかった時，インキャルドはそれに対抗する力がなかったので，

明らかに「逃げ」ないといけなし’と考えた・難にはふさわしくない表現であ干・

 ・hve㎡a  出て来る  YS41．6，P  hve㎡a6re－m

 インキャルドの後，ウプサラ（Uppsa1a）の王国はユングリングー族から「出て来ている」．王家の血筋

が変わる場面ではあるが，それほど特徴的な表現とは思われない．

  ＊§kipa 配置する  ＊fara 終わらせる

  ＊erfa 葬式を行う ＊auka 大きくする

  ＊減1a  企む

エギル（Egi11）48例

 エギルという名の英雄はもう一人登場するが，ここではスウェーデン王のエギルだけを扱う．

 ・ スウェーデン王

 ○ アウン（Aun）王の息子
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エギル（「ユングリンガ・サガ」）（48）

 ・ ENTRY（1）

  ・≠II  h1eypa  追いかける  YS26．45．P  hieypaeptir

 エギルが狩りに出かけたとき一頭の動物を見つけ家来から離れて森の中へそれを「追いかけて」行った．

結局王はその動物（牛）に殺されてしまう．  この直前に「追いかける」の意味でe1土aを用いているの

で異なる動詞を用いた可能性もあるが，王の死に結びつく表現であるので重要であると思われる．．

 ・ MEANING（3）

  ・≠III 転じる  ＊  sn‘酎tiIe－s YS26，17．P

 トゥンニ（Tunni）が襲ってきたのを知ったエギルは反撃に「転じた」．しかし敗れてしまう、反撃する

ことは英雄・王としては当然の行為である．

  ・≠III  乗り入れる  ＊  riδa  YS26．44．P

 エギルが狩りのために森に「乗り入れた」．先にh1eypaのところで述べたように王の元へつながる表現

である．

 ・ 泊まる  ＊  takas6rn銚tst能  YS26．14．P

 父アウン（Aun）の側近であったトゥンニの乱を聞いたエギルはそれを抑えるために出かけた先で一晩

r泊まった」．そこをトゥンニに襲われる、

 ・ ENTRY＋MEANING（4）

 ・井IV  koma  投げる  YS26．47．P  koma←mるe－t

 エギルが森で牛を見つけて槍を「投げる」が外れて，逆に牛の角で刺し殺される．英雄・王としては当

然の行為である、

  ＊Setja 入れる   ＊riδa 近づく

  ＊e1ta 追いかける
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アウン（Aun）62例

 ● スウェーデン王

 ● ヨルンド（Jgrmdr）王の息子

Aun （「ユングリンガ1サガ」）（62）

 ・ ENTRY（0）

 ・MEANING（1）

 ・直面する  st㎜da  YS25．48．P

 アウンがウプサラで老衰に「直面した」．アウンの死に際してスノッリがショーズオールヴ（レi欄1fr）

の作品を引用している．

 ・ ENTRY＋MEANING（3）

  ＊hve㎡a 向ける      ＊h出a 持ち上げる

  ＊gefa  いけにえを捧げる

まとめ

 以上英雄を主語とする動詞についてENTRY，MEANING，ENTRY＋MEANING別に固有のものを

抜き出し，この章の冒頭でも述べた英雄的特徴や物語において重要在点との関わりなどについて分析を

行った．その結果，英雄についても特徴的な表現や重要な場面で用いられているキーワードとなるような

動詞が存在することが明らかになった．それらの中で特に重要と思われるものについて以下にまとめて

みる．

 シグルズは英雄として勇気ある行動を取り，オージンの一番のお気に入りとしてオージン白身との関わ

りや特殊な能力（魔術的）を身にっけていることが，固有の動詞から見て取れる．

 ●仇討ちの途中で英雄の庇護者であるオージンの変装したフニカルを乗せるために船を「寄せる

   （vikja）」（I）

 ・ ブリュンヒルドから教えられたルーンを正しくr理解する（knega〉」（IV）

 また物語において非常に重要なブリュンヒルド，グンナル，レギン，ファーヴニとの関わりやにおいても

固有の動詞が用いられている．
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． ファーヴニの心臓が焼けたかどうか「調べる（skynja）」（II），その結果「火傷をして」（brema）鳥

 の話していることがわかるようになり，レギンの企みを知る

● ブリュンヒルドがシグルズに与える助言の中で邪悪な魔女のもとへは「立ち寄る（giSta）」（I）など

 述べられている

．オージンに眠らされたブリュンヒルドの眠りを「恐れる（hr㏄δ砥t）」（II）ことなく破る

・ブリュンヒルドからルーンの知識を教わった後でr逃げ（n㏄ja）」（II）ないと述べている

・ グズルーンがすでに死んでいるシグルズに「馬具をつけ（beita）」（III）走ってきてと頼んでいる

●ブリ’ユンヒルドを求めてグンナルと「一緒に旅をする（rfδa←m i Simi）」（m）

● グンナル，ホグニよりr優れている（vera uf e－m）」（IV）

○ 眠りから覚めたブリュンヒルドの鎧をr外す（ta㎞e－t af e－m）」（W）

・ ブリュンヒルドをグンナルに『渡す（fe1a）」（IV）

・ ファーヴニを「殺す（benja）」（II）

その他にも財宝との関わりを表す場合にも固有の動詞が用いられている．

●

●

ファーヴニを殺した後で財宝を馬グラニにr乗せる（k1y巧ae－t meδe－m）」（II）

レギンを殺せば黄金を「独り占め（Vera einVa1di e－t）」（III）できる

ヘルギSに固有の動詞も英雄としての当然の働き，戦闘における動作を描き出している．

・ヘルギSがフンディング王を「偵察する（nj6sna til e－s）」（II）

・ヘルギSが戦いを「遅らせる（dvala）」（II）ことはない

・ヘルギSが兵士を「上陸させる（£cera牛tat1andi）」（III）

○生まれたばかりのヘルギSが目をr鋭くする（hvessa）」（III）

○ヘルギSが黄金の旗印を『上げる（1銚a）」（IV）

・ヘルギSが軍隊を「集める（biδja）」（IV）

ヘルギHに固有の動詞は戦士というよりは，運命を操る何か特殊な能力と関わっている．

・ヘルギHがA1仕と戦って死ぬr予感がする（gruna um生t）」（III）

○ヘルギHが巨人の娘フリームケルズのr死期を決める（1j6sta e－t he1stgfum）」（III）
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 グンナルに固有の動詞も戦士としてのグンナル，シグルズに誓いをたてたグンナル，シグルズを夏切っ

てしまうグンナルなどを描き出しており，グンナルの作品における立場を明確に表していると言える．

 ・ ブリュンヒルドがグンナルに対して，これまで「戦って（fu11vega）」（II）来たと述べる

 ・ グンナルはかつてはシグルズに対してr誓った（halda eiあm vi紅t）」（W）

 ． ブリュンヒルドにシグルズを殺すように頼まれたグンナルがホグニを「内密の話に呼ぶ（heita s6r

   e－matrinOm）」（III）

 また囚われた後の場面での琴との関係は，グンナルの英雄以外の側面を特徴づけているものなのかもし

れない．

 ・ アトリとの戦いで敗れ，囚われたグンナルがグズルーンが差し入れた琴を「演奏する（hr㏄ra）」，

   「かき鳴らす（SVei自a）」（III）

ホグニに固有の動詞は英雄として当然の行為を表している．

・ アトリとの戦いでホグニは「戦う（Verj鵬t）」（II）必要があった

 グズルーンは女性でありながら当時の英雄にとっては当然であった復讐を成し遂げる．それも自らの子

供を殺すという非常に衝撃的なことによって．固有の動詞からもその復讐について読み取れる．

 ・ グズルーンがアトリと自分との間の息子（アトリの一族）を「殺す（Sn枇a，1苅a e－m e11i）」（II），

   頭を「切り落とす（hnafae－tafe－m）」（II）

 ○ 寝床にいるアトリに刃先を向けて「悪意を抱く（grチma）」（I）

 ．兄弟を殺されたことへの復讐を隠しているグズルーンが「欺哺に満ちている（1ei㎞モveim skigldom）」

   （III）

 ．実の一島、子を殺してまで成し遂げた復讐の話をする際に，ノルンの囲い（運命）を「押しのけたかっ

   た（hrinda）」（III）と述べている

 ・アトリに兄グンナル，ホグニのr復讐をする（I批a e－t gig1d e－s）」（IV）

 ○ 復讐の鬼になることを自分が「悪くなる（g㏄δa至）」（IV）と述べている

 復讐としては別のものになるが，
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 ○ ヨーナクル王との間に生まれた息子たちをシグルズとの問に生まれた娘スヴァンヒルドの復讐に駆

   り立てる場面で殺されたスヴァンヒルドを「一番愛して（fu11hyggja）」（I）いたと述べる

 グズルーンのシグルズヘの愛情に関するものもいくつかあげられるが，以下のように非常に気丈な態度

を示して，その精神的強さを表していると思われるものもある．

 ○ シグルズの死をr嘆く（kveina）」（II）ごとやr泣く（hj舳a）」（II）ことはしない

 またヴァルキュリャとしての特殊な能力をうかがわせる表現もある．

 ○ グズルーンが不吉な夢を見たアトリに対して，例え嫌っていても「世話をして（1趾na）」（II），「治

   す（1強㎞a）」（I）と述べる

 いくつか交戦士としての描写もある．

 ○兄グンナル，ホグニと一緒に戦うために上着を『脱いで（hrj6δast6r e－m）」（II）戦う

 ・ 兄たちを守るためにアトリの戦士を「殺す（hafa e一“helio）」（IV）

 ブリュンヒルドに固有の動詞はシグルズ，グンナル，グズルーンらの登場する物語での転機となる動作

を描写している．

 ● グンナルをそそのかし，シグルズを殺させた後で自分の身を刀でr引き裂く（miδ1a）」ヒII）

 ● グンナルと「結婚する（gefast）」（II）

 ○ グンナルがブリュンヒルドにrヴァルキュリャになれ（geta hi刮m）」（III）と命じる

 またオージンのヴァルキュリャとしてのブリュンヒルドを描いているものもある．

 ・オージンが自分の意に反して別の英雄に勝利を与えたブリュンヒルドに眠りの刺を刺す際に，今後

   勝利を「与える（vega）」（IV）ことはないと述べている

 シグルーンを主語とする固有の動詞ではヴァルキュリャとしての能力を描き出している．

 ・ 死んだ人を「魔法で呼び戻す（kj6sa）」（In）
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 アトリを主語とする固有の動詞は，グンナル，ホグニを殺したことへの復讐として自分の妻に，その妻

との間の子さえ殺され，その肉を食べさせられると言う非常に残酷な場面で用いられている．これらの動

詞を用いることによって復讐の残酷さを強調していたのかもしれない．

・ グズルーンが殺した自分の息子の死肉を「消化する（melta）」（I）

． アトリが夢の中で狼の死体を「食べる（nチta」（II），息子たちの肉を食べることを暗示

物語全体では主に質問ばかりして，特に際立った活動をしていないギュルヴィ王であるが，神々の知識

を仕入れるために先ず「変装」することが固有の動詞で表現されていることは注目に値する．

・ ギュルヴィ王がアースガルズヘ向かう際にr変装する（bregδa益sik1舳単一s，dy巧嚇）」（III）

エギルを主語とする固有の動詞では，結果的に王エギルの死に結びついている表現がみられる．

．王エギルが狩りに出かけた時に，一頭の動物を見つけ「追いかける（h1eypa eptir）」（I工）．結局王は

 その動物に殺される

 以上見てきたように動詞データベースからそれぞれの英雄を主語とする固有の動詞を抜き出し，それぞ

れの主語の特徴や物語との関わり方について調べた．英雄とされるものは当時の最も上流階級である王や

貴族たちであり，彼らにとってはこの章の冒頭でも述べたように親族のつながり，勇気，名春，運命が大

きな意味を持っている．それらに注目しながら英雄に固有の動詞を分析した結果，英雄にとって重要とさ

れる要素と関わりの深い戦闘，勇気，遠征，復讐，誓い，夏切り、婚姻について描写している例が英雄に固

有の動詞に多く見られた．その他にも‘般的な英雄のイメージとは少し離れるが楽器との関わりを示す例

もあった．また女性英雄に対しではこれらに加えて魔法（神々のしもぺとしてのヴァルキュリャ的），精

神的強さとの関わりを示す動詞があった．

 このように他の存在を主語には取らない特定の英雄だけを主語として取る固有の動詞から英雄らしい表

現が読み取れることは，動詞データベースから固有の動詞を抜き出してその主語の姿を探って行くという

方法が神々ほど特殊な能力を持たない英雄についても有効であることを示している．もちろん全ての固有

の動詞が先に述べた要素と関わっているわけではないため，固有の動詞余金でその主語の特徴を描写して

いるとは言えないが，それらの固有の動詞が固有（他の存在を主語として取らない）であるが故に作晶中

でその主語を特徴づけるキーワードとして働いている可能性は否定しきれない、
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 またシグルズがレギンの企みを見抜く場面やエギルが動物を「追いかける」など作品においてその英雄

にとっての転機を表している例もあり，固有の動詞が重要な働きをしていることをさらに裏付けている．

なかでもシグルズ，ヘルギS，グンナル，グズルーン，ブリュンヒルド，アトリにおいては分析対象とな

る固有の動詞も多いため，先に述べた要素との結びつきがより明確に認められた．

 なお韻律の影響については第8章で述べる．
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第7章 その他，作品において重要な役割を果たす

存在（巨人，怪物など）を主語とする動詞

の分析

 神々や英雄ではないが作品において重要な役割を果たしている特殊な存在について分析を加えた．

巫女（vg1va）60例

 ・オージンに対して世界の始まりから滅亡までや未来，運命について語る

巫女（神話詩）（54）

 ● ENTRY（1）

 ・≠I  snj6a  つもる  BDR5．5．VG

 バルドルの運命について聞きに来たオージンに対して巫女が「雪に「つもられ」，雨にうたれ，露に濡れ

ている私に困難なことをもたらすのは誰か」と尋ねている．巫女と自然現象との関りを強調している可能

性がある．韻律の影響がうかがえる．

 ○MEANING（O）

 ● ENTRY＋MlEANING（1）

  ＊drifa 濡らす

巫女（rギュルヴィの惑わし」）（6）

 ・ ENTRY（0）

 ・MEANING（0）

 ・ENTRY＋MEANING（1）

 ・vera  出ているGYLFG5．23．V  verafr6e－m
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 いろいろな種族の出自を述べている中で「すべての巫女はヴィスオールヴル（Via61fr）から咄ている」」

と述べられている．

スキールニル（Skimir）85例

 ・ フレイのしもべ

 ○SKMにおいてフレイの使いでケルズのもとへ行き，フレイとの結婚を迫る．この使いへの報酬と

   してフレイの刀を手に入れる

スキールニル（神話詩）（64）

 ● ENTRY（2）

 ・≠II  fyrirbj㈹a  禁じる  SKM34．5．VG

 ・≠II  fyrirbanna  妨げる  SKM34．6．VG

 フレイの使者としてケルズのところへ出向いたスキールニルがなかなか承諾しないケルズに対して次の

ように言って脅す：「聞け，巨人よ，霜の巨人よ，スッドゥングの息子よ，アース神よ．私がこの娘（ケル

ズ）に男の歓びをr禁じる」のを，r妨げる」のを」．神フレイの代理として強い力を持っていることをう

かがわせる．韻律の支配がうかがわれる．

 ○ MEANING（1）

 ・＃III  覚悟する  e－m er e－s6n at e－m  SKM2．2．VG

 落ち込んでいるフレイを心配したスカジ（ニヨルズの妻）がフレイの召使いのスキールニルに対してど

うしたのか聞いてくるように頼んだのに対して，「もし私がそのようなことを尋ねた牟．ら，あなた方の息

子（フレイ）が私を叱るであろうことを「覚悟しています」」と述べる．召使いとしての立場を明らかに示

している表現である．

 ● ENTRY＋MEANING（7）

 ・≠IV  verpa  外す  SKM40．2．VG  verpa e－m af，e－t

 ケルズを口説くために出かけていたスキールニルが戻ってきたとき，フレイが「馬から鞍を『外す」前

に話してくれ」と頼んでいる．ケルズを思うフレイの焦る気持ちという作品において重要な要素を強調す

る場面で用いられている．
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  ＊temja 従わせる ＊Stfga 降りる

  ＊Stiga 踏み出す ＊riSta 削る

  ＊beiδa 話す   ＊鉦na 成し遂げる

スキールニル（「ギュルヴィの惑わし」）（21）

 ○ ENTRY（0）

 ・ MEANING（0）

 ・ ENTRY＋MEANING（2）

  ＊h証a 連れて来る ＊beiδa 話しかける

ロッドファーヴニ（Lodd脆fnir）164例

 ●HAVの後半部分で語りかけられる存在として登場する

 ●具体的にどういう存在がは不明

ロッドファーヴニ （神話詩）（164）

 ・ ENTRY（1）

 ・ 半II   hrekja   追し’払う   HAV135．6．VG

 オージンがロッドファーヴニに忠告する部分で「客をあざ笑うな，「追い払う」な，親切にしろ」と述べ

られてレ、る．

 ・MEANING（3）

 ・半III 得をする  ＊  nj6ta

   HAV112．3／113．3／115，3／116．3／117．3／119．3／120．3／121．3／122．3／125．3／126．3／127，3／

   128．3／129．3／130．3／131，3／132，3／134．3／135．3／137．3．VG

オージンがロッドファーヴニに対して「助言を受け入れたなら，「得をする」だろう」と言っている．

 ・仲違いする  vera af且aus1itom  HAV121．6．VG

助言の仲で「友とは決して「仲たがいするな」」と述べられている．
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・親切にする  geta  亘AV135・7・VG

助言の仲で「客をあざ笑うな，追い払うな，「親切にしろ」」と述べられている．

 ・ ENTRY＋MEANING（8）

 ・geyja  あざ笑う  HAV135．5．VG

 ロッドファーヴニに対していろいろな教訓が述べられている中で一客を「あざ笑って」はいけない」と

されている．韻律の影響がうかがえる．

 ・geta  喜ぶ  HAV128．7．VG  geta at e－m

 ロッドファーヴニに対する教訓の中で「邪悪なことを喜ぶのではなく，良いことを「喜ぶ」ようにしろ」

と述べられている．韻律の影響がうかがえる．

・f主t  食べる HAV116．7．VG

 巨ツドファーヴニに対する教訓の中で「朝食を「食へる」」とされている．韻律の影響がうかがえる．

  ＊Sema 言い争う ＊nema 受ける

  ＊1fta  見上げる ＊kunna 気づく

  ＊g6  心配する

レギン（RegiIm）66例

 ● 徐儒

 ● シグルズを育て，グラムと言う刀を与える

 ． シグルズをそそのかし遺産争いをしている自分の兄ファーヴニを殺させる

レギン（英雄詩）（66）

 ・ ENTRY（1）

  ・≠II  e1ska  愛する  RM A．PH

 RMの冒頭の散文部分でレキンがシグルズを養育し「愛した」と述べられている。「愛する」は他の場

合ではunna，frj益が用いられており，このe1skaは特別な意味合いをもっていると思われる、

 ・ MEANING（1）
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 ・≠III  裏切る  ＊  r筋a  FM22．1／22．2／37．5．VH

 FM22．1．VH／22．2．VH

 レギンにそそのかされファーヴニを殺しに来たシグルズに対してファーヴニが「レギンは俺を「裏切

り」，お前もr裏切る」だろう」と述べている．2例とも韻律の影響がうかがえる・

 FM37．5．V1≡エ

 シグルズはファーヴニを殺した後ファーヴニの焼いた心臓にふれて鳥の話がわかるようになる、鳥の一

羽が「あそこにシグルズを「裏切った」レギンが横になっている」と話している．韻律の影響がうかが

える．

 自分自身のために兄ファーヴニを殺し，養育してきたシグルズをも殺そうと考えているレギンを特徴づ

ける表現である．

 ・ENTRY＋MEANING（2）

 ・≠IV   veita  育てる  RM A．PH  veita e－m f6str

 RMの冒頭の散文でレギンがシグルズを「育てた」とある．e1s㎞と同様にレギンとシグルズとの間の

特殊な関係を表しているのかもしれない．

  ＊frチja そそのかす

ハール（Hホ）93例

 ・ rギュルヴィの惑わし」でギュルヴィ王の質問に答える3人のうちで中心の神

 ・世界についての様々な知識を持つ

 ● オージンとも見なされている

ハール（「ギュルヴィの惑わし」）（93）

 ・ ENTRY（0）

 ●MEANING（0）

 ● ENTRY＋MEANING（3）

  ・ taka  使う   GYLFG34．60．P
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 ギュルヴィ王がフェンリル狼を神々がどのようにして縛ったかについての説明を聞いている中で，「例え

としてそれを「使った」ことはわかった，それではどのようにしてその鎖をつくったのか」と尋ねている．

  ＊Viraa 判断する ＊Va∋nta思う

ウードガルザ・ロキ（Utg㎜δa－Loki）95例

 ●魔法によってソールたちを窮した巨人

ウードガルザ・ロキ（rチュルヴィの惑わし」）（95）

 ・ ENTRY（2）

 ・≠II  spotta  馬鹿にする  GYLFG48．45．P

 ソールとウードガルザ・ロキとの物語を語った後，ハールがソールのミズガルズ蛇釣りの話をする中で

rウードガルザ・ロキがソールをr馬鹿にした」のと同じくらいソールがミズガルズ蛇をからかった」と述

べている．ウードガルザ・ロキの神をも上回る力を表す動詞であろうか．

 ・≠I  g1otta  にやにや笑う  GYLFG46，11．P

 ソールたちがウードガルザ・ロキの館にやってきたときにウードガルザ・ロキがrソールたちを見て歯

を出して「にやにや笑った」．この後始まるソールたちとの対戦に対する余裕を表しているのか．

 ・ MEANING（3）

 ・ 目を向ける  ＊  lftati1亭s  GYLFG46．11．P

 ソールたちが館にやってきた時にウードガルザ・ロキが彼らの方へ「目を向けた」．

 ・会いに行く  ＊  koma til fundarviδe－t  GYLFG47．19．P

 ソールたちとの競争が終わった後種明かしをする際にウードガルザ・ロキが「ソールの力を知っていた

のでめくらましをかけてからソールたちにr会いに行った」」と語っている．

 ・ありそうだと言う  ＊  ㎞lameirivgnat  GYLFG46．き3．P

 ウードガルザ・ロキがシャルヴィが走るのが早いことは「ありそうだ言った」．

 ● ENTRY＋MEANING（8）



第7章 その他，作品において重要な役割を果たす存在（巨人，怪物など）を主語とする動詞の分析171

 ・≠IV  fara  操る  GYLFG48．2．P  f肛ame碇一m

 ソールたちとウードガルザ・ロキとの話を聞いたGy1畳が「ウードガルザ・ロキは非常に良く魔法を「操

る」」と述べている、魔法というウードガルザ・ロキの特殊な能力について用いられており，faraの一般

的な移動に関わる表現とは大きく異なっているため，この表現は特徴的と言える．

 ・≠1V  setja  用意する  GY工一FG47．3．P

 ソールたちとの競争に魔法で勝ったウードガルザ・ロキがソールたちが帰る朝に彼らに食事を『用意す

る」．最後のもてなしとして何か意味があると考えられる、

 ・ ≠IV   gera  かける   GYLFG47．18．P

 ソールたちが城を出た後魔法によって惑わしていたことを白状する中で，『私はお前たちに目くらまし

を「かけた」」と述べている．ウードガルザ・ロキの魔力と関係がある．

 ・井IV  end棚セ  死ぬ  GYLFG47．24，P  e－m end舶t ti1bana

 ソールとの競争を魔法を使ったことを白状した後にウードガルザ・ロキが実際はどんなであったかを説

明する中で「最初の一撃が当たったら「死ぬ」かと思った」と述べている．ソールのカを強調している．

 ・fy1gja 送り出す  GYLFG47．5．P  坊1自ae－m｛t

 ソールたちが帰るときにウードガルザ・ロキが彼らをr送り出す」．

 ・f益  連れて来る  GYLFG46．32．P  f差ti1

 ウードガルザ・ロキとの競争においてシャルヴィが「彼が「連れて来る」誰とでも競争する」と述べて

いる．

  ＊tria 思う ＊bregaa 動かす

フェンリル狼（Femisd阯）85例

 ・ ロキの子供

 ・神々にとっての最大の脅威の一っ

 ● チュールの手を噛み切る

 ・世界の最後に縛られていた鎖をちぎって，神々に向かい，オージンを倒す
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フェンリル狼（神話詩）（15）

 ・ ENTRY（0）

 ・ MEANING（3）

 ・≠III 走り去る  ＊  rema  VSP44．4／49．4／58．4．VG

 3例とも

   Geyr（n並）G虹mr migk

   fyr Gnipahe11i，

   festr mun s1itna，

   en f士eki renna．

 の形で用いられている．

 世界の終わりであるラグナロクの際にそれまで縛られていたフェンリル狼の鎖が壊れフェンリル狼は

「走り去る」．その結果フェンリル狼はオージンと戦い，オージンの死の原因となる、オージンの死は芦界

の終わりを象徴する出来事の一つである．

 ・≠III  噛み切る  ＊  s1fta  LS A，PG

 LSの冒頭部分でいろいろと説明されている部分でチュールについて「フェンリル狼が縛られるときに

その片手を「噛み切った」ので片手である、」と述べてある．チュールの手を「噛み切る」ことは神話世界

では非常に有名な事件である．

 ・状態がいい  hafa vel  LS39．4．VG

 ロキがチュールを罵ったのに対してチュールがr俺は手をなくしたが，お前はフェンリル狼をなくした．

双方ともの不幸だ．フェンリル狼はラグナロクまで縛られたままで「状態が良くない」な、」と反論する．

 ・ ENTRY＋MEANING（0）

フェンリル狼（rギュルヴィの惑わし」）（70）

 ・ ENTRY（3）
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 ・≠II  leys㏄t  抜け出す  GYLFG34．31．P

 フェンリル狼の存在を危惧した神々がなんとかしてこれを縛り上げようとする

壊し，フェンリル狼は鎖からr抜け出した」．

その初めの鎖を簡単に

 ・≠II  grenja  吠える  GYLFG34．98，P

 チュールの片手と引換に縛り上げられたフェンリル狼が口に剣をつっかえぽうにされて恐ろしげにr吠

えている」．縛られていながらも恐ろしい存在であることを表現するために特にこの動詞を用いたのであ

ろうか．狼の特徴とされる遠吠えを表している．

 ・≠I  brj6t肥t  転げ回る  GYLFG34．88．P  brj6t嚇um

 フェンリル狼が最後に縛り上げられたときにその鎖を壊そうとして「転げ回った」．

と神々の鎖の強さを表している．

フェンリノレ狼のカ

 ・ MEANING（5）

 ・≠III  体を揺する  hrista  GYLFG34．41．P

 ・≠III  叩きつける  lj6sta  GYLFG34．41．P

 ・≠III  ピンと体を伸ばす  knチjast  GYLFG34．42．P

 2つめの鎖で縛り上げられた際にフェンリル狼が「体を揺すり」，鎖を地面に『叩きつけ」，「ピンと体を

伸ばす」と鎖は壊れてしまう．

 ・≠III  伸びをする  ＊  spyma  GYLFG34．87．P

 フェンリル狼が最後に縛り上げられたときに鎖を壊そうと「伸びをする」．すると鎖はますますきつく

なる．

 ・ ≠III  もがく   fまt um   GYLFG34．96．P

 縛り上げられた後神々はフェンリル狼を鎖と石で固定する．それに対してフェンリル狼が激しく「もが

き」それらを噛み切ろうとする．

 「体を揺する」，「叩きつける」，「ピンと体を伸ばす」，「伸びをする」，「もがく」の5つ全てフェンリル

狼にとって非常に重要な縛り上げられる場面での表現である・
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 ○ ENTRY＋MEANING（3）

  ・≠IV  gapa  大きく口を開ける  GYLFG34・95／51・35／51・37．P

 34．95

 ついに鎖で縛られたフェンリル狼が「大きく口を開けて」神々を噛もうとする．

 51．35／51．37

 最後のラグナロクにおいてフェンリル狼が「大きく口を開けて」進んでくる．「大きく口を開ける」の意

味はこのフェンリル狼の他にミズガルズ蛇や狼にも用いられており，神々にとっての脅威となる怪物を描

写する表現である．ここでもそれをフェンリル狼が怪物であることを強調するために用いられているもの

と思われる．

  ・verδa 行う  GYLFG34，39．P

 神々がフェンリル狼を縛るためにつくった2つめの鎖をフェンリル狼が試す場面でr危険に身を置くこ

とを「行う」と考えた」とある．

  ＊SIita 切る

スリュム（brymr）21例

 ○ 巨人

 ・ ソールのハンマーミョッルニルを盗む

スリュム（神話詩）（21）

 ・ ENTRY（O）

 ・MEANING（2）

 ・≠III  のぞき込む  ＊  1ita  TRK27．1．VG

 ・≠III  飛び退く  ＊  st¢kkva  TRK27．3．VG

 花嫁に化けたソールにキスをしようと「のぞき込んだ」スリュムがソールの恐ろしい目を見て「飛び退

いた」．この後ロキによる巧みな言い訳があり，またソールが化けていることをうかがわせる表現である．

 ・ ENTRY＋MEANING（1）
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 ・jafna  なでる  TRK6．6．VG

 ミョッルニルを盗まれたのがわかった後，ロキがそれを盗んだのがスリュムであることを確認するため

にスリュムのもとへ来た時に，ロキに応対するスリュムが馬のたてがみを「なでた」．

まとめ

 以上神々，英雄以外で重要な役割を果たす存在を主語とする固有の動詞について分析を行ったが，神々

や英雄の分析と同様に特徴的な動詞がいくつかあることがわかった．それらの中で特に重要なものについ

て以下にまとめてみる．

 巫女は様々な場面で運命について語る存在として登場する、巫女が普段とのような状態にあるのかはわ

からないが，自然の力との関わりが巫女の力になっているのかもしれない、

 ． バルドルの運命を尋ねに来たオージンに起こされた時に，雪に「つもられ。（snj6a）」（I）ていたと述

   べている

 スキールニルは神フレイの召し使いであり，その神の威光を笠に着ている表現と召し使いとしての立場

を表している表現が固有の動詞に見られる．

 ・ ケルズに男の歓びを「禁じる（fyr1rb」6δa）」（II），「妨げる（fynrbaIma）」（II）

 ● フレイがなぜ落ち込んでいるのかを尋ねて来るように言われた際に，フレイに叱られることを「覚

   倍する（宇m er e－s6n at e－m）」（III）と述べている

 レギンは傑儒として神々，巨人などと同じように特殊な能力を持つとされるが，固有の動詞としてはシ

グルズとの関わりにおいてまったく正反対の動詞が用いられている 邪悪な傑儒としてのレギンの存在を

際立たせているものと思われる．

 ● シグルズを「育て（veita e－m f6str）」（lV），『愛した（e1ska）」（II）と述べられている

 ● 兄ファーヴニ，自分の育てたシグルズをr裏切る（r鋼a）」（III）

 ソールたちを魔術で手玉に取ったウードガルザ・ロキに固有の動詞からはソールたちの関係や，魔術と

の関わりがうかがえる．

 ● 自分の館にやってきたソールたちを見て「にやにや笑った（g1otta）」（I）
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・ ソールを「馬鹿にした（spotta）」（II）

・ 非常によく魔法を「操る（f町a me碇一m）」（W）とギュルヴィ王が述べている

 神々にとって最大の敵のひとつであるフゴ。シリル狼に固有の動詞は，神々がフェンリル狼を縛る隊と，

神々に立ち向かう場面とに用いられており，これら固有の動詞が使われることによってフェンリル狼の物

語での役割がより鮮やかに描き出されているのではないだろうか．

．神々に最後に丈夫な鎖をかけられ縛り上げられた際に，その鎖を壊そうと「転げ回った（brj6tast

 um）」（I）

●神々が最初にかけた鎖から「抜け出す（1ey螂t）」（II）

○縛り上げられた状態でも「吠えている（grenja）」（II）

・ ラグナロクの際に鎖が壌れフェンリル狼がr走り去る（rema）」（III）

・鎖をかけられた時にチュールの片手をr噛み切る（S1ita）」（III）

． 2つめの鎖をかけられた際に「体を揺すり（hrista）」（III），「叩きつける（lj6sta）」（III），「ピンと

 体を伸ばし（㎞力船t）」（III），鎖を壌す

○最後の鎖をかけられた際にもr伸びをし（spyma）」（III），rもがく（f細um）」（III）

・鎖で縛られた状態で神々を噛もうとr大きく口を開ける（gapa）」（W）

● ラグナロクでr大きく口を開けて（gapa）」（IV）進んで来る

 神々を超える力を持つウードガルザ・ロキ，フェンリル狼と邪悪な徐儒レギンなどに対してもは，それ

ぞれにとって特徴的な意味を持ち，文脈において重要な働きをする固有の動詞もいくつか見られた．これ

ら特殊な能力を持つ存在に対しても動詞が果たしている役割の重要性が認識出来た．神々や英雄を主語と

する動詞の分析のところでも述べたように固有の動詞を分析することによってその主語の特徴や物語での

役割が明らかになるという考え方はこの章で扱った特殊な存在についても有効であると思われる．

 なお韻律の影響については第8章で述べる．
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第8章 韻文作刷こおける韻律の影響について

分析データ（＃を付けたデータ）と韻律の関係

 本論文ではENTRY，MEANING，ENTRY＋MEANINGそれぞれにおいて，その動詞について文脈

に即して，その動詞が表している内容と主語との関係から特徴的と判断して井を付けたため，韻律の影響

があるかどうかで分析対象から排除はしていない．しかしながら各データについて韻律の影響を調べてあ

るので，≠を付けたデータと韻律との関係について見てみる．なお複数例ある場合そのどれか一つにで

も韻律の影響がうかがえるなら数える．またENTRY＋MEANINGで＊の付いているものについては

ENTRY，MEANINGと重複するので数えない．

 ≠の付いているデータのうち韻律の影響がうかがえるデータ数／韻文中で用いられていて≠の付いて

いるデータ総数（E＋MはENTRY＋MEANINGを表す）．

名前        作品分類    ENTRY    MEAMNG  E＋M    総数

神々全体 19／23   10／22

（82，6％）  （45．5％）

3／14   32／59・

（21．4％）  （54．2％）

オージン

ソーノレ

ロキ

フレイ

フレイヤ

チュール

ヘイムダッル

神話詩

英雄詩

神話詩

神話詩

神話詩

神話詩

神話詩

神話詩

4／5

10／12

2／3

1／1

2／2

4／8

0／1

2／6

2／2

1／1

O／2

0／1

1／1

1／6

0／3

1／3

0／1

1／1

ρ／19

0／1

12／21

5／8

2／3

2／4

0／1

2／2

英雄全体

シクルズ

ベルギ

グンナル

ボグニ

クズルーン

英雄詩

英雄詩

英雄詩

英雄詩

英雄詩

29／35   26／39

（82．9％）  （66．7％）

4／7

0／1

1／1

0／1

14／15

3／7

3／3

4／5

1／1

7／ユO

24／60   79／134

（40％）   （59・O％）

7／14

1／5

0／4

8／16

14／28

4／g

5／10

1／2

29／41
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名前

ブリュンヒルド

シグルーン

アトリ

ヴオルンド

スファーヴァ

作品分類     ENTRY

英雄詩

英雄詩

英雄詩

英雄詩

英雄詩

5／5

5／5

MEANING  E＋M
1／4

1／2

2／2

4／5

1／7

1／1

3／9

2／2

1／2

総数

7／16

2／3

10／16

6／7

1／2

その他の存在

巫女

スキールニル

ロッドフアーブニ

レギン

フェンリル狼

スリュム

神話詩

神話詩

神話詩

英雄詩

神話詩

神話詩

3／5     2／7

3／5     2／7

1／1

2／2

0／1

0／1

O／1

O／1

1／1

0／2

1／2

O／2     5／14

0／2     5／14

O／1

O／1

1／1

2／4

0／2

1／3

0／2

1／2

 ENTRYに関しては神々，英雄ともにかなり高い確率で韻律の影響がうかがえるため，それらの動詞が

神々や英雄の特徴を意識してというよりは韻律を考慮して選択されている可能性がある．しかし韻律を考

慮して選択された語が固有のデータとして抽出されていても，個々のデータ分析において先にも述べたよ

うにその動詞が表現している内容と主語の特徴とを検討してその主語にとって特徴的なものと判断してお

り，今回の分析において重要であることには変わりがない また，MEANINGやENTRY＋MEANING

になると韻律の影響を受けているデータの比率が低くなり，単純に韻律だけでその動詞が選択されたとは

言えなくなる．

 韻文作品における韻律の影響は大きいものであり無視することは出来ないが，古西ノルド語の韻律につ

いてはその音節の数え方，行の区切り方において様々に議論されており，確定的な理論柱まだ出ていない

ため注1，本論文ではこれ以上詳しくは扱わないこととする．

柱1』6na81988，pp．33＿36
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第9章 結論

 本論文では，北欧神話分析の新しい試みとして文献資料の動詞に注目し，神々や英雄などを特徴的に描

き出している動詞を見つけ出すことを目的に分析を行った、具体的には，北欧神話の第’衣文献資料とさ

れる『エッダ詩集」，スノッリ・ストゥルルソンの「ギュルヴィの惑わし」，同じくスノッリの「ユングリン

ガ・サガ」の3作品（群）を分析対象とし，これらに出て来る動詞について38のフィールド（分析項目）

からなるデータベースを作成し，様々な側面から分析を行った．分析データの総数は15，426例であった．

以下各章での分析についてまとめてみる．

 第3章においては先ず初めにデータベースを数値的に分析して作品（群）別傾向を調べ，次にスノッリ

の2作品における特徴について述べた．数値的分析からは，以下のような作品（群）としての傾向が読み

取れた．アルファベット大文字はデータベース上のフィールドを表す、

・全ての作品（群）で語（ENTRY）としてはvera（英語のb e動詞にあたる）が一番多い・

．韻文作品である「エッダ詩集」の方がスノッリの2つの散文作品に比べて，より多くの固有の語

 （ENTRY）が見られる、

・神話詩では出現形（FORM），時制（TENSE）においてpres（現在）がpret（過去）キり比率が高

 く，英雄詩では逆にpret（過去）がpres（現在）より高い・主に神々の話を扱ったrギュルヴィの

 惑わし」でも神話詩に近い数値が出ている．またrユングリンガ・サガ」においてはpret（過去）

 の比率が圧倒的に高く，年代記としての特徴であると考えられる．

．全ての作品（群）で本動詞と助動詞の比率は大体85％対15％である．

・韻文作品（群）では主語（SUBJECT）としてek（一人称単数），凶（二人称単数）が上位に来て

 おり，対話形式の韻文が多いことがうかがえる．散文作品ではhann（三人称男性単数）が1位に

 なっており，物語としての特徴が見られる．

・主語のカテゴリー（S．CATEGORY）では神話詩でgma（アース神男性），英雄詩でhm（英雄男

 性），「ユングリンガ・サガ」でk（王）が1位になっており，「ギュルヴィの惑わし」でも特定出来

 るカテゴリーとしてはgma（アース神男性）が1位であり，各作品（群）の内容をうかがわせるも

 のとなっている．

● 目的語のカテゴリー（O．CATEGORY）では神話詩でgを含むもの（神に関わりのあるもの）が1
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 英雄詩でhm（英雄男性），hf（英雄女性）が，「ユングリンガ・サガ」でkを含むもの（王に関わり

 のあるもの）がそれぞれ上位に多く見られる．「キュルヴィの惑わし」においては神話詩に近い傾

 向が見られ，主語のカテゴリー（S．CATEGORY）と同様に各作品（群）の内容を反映している、

・主語の人称（S．PERSON）では韻文作品（群）では一，二人称の比率がそれぞれ16，17％前後と

 散文作品（5％以下）に比べて非常に高く対話形式が多いことがわかる．「ユングリンガ・サガ」で

 は三人称がほぼ100％であり年代記であることが明らかである．rギュルヴィの惑わし」も物語形

 式であり90％以上が三人称である．

 また「ギュルヴィの惑わし」において王ギュルヴィとそれに対して神々の世界について答える3人の

神々についてスノッリが動詞を使い分けているのかについて調べたが，両者とも特殊な存在として描かれ

ており，特に動詞の用法に違いは見られなかった．次に「ギュルヴィの惑わし」で神々に関する知識につ

いてスノッリが散文で書いている部分と，「エッダ詩集」などの韻文作品から引用している部分で動詞の

用法に違いがあるのかについて調べて見た．引用されている韻文部分に出て来る動詞は289例でそのうち

同じ内容が散文では異なる動詞で描かれているものが31例あった．しかしそれらについては，主語につ

いても意味（MEANING）についても何か特別な点は見られなかった．ただし散文で書き換えられている

動詞のなかで，今回分析対象とした全ての動詞と比較して，その語（ENTRY）と意味（MEANING）一との

組み合わせがこの「ギュルヴィの惑わし」にしか出てこないものが9例あり，それらをスノッリが敢えて

それらの主語（神々，徐儒，巨人）に対する特徴的な動詞として用いた可能性，すなわちスノッリがそれ

らの主語（神々，傑儒，巨人）を特別に意識していた可能性はあると思われる．

 rユングリンガ・サガ」についても神々と同じ名前を持つとされる王たちとその他の王たちとで動詞の

用法に違いがあるのかを調べて見た．確かに初代のオージンは特殊な能力を持っており，他の作品群で

神々に対して用いられる動詞の主語となっている例がいくつかあるが，全体として神々と同じ名前を持つ

王とその他の王で動詞の用法に際立った差異は認められなかった．

 次の第5，6，7章では神々，英雄，その他作品において重要な役割を果たす存在についてそれぞれ個別

に動詞の用法について調べて見た．方法としてはデータベースにおいてそれらを主語とする動詞を抜き出

し，各作品（群）別にそれらの動詞の中で他のものを主語としては用いられていない，すなわち固有のも

のをENTRY，MEANING，ENTRY＋MEANINGの3つのレベルについて抽出した．その後それら固

有の動詞について文脈に照らし合わせて，主語となっている神々や英雄ピとって特徴的な要素を含んだも

のであるかを検討した．

 先ず第5章においてはオージン，ソールを始めとする神々について調べて見た．「戦い，死，知恵，ルー

ン，魔術」を司る神とされているオージンを主語とする固有の動詞としてこれらの特徴と関わるルーンを



第9章 結論 181

獲得するために「ぶら下がり（hanga）」，自らを「傷つける（mda）」，『魔法を使う（sfδa）」，（詩芸を獲得す

るため）自分の頭を「危険にさらす（h勧ta←m ti1）」，親族の間に「災いを引き起こす（bera sakr也nar）」，

戦場で倒れたものを「連れて来る（skipa）」などがある．また王オージンが登場する「ユングリンガ・サ

ガ」においても固有の動詞として王オージンが秘密の知識をミーミルに語らせるために薬草を「塗り込む

（smyrja）」，言葉で炎を「消す（s1¢kkva）」，その死後も大きな戦いの前には「現れる（vitrast）」といった

神オージンの特徴をうかがわせるものや，王として特別の存在であることを示すものが見られた．

 ソールに固有の動詞とし下はロキをミョッルニルで「脅す（h㏄ta）」，ウードガルザ・ロキとの勝負で

猫の姿をしたミズガルズ蛇を『持ち上げる（1ypta）」，東方で巨人を「退治する（berja）」，ミョッルニルを

r振り上げる（re1δa fram）」，ミズガルズ蛇を捕まえる際にアースの力をr使う（f㏄rast f e－t）」など直接的

な行動で相手と関わる表現が見られ，「神々の守り手，巨人を退治する神」として知られるソールには特徴

的であると考えられる．

 ロキは神々とも巨人ともされる曖昧な存在で，ずるがしこい知恵で常に神々の間に不和をもたらしてい

る．ロキに固有の動詞にもまた神々に対して「悪口を言う（鵬自a）」，神々を「怒らせる（gremja）」のよう

なロキのトリックスター的性格と一致するものやトリックスターの文化英雄的側面と関わりを示す「（紐

の）緒ぴ目を結ぶ（riδa鵬Xna）」（これが現在の魚網のもとになったとされる）ものがあった．

 またフレイにおいてはその最大の武器である刀をケルズ獲得のために手放したことに関しての動詞が固

有であり，チュールと仲裁，ヘイムダッルと予見，見張りとの関わりなどがそれぞれ固有の動詞で表現さ

れている．

 このように他の存在を主語として取らないそれぞれの神々に固有の動詞を分析することからそれらの

神々にとって特徴的とされることが明らかになると言うことは，神話の聞き手・読者が神々の特徴を認め

たり，理解したりするのに動詞が非常に大きな役割を果たしていることを裏付けている．

 神々にとって固有の動詞は，神話作品が語られたり，読まれたりする際にはある種のキーワードとして

働き，神々の特徴をより鮮明に描き出し，神々のイメージを明確に私たちに印象づけてくれるのである．

つまり神々のイメージをそれら固有の動詞が作り出すのである、特にオージン，ソール，ロキについては

分析対象データ数も多く，それぞれの特徴と関わったり，作品の重要な場面で用いられたりする動詞，す

なわち上で述べたようなキーワードとなる動詞が多く存在し，北欧神話において他の神々よりは動詞に

よっても強く印象づけられていたものと思われる．

 次の第6章ではシグルズを始めとする英雄を主語に取る動詞について神々と同様に固有の動詞を抜き出

し，それぞれの主語の特徴や作品との関わり方について調べた．英雄とされるものは当時の最も上流階級

である王や貴族たちであり，彼らにとっては親族のつながり，勇気，名誉，運命が大きな意味を持ってい
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る．それらに注目しながら英雄に固有の動詞を分析した結果，英雄にとって重要とされる要素と関わりの

深い戦闘，勇気，復讐，誓い，裏切り，婚姻についての例が固有の動詞に多く見られた．例としてはシグ

ルズがファーヴニを「殺す（benja）」，ヘルギSが兵士を「上陸させる（f㏄rae－tatlandi）」，シグルズが

オージンを「恐れる（hr㏄δ鎚t）」ことなくブリュンヒルドの眠りを破る，グズルーンが復讐のためにアト

リと自分との間の息子をr殺し（snチta，輔ae－me11i）」・頭をr切り落とす（hnafae－tafe－m）」・グンナ

ルはかつてはシグルズに対してr誓った（hdda eiaom v曲一t）」が・ブリュンヒルドにシグルズを殺すよ

うに頼まれホグニを「内密の話に呼ぶ（heita sξr e－m at r亡nom）」，ブリュンヒルドがグンナルと「結婚す

る（gef鴉t）」などがあげられる．その他にもシグルズがファーヴニを殺した後で財宝を鳥グラニに「乗せ

る（k1泊a e－t meδe－m）」のように財宝との関わりを表す場合にも固有の動詞が用いられている．シグル

ズがファーヴニの心臓が焼けたかどうか「調べる（skynja）」，その結果『火傷をして（brema）」鳥の話し

ていることがわかるようになりレギンの企みを知るなど主人公にとっての転機となる場面でも固有の動詞

が用いられている．

 このように英雄に対してもその特徴と結びつく固有の動詞がいくつかあることが明らかにされたこと

は，英雄にとっても神々のところで述べたのと同様に動詞が私たちがその特徴を決める際に大きな役割を

果たしていることの証しであり，動詞データベースから固有の動詞を抜き出してその主語の姿を探って行

くという今回の分析方法が有効であることを示していると思われる．特にシグルズ，ヘルギS，一グンナル，

グズルーン，ブリュンヒルド，アトリなどの各作品での主人公たちは分析データも数多くあるため，固有

の動詞からその英雄としての姿をより一層明らかに描き出すこと出来た．

 第7章では神々，英雄という分類に入らないが北欧神話世界において重要な役割を果たしている存在に

ついて分析した結果神々や英雄と同様に．特徴的と思われる固有の動詞がいくっかあることがわかった．

 シグルズを「育て（veita e－m f6str）」，「愛した（elska）」，そして自分の兄ファーヴニを殺させ，その後

シグルズを「裏切る（r鎚a）」が固有の動詞に見られ，邪悪な保儒としてのレギンの存在を際立たせている

ものと思われる、

 神々にとって最大の敵のひとつであるフェンリル狼に固有の動詞は，神々に最後に丈夫な鎖をかけられ

縛り上げられた際に，その鎖を壊そうと「転げ回った（brj6t鴻tum）」，鎖をかけられた時にチュールの片

手をr噛み切る（sIita）」，ラグナロクでr大きく口を開けて（gapa）」進んで来るなどがあげられ・これら

固有の動詞が使われることによってフェンリル狼の作品での役割がより鮮やかに描き出されているのでは

ないだろうか．

 なお韻文作品で用いられている動詞については韻律の影響も調べた．その結果，語（ENTRY）レベル

で抽出した固有の動詞に関しては神々，英雄ともにかなり高い確率で韻律の影響がうかがえるため，それ
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らの動詞が神々や英雄の特徴を意識してというよりは韻律を考慮して選択されている可能性がある．し

かし韻律を考慮して選択された語が固有のデータとして抽出されていても，傾々のデータ分析において

先にも述べたようにその動詞が表現している内容と主語の特徴とを検討してその主語にとって特徴的な

ものと判断しており，今回の分析において重要であることには変わりがないと考えられる．また，意味

（MEANING）や語（ENTRY）と意味（MEANING）の鑑み合わせレベルでの動詞では韻律の影響を受け

ているデータの比率が低くなり，単純に韻律だけでその動詞が選択されたとは言えなくなる．

 神々や英雄を特徴づけるような動詞について調べた修士論文を出発点として，北欧神話の第一次文献資

料から神々や英雄などの特殊な存在を主語とする動詞の中から，その主語に固有の動詞すなわち他の主語

を取らない，その主語にしか用いられていない動詞を抜き出し，これまでの研究で言われているその主語

の特徴や作品における重要な場面との関係を分析対象を増やして，より詳細に調べてきた．その結果，韻

律の影響がうかがえるものの，神々や英雄その他特殊な存在を主語とする動詞にはその主語に固有であり，

かつその主語の特徴や重要な場面と密接な関係のある動詞がいくつか存在することが確認出来た．先行研

究で明らかにされている神々や英雄の特徴が，文献資料から動詞の網羅的なデータベースを作成し，それ

に対して分析を加えるという，本論文で取り組んだ新しい試みによっても裏付けられたと言える、

 このことから文献資料において固有の動詞を抽出し分析することにより，その主語の特徴やその動詞が

用いられている場面の重要性が見えて来るのではないかと考えられる．言い換えれば動詞を手がかりに，

つまり動詞をキーワードとして文献資料を分析する可能性が開けてきたのではないだろうか、北欧神話文

献資料分析においてこれまでの名詞研究に加えて動詞研究の重要性が認識出来たと思われる．．

 神話や伝説の世界での主役である神々，英雄にそれぞれ固有の動詞は聞き手・読者が神々や英雄のイメー

ジを作り上げる際に大きな役割を果たしており，神々の動詞，英雄の動詞と呼べるのではないだろうか．

 確かに神々や英雄と言った特殊な存在は，普通の人問では出来ない行動をするためそれらに対して固有

の動詞が使われているからといって，それほど注目に値するものではないかもしれないが，実際の文献資

料において一動詞だけからでもそれらの特徴が読み取れることが明らかになったことは十分に意義のあるこ

とと思われる．
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資料

■「ギュルヴィの惑わし」においてスノッリが韻文を引用している部分での動詞の用例

み合わせにおいて

同じ主語との組

≠  散文では異なる動詞が使われている  31例

◎  韻文と散文とで同じ動詞が使われている（同じ章において）  53例

○  韻文と散文とで同じ動詞が使われている（別の章において）  11例

×  韻文での話が散文では言い換えられていない  100例

（別の章または韻文部分で類似の表現が見られる場合は（）内にその場所を示した）

△  散文に類似の表現が見られる  94例

S．REAL，ENTRY，MEANINGが異なる，但しS．REALが異なる場合はS－CATEGORYが

類似の場合のみ）

 作品に出てくる順に左から分類，ENTBY，MEANING，S－REAL，O－REAL，PLACE，（PHRASE）

を示す．なおPLACEにおいては全てrギュルヴィの惑わし」のデータのため，データベース上で作品の

区別を示すGYLFGは省略した．≠，△をつけた例については個別のMEANINGが異なる場合もあり

うる．

分菱   ENTRY MEANING  S－REAL O＿REAL    PLACE （PHRASE）

◎  draga

X  rjd㎞

x   bera

△  9anga

曳く     ゲヴユン

蒸気が立ち昇蒸気，煙

る

持っ     4頭の牡牛

進む     4頭の牡牛

x       1．14，V

       1．4／1．8．P

x       1．17．V

8つの目，4 ・1．18．V

つの頭

x       1．19．V
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分類  ENTRY

×  16ta

△ b1趾ja

  gy11a

x berja

×  Vera

△ hyggja

MEANING

させる

輝く

黄金で飾られ

ている

投げる

受け身

考える

△ 9anga  入る

×

X

X

X

X

井

skygnast

1ftaSt

sku1u

Vera

Vita

Sitja

standa

fregna

sp皿ja

Sitja

x  sku1u

△ Segja

見渡す

助動詞

be

知る

いる

立っている

尋ねる

座る

座っている

助動詞

話す

◎  Vera   ある

S＿REAL    O＿REAL

（牡牛のひい

ている）鋤

X       X

楯    X

楯

楯

男

人

人

人

ギュルヴィ王

人

節

大

敵

キュルブィ王

ギュルヴィ王

山
石

X

X

扉

X

X

X

節

X

X

X

話すもの  X

ニュースを知

っている人

語すもの  X

不特定の誰か X

他多数

X       X

PLACE      （PHRASE）

1．7．P

2．14．V

2，14．V

2．11．P

2．15．V

2．15，V

2．17．V

51．76．P

2．31．V

2．24．P

2．32．V

2．27．P

2．32．V

2．33．V

2．33．V

2．35．V

2．46．V

2．46．V

2．19．P

2．47．V

44．16．P

2．47．V

－2．47．V

4．4．V

4．1／4．2．P

ganga fram

ganga epti】＝

skygn舶t um

1it鴉tum

sitja fy1＝ir
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分基  ENTRY

◎  Vera

一◎  Vera

≠  丘maSt

   Vera

◎  Vera

◎  fara

△  skina

×  9nata

X   rata

×  trOδa

△  k1ofna

   brenna

△   Vera

   koma

◎  koma

◎  koma

MEANING S＿R遷AL

ある     X

ある     X

ある

ある

来る

0＿REAL

X

x

大地，天   X

大きな空間  X

スルト

輝く    太陽

       X

音を立てて崩 岩山

れ落ちる

つまずく 女巨人

進む     人間

割れる

燃やす

出ている

生じる

出て行く

出て来る

天

スルト

巫女

霜の巨人の一

族

巨人

エミル

X

X

X

X

地獄への道

X

世界中

X

エミル

PLACE      （PHRASE）

4．5，V

4．1／4．2．P

4．6．V

4．1／4．2．P

4．8．V

4．1／4．2．P

4．10．V

4．1／4．2．P

4．24．V

4．22．P

4．26．V

51．44．P／

（51，115．V）

4．28．V

（51，117．V）

4．29．V

（51，118．V）

4．30．V

（51，119．V）

4．31，V

4，23．P

5．23．V    vera血色e－m

5．21．P

．5．30．V    koma fr差e－

       m

       5．21．P

x      5．32，V
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分頼  ENTRY MEAMNG  S－REAL O＿REAL    PLACl≡： （PHRASE）

                               5．21．P

井  st¢kkva   流れ出る   毒の雫    x      5．36．V

   st㎜daaf  出て来る                5．7，P

△  v狐a     育っ     毒の雫    x      5．37．V

   frj6sa    ～になる                 5．8．P

≠  verδa    生まれる   巨人     x      5．37．V    verδa6r

   ＊kvi㎞a  生命が生まれ             5．18．P

          る

   verδa     なる     生命            5．19．P

◎  koma    出て来る   巨人の一族  x      5．39．V

                               5．21．P

△  vera     起こる    恐ろしい事  x      5．40．V    vera ti1

   vaxa     増える    霜の巨人の一        5．41．P

                 族

x  vera     受け身    大地     x      7．10．V

O  s㎞pa    つくる    大地     x      7．10．V

                               4．13．P

x  vera     受け身    ベルゲルミル x      7．11．V

x  bera     生まれる   ベルゲルミル x      τ11．V

X  mma     思い出す    ヴァフスルー 節       7．12．V

                 ズニル

x  vera     受け身    ベルゲルミル x      7．14．V

≠  1eggja    横走わる   ベルゲルミル x      τ14V

   ＊faraupp  乗る                  7，6．P

   ha1d嚇    留まる                 7，7．P

x  vita     知る     太陽     節      I8．24．V

△eiga持つ太陽館 8．25．V
   setja    決める    ポルの息子  光／場所   8．21．P

   skapa    決める    ポルの息子  光／道    8．21．P
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分頼   】≡：NTRY

×   Vita

△  eiga

X   Vita

△  eiga

   Setja

   skapa

×   Vera

△  skapa

△  9era

ge「a

hafa

taka

kasta

ge「a

X   Vera

≠  skapa

   ge「a

◎  bia

◎  f㏄δa

M】≡：ANING S－REAL    O＿R】≡：AL PLACE

知る月節8．26．V
持っ     月      どのような力 8．27．V

       太陽     逃げ道    12．5．P

知る星節 8．28．V
持っ     星      場所     8．29，V

決める    ボルの息子  光／場所   8，21．P

決める    ポルの息子  光ノ道    8．21．P

受け身    大地     x      8．42．V

つくる    大地     x      8．42．V

つくる    やさしい神  ミズガルズ／ 8．48，V

              人

づくる    ボルの、冒、子  世界を囲む壁 8．37．P

使う    ポルの息子  エミルのまつ 8．38．P

              げ／神々の砦

取る     ボルの．富、子  エミルの脳味 8．39．P

              噌

投げる    ボルの、畠、子  エミルの脳味 8．39．P

              噌

つくる    ボルの息子  雲      8．40．P

  ポルの思子たち（神々）による世界創造の描写

受け身    邪悪な雲   x      8．51．V

つくる    邪悪な雲   x      8．52．V

                     8．40．P

住む     巨人の老女  x      12．24．V

                     12．14．P

育てる    巨人の老女  フェンリル狼 I12，26．V

              （狼）

                     12．16．P

（PH1≡一AS1≡：）

hafa e－t til e－

S
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分類  ENTRY MEAMNG  S－REAL O＿REAL PLACE     （PHRASE）

◎  Verδa

◎  印11減

なる     フェンリルの X

      一族の一人

満ちる    フェンリルの

      一族の一人

≠  rj樋a    赤く染める  フェンリルの

                 一族の一人

   stgkkva   まき散らす  マーナガルム

                 ノレ

≠ Verδa   （黒く）なる太陽の光，風

   t虹a    失う    太陽

△  Vita     知る     オージンたち

                 アース神

△  ganga    集まる    アース神

   SetjaSt    （自分の場所

          に）座ってい

          る

△  g鴉taSt   相談する   聖なる神々

                 （アース神）

   r狛a    決める    アース神

×  sku1u    助動詞    x

≠  skepja   つくる   x

   ＊kvi㎞a  生まれる

≠  gera    つくる    モートソグニ

                 ル，ドウーリ

                 ン（保儒）

＊kvi㎞a  生まれる

＊skipast  変身する

12．28．V

       12．19．P

死にかけてい 12．32．V

る男の体

       12．20．P

神々の住まい 12．34，V

／赤い血

血／天   12．21．P

X

輝き

X

X

以下の節

判決

X

傑儒の人々

多くの人の

形をしたもの

（俵儒）

12，36．V

12．22．P

12．39．V

25．3．P

14．27．V

14．19．P

14．30．V    g饗tast um e－

       t

14．19．P

14．31．V

14．32．V

14．20．P

14．36．V

14．20．P

14．22．P
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分電  ENTRY MEANING

   ＊   t幽  生命を得る

   kvikn8㎜

X Se自a   言う

×  Vita    知る

△  fela

   1eg自a

隠す

担保に入れる

◎  drekka   飲む

△  Vita    知る

x  sku1u     助動詞

◎  Vaδa    渡る

△  d鵬ma

   ganga

   eiga

≠  fara

   ga㎜ga

◎  brenna

≠  h16a

   brenna

x hyggja

◎  Vera

裁く

（裁きの席に）

来る

決める

行く

（裁きの席に）

来る

燃える

熱くなる

燃える

思う

be

S＿REAL 0＿R．EAL

トゥーリン

（保儒）

巫女

X

全て，節

オージン   目

ミーミル   蜜酒

オージンたち X

アース神

ソール    X

ソール    川

ソール    X

アース神

ソール    X

ビブロスト  炎

聖なる川

炎

ファーヴニ

ノルン

X

節

X

PLACE      （PHRASE）

14．22．P

14．38．V

15．19．V

（16．34．V他）

15．20．V

15．18．P     1eg自a亭t at

      Veδi

15．23．V

15．15．P

15．26．V

25．3．P

15．39．V

15．39．V

15．35．P

15．41，V

15．35．P

15．4．P

15141．V

15．35．P

15．44．V

15．46．P

．15．45．V

15．46．P

15．59．V

15．59．V

ga㎎a ti1

d6msins

eiga d6ma

ganga ti1

d6msins
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分類  ENTRY MEANINC

X eiga   持つ

◎  vera    be

◎  vera    be

×   drチgja    耐える

×   Vita      知る・

◎   bfta      かじる

◎  f亡na    腐る

×  skerδa    傷つける

≠   Iig自a     いる

   Vera

△  hy繭a    考える

×  vera     be

△  hyg自a   思う

X  mmu     助動詞

△  m益     かじる

   bita

×  Vita    知る

S＿REAL O＿REAL

ノルン   一族

ノルン    X

ノルン    X

エッグトラシ 苦労

ノレ

人      X

鹿     X

ユツグトラシ X

ノレ

二一ズホツグ X

多くの蛇   X

愚かもの

大

蛇

オージン

ソール

蛇

蛇

鹿

巫女

それ

X

節

X

ユツグドラシ

ルの枝

二・ツグドラシ

ノレ

PLACE      （PHRASE）

15．56．P

15，60．V

15161．V

15．56．P

15．62．V

15．56．P

16．12．V

16，13．V

16，14．V

16．8．P

16．15．V

16．30．P

16．16．V

16．19．V

16．9．P

16．20．V

51．76．P

16．22．V

16．25．V

45．18．P

16．25．V

16．26．V

．16．8．P

16．34．V

（15．19．V他）
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分頼  ENTRY

◎  auSa

x  heita

≠  koma

   fa11aaf

△  fa11a

   f釦1aaf

O  stミ㎜da

X  Vita

◎  standa

×  sku1u

◎  byg自a

×  nj6ta

◎  heita

◎  Sitja

MEANING

注ぐ

呼ばれる

来る

落ちる

降りる

落ちる

立っている

S＿REAL

ユツグドラシ

ノレ

O＿REAL PLACE     （PHRASE）

白い泥水   16．34．V

ユツグトラシ X

ノレ

露      x

露 X

ユツグトラシ X

ノレ

知る    巫女

立っている

助動詞

住む

楽しむ

呼ばれる

16．29．P

16．35．V

16．38．V

16．42．P

16．39．V

16．42．P

16．40．V

       15．8．P

太陽よりも美 17．23．V

しく黄金より

も良い館

太陽よりも美 X

しく黄金より

も良い館

信頼出来る人

信頼出来る人

信頼出来る人

巨人

座っている  巨人

（15．19，V／

16．34．V）

17．23．V

       17．20．P

x       17．27．V

x       17．28．V

       17．5／17．21／

       17．37．P

歓び     ・17．30．V

x      18．9．V

       18．7．P

x       18．10．V
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分留  ENTRY

△  kveδa

   Se自a

◎  koma

×  Vera

△  let畑t

   h鶴tta

MEANING

言つ

来る

be

止める

△  hyggja   思う

◎  Vita    知る

◎ Se自a   言う

◎  heita 呼ばれる

△  hyg劇a   思う

S＿REAL    O＿REAL PLACE      （PHRAS】≡：）

            18．6．P

人風18．13．V
人々            48．61．P

風       x       18．13IV

            18．1．P

ロキ    x     20．12．V

ロキ    x     20．14．V

ソールとエッ       46，127．P

リ

フレイヤ節 20．16，V
ハール              48．62．P

フリッグ   全ての運命  20．16．V

            20．9．P

フリッグ   x     20．17．V

            20．9，P

オージン   x      20．24．V

            20．18．P

オージン   ビールスキル 21．12．V

○  Vita    知る

△  Vita    思う

◎  heita

知る

呼ばれる

≠ hafa   持つ

ノ、一ル

オージン

オージン

      48．62．P

建物の屋根  21．14．V

      9．16．P

オージンの息 21．15．V

子の建物

フレイザブリ X

ク

バルドル

9，16，P

－22．13．V

      22．11．P

バルドル／館  22．14．V
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分類

△

△

△

△

△

X

△

△

≠

ENTRY    MEANING  S－REAL   O・REAL   PLACE    （PHRASE）

bda     住む                   22．10．P

1ig画a    ある     恐ろしいルー x      22．17．V

              ン

vera            ギンヌンガガ        15．10．P

              ツブ

vita     知る     オージン   恐ろしいルー 22．17．V

                     ン

                            9．16．P

vera     疎ましい   山      ニヨルズ   23．17，V   vera1eiare－t

vera     いる     ニヨルズ   x      23．18．V

bykkja   思われる   ニヨルズ   狼の遠吠え  23．21．V

vera     b e     狼の遠吠え  x      23．21．V

       海の近くにい              2313P   veran鉗鵬r

       る

          上の3例はニヨルズとスカジの結婚について

sofa      眠る      スカジ     x       23．24．V

（山に住んで                      23．11．P

いる）

     普段山に住んでいるスカジが生みの近くで眠れないことについて

mega    助動詞    スカジ    x      23．24，V

vekja    起こす    かもめ    スカジ    23．27，V

koma    出て来る   かもめ    x      23．28，V

（山に住んで                     23．11．P

いる）

   上の2例も普段山に住んでいるスカジが生みの近くで眠れないことについて

heita    呼ばれる   スリュムヘイ x      23．33．V

              ム

                            23．12．P

bda     住む     シャツィ   x      23．34．V
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分類  ENTRY MEAMNG  S－REAL O＿REAL PLACE     （PHRASE）

   eiga    持つ

≠  byggja    住む

   hafa

◎  heita     呼ばれる

X  r鎚a

≠  kj6sa

   eiga

△  eiga

   eiga

◎  heita

決める

選ぶ

得る

持つ

得る

呼ばれる

△  kveδa   言う

△  va1da    支配する

   r鎚a

△  drekka一   飲む

X  vera     be

X  vera     be

◎  heita    呼ばれる

X   Vera

X  Styδja

△  bekja

△  byggja

住む場所   23．11．P

スカジ    X

フォールクヴ X

アンク

フレイヤ

フレイヤ

オージン

ヒミンビョル

グ

X

ノ、一ル

ヘイムダヅル

オージン

ヘイムダヅル

ソール

ヘイムダヅル

ヘイムダヅル

グリトニル

受け身    グリトニル

支える    グリトニル

覆う     グリトニル

       ヴァルホル

住む     フォルセティ

脚頂

戦死者の半分

死者の半分

戦死者の半分

死者の半分

X

ヘイムダッル

聖なるところ

蜜酒

X

X

X

X

黄金

銀

X

23，36．V

23．11．P

24．9．V

24．7．P

24．10．V

24．13．V

24．7．P

24．14．V

24，7，P

27，13．V

27．5．P

27．14．V

18．5．P

27．15．V

3．12．P

27．17．V

46．67．P

27．20．V

27．21．V

32．6．V

32．2．P

32．7．V

－32，7，V

32．8．V

2．13．P

32．10．V

hafa bistaδ
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分目  ENTRY

   eiga

△  sv毘fa

   Vera

≠  且jdga

   renna

   r｛δa

◎  fara

＃  脆a

≠  Hjdga

   renna

   riδa

◎  fara一

弁  1iδa

   renna

   riδa

X  geta

MEANING

 持つ

 （紛争を）静

 める

 b e

 飛ぶ

 （空を）走る

 乗る

（sj6rfδa hennar

 進む

 進む

 飛ぶ

 （空を）走る

 乗る

（sj差riδahemar

 進む

 進む

 （空を）走る

 乗る

（sj6rfδa hennar

 得る

△  Vi1ja     望む

◎  bera    運ぶ

◎  bera    運ぷ

S－REAL     0－REAL

       広間

フォルセティ 全ての紛争

グリトニル

何      X

馬

ダナー    X

 （乗って飛んでいるのを）見る

何      X

何      X

ダナー    X

馬

ダナー    X

 （乗って飛んでいるのを）見る

ダナー    X

ダナー    X

鳥

ダナー    x

 （乗って飛んでいるのを）見る

ハムスケルピ ホーフヴアル

ル      プニ

オージン   節

アース神

ヴァリュキュ オージン／角

リヤ     杯

ヴァリュキュ エインヘリヤ

リャ      ル／ビール

PLACE     （PHRASE）

32．2．P

32．11．V

32．4．P

35．48．V

35．45．P

35．46．P

 35．47，P）

35．49．V

35．59．P

35．50．V

35．52．V

35．45．P

35．46．P

 35．47．P）

35，53．V

35．59．P

35．54．V

35．45，P

35．46．P

 35．47．P）

35．57．V

36．5．V

13．13．P

36．5．V

36．12．V
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分療  ENTRY MEANING  S－R．EAL 0＿REAL    PLACE

X

X

X

△

Vera

Vera

mega

レreyja

be

be

助動詞

耐える

一夜

2日目の夜

フレイ

フレイ

X

X

x

3夜

刀のないこと

36．1．P

37，32．V

37．33．V

37．34．V

37，34．V

37．27．P

◎  bykkja    思われる   フレイ    一月     37．36．V

× I批a   する

◎  sj6δa    料理する

          37．47．P

アンドフリー セーフリーム 38．14．V

ムノレ    ニル

七一フリーム  x       38．16．V

ニノレ

△  Vita     知る     僅かな者

            人

△  最ast    食べる    エインヘリャ

            ノレ

       用意する   オージン

≠ Seδja

  gefa

O 1ifa

◎ 蝋ga

満足させる  オージン

与える

生きる   オージン

飛ぶ     フギン，ムニ

     ン

x  6鴉t     心配する オージン

     38，9．P

節38．18．V
     44．16．P

何を     38．19．V

食事／戦場で 38．3．P

倒れたもの

ケリ，フレキ 38．27．V

2頭の狼／食 38．22，P

事

x       38．31．V

     3．11．P

x       38．39．V

     38．34．P

フギン    38．41．V

（PH］R．ASE〕

16ta e＿t ti1e－

S

f6e－m at e－

m
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分類  ENTRY MEANING

◎  koma   戻る

△  Sj益St     恐れる

   6ttast

△  hyg自a   思う

◎  Vera    ある

◎  ga皿ga    出て行く

x  fara     向かう

× Vega   殺す

≠  hg99v減   戦う

   berjast

△  kj6sa    選ぶ

◎  riδa

＃  Sitja

乗って戻る

座っている

Setj鵬t   座る

S＿R．EAL 0＿REAL PLACE     （PHRAS1≡：）

フギン    X

オージン

アース神

オージン

ノ、一ル

540の扉

ムニン

540の扉

X

800人の工 x

インヘリャル

エインベリヤ X

ノレ

エインヘリャ フェンリル猿

ノレ

ェインベリヤ X

ル

エインヘリャ 戦死者

ノレ

ヴァルキュリ

ヤ

ノルン

ェインベリヤ X

ノレ

エインヘリャ X

ノレ

38．42．V    koma aptr

38．35．P

38．43．V    sj主t um e－t

34．46．P

40．12．V

48．62．P

40．12．V

40．5，P

40．14．V

40．6／40，8．P

40．15．V

40．15．V

41．12．V

41．6，P

41．13．V

36．14．P

36．16．P

41．14．V

41．8．P

41．15．V

41．8．P
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分電   ENTRY MEANING  S－REAL O＿REAL    PLACE

O  vera be    エッグトラシ x

       ノレ

≠  ganga    集まる

   ＊SetjaSt

≠  g鴉t船t   相談する

   r銅a

   ＊9anga

×  hafa

△  b1anda

   r鋼a

≠  9efa

gipta

gefa

話し合う

完了

混ぜる

提案する

41．20．V

              15．6．P

アース神   一x     42．63．V

              42．33．P

聖なる神々 以下の節  42．66．V

（アース神）

誰が

誰が

ロキ他

与える    誰が

結婚させる  アース神

与える    アース神

△  gang洲   破られる   誓い，言葉，誓

                  い，重要な約

                 束

   gja1da    支払う（否定） ソール

   Synja    否定する   ソール

△  fara     交わす    誓い，言葉，誓

                  い，重要な約

                  束

   1ofa     許可する   アース神

       42．12．P

       42．12．P

x       42．67．V

天／不幸    42．68．V

       42．34／

       42．37／

       42．38．P

巨人の‘族／ 42．70．V

フレイヤ

フレイヤ   42．34．P

太陽と月を巨 42．36．P

人に

x       42．71．V

仕事の報酬  42．55．P

職人（巨人）が 42．56，P

住むこと

x       42．74．V

節42．19．P

（PHRAS1≡：）

g鴉taSt um e－

t

rるδa r鎚um

g㎜ga益ω
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分類  ENTRY MEANING  S－R舳L O＿R．EAL PLACE     （PHRASE）

r鯛a

   SVerja

≠  Vega

   senda

×

×

×

×

◎

万6sta

bryngVa

Sitja

fregna

munu

gr銚a

提案する   ロキ他

誓う    ロキ

殻す     ソール

（地獄へ）送

る

打つ

満ちる

座っている

聞き知る

助動詞

泣く

ソール

ソール

ソール

ロキ

ロキ

×  nj6ta    楽しむ    ロキ

△  ha1da    持つ     ヘル

                ソール

                アース神

                シキュン

△  hafa     持っ     ヘル

                スルト

X  munu    助動詞    兄弟

△  be均ast    戦う     兄弟

                エインヘリャ

                ノレ

△  Ver6aSt   殺し合う   兄弟

   drep舶t

×  munu     助動詞

      42．34／

      42．37／

      42．38．P

      42．41．P

x       42．75．V

職人（巨人） 42．58．P

最初の一撃

怒り

X

その様なこと

X

乾いた涙

バルドル

バルドル

網の一方の端

網の一方の端

たらい

バルドル

炎の剣

X

X

姉妹の子供  X

42．57．P

42．76，V

42．77．V

42．78．V

49，122．V

49，122．V

49，121．P

49，126．V

49，127．V

50．24．P

50．25．P

50．51．P

49，127．V

4．21．P

51．11．V

51．11．V

41．6．P

SVerja eiδ

senda  niδr

undir Ninhe1

’51．12．V    verδ腿t at

       bgnom

51．8．P

51．13．V
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分電  ENTRY MEANING

△  spina    壊す

X  vera     be

X  Vera     受け身

△  k胆fa    引き裂く

   rifa一

   S1fta

△    steypast

   hverfa

   hr岬ja

◎  b1出a

落ちる

倒れる

吹く

X  Vera    ある

O  m鴉1a    話す

△  skja1fa    震える

○  standa

揺れる

立っている

X  ymja     うめく

   Stynja

△  IOSna 解き放たれる

S＿R．EAL

姉妹の子供

アース神

X

楯

楯

ヴィーザル

鷲

世界

星

山

ヘイムダツル

角笛

オージン

OiREAL

姻戚関係

天と空

X

X

X

フゴ・シリル狼

の口

死体

X

角笛

X

ミーミルの頭

ユツグトラシ X

ノレ

ユヅグトラシ X

ノレ

ユツグトラシ X

ノレ

ヨトゥンヘイ

ム

傑儒

ロキ     x

ナクルファル

PLACE     （PHRASE）

51．14．V

42．35．P

51．15．V

51．18．V

51．18．V

51．77．P

51，103．P

51．20．V

51．24．P

51．26．P

51．81．V

51．53，P

51．82．V

51．83．V    m毘1a viδe－t

20．10．P

51．85．V

51．55．P

51．86．V

15．8．P

51．87．V

51．91．V

51．93．V

51．88．V

51．29，P
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分寛  ENTRY

X   Vera

X   Vera

×  ymja

   Stynja

≠     Vera6bingi

   ＊SetjaSt

X  Stynja

   ymja

ymja

○  Vita

△  』⑫

h虹ast

SndaSt

kn伽

rnunu

×  hlakka

MEANING  S－REAL

起こる

起こる

うめく

集まる

うめく

知る

来る

乗ってやって

来る

乗ってやって

来る

体の前に持つ

もだえる

叩く

助動詞

叫ぶ

何が

何が

ヨトゥンヘイ

ム

ユツグドラシ

ノレ

侠儒

アース神

保儒

ユツグドラシ

ノレ

ヨトゥンヘイ

ム

オージンたち

0＿REAL PLACE     （PHRASE）

アース神   51．89．V

アールヴ   51．90．V

x       51．91．V

51，87．V

      51．93．V

x       51．92．V

      42．33．P

x       51．93．V

      51．87．V

X

フリュム   X

フレイ

フレイヤ

フリュム

ミズガルズ蛇

ミズガルズ蛇

鷲（ブレース

ヴェルギル）

鷲（ブレース

ヴェルギル）

楯

X

波

X

51．91．V

51．96．V

9，16．P

51．97．V

49．76，P

49．78．P

Verameδ

Verameδ

51．98．V    h㎡ast fyrir

51．99．V

51，101．V

51，102．V

x       51，102．V
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分目  ENTRY MEANING  S－REAL O＿REAL PLACE     （PHRASE〕

△  S1fta    引き裂く

◎  IOSna 解き放たれる

×  fara     出発する

△  koma    来る

×  munu    助動詞

△  St虹a

△  r6a

△  fara

△  skina

X  gnata

×   rata

舵をとる

支配する

操る

船に乗って来

る

漕ぐ

漕ぐ

来る

行く

輝く

鷲（ブレース 死体

ヴェルギル）

スヴァジルフ ひも

エーノレ

ゾール    牛の頭

ナクルファル X

ナクルファル

ムスペッルの

民（巨人）

ある職人（巨

人）

ムスペッルの

民（巨人）

ロキ

オージン

フリュム

巨人

ソール

ヒュミル

スルト

太陽

X

X

51，103．V

42．46．P     s1fta   e＿t

       sundr

48．28．P     slftae＿t af

5L104．V

51．29．P

51，105．V

51，106．V

42．7．P

x       51，106．V

ナクルファル

太陽と月の逆

ナクルファル

X

X

X

       X          X

音を立てて崩I岩山     X

れ落ちる

つまずく   女巨人    X

51，108．V

11．1．P

51．34．P

51，109．V

48．15IP

48．14．P

51，113．V

4，22．P

51，115．V

4．26．V

51．44．P

51，117．V

51，118．V
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分類  1≡：NTRY MEANING  S・R月AL O＿REAL    PLACE （PH］R．ASE〕

X  trOδa    進む

◎  ldofna    割れる

△  koma

△  fara

   koma

   rf6a

△  Vega

X   munu

人問    地獄への道

天      X

起こる    フリーンの2 x

      度目の悲しみ

      （オージンの

      死）

      悪いこと

行く    オージン   X

戦う     オージン   フェンリル狼

殺される   バルドル

助動詞    フリッグの歓 x

      ぴ（オージン）

51．n9．V

51，120．V

51．41．P

51，121．V    koma fram

37．47．P    koma viδ

51，123．V

20，23，P

51．54．P

51，124，V    vega viδ

50．2．P

51，127．V

x  f創1a 倒れる    フリッグの歓 X

      び（オージン）

51，128．V

0  9㎝ga 行く    ソール   X

X  Vega    戦う    ソール

                オージン

△  1銚a     させる    プィーザル

                オージン

フェンリル狼

剣

51，129．V

45．51／

45．56／

46．5．P

51，130．V    vega切δ

51，124．V

葛1，133．V

34，49．P
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分頼  ENTRY MEANING S＿REAL 0＿REAL PLACE     （PHRASE）

△  standa 突き刺す   剣

   skj6ta

△  hefna    復讐する

0 9anga   来る

×   munu

△  ryδja

   fara

△  drepa

   SI益

X   munu

△  SOrtna

   t加a

△  s¢kkva

   9～㎜ga

助動詞

去る

打つ

助動詞

黒くなる

失う

沈む

上下に揺れる

   skja1fa    揺れる

△  hverfa    消える

         落ちる

X  geiSa     暴れ回る

◎  heita     呼ばれる

△  丘nnaSt   戦う

アース神

ヴィーザル

ヴアール

ソール

ソール

人間全て

人間全て

オース

ソール

太陽

太陽

太陽

大地

大地

大地

明るい星

星

炎

平原

フェンリル狼

の息子の心臓

／両方の手

剣

オージン

約束を破った

もの

そのこと

X

X

この世

フェンリル狼

その男

X

X

輝き

X

X

X

X

スルト，やさ 戦い

しい神

51，134．V    standa ti1

34．96．P

51，136．V

35．31．P

48．5．P

51，137．V

15．35．P

51，141．V

51，142．V

35．15．P     fara f braut

51，143．V

45．25．P

51，145．V

51，145．V

12．22．P

51，146．V

45．12．P     ganga

      skykkium

50．54．P

51，147．V

51．24．P

51，149，V

－51，154．V

51．46．P

51，155．V    £nn棚t  at

      Vfgi
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分電  ENTRY MEAMNG  S・REAL O－REAL    PLACE

herja

Vera

Vera

Vita

Vita

◎  st…㎜da

△  ho㎡a

△  fa11a

   制Iainn

   renna

X   Vera

△  vinda

   vefa

x  sku1u

b e

受け身

知る

知る

スルト

平原

平原

平原

巫女

X

X

X

館

立っている館  X

向く

向いている

落ちる

b1主a

流れる

受け身

編む

助動詞

◎  V海a    渡る

x  kvelja    いじめる

x  by劇a   つくる

△   SOrtna

   t加a

   Verδa

   SOrtna

暗くなる

輝きを失う

（黒く）なる

（黒く）なる

扉

扉

毒のしずく

吐く

毒の川

館

館

広間

偽りの誓いを

したもの

偽りの誓いを

したもの

ニズホッグ

ヴイーザル，

ヴァーリ

神々の神殿

太陽

太陽の光，風

太陽

X

X

蛇

X

蛇の背

X

4．22．P

51，158．V

51，159．V

51，159，V

52．17．V

（16．34．V）

52．17，V

52．9．P

52．20．V

52．13．P

52．21．V

毒52．15．P

52，15．P

52．23．V

52．23．V

52．13．P

52．25．V

激しい流れ  52．25．V

      52．15．P

死体     52．30．V

神々の神殿  53．14．V

スルトの炎

X

53．15．V

’12．22．P

12．36．V

51，145．V

（PHRASE）
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分電  ENTRY MEANING  S－REAL O＿REAL PLACE     （PHRASE〕

x  sku1u

△  hafa

助動詞    モージ，マグ x      53．17．V

得る     モージ，マグ ミョッルニル 53．17．V

          持つ

△  1eyn肥t    隠れる

X  munu    助動詞

x  hafa    得る

△  alaSt

   koma

≠  bera

   geta

△  fara

×  sku1u

×  riδa

△  deyja

生まれる

出て来る

生む

追いつく

追いかける

リーヴ，リー X

ヴスラシル

2人の人問

リーヴ，リー X

ヴスヲシル

リーヴ，リー 朝の霞

ヴスラシル

人      X

太陽    娘

フコニシリル狼 太陽

狼     太陽

助動詞    太陽の娘

走る    太陽の娘

死ぬ     神々

      ナンナ

X

母の道

X

53．7，P

53．25．V

53，19．P

53．25．V

53．28．V

53，29．V

53．21．P    koma af e－m

53．34．V

53．30．P

53．35．V

12．10．P     fara eptir e－

       m

53．36．V

53．36．V

53．37．V

49．69．P
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rユングリンガ・サガ」での神々と同じ名前を持つ王たちを主語とする固有の動詞

（59例）

geta

e1ga

fara益

kenna

magna

Smy「］a

temja

V1δe－t

V1traSt

Snu鎚t

aptr

kveδ］a

fcera  fyrlr

e－t

dチrka

ENTRY MEANING ENTRY MEANING 1≡；NTRY MEANING ENTRY MEANING

（PHRASE） （PHRASE） （PHRASE） （PHRASE）

go固・kaδa 害を加える ge「a 決める 1eg自a 設定する 1eiδaSt 疲れる

SeljaSt 与え合う biggja 滞在する faIsa 偽る byg自a 結婚する

VetWiSt

geta 与える binda 縛る bj樋ati1e一 来させる dve1j鮒 いる

S

eiga 得る ei駅a ふさわしく fagna 歓迎する fara i brot 出かける

する

fara益 乗って進む fara f brot 旅に出る fremja 行う ge「a もたらす

kenna 習う koma at 死ぬ kveδa 唱える kyrra 静める

dauδa

magna 魔法をかけ marka sik 槍の跡をつ Setj鴉t 座っている s1¢kkva 消す

る geirsoddi ける

ヨmyrja 塗り込む Snia 向ける tigna 尊敬する t・k・・宇 住む

b亡staδ

lemja e－t 教える Ve加 たたむ vekja e－t 起こす Vera i いない

ψiδe－t Saman upP brottu

ritraSt 現れる skipta 分ける Stチra 支配する miSSa 踏み外す

f6tum

ヨn亡鎚t 戻る tチnaSt 死ぬ fa1工a ti1e－s 適している ge「a 選ぶ

劃ptr

kVeδja 昌  1
c≡…つ Steaja 置く eig㏄tViδ 競う bregaa 変える

㎏ra fyrir 置く ha1daupP 行う ha1da upP 保？ marka s趾 オージンの

∋一t
e．m

’Oδni
特徴をつけ

る一

iチrka 誉め称える reiSa 建てる taka s6tt 病気になる 9「una 疑う
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ENTRY   MEANING

（PHRムSE）

h61shgggva 首を切り落

         とす

ENTRY   MEAMNG

（PHRASE〕

Verδa   耐える

ENTRY   MEANING

（PHRASE）

r舶a    決める

ENTRY   MEANING

（PH］R・ASE）
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他の王を主語とする固有の動詞（208例）

taka

1e聰a

kaPP

毘t1a

eta

hverfa

e－nl

taka vlδe－

m
koma

e1ta

riδa

VeXa

Stfgaるe－t

ENTRY MEANING ENTRY MEANING ENTRY MEANING ENTRY MEANING

（PHRASE） （PHRASE） （PHRASE） （PHRASE）

biδja 命じる bregδa 取り出す roeδa um 話す reiδ鎚t 怒る

Val⑫ 起きている 1ei㎞ 遊ぷ big自a 得る ganga 歩く

hverfa 向ける standa 直面する binda つける bj6δa e－m 集める

ti1

fara her一 侵略する hafa 身につける hafa 捕まえる hanga 吊るされる

skildi

taka 得る Vera  at 供儀を行う 丘nnast 見つかる kunna 出来る

b16ti

1eggja 6 競う temja Viδ 調教する draga e－t 引き連れる a∋tla 企む

kaPP e－t Sa工nan

記t1a 望む auka 大きくする brema 焼き殺す erfa 葬式を行う

imi

eta 食べる fara 終わらせる 丘nna 気づく gipta 結婚させる

hverfa 6r 出て来る komast 逃げる Steδja いる S蛇δja さらす

e－nl Viδe－t

ta㎞Viδe一 受け取る una 満足する Vera 大きくなる 1eggja 約東するI

m roskinn stefna

kOma 去る Verδa取rir 見つける
’

Ve】＝a 1 立ち去る Si・la 着く

brottu

81ta 追いかける h1eypa ep一 追いかける koma e－m 投げる 1銚a 失う

tir 益e－t

riδa 乗り入れる Setja e－t 上げる Setja 入れる SI1i鎚t ti1 転じる

upP eiS

VeXa 育つ fara亡t 出港する ge「a 壌す 1eggja いる

拙ey6u

ヨtfgaるe－t 乗り込む stefna 向かう gera鵬tt 和解する
beita 殺す
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renna

koma

f㏄ra

SVe1ta

レekk］ast

vapn腿t

he1mta

riδa upP

bera

ofr11δ1

11脚a

he1ta

leg團舶t

jata

ENTRY MEANING ENTRY M週ANING ENTRY MEANING ENTRY MEANING

（PHRASE） （PHRASE） （PHRASE） （PHRASE）

g㎜gaafe一 降りる h㎡a heim 連れて帰る skj6ta 浮かべる Veita 上陸する

m   ’浮垂or舳

ta1⑫ 開く VarδVeita 面倒見る St⑯Va 操る festa 結びつける

b1金a凶δ 流す veifa 振る h1aupa 飛び込む Stren自a 誓う

heit

renna 走る beiδa 求める haユda 引き連れる bj6δa e－m 招集する

dt

koma 着く S㎞1ja 理解する fara y丘r e一 越える Verayire一 支配する

t m
f㏄ra 還ぶ fara it 遠征に出る gε㎜ga ti1 受け継ぐ nj6ta 受け入れる

e－S

SVe1ta 飢えさせる f6s6r 傷つく hittおt 出会う Synja 断る

レekkjast 受ける dvelj棚七 留まる 1説a
’＝≡‘ 一

ｾつ 1益ta 止める

v益pn腿t 武装する S6 播く ge「a 攻撃する ge「a 奪う

  ’浮垂oras
hervirki

heimta 取る he㎡aka 捕虜にする te加til e－S 祖先をたど 山da 守る

る

riδa upP 遠征する hverfa 囲む レr6ast 育つ hafa  e－t 出す

iti

bera 負ける fara inn 入る hlaupa 飛び降りる Ietja 奪う

Dfr1iδi

1iggja 置く haIda 向かう leggja upP 進む 1ig自a舳 外に出てい

る

heita 名づける fara6brot 去る gera f近san 望む k副1a 叫ぶ

at

1eg自舶t 横たわる bama 反対する I銚a する heim七a 求める

■

i益ta 同意する auSa 埋める Stinga 貫く taka e－t af 徴収する

e・m
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1≡：NTRY M1≡：ANING ENTRY MEANING ENTRY MEANING 1≡：NTRY MEANING

（PHRASE） （PHRASE） （PHRASE） （PHRムSE〕

Vera 一緒にいる etja 扇動する grein鍋t 分けられる leiaati1e－S 受け取る

Sa工nan

leita dt 逃げる au㎞ 広げる r6δa 操る rj欄a 血で染める

koma ti1e一 受け継ぐ s㏄kja 来る ge「a する hjala 話す

S

ta1鎚t viδ 話す r鶴na 奪う r鎚a bana 殺す Vera なる

gipta 結婚する he躯 持ち上げる r6a i brot 漕いで逃げ kaupa at 支払う

る e－m

senda ep一人を送る veraeptir 残る bera 注ぐ fastna 婚約させる

tir牛m

fy11a 満たす ganga 進み出る ganga 来る Se1ja 渡す

躯ire－t

SetjaSt 座る hvetja 扇動する nehaSt 呼ばれる deyδa 殺す

gipt組 結婚する 丘nnaSt 好む hverfa 消える renna upP 登る

dy1ja 否定する fela 埋める Ver6a 助動詞 senda 送り出す

ha1daupP 持ち上げる SOfna 眠りにつく Snda 戻す   ’uera Or e・ 来ている

m
skipa 配置する S鴉ttaSt 和解する geraskipti 変える riδa ti1e－S 近づく

Veiδa 捕まえる hafa 住む biδja 求める hepta 殺す

atSetu

geta 述べる Sni譜t at 変わる b16ta 供儀を行う hitta 会う

eim

farast 進む reiδa 吊るす ㎡6a （馬に乗っ gefa いけにえを

て）進む 捧げる

draga 復讐する verδafyrir 出くわす f町a6fund 会いに来る Veita e－m 攻撃する

umr筋 at e－m e－S atggn馴

e・n1
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V1δe－t

t1r e－m

ENTRY MEANING ENTRY MEANING ENTRY MEANING ENTRY M1≡：ANING

（閉払SE） （PHRムSE） （PHRASE） （PHRASE〕

hg99va e－t 切り落とす r鎚a fyrir 指揮する VeraaSt at 殺し合う hg99va e－t 切り殺す

niδr e・m bgnom b㎜出g99

eiga 争う Verδa i11a 不安になる Vera k記rr 好む 1eggjaSt6 逃げる

dei1um viδ Via at e－m 且6tta

e－t

hg99va 首をはねる he巧a 求婚する taka S6r 泊まる taka 足に怪我を

strandhg99 b6norδupP n益ttStaδ f6tarverk する

Ving減 友達になる 1eggja カを使う bera m61 矢口らせる gj最da 気をつける

Viδe－t kostna66 躯ir e－t Var㈹Viδ

e－t

hlaupa ep一 追いかける brj6ta e－t 従わせる ganga ti1 いけにえを 1eggja ti1 戦う

tir e－m undir sik sonarb16ts 捧げる OrrOStu

Viδe－t
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  個別分析で井をつけたアーク

  以下のデータベースの表示については実際のデー

タベースの画面とは若干の相違がある．

◆Word 単語1分析対象の動詞〕  En岬 見出し語

    Plaoo テキストでの出現場所  Combi 他の動詞との結び

つき

    Adve■b 副詞

    Ph凧go セットフレーズ

    M的ning 意味   M－Cat 意味のカテゴリー

    Form 動詞の出現形 Te皿舵 時制 Mood 法

    Ro日臥 形態上再帰形 A／M 助動詞／本動詞  E皿。lit1o

 接辞

    M8tor 韻律

   Subjeot 主語（意味上〕 S－Grm 意味上の主語を取らない

場合の文法上の主語

    S＿R軸1 主語の実体 S－Typo 主語のタイプ

    S－Cat 主語のカテゴリー S－Porgon 主語の人称 S－

Num 主語の教
   CompIemellt 補語

    C＿R081 補語の実体

    C－Typo 補語のタイフ C－Cat 補語のカテゴリー

   Obj80t  目的語

    O－R081 目的語の実体

    O－Typo 目的語のタイフ  O－Cat 目的語のカテゴリー

 O‘P6肥。皿 目的語の人称

    O－Nu㎜ 目的語の数 O－C㎜8 目的語の格

Toxt－2

丁眺t＿1

丁眺セ

丁帆t1

T8xt2

オージン

当咳の動詞が出現するテキスト〔2行前〕

  当該の動詞が出現するテキスト〔1行前）

  当該の動詞が出男するテキスト

  当咳の動詞が出現するテキスト｛1行後）

  当該の動詞が出現するテキスト〔2行後）

（神話詩）

ENTRY
◆Word ㎜d曲  Entry ㎜da
    Plaoo HAV138，4．VG  Combi x
    Advorb x

    Phr阯。 x

    Moaning 握つける M－Cat 1

    Form p㎜t．pp Tongo x Mood x

    Ro日眺 x A／M m E口ditio x
    Motor x

   S口bjoot x S＿Gr㎜  x

    S・R舳I オージン S＿Typo o

    S・Cat gm8 S－P舳。n 1 S－Num
   Compiomont x

    C－R胆I x

    C＿Typo x C＿Cot x
   Objoot g6iri

    O－Roa1 槍

    O－Typo o O－Cat x O－Po肥。n

    O－Num  g O－C舳。 do

丁眺t＿2

丁眺し1

Text

Text1

T眺t2

vind胆mdδiき
n胆析巳11ar n丘。，

goi・i‡u皿d海r

．k紳m6δ皿i，

3i舳Hiる1fomm‘r、

◆Word fyrirgorδi Entry fyrir9舳

   Plaoo GRM A．PG  Combi x

   Adv6｛  oigi

   Ph閉9e x

   M閉ning 惑わす M－Cat 1

   For㎜ oonj2 T㎝oo f Mood oonj，p爬t

   R8日眺 x A／M ㎜ Enolitic x
   Motor x

 Subjoot 的1kunnigr maヨr S－Grm x
   S＿Roa1 オージン S＿Type n

   S－Cat gma S－Pe胴。n 3 S－Num g

 Complomo舳  x

   C－R餉1 x

   C‘Typo x C＿Cat x

 Objoot hまnom
   O－R081 ゲイ回ズ

   O－Type o O－Cat hm O－Po固。n 3

   0．Num g O・Cago do

T眺t．2 レ州v曲i＾um bott3㎜利一

丁眺t＿1  Frig9 90ndi eokigmoy gina， Fuuo， tii

       Goir｝δ趾．H6n b85

丁眺t   konung冊胆2風t8igi‡吋命g町ヨi h差nom
       的1kun皿igr㎜海r、

丁眺t1   5差印）町冊r kominn f land，ok88gδi）at m趾k

       る，＾t ongi

T眺t2   hund1v町w差6－mr at直hann㎜yndi h1巳up■．

       En b8t v趾

◆Word f肥w E市y f肥wt
   Pk08 HAV141．1．VG  Co㎜bi x

   Adv甘b x

   Phr㎜o x

   M肋ni皿g 豊かになる M－Cat 1O

   Fo『m i皿f Tomo x Mood x

   Ro日眺 ron A／M m Eno1itio x
   Mot8r l

 Subjoot ok S＿Grm  x
   S＿R眺i オージン S＿Typo n

   S－Cat gm呂 Si P町90n 1 S－Num g
 Complomont x

   C．R帥I x

   C＿Typo x C＿C8t x
 Obj80t x

   O－R帥1 x

   O‘Typo x O－C■t x O－P6耐。n．x

   O－Num x O－C明。 x

T眺t＿2  皿8inn65r甘i．

To対i1
T眺t   bるn＾m ok‡肘記v乱2

丁眺t1   ok fr硯r wr■

丁靱t2   ok冊x80k vol haf砒；
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◆Word 的t冊5r E市y 的tra
   P1趾。 HAV13．5．VG  Combi ㈹rk

   Adverb i g町5i Gu皿皿1a5町

   Ph冊90 x

   Moa口ing 続る Mi Cat 1

   Form p測t－pp Ton88 x Mood x
   R8H眺 x A／M m E皿d1缶io x
   Mot甘  1

 Subjoot ok S－G－m x
   S＿Roa1 オージン S＿Typo n

   S＿Cat gm8  S＿Po冊。n 1 S＿Num  5

 Comploment x

   C＿R帥1 x

   C＿Typo x C－Cat x

 Object β059f凹gi9的δrom

   O・Roa1 奇サギの真

   O－Typo o O－Cat x O－Per畠。n 3

   0－Num  9 ◎一C“8 di

丁眺t＿2

丁眺t＿1

T眺t
Text1

Toxt2

ha皿ngt81rgod1guma；

b帥fugls的drom
ek ｝fiqt1■aδr v日1・k

i g趾δi G皿皿皿1aヨar一

◆Word For5u E市y forj8
   Plaoo HRBL3．1．VG  Combi x

   Adv甘b um gundit

   Ph訟90 x

   Moani11g 船で渣す M－Cat 11
 Form imp Tongo x Mood imp

 Ro日眺 x A／M ㎜ Enolitio ・δu
 Met8r f

S皿bjoct 一δu  S＿Grm  x

 S‘R冊1 オージン S＿Typo n

 S－Cat gma S－P舳。n 2 S－Num g
Complomo口t x
 C－R帥1 x

 C＿Typo x C＿Cat x
Obj80t mik

 O＿R的1 ソール

 O＿Typo o O－C8t gma O－Pe祀。n 1
 O－Num  g O＿C㎜o ag

丁酬t＿2

丁眺t＿1

T眺t

T眺t1

T臥t2

くK｛レ6πk冊51｝）

‡F町ヨu mヨk um gundit，

細Oiokbik6morgon；
moig hon ok直baki，

◆Word f6ri8 En岬 fo加
   Plaoo HRBL55．2．VG  Combi

   Adv肌b 8112，oigi，um v圭ginn

   Ph記90 x

   Me風皿i皿g 船で漬す  Mi C＾t 11

   F0Hn  inf  Ton50  x  Mood

   RoH跳 x A／M ㎜ Enc舳0
   Mot8r x

 Subjoot 帥  S－Grm  x

   S＿Roal オージン S－Typo n

vill

   S－Cat gma S－Por30n 2 S－Num 3
  Complom8nt x

   C－R冊1 x

   C二Typo x  C－Cat x
  Objoot mik

   O－Rea1 ソール

   O－Type o O－Cat gma O＿P6冊。n 1
   O＿Nu㎜  8 0＿Ca肥  風g

T臥し2  くK1〕6m k冊δ＝）

T8xt－1  V‘o風帥㎜εr n｛一6欄na，

丁砒t   a11宮帥viIl mik oigi um vるginn＊fe■ia！

Toxt1

T眺t2  くK H釦b趾己r kwδ：〉

◆Word Mi風 Entry Mja
   Placo HAV111．1．VG  Combi x

   Adw－b Ur5町b川皿n三前

   Phr㎜o bylj8｛o－m

   M帥！1ing 話す M－C8t 30

   Form i皿f Ton肥 x Mood x

   RoHox x A／M ㎜ Enditio ■
   Meter l

 Subjeot x S＿Grm  x

   S＿R舳1 オージン S’Typo o

   S＿C8t gma  S．Po耐。n 3  S＿Nu耐1 9

 Compie㎜ent x
   C－R冊1 x

   C＿TγPo x C＿Cat x

 Objoot bm1町9t61i

   O．R曲1 資者の椅子，オージンの椅子

   O－Typo o O－C8t ong O－P8冊。n 3

   0‘N皿m g O－C舳。 do

丁眺t‘2

丁眺t－1

丁眺t

Toxt1

T跳t2

ok町。tta G口皿nlOδo．

M創。“t坤yli＾
レuIaHt61iξ，

Ur5巳r br1』皿皿i＾t；

MEANING
◆Word m肥1a Entry m田1a
    Pla㏄ VM4．6．VG Combi d㎞lt
    Advorb x

    Phr胆。 ㎜霊一＾o－n o■5um

    Mooning 論争する M－Cot 5

    Form inf To皿go x Mood x

    R8H眺 x A／M m Enditio x
    Motor x

   Subjoot 同  S＿Grm  x

    S－R的1 オージン S－Typo n

    S－Cat g㎜a ．S－Porgol， 2  S－Num  g

   Comp－6mont ■

    C－Ro日1 工

    C＿Typo x C＿C巳t x

   Objoot or5om／igtun

    O－R船1 言葉ノ巨人

    O＿Typo o／o O－Cat x／jm  O＿Poroon

    O－Num p／5 0－C困。 do／ag

3／3
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丁臥t＿2

Text＿1

丁眺t

Toxt1

Toxt2

ooi炭rdugi，
hva困bO g㎞1t，Aldafgδr，

or5o㎜‡m田1aigtun．

F6rレ差6δiIln

◆Word borgi8 En岬 b町出
   Plaoe LS9．41VG  Combi mu皿do

   Adv甘b oigi

   Phr舶。 ■

   Meaning 味わう M－Cat 1

 Form  ヨnf Ten3e x  Mood x

 RoHex x A／M m Enditio x
 Mot甘  x

Subjoot －tu S－Gr㎜  x

 S－Roa1 オージン S－Typo n

 S＿Cat gm8  S＿P町90n 2 S＿Num  g
Complomont x

 C＿R帥1 x

 C＿Typo x C＿Cat x
Objoot glvi

 O＿Roai ピール

 O＿Typo o O－Cat x O－Porgon 3
 0－Num 8 0－C朋。 do

丁眺t＿2

T6xt＿1
Toxt

Toxt1

Toxt2

or vit i61－d＾9巳

blo皿do㎜b165i o＾man？

glvi＊borgia

胤2加。igimundo，
noIn80kr v風ri bる5om borit．

◆Word gf＝5＝a Entry gi58

   P1aoo LS24．1．VG Combi x

   Adv甑b S直m舳yo‘
   Phra50 x

   M餉n1ng 療法を佼う M－C“ 1

   Form inf Ton80 x Mood x

   RoH眺 x A／M m Enolitic x
   Mot町  1

 S1』bjod レik  S＿Grm  x

   S＿Roal オージン S－Typo o

   S－C巳t gm＾ S－P舳。n 2 S－Num 8

 Comp18㎜o皿t x

   C＿Roai ■

   C＿Typo x C＿Cat x

 Obj㏄t x
   O－Roal x

   O＿Typo x O－Cat ■ O－Po固。Il x

   O＿Nu㎜  x OiC齪。 x

丁眺t’2

Toxt・1
Toxt

Toxt1

T眺t2

くK｛Loki｝kv・51）

Enβikれ‘＝δ＝ak6δo

S三π旧。yo i，

okd固Ptu差v舳。o㎜vg1or，

◆Word 脳δomk E皿try
   PI帥。 HAV112，1．VG

   Advorb x

r納＾

Comb｛ x

 Phr胆8 x

 M帥ni皿g 忠告する M－Cat 4
 Form preg T8mo pr05 Mood ind

 Ro日ex x A／M m E皿ditio －k
 Motor l

Subjeot －k S－Grm  x

 S＿R餉一 オージン S＿Typo n

 S＿C前  gm乞  S＿Porgon 1 S＿Nu㎜  目

Comp1ement x

 C－Roai x

 C＿Typo x C＿C巳t x

Objoot b釦

 O－Roal ロッドファーブニ

 O＿Typo o O＿C＾t g O＿Po固。n 2

 0－Num  3 0－Cago do

Toxt．2

丁眺t－1

Toxt

Toxt1

T眺t2

hoy■580k gogia5v壬

＊脳aomk炭r，Lodd撒nirl
atか“銅皿。mir，

皿16t＾m皿ndoof帥nomr、

＊Rる5omkレ‘r，Loddfるfn…r，

8t／㎝同湖no㎜i・，

というセットフレーズで用いられているため他の例1ま省略1

◆Word h田tta E市y h邊tta
   Pkoo HAV106．6．VG  Combi x
   AdΨorb w‘

   PhH岨。 h鴉tta｝m tii

   M08ning 危険にさらす Mi C且t 12

   For㎜ prot T㎝go p舳  Mood ind

   RoHox x A／M m EmIitio x
   Motor i

 Subjoot ok S＿Gr㎜  x
   S一．Ro＾1 オージン S．Typ8 n

   S＿C巳t gm8  S＿Pomon 1 S・Num  g
 Complomont x

   C－Roal x

   C＿Typo x C＿Cat x

 Objoot hO記i
   O－Roa一 頭

   O＿Type o OiCat x O＿P町30n 3
   0‘Num g O－C困。 do

丁眺t－2

丁眺t・1

T眺t

T眺t1
Toxt2

yOr ok undir

・t6δomkigtnawgir；

！vま ‡h配tt風。k hgiai tiL

Vol koypt21it趾

◆Word h拍！ Eψy h油gt
   P1“8 HAV141．3．VG  Co㎜b三 x
   Advorb w1

   Ph一靱。 x

   M帥ning 栄える M－Cat 1O

   Form i㎡ T㎝go x Mood ■

   R6日眺 肥n A／M m Eno1itio x
   Motor x
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Subjeot 6k S＿Gr㎜  x

 S－Roo！ オージン S－Typo

 S＿C前  gma  S＿Pergon

Complomo皿t x
 C＿R冊1 エ

 C＿Typo x C＿C批  x
Objoct x

 O－Roa1 x

 OiTypo x O・Cat x
 O＿N皿㎜  x O－C舶。 x

丁駅t＿2

丁眺t＿1

丁眺t

T帆t1

T眺t2

1 S＿Num  日

O－P町30n x

レ主nam ok f喝v肋

。k fr65r vora

ok v風xa ok vo1‡hafa2；

orδm‘r8forδi

or21oitaδi，

◆Word b誠’ EnW b誠a
   Plaoe HAV153，6．VG  Combi m壬

   Adv趾b br差tt

   Phrago x

   Meaning もみ消す M－C帥 12
   Form inf Tengo x Mood x

   Ro日6x x A／M m Enditio x
   Moセ8r －

 Subjoct ok S＿Grm x
   S＿R冊1 オージン S＿Type n

   S＿Cat εma  S－Por50n  1 S＿Num  g

 Co㎜plomont x
   C－Roal ■

   C－Typo x C＿Ca七 x

 Objoot 1〕8t

   O－Ro風1 憎しみ

   O－Typo o O－Cat x O＿Por80n 3

   0－Num 3 0－C胆。 ag

丁挑t＿2

丁眺t－1

T帆t

T眺t1

T眺t2

hv8記ha㍍Ψox
㎜o5hilding・90nom，

セ。t m差ek ＊bo≡ta br差tt．

レ8t k巳皿皿。k it niund風，

◆Word hokk En岬 ha㎎a
   Plaoo HAV138．1．VG  Co㎜bヨ x

   Advorb vi皿dga㎜oi5i壬，1冊tr8u趾n‘o

   Phrago ■

   Moa皿ing ぷら下がる M－Cat 31

 For㎜ p爬t T帥go pmt Mood ind
 Ro日眺 x A／M ㎜ Enditio x
 Motor x

Subjoot 8k S＿Grm  x
 S．R031 オージン S－Typo n

 S＿Cat gm＾  S＿Pomo皿 1 S＿Nu㎜  9

Complomo前  x

 C＿R881 x

 C－Typo x C＿C“  x

Obj㏄t x
 O＿Ro＾1 x

 O－Typo x O－Cat x O－Po閑。n x

O－Num  x

丁酬t＿2

丁眺t－1

T眺t

T眺t1
Text2

O＿C則。 x

fold5k81vi5日65itak風．

Voit ek at8k｝hokk

vindgamoi3i皇

n就raHarnfo，

ENTRY＋MEANING
◆Word h純k En岬 hoyja
    Plaoo HRBL30，4．VG  Co㎜bi x

    Adv甘b x

    Phr獺。 x

    M帥ni口g 待つ M－Cat 22

 Form p爬t Ton50 p爬七 Mood ind
 RoH臥 x A／M ㎜ Enolitio －ak
 Mot研  x

Subjoot ok S－Grm x
 S－Re81 オージン S＿Typo n

 S－Cat gmo S－Po固。n 1 S－Num

Co㎜p1emont x
 C－R冊1 x

 C・Typo 蘂 C＿C砒  x

Objoot Iau1中ing

 O－R的I 密会

 O・Typo o O－C前  x O－Po固。n 3

 0’Num g O－C齪。 ag

丁眺t＿2

丁眺t＿1

丁跳t

T跳t1

T酬t2

ok viヨ。i皿hvoria d08m5ak，

1‘k okΨi5ona li＝n＝hvito

ok1阯印≡βing＊h餉ak，

gladd8k on巳guubigrto，

g8mnim趾unδi．

◆Word g1o｛ E市y gloPja
   P1800 HRBL52．3，VG  Combi

   Adv甘b x

   Phr困e x

   M08ning 妨げる M－Cat 1

mundo

    Form inf Tengo x Mood x

    Ro日砒 x A／M m Em舳。 x
    Mot町  x

   Subjoot ok S－Grm x

    S．R閉1 オージン S＿Typo n

    S．Cot g耐a  S＿Pomon  1  S＿Num
   Complomont x

    C－Roal x

    C＿Typo x C＿Cat x
   0bjoot 胎hir5i／A舳一レ6記f町肛

    O－Roal ソール／ソールの旅

    O．Typo o／o O＿Cat gma／ong

3／3

    0－Num 8／g’O－C㎜8 do／ag

 T8xt・2  A肥一レ6記

 丁帆t＿1  hugδa ok aldr明i mundo

 T眺t    ホg18pia舵hk5i f趾ar．

 丁眺t1

 T眺t2   くKレ6πk冊d！）

O’P町90n
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◆Word fylgδag Entry fylψ
   P－aoo HRBL24．2．VG  Combi x
   Adverb x

   Phr困。 fyIgjaΨigom

   Mo＾ning 散う M－C8t 5

   Form p爬t Ton50 p爬t Mood ind
   Ro日臥 x A／M m Enditic －ag
   Motor x

  Subjeot ok S－Grm  x

   S－R蝸1 オージン S－Typo n

   S－Cat g㎜a S－P舳。n 1 S－Nu㎜ 3
  Complemont x

   C＿Roa1 x

   C－Typo x C＿Cat x

  Objeot v吃。m

   O－Ro＾1 戦闘

   O＿Typ6 0 0－Cot x O－Porson 3
   0‘Num g O－C朋。 do

T眺t＿2  くK Hホb町5r kv8δ：〉

丁酬t－1  V趾。kるVauandi

T跳t    ok v｛9o㎜‡吋1gδ風g、

丁眺t1  atta ek igfrom，

丁眺t2   o皿aldr三〇畠ttak；

◆Word dr叩tu Entry d岬8
   P－a08 LS24．3．VG  Combi x

   Advorb 舵m vg－or

   Phr顯。 d爬P＾直。－t

   M閉ning 換る M－Cat 1

   Form p爬t Ton舵 P爬t Mood ind
   Ro日。x x A／M m Eno舳。 ・t皿

   Mot甘  x

  Subjoot －tu S－Grm  x

   S＿Rea1 オージン S－Typo n

   S＿C＾t gma  S＿P6冊。n 2 S＿Num  8

  Complom・≡nt x

   C＿Roal x

   C＿Typo x C－Cat x
  Objoot v‘tt

   O－R眺1 農法

   O－Typo o O－C＾t g O－Por30口 3

   0－Num ， O－C朗0 88

Toxt＿2  Enβik，i；ヨ＝8k6δo

T眺t＿1  S‘mgeyo i，

丁眺t   ok＊draptu6v‘tt50mΨglor，

丁眺t1   vitk＾1‘ki

T眺t2   f6rt凹w巾i6δy趾，

◆Word gtgdvig＾k En卿 gt抑8
   Plaoo HAV150．51VG  Combi x

   Adv研b x

   Ph冊90 x

   Me巳ning 止める M－Cat 12

   For㎜ oonj1 ToI1舵 p爬5 Mood oonj．pmg1

   R8H眺 x A／M m Enolitio －g8k
   Mot町  1

 Subjoot ok S－Grm x

 S＿R6＾1 オージン S＿Typo

 S＿Cat gm＾  S．Por50n

CompIomo皿t ■

 C－R朗1 x

 C＿Typo x C＿Cat x
Obj・ot x

 O－Roa1 矢

 O＿Type o O＿Cat x
 O－Num 工 O－C㎜o x

T6xt－2

丁眺t－1

丁眺t

To対ユ

丁酬t2

1 S－Nu㎜  8

O＿Pe”on x

Hein“61ki冊δa，

町9冊hanHv直5tint
at6k ＊8tg5vigak，

of ok h＾皿回9i6nom of9‘k．

◆Word loitaδi Entry leita

   Pk06 HAV141．5．VG  Combi x
   Advorb af or5i

   Phr汕。 x

   M帆口ing つくる M－Cat 3

   Form oonj2 To皿80 p，與 Mood oonj．p爬t

   R‘日酬 x A／M m Enolitio x

   Moter ■

 Subjoct x S＿Grm  x

   S＿Roal オージン S＿Typ6 0

   Si Cat g㎜a  S＿Po固。皿 1 S・N1』㎜  5

 Comp16㎜ont ■

   C．Roal x

   C・Typo x C＿Cat x
 Objoot or2

   0－Rod 言葉

   O－Typo o O・C8t x O－P町80皿 3

   0－Nu㎜ 9 0．C齪。 9

丁跳t＿2

Toxt＿1

丁眺t

T眺t1

To対2

ok vaxo ok vol hafa2；

o『am金8f o『5i

or2‡loit前i，

vork m‘r8f vorki

vork91oitaδi、

◆Word lei制i E市y 1oita
   P1＾oo HAV141．7，VG  Combギ x

   Adv町b af鴨■ki

   Phr困8 x

   Moa皿ing つくる M－Cat 3

   Form oonj2 Tengo prog Mood oonj．prot

   R8H眺 x A／M m E口。lit…o x

   M8t甘  ■

 Subjoot x S＿Gr㎜  x

   S＿Ro風1 オージン S‘Typo o

   S・C8t gm8 ．S＿Po肥。n 1 S＿N皿m  g

 Complomont x

   C＿Ro風i x

   C＿Typo x C＿Cat x

 Objoot 柵rkg
   O－R帥I 行為

   O－Typo o O－C＾t x O－Porgon 3

   0＿Num  g O＿C㎜o 9
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T6xt＿2

丁臥t＿1

T眺t
T8xt1

T眺t2

or21eitaδi，

vorkm‘rafv町ki
vork日＊I〇三t海i．

R也n趾munt帥丘nm

オージン（英雄詩）

MEANING
◆Word b趾 En岬 b舳
    P－aoo HH－113418．VH Co㎜bi x

    Adv趾b ㎜869inu口gom

    Phra．go bo冊船kr｛皿趾

    Meaning 災いを引き起こす M．Cat 12

    Form p爬t T㎝30 p爬t Mood 1nd

    R6f1駅 x A／M ㎜ Enditio x
    Mot06 x

   Subj8ct x S＿Grm  x

    S－Ro■一 オージン S－Typo o

    S－Cat gma S－P舳。n 3 S－Num
   Complomont x

    C＿Ro風i x

    C－Typo x C－Cat x
   Objoct 岨k対皿ar

    O－R冊1 災いのルーン

    O＿Typo o O＿C＾t ong O－P町90日

    O＿Nu㎜  p O・C困8 ag

 T眺t＿2  g11o bg1vi，

丁臥t－1 βvi8t mo59i舳ngom

T眺t   舳k前口趾＊b町．

丁眺t1

Toxt2   レ金b湘r br65i！

オージン（rギュルヴィの惑わし」）

ENTRY
◆Word 5ti6m趾 E市y 畠tj6m8
    Plaoo GYLFG3．11，P  Combi x

    Adv甘b x

    Ph聰岨。 x

    Mean1ng 支配する M－Cat 1

    Form pr8g Tongo p咽  Mood 1口d

    Ro伺眺 x A／M m Enditio x
    Motor x

   Subjoot hann S－Grm x
    S＿R酬1 オージン S＿Type 口

    S・C8t gm8  S＿Porgon 3 S‘N凹m
   Comp1om611t x

    C－R081 x

    C－Typo x C＿Cat x
   Objoct glI皿r｛ki ginu

    O－Ro＾1 彼の全ての国

    O－Typo o O－Cat ong O－Po冊。n

    O－Num p O‘C邑50 8g

Toxt－2

丁砒t＿1

T眺t

T挑t1

T酬t2

レ壬8pyπGang1町i＝（Hv町。r8差gu5e5a hvat

mξh■nn、

曲h舳h舳h㎝nunnitf固m州。曲？）
服・鴉91・1（Li趾h㎜皿。f［a11町1aldi・ok＊

・ti6rn町9uu

riki ginu ok冊5r gllum＝h＝1utum。目t6川m
ok gm差π1．）

βる㎜田1tiI・f・M・：（H・㎜・m伽跳himiHk

iqr5ok

MEANING
◆Word lagδi Entry 1699ja

    P1肌。 GYLFG15．18．P Combi x

    Adv趾b x
    Phra目8  109区ja e－t at T0δi

    Mo風ning 担保に入れる M－Cat 11

    FoIm  p爬t Tong8 pret  Mood  ind

    R8H砒 x A／M m Enclitio x
    Mot趾  x

   Subjoct hann S＿Grm  x

    S．R餉一 オージン S－Typo n

    S＿Cat gma  S＿Porgo口 3  S＿Num  5

   CompIomo皿t x

    C・R881 x

    C‘Typo x C＿Cat x
   Objeot auga

    O－RoaI 目

    O－Typo o O－Cat x O＿Pe冊。n 3

    0・Num g O－C㎜o 風g

 Toxt．2  hominu Gミau町homi．レ町kom Amgδr ok boi－

         ddi20i皿9

 Text＿1  d町kki町8f b川nninum，011hann fekk oigi fyπ
         on h8n11

丁臥・ ・1・g苧i阯。阯i舳・・砒M吻；iV．1・・。‘l

 Text1   Alt vo…t ok，66in＝n＝、

Toxt2   1w町＝β‘＝auga fa阯，

ENTRY＋MEANING
◆Word ［5kilP趾 Entry gkipa

    P1航。 GYLFG20．20．P Combi x
    Adverb x

    Phr阯e x

    Moa皿ing 連れて来る M－Cat 11

    Form prog Ten80 p肥g Mood ind

    Ro日眺 x A／M ㎜ Enditio x
    Mot甘  x

   Subjoot honn S＿Grm  x

    S‘R肋1 オージン S＿Typ8 n

    S－Cat gm8 S．P帥。n 3 S－Num g
   Complomont x

    C＿R08－ x

    C＿Typo x C＿C8t x
   Objoct boim／Valhg口。k Ving61f

    O－Roa1 戦場で倒れたもの／グァルホル

    O－Typo o／o O－Cat hm／ong O－P8r，on
3／3

    0－Num p／・ O－C㎜6 do／ag
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T8xt＿2

丁臥t＿1

丁眺t

T砒t1

T眺t2

6δinn hoitir Aufgδr，内iat hann er faδir au閉

goδa．

Hann hoitir ok VaIf閑r，bvi＾t h8n968㎞ynir

o『uユHヨ，

同川・｛他1fa11a，同㎜＊1・kilP町h㎜n
Valhg11ok Vi皿g6If，

ok hoita担eirレるEinhoriar． H田nn hoitir ok

胞IlgaguδOk

珂alPtoguδ，F趾m・gua，ok㎝皿h朴h㎜皿
nofn24noiro

オージン（「ユングリンガ・サガ」）

ENTRY
◆Word vitr朋k En岬 vitr舳
    Pla06 YS9．7．P  Combi 五
    Advorb x

    Ph冊50 x

    Meaning 現れる M－C就 6
    Form inf Ten5e x Mood x

    Ro日眺  x A／M  m  Emlitio x

    Mot甘  x

   Subjoot hann S－Grm x
    S－R肥i オージン S－Typo o

    S＿Cat kga S＿P酊gon 3 S＿Num  8
   Comp1omont x

    C＿Ro＾1 x

    C＿Typ8 x C＿Cat x
   Objoct 866

    0－R馳1 オージン

    O＿Typo o O＿Cat kga O－Po刷。I1 3

    0－Num g O－C齪e do

 T臥t．2  N七hug5u Svi趾，＾t h8nn v題ri ko㎜in11i iロロ

          f．m＾ん9趾ヨ

 丁駅t＿1  ok myndiβ町1if風巳t oil‘fu．H6fgk庫。t nテiu

          差tr也n海r

 T眺t   viδ6δill ok釧eit．optレ6州svfum h巳n皿＊

          Vitr齪k9‘r、銅r

T酬t1  9t6r趾。rr08tur yrOi19af hann庫9umum5igr，

          On guπ1un－

 丁臥t2   b＾山5h＾n口 tii gfn； β6出 hv‘πtwggi kogtr

          g伽165i㎜w

◆Word 的naδr E皿try 晩㎜
   P1aoo YS6．7．P Combi v趾
   Advorb migk

   Phr固。 x

   M6aning 算散する M－C砒 2

   For㎜ 脾8t，pp Ton50 ■ Mood x

   Ron眺 x A／M m Enolitic x
   Mot趾  x

 Subjoct  hann  S＿Grπ1 五

   S＿R081 オージン S＿Typo n

   S＿C舳  kg8 S＿Pomon 3 S＿Num

 Co㎜plomont x
   C＿R081 x

   C＿Type x C－C8t x

  Obj㏄t x

   O－R閉1 x

   O－Typo x O＿Cat x O－P町90n x

   O－Num x O－C困6 x

T眺t－2 n差muβoir a11趾伽6ttim町1員vf at hann kunni

        fy附t8H趾

丁眺t＿1  okレ6日。gt趾．En bat or at oogia，fyrir hv町i＾

        9gkhannΨ町

丁8xt   w壬migk‡tigna5r．庫b差川1〕885ir hlutヨr till

        han皿v■r gv直

下眺t1   fagr ok ggfuglig■ るlitum，1〕る or hann 肥t

        ㎜Oa8‘皿um Vinum，

Toxt2    ＾t q11u㎜h16hugr vi3．E口b直。r hann var｛

        hor，b6gタ11digk

◆Word 畠murδi Entry 畠my巾

   Plaoo YS4，19．P Combi x

   Adv趾b x
   Phra5e x

   M閉ning 塗り込む M－Cat 1

   Form  p爬t T8ngo p爬t Mood ind

   RoHox x A／M m Eno1itio x
   Motor x

  s口bjoot 6δinn s．Grm  x

   S＿Rod オージン S＿Typo n

   S＿Cat kga S＿P町90n 3 S・Nu㎜  8
  CompIomoIlt x

   C－Roal x

   C＿Typo x C．Cat x

  Objoot 皿rtu㎜加im

   O＿R朋1 薬草

   O－Typo o O－C巳t x O－Porgon 3

   0－Num p O－C凹。 di

T眺t．2 f＾1舳｝“㎜8nn顯kiptinu．座t6ku b6ir Mi㎜i

        ok h刮ghiOggu

T眺t．1  ok go皿du hgfuδit A3um．65inn t6k hgfuヨit

        ok

T挑t   ＊9murヨi1』r七umβoim，or oigi m銚ti鮎n畠，ok

        k冊5b趾州r

Toxt1   galdr風。k magllaδi w‘。at b8t m田Iti vidhann

        ok岨g5i

Toxt2   honu㎜m町ga leynda hluti． Nヨgraok Frey
        肥舳65in皿

◆Word m8gn85i En岬 magm
   P一肌。 YS4．20．P  Combi x

   Adv甘b g■直

   Phr”e x

   M帥ning 標法をかける  M＿C8t 12

   Form p胴t Ton！o pr8t Mood i㎡d

   Ro日。x x A／M m Enditio x

   Mot酊  x

 subjeot 65i㎜1 s．Grm x

   S＿Ro齪1 オージン S＿Typ8 n

   S＿Cat kg＾ S＿P甘畠。11 3  S＿Num  5

  Complomont x

   C＿Ro邑1 x
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   C＿Typo x  C＿Cat x

  Obj㏄t x

   O＿Rool ミーミルの頭

   O＿Typo r O－Cat onk脾  O－Po閑。n x

   O－Num  x O‘C困。 x

T挑t＿2  ok50nd皿hgfu3it Agum．6din皿t6k hqfudit
        ok

T帆t－1 ・murδiurtumbeim，酊。ig三㎜舳i舶na，・k
        kva6りar y行I－

Toxt    gald記 ok ‡mag皿a6i wξ， at βat m田1ti

        vi5ha皿n ok畠ag5i

T眺t1   honum m趾ga1eyllda h1uti． N…grヨ。k F舵y
        gotti6δinn

Toxt2  b16tgoδa，ok vホuβoir d｛趾me5A阯m．D6州r

        Niaro町

◆Word g1必k冊 Entry 51okk柵
   PI砒。 YS7，5．P  Combi x

   Adv甘b  x

   Phr齪。 x

   M餉口ing 消す M－Cat 12

   For㎜ inf Ten舶 x Mood x
   Ro日臥 x A／M m Eno舳。 x
   Met跳  x

  Subjoot x S＿Grm  x

   S－Roa一 オージン S－Typo o

   S－Cat kgo S＿Po刑。n 3 S－N山m  ■

  Co㎜p1o㎜ent x

   C－Roal x

   C＿Typo x C＿Cat x
  Obj80t old

   O－R8a1 炎

   O＿Typo o O－C且t x O－Porgon 3
   0－Num  g O－C㎜6 ＾9

丁欲t－2  05a d加，6gkr o5＾ormr，ok脆rξo…nni wip－

        9tund“i町1盟g

T眺t‘1 i岬d at3fnum erondum oda風口n趾ra mallna。
        レ風t kunni

Toxt   hann om at gom moδoraum oinum atホ

        g一¢kkv801d ok

T帆t1   ky■m8i6ok gn‘aΨindum，h榊ri＾1ei3or ha皿n

        viidi．Ok

T眺t2   h＾n皿＆ti gkip bat er Sk飼blaδnir h‘t、甘han皿

        f6r差y什

◆Word oi卵海i E皿try 叱m
   P1800 YS9．3．P  Co㎜bi x
   Advorb  x

   Phr困。 x

   Moaning ふさわしくする M－C＾t 12

   Form  pmt  T帥go p肥t Mood i皿d

   RoH眺  x  A／M  m  Enditk x

   Mot趾  x

 Subjoct hann S＿Grm  x
   S＿R8＾1 オージン S＿Typo n

   S＿Cat kga  S＿Por80n 3 S＿Num  g

 Complemont x

     C－R盟I x

     C－Typo x C＿Cat x

   Objoot 昌‘r／a11a vまpnd舳δa mom

     O－Roa一 オージンノ金ての武器に倒れたもの

     O．Typo o／o O．C8t kga／x O＿Pe固。n
3

     0‘Num 口／p O－C㎜8 doノ且g

 Toxt．2  6δinnΨ町δ96ttdauヨr i sΨΦi65，

 Text＿1  ok酊ha皿回v趾at kominn d■u5a，1ξt lla口n

          m肌k邑5ik

 Text   goi固。ddi ok ＊oigna研 3‘r aua v圭pndauδa

          ㎜o皿町・＾9δiham

 T酬t1  51k㎜口ndu fa胞i Goδhoim ok fagna b町v1nu㎜

          3‘num．

 Toxt2  N｛hugδu Svi町1at hann v獅1komi皿n i im
          f。・mん卿δ

MEANING
◆Word b阯δ Entry bj伽
    Pkco YS9．9．P  Combi x
     Adverb x

    Phr090  bj65a til o－9

     M冊ni皿g 来させる M－Cat 11

    Form  p固t  Ten鴉  p爬t  Mood  ind

    Ron眺 x A／M ㎜ Enditic x
    Mot飢  x

   S口bjoot  h巳一1n  S＿Gr㎜  x

    S＿Roal オージン S＿Typo n

    S＿C巳t kga  S＿Po”on 3  S＿Num  8

   Complomont x

    C－Roal x

    C＿Type x C＿C＾t x

   Objoot 8um口m／9i口

    O－R8＾1 あるものには／オージン

    O－丁岬。 o／o O－C＾t m／k酔  O－Por50n
3

    0－Num p／o O－C困。 do／9

 丁眺t．2  Ti565in okるhoit，optβ6tti svium hann vit－

         r齪k9‘r，幼r

 T眺t－1 gt6r趾。πogtur yrδi；gaf h＾nu庫。umu㎜gigr，

         en3u mum

 Toxt    ＊bauδhonn ti15‘n；b6tti hv圭1Ttvoggi kogtr

         g6δ・．6δi㎜w

 T酬t1   b爬ndr d＾u5r，ok冊r5｛bronn＾ggr a11voglig．

         b．t w

 Text2   tr七＾レdr乱，at bv‘h邊一乱soπl royk三nn－ag硯i

         lopt…t upP，

◆Word ㎜町㎞ Entry m趾㎞
   P1風。o YS9．2．P  Combi x

   Adv酊b  x

   PhH岨。 ㎜趾k邑9…k goi肥。ddi

   M冊ni皿g 槍の跡をつける M－Cat 1
   Form 1nf Tongo x Mood x

   RoH眺 x A／M m End1t1o x
   Mot酊  x

 Subjod x S－Grm x

3／

3／
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    S＿R冊1 オージン S－Typo c

    S＿Cat kga  S’Por50n 3  S＿Num  g

   CompI8mo舳  x

    C－R08I x

    C－Typo x C－C8t x
   Objoot gik／goi胴。ddi

    O－Real オ’ジン／槍の跡

    O－Type o／o O－Cat kga／x O－P趾son 3／
3

    0－Nu㎜  o／P O＿C獺。 ag／8g

 T眺t－2  くK gl Dau5三6δin5．）

 丁臥t．1  6δ三nn v町596ttdau5r i svφi6δ，

 丁挑t    ok or ha皿n v趾at komi－m da皿δa，1ξt h巳nn＊

         m趾k8目ik

 Toxt1   goi閑。ddi ok oignaδi5＆ aua v皇pnd阯δa

         ㎜o皿回；岨gδ三ham

T挑t2  oik mu皿d“a固‘Goδh81m ok fagm加Himm
         5‘n1』m．

◆Wo，d kva5 En卿 kv幽
   Placo YS4．19．P  Combi x

   Adv町b b町y6r

   Ph記80 x

   M冊11ing 唱える M－Cat 30

   Form p爬t Ten50 p爬t Mood ind
   Ro日眺  x  A／M  m  Eno1itio x

   M［oセ酬  x

  Subjoct 6δin皿  S＿Grm  x

   S＿R08i オージン S＿Typ6 n

   S＿Cot kg風 S・P8冊。n 3 Si Num g

  Complo㎜011t x

   C－R081 x

   C＿Typo x  C・Cat x
  Objoot g81dra

   O＿R帥1 農法の歌

   O＿Typo o Oi Cat g O－Po祀。n 3

   0－Num p O－C阯。 ag

T帆t．2 ‘a1冊t庫f m8皿n閑kiptinu．庫t6kuβoir M｛mi

        ok h6－8higgg凹

不軌t．1  ok5e口du hgfuoit A3um．6δin皿t6k hgf凹。it

        ok

T眺t   gmur5i urtumレeim，or eigi m乱ti何皿a，ok＊

        kv海b趾y6－

丁砒t1   galdr風。k magnaδi w差，8tトat m肥IHΨi5hann

       ok gagdi

T眺t2   honu㎜ m趾胆1oynda hluti， Nヨgraok F爬y
        98tti6δim

ENTRY＋MEANING
◆Word g舳  Entry g帥
    P－800 YS7．20．P  Co㎜bi x

    Adv趾b x

    Ph閉。o x

    M08ning もたらす M－Cat 13
    Form inf Tongo x Mood x

    Ro日眺 x A／M m Enditio x
    Mot町  x

  Subjoot x S＿Grm  x

   S＿R帥1 オージン S＿Typo c

   S＿Cat kga  S＿Pe耐。n  3  S＿Num  8

  Comp－8mont x

   C－R的1 x

   C・Typo オ C＿Cat x

  Objoot mg皿1ium／banao5a61咀mi皿giu oδa冊nhoi1ondi

   O－R冊1 人／死，不幸，病気

   O＿Typo o／o O－Cat ㎜／x O－Po固。n 3／3

   0－Num  p／9 0－C與。 do／ag

T6xt．2  6δinn kuuni庫Φr6tt，研m09tr m6ttr fyIg5i，

       ok

T8xt－1  f固mヨi gi61fr．8r goiδr hoヨtir，on a『βvi m銚ti

       ha！1nΨita

T眺t   伽Igg mo皿no ok6oran＾阯uti，w至。k at＊9o冊

       mg皿num bana

Textユ   oaa6ba而iIlgi皿65a田nhoi1ondi，w壬。k前taka

       fr‘mgn皿um

T臥t2   vit oδa oH ok gof8q5mm，Enβo昌gi巧glkyngi，

       町f岨㎜it

ソール（神話詩）

ENTRY
◆Word v田t■ Entry v田ta

    P－800 HRBL13．3．VG  Combi x

    Adv肌b x
    Phr850 x

    M帥ni皿g 滑らす M－Cat 12

    Form inf To－1ge x Mood x

    ReH眺 ■ A／M m Eno舳。 x
    Motor f

   Subjoot x S＿Gr㎜  x

    S＿Roa1 ソール  S‘Typ6 0

    S－C8t gm＾ S－Porgon 1 S－Num
   Complomont x

    C．Roai x

    C－Typo x C＿Cat x
   Objoct ggur minn

    O．Roa1 荷物

    O．Typo o O－Cat x O＿Po胴。n

    O－Num g O－C閉。 ag

T酬t－2 肪rmli6ta皿m‘r眺ki・｝v｛，

 丁眺t＿1  8t v8δa um v6gin皿ti1凶n

 Toxt   ok＊v筥ta g9山r㎜in皿1

 丁酬t1   gkyld88k laun3kggo祀voini庫nom

 T眺t2   k8nginyr5i，

◆Wo，d w8if E血ry w‘fa

   P1800 HYM18．6，VG  Combi x

   Adwrb ti－9k68町

   PhH岨。 x

   M08ning 行く M－Cot g

   Form p耐  丁8ngo prot Mood ind

   Ro舵x x A／M m Enclitio x
   M砒。r f
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Subjoct Svoin皿8派Iiga S＿Grm  x

 S＿Ro風1 ソール  S＿Typo n

 S＿C就  gma  S＿Porgon  3  S＿N皿㎜  9

Co㎜plo㎜ont x

 C＿R冊1 x

 C＿Typo x  C＿Cat x

Obj㏄t x
 O－R冊1 x

 O－Typo x O－Cat x O－Po冊。Il x
 O＿N1』m  x O－C晒。 x

丁挑t－2

丁酬t＿1

T砒t

T臥t1

T眺t2

au5f㎝gv舳．）

Sv8三nn8チ。1iga

＊9v8三f ti19k6g■r，

庫r98ruxi・t65
alsvart r fyri1・；

◆Word 8ko曲t E市y 5ko伽
   Plaoo HRBL39．4．VG  Co㎜bi ha協乱
   Advorb x

   Phr困8 x

   M舶ning 支柱で支える M－Cat 1

   Fom  p困t．p5 T6noo x Mood x

   Roflox x A／M m Emlitic x
   Mot町  f

 Subject ok S－Grm x
   S＿R盟1 ソール  S＿Typl≡ n

   S－C前  gma S－P舳。n 1 S－Num 8

 Comp－omont x
   C＿R餉1 x

   C＿Typo x C．C8t x
 Objoot or

   O－R681 ソールの船

   O－Typ8 r O＿Cat ong O－P町30口 x

   O＿Num  x O＿Ca舵 x

丁臥t－2

丁臥t＿1

T眺t

T眺t1

T眺t2

8n㎜rla ko皿。r，

9kold09kip㎜itt．

o”kれkor5atha国風k，
硯g5o㎜‘r iホnlurki，

onolto晦脆1

◆Word m州a 跡艸 岬ta
   Plooo SnES182．1．VG  Combi x

   Advorb Eino，igt皿8醐r5u㎜‘

   Ph胞90 x

   Mea皿ing 使う Mi C舳 1

 Form p記t To皿go p爬t Mood i口d
 Ro日眺  x A／M  m  Endit…o x

 Mot8r x

Subjeot ok S－Gr㎜  x

 S＿R帥1 ソール  S＿Typo n

 S＿Cat gm＾  S＿Porgon 1 S＿Num  ，

Comp1omo皿t x
 C－R肋1 x

 C＿Typo x  C＿Cat x
Objeot a112meging

 O－Roo1 アースのカ

 O－Type o O＿Cat ong O－Por50n 3

O－Num  5

Text＿2

T8xt・1

Toxt

T眺t1

T酬t2

O－C㎜o 9

陣k柵曲6・・：

Eino ‡noytt8ek
au2moging

igt皿aggrδuml，

◆Word ㎞i6冊 Entry ㎞i6sa
   Plaoo HRBL26．8－VG  Combヨ βorδir

   Advorb hv釦ki，卯r hr田2Io域nni

   Phr顯。 x

   M冊n三ng くしゃみをする M－Cat 31

   Form i皿f Ton80 x Mood x

   R8H眺 x A／M m Enclitio x
   Motor f

 Subj㏄t 同  S－Grm x
   S＿R冊1 ソール  S＿Type n

   S＿Cot g㎜■  S＿Po祀。n 2 S＿Num

 ComP18mont x

   C－Roa－ x

   C．Typo x C＿Cat x
 Obj80t x

   O－R冊1 x

   O－Typo x O－Cat x O－Pergon

   O＿Num  x O＿C顯。 x

丁眺ti2

丁眺t＿1

T眺t

T眺t1

T臥t2

hv‘rkiレ｛β主βor5ir

fy■hr題■lo binni

＊hni69a n‘行9a，

9vξat FiaIarr hoyr5il

◆Word 脆a En岬 耐岨
   P－800 HRBL26．8．VG Combi borδiτ

   Adv砒b n‘

   Phr困。 x

   M08ning おならをする M－Cat 31

   Form i聰f T8Ilgo x Mood x

   Ro刊眺 x A／M m E皿ditio x
   Motor f

 S阯bjoot b‘ S＿Grm  x

   S＿Roal ソール  S＿Typo n

   S－Cat gma S－Pe祀。n 2 S－Num
 Complomont x

   C－R朋1 x

   C＿Typo x C＿Cat x

 Obj㏄t x
   O＿R曲1 x

   O・Typo x O－Cat x O＿Porgon

   O－Num x O－C㎜8 x

丁眺t－2

丁跳t＿l

T眺t
Toxt1

T臥t2

hv‘rkiトd b6庄。I－5ir

fyr hr田2I㎡βin皿i

hni698nξ ‡耐9a，

gv6at F－o1町r h8yrdi．

◆Word ㎞舳δir E市y ㎞舳a
   Pは06 LS60．5．VG  Combヨ x

   Advorb f ha皿9ka1〕umlungi

x
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 Phr㎜8 x
 Mo旦ni11g しゃがみこむ M－Cot 8

 Fom  p爬t Tong8 pret Mood ind

 RoHex x A／M ㎜ Enditio x
 Mot趾  1

Subjeot 凶  S－Grm x
 S＿Roa1 ソーノレ  S＿Type n

 S－Cat gma S－Po胴。n 2 S－Num g
Co㎜plo耐帥t x

 C－R舶I x

 C＿Typo x C＿Cat x
Objoot x

 O＿R冊1 x
 O－Typ8 x O・C＾t x O－P町90－l x

 O－Nu㎜  x O－C㎜6 x

丁眺t＿2

T6xt＿1

丁眺t

Toxt1

Toxt2

909i“o99io㎜frξ，

9i2t川a㎜kabum1皿ngi
‡h口dkヨirレ‘，ei皿hori，

。kレ相i曲帥陣b6πw巳1

 ◆Word hotir E市y h08ta
     P1aoo LS62．3．VG  Combi x
     Advorb  x

     Phr顯。 x

     Mo＾ning 舎す M－Cat 2

     Form p爬g Ton舵 p咽  Mood ind
     Rof1眺  x  A／M  m  Enolitio x

     Mot町  1

   Subjoc1＝ x  S＿Grm  x

     S＿R帆1 ソール  S・Typo o

    S－Cat gma S－Po固。皿 2 S－Num g
   Complomont x

     C＿R081 x

     C＿Typo x C－Cat x

   Objoot h巳mri／m命

    O＿R帥1 ミョッルニル／目キ

     O＿Type o／o O－Cat ong／dm  O＿Po齪。皿

3／1

    O－Num  g／o O－C阯。 di／do

丁眺t＿2

丁眺t＿1

T眺t

T眺t1

T眺t2

Lif8題tlaek㎜εr

lango皿aldr，

良舳u＊h08tirh8mri㎜針
9k8rP＾r劃＾r

b6ttuβ6r Skrチmi5vora。

◆Word Eg皿di Entry o9口a
   Pla㏄ HYM22．1．VG Combi x

   Adv趾b 6叩gul

   Phr困。 x

   Moa皿ing 豚を取ワつける M－Cat 1
   Form pr8t Tongo pmt Mood ind

   RoH跳 x A／M m Enditk x
   Motor 『

 Subjoct 9‘ S＿GIm  x
   S＿R6a1 ソー’レ  S＿Type n

   S＿C砒  gma  S－Por30n 3 S＿Num  8

 Compiom8nt x

 C＿RoaI x

 C＿Type x C＿Cat
Objoot uxa hg徹

 O－R閉一 牛の頭

 O＿Typo o O＿Cat
 O－Num ！ O－C齪。

Toxt－2

丁跳t・1

T駅t
Toxt1

T眺t2

冊5g吠δi96r．

＊Egndiξgngu1

・ざ甘g1domb趾gr，

orm8ei＝n：bani，

x
do
O＿P町90n 3

◆Word binda2 En七ry bind顯t

   PIooo TRK17．5．VG  Co㎜bi x
   Advorb x

   Phra舵  x

   M恥niIlg 着る M－Cat 1
   Form inf Temo x Mood x

   Ro日挑肥日A／MmEm出icx
   Moter f

 Subj8ot ok S＿Grm  x
   S＿Roai ソール  S＿Typo n

   S－Cat gm8  S＿Po耐。n l S＿Nu㎜
 Comploment x

   C－Roal x

   C－Type x C－C誠  x

 Objoot brω町1‘一1i

   O．R帥一 花嫁衣装

   O－Type o O＿Cat x O－P8r50n
   O＿N凹m  g O－C齪。 do

Toxし2
丁眺t＿1

T眺t

T眺t1

T眺t2

（Mikmu㎜刷i・
arg巳n k811a，

ofok＊bind珊1品t
br自δar li皿三！）

◆Word レ記if珊 Entry β冊if朋t

   Plo06 TRK1．8．VG  Combi x

   Ad陥rb x

   Phra舵  x

   M帥ni皿g 探す M－Cat 2

 Form 1皿f To皿go x Mood x

 RoH眺 爬H A／M m Enolitio x
 Motor x

Subj80t I趾δ趾buπ  S＿Gr㎜  x

 S－R081 ソール  S＿Typo n

 S・Cat gma －S＿Porgon 3  S＿Num
Complomont x

 C－R帥1 x

 C＿Typo x C＿C＾t x

Obj㏄t x
 O－R帥1 x

 O－Typo x O－C＾t x O－Po閑。n

 O－Num x O－C胆。 兀
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丁眺t－2

丁眺t＿1

丁帆t

T挑t1

T眺t2

・kgr口amatdチia，

rさ日Iar5ar bu”

umot柿re…fa2一

Ok hann庫t or5a

◆Word br朋i■ Entry br困a

   Pla06 LS58．3．VG Combi x

   Adverb h7‘，w6

   Phra舵  x

   M肋ning 怒る Mi Cat 16

   Form p醐  Ton50 p爬。 Mood ind

   Ro3眺 x A／M m Endit1o x
   M8t8r l

 Subjoot β凸 S＿Grm  x

   S＿R冊1 ソール  S＿Typo n

   S－Cat gma S－P舳。n 2 S－Num g

 Complem帥t x
   C＿Roa1 x

   C－Type x C＿Cat x

 Objoot 工

   O＿R帥I x

   O－Typo x O‘Cat x O－Porson x

   O－N皿m x O‘C齪。 x

丁眺セ＿2

丁眺t＿1

T8xt

Text1

Text2

Iarδarくburr）

町h‘r n‘in皿komi皿n；

hvi巾・胆i・肘w壬，レ6m？

○皿庫bor…r帥・kk1

er bd8kalt viδ｛1丘nn voga，

M瓦ANING
◆Word 30i1冊 En岬
     P1肌e HRBL27．3，VG  Combi m籠tta

    Advorb um阯nd
    Phr囲e x

    Moalling 手を伸ばす M－C＾t 1

    Form iIlf T6nse x Mood x

    R6日臥 ro日 A／M m Enolitio エ

    Mot岨  1

   Subj㏄t ok S－Grm x
    S＿R舳I ソール  S＿Typo n

    S－Cat g㎜a S－P舳。n 1 S－Num 5
   Comploment x

    C＿R冊1 x

    C＿Typo x C＿C就  x
   Objeot x

    O－Ro＾一 x

    O－Type x O－Cat x O－Po肥。n x

    O＿Num  x O－C㎜o x

丁眺t＿2

丁帆t－1

T酬t

Te対1
Text2

◆Word

H‘rb＾r5r inn r8gi！

okmyndab言k‘h・1dro岬，

6f ok m田tt8＊90i1冊um gund．

くI〈！｛さrbar5r kva5＝）

50ila2  Entry  ooi1冊t

x

 Pl＾06 HRBL28－1．VG  Combi 8kyldir

 Advl≡rb  Hvat，um gund

 Phr胆。 x

 M的皿i11g 手を伸ばす M－Cat 1

 For㎜  inf Ton80 x  Mood x

 RoH眺 爬目 A／M m E“1itio x
 Motor I

Subj60t 帥  S－Grm x

 S－Roa1 ソール  S＿Type n

 S．Cat g耐a  S．Per80n  2  S＿Num  目

Co㎜pIomont x
 C－R餉1 x

 C＿Typo 求 C＿Cat x
Objoot x

 O－Roal x

 O－Typo x O－Cat x O－P8rgon x
 O＿Num  x O＿Ca80 x

丁眺t－2

丁酬t－1

丁臥t

T跳t1

T眺t2

くK H虹b町5r kvaδ＝〉

H柵tgkyldir｝um阯皿d＊30i1肌
・・岨kヨHn11“㎎干・？

H冊t胴nntu庫，レ6π？

◆Word 幅5r E皿try r搬
   PIaoo LS55．4，VG  Co㎜bi x
   Adv8rb x

   Phr阯。 r銅86－m r6

   M帥ning 黙らせる M－Ca七 12

   Form． p爬3 Ten80 p爬s  Mood ind

   R8日。x x A／M m End1t三〇 x
   Mot8r l

 S口bjoot hann S＿Grm  x
   Si Roal ソール  S＿Typo n

   S‘Cat gm早  S－Pl≡肥。n 3  S－Num  g

 Comp1omont x

   C－R舳1 x

   C－Typo x C＿Cat x

 Objoot r6／レeim or

   O＿Roa1 沈黙／目キ

   O－Typo o／一 〇一C8t x／d㎜  O－Pe胴。n 3／

O－Nu㎜

丁眺t＿2

丁眺t．1

T眺t

T帆t1

T眺t2

5／x O＿Ca舵  ■9／玉

hygg ok差‘91■Ψ01Ia

hoima皿削6rriδa…

han皿 ＊r田dr r6

）oim0H0≡girh6r

go5gllokgum8．

◆Word 伽p E皿岬 岨Pa
   P1808 HRBL19．3．VG Comb1 x
   Advorb 畠b8nn inn ho紀a himin

   Phr困。 v6叩。叶tupP

   Mo＾ni皿g 投げ上げる M－C就 11

   Form  p爬t Ton岨  P爬t  Mood

   Ron眺 x A／M m Enolitio x
   M8tor x

 Subjoot ok S－G6m x

ind
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   S＿R帥1 ソール  S＿Typo n

   S＿Cat gma  S＿P町90n  1

  Compleme舳  x

   C＿R冊1 x

   C－Typo x C‘Cat x

  Objeot augom A】1vaIdagon趾

   O－Ro風1 シャッツィの目

   O－Typo o O－Cat o皿j

   O－Num  p O．Cago do

T眺t．2  Ek d閉pレia胴，

Text＿1  enn防舶m6δga igtun，

丁眺t   upP8k‡v趾P augom

T眺t1   Au冊一da50n趾
丁砒t2   6陣Im inIl hei5巳himヨ皿；

S－N辿m  ！

O－Per50n 3

◆Word Ψ舳  Entry vinda

   Pla㏄ HYM27．3．VG Combi x
   Advorb ㎜o68ugtri，oiIm med虹。m＋

   Phr朗e vi皿da o－m upP

   Moan…皿g 引っ張り上げる M－Cot 11

   Form p祀t Ton肥 p耐  Mood ind

   RoH眺 x A／M m Eno舳。 x
   Motor x

 Subjo〇七 m6πi5i S＿Gr㎜  x

   S・R舳1 ソール  S・Typo n

   S・Cat g㎜風  S＿P町90n  3  S＿Num  5

 Co耐pk㎜●舳  x

   C－R恥1 x

   C＿Typo x C＿Cat x

 Objoot lgg悦ki
   O－R8a1 船

   O－Typo o O＿C8t x O－P町90n 3
   0－Num  ， O－C齪。 do

Toxt＿2

丁眺t＿1

Toxt

T跳t1
Toxt2

Gokk m6πi5i，

g爬ip差・taf皿i、

＊Vatt㎜05州9tri

upP lggf5k…

oi皿nm6δ6mm

◆Word tro舳  Entry tm5＾

   Plaoo HRBL26．4．VG Combi “r
   Adverb ＾f hr田21o ok hugbI8yδi，i ha皿量ka

   Ph岨90 x

   M的ning 押し込める M－C乱t 11

 Form p朋t．pp Ton睨 x Mood x
 Re日献 x A／M ㎜ Eno1itio x
 M8tor x

Subjoot  b‘r  S＿Grm  ■

 S＿R醐i ソール  S＿Typo d

 S－C8t gm8 S－P舳。n 2 S－Num g
Comp1omont x

 C＿R船1 x

 C＿Typo x  C＿Cat x
Objoot x

 O＿R‘81 x

 O－Typo x O－C8t x O－Por50n x
 O－Num  x O－C齪。 x

丁眺t－2

丁臥t・1

丁眺t

T眺t工

丁眺t2

ell okki hi＾rt臣；

af h1肥田1o ok hugb18y5…

b‘r var丘h8112k乱＊troδit，

。kβ舳i・㎞凶庫b6π冊8；

hv‘rkiか｛レξβorair

◆Word d岬  EnW dmpa
   P1aoo LS57．5．VG  Combi x

   Adv甘b x

   Ph一酸e d鴉脾。一七afo一㎜

   M舶ning 打ち落とす M－C呈t 1

   Form p祀g T6n80 f Mood ind

   RoHox x A／M m Emlitio x
   Motor x

 Subj80t ek S＿Grm  x
   S－R船1 ソール  S－Typo n

   S．C乱t gm巳 S’Por30n 1 S－Num s
 Complemont x

   C－R冊1 x

   C＿Typo x C＿Cat x
 Objoot horδa klott／h壬I日i

   O－RoaI 頭ノ首

   O－Typo o／o O－Cat x／x O－Pe閑。n

   O＿N皿m  9／g O＿C8舵  ag／do

丁眺t－2

Toxt．1

丁眺t

T眺t1

T眺t2

Mig皿nir，m釧fyrnoma＝

horδa k1ott

‡drop ok b‘r h差igi af，

okΨorδr bるb｛口。09rvi um farit．

ENTRY＋MEANING
◆Word kom E市y kom巳
    Plaoo LS63，5．VG Co㎜bi mun

    Advorb i hol，fyr n萌rindr

    Phr困6 kom88－m皿曲a皿

    M帥ning 落とす M－Cat ll

    For㎜ i㎡ Tonoo x Mood x

    Ron挑 x A／M m Enolitio x
    Motor x

   Subjoot H川ng口i8bani S＿Grm  x

    S＿R081 ソール  S＿Typo  n

    S．Cat g㎜8  Si P町90n 3  S＿Nu㎜

   Comp1omont x

    C＿R曲1 x

    C＿Typo x C＿Cat x

   Objeot 膵r

    O－R鉛1 ロキ

    O・Typo o O－C8t dm  O・Porgo皿

    O－N口m g O．C困。 do

丁眺t－2

Text－1

T眺t

T臥t1

T眺t2

◆Word
   P』co

Mig11nir，m刮fym8ma：

H川皿gnigbani

㎜u皿炭パho一＊koma
fy川左grindH曲an、

kom  Entry koma

 TRK32．9．VG Combi x

3／3
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    Advorb Sv者，o口dr

    Phr困8 kom邑8t o－m

    Mea口i皿g 取り戻す M－Cat 14

    Form p爬t Ton30 p肥t Mood ind

    Re日跳 x A／M m Enditio x
    Mot甘  x

  s凹bjoot 6δin目80nr s．Grm  x

   S＿R081 ソーノレ  S■Typo n

   S＿Cat gma S－Por30n 3 S＿Num

  Comp－om8nt x

   C＿R081 x

   C＿Typo x C＿C鮎  x

  Objoot h8㎜ri

   O－R冊1 ミョッルニル

   O－Typ6 0 0－Cat o皿g O－Pe胴。n

   O－Nu㎜  5 0．C朗。 d0

T8xt＿2  on hggg h風ma固

丁眺t＿1  fyr hri皿g一的iδ。

丁眺t   svま＊kom6δin8目。nr

T臥t1  8ndr at hamri．

丁眺t2

◆Word f蠣rδi2 Entry f㏄ragt

   P1趾6 HYM31．3．VG Combi x
   Ad榊rb x
   Ph固舵  fora8t i8－t

   Moani口g 身につける M－C＾t 12

   For㎜ p爬t Tongo prot Mood 1皿d

   Ro日臥 爬H A／M m Endit1o x
   Motor x

  Subj60t hafra dr6ttinn S＿Grm  x

   S＿Ro－1 ソール  S＿Type n

   S－C風t g㎜■ S＿P町90n 3 S－Num
  CompIem6nt x

   C－Roai x

   C＿Typ8 x Ci C＾t x

  Objoot a－1胸灸mo9…n

   O－Ro＾1 アースのカ

   O－Typo o O－Cat ong O－Per30n
   O＿Num  o O－C納。 ag

T臥t－2  H町5r肥i9茎kn‘
丁眺t＿1  hafra dr6tti皿n，

To対    ＊f胆rδi2a11記

To対工   ‘虫m6gin；

丁眺t2   hoi11冊r k町Ii

ソール（「ギュルヴィの惑わし」）

ENTRY
◆Word gp趾舳 E皿卿 8p虹棚t
     P1帥。 GYLFG46．83．P Combi Munt皿

     Advorb 皿d，oigi

     Phr阯0  8p趾風5t ti1o一，

     Mea皿ing 残す M－Cat 11

     Form inf Tongo x Mood x

     RoHox x A／M m Eno11tio x
     Met町  x

  Subjoct －tu S＿Grm  x

   S－Roa1 ソール  S＿Typo n

   S－Cat gm＾ S＿Per80n 2  S＿Num  3

  Complomo皿t x

   C・R冊1 x

   C‘Typ8 x C＿Cat x

  Objoot oi皿g drykki趾

   O＿R冊1 一口

   O－Typo o O－Cat x O－Por80皿 3

   0－Num g O－C困e g

T眺t＿2  fyr舳3inni；er n｛gott bo固ndヨbord壬hominu．

丁眺t．1  レまm田1tiむtg町5a－Loki：（Hvat or n｛，レ6π？

        Muntu

Text  n白・igi‡9p趾a2tilei皿5drykki町moi・aen
        庫rmunhagr6

Text1   v甘a？ Sv壬1it2m‘r ef1〕｛5k且1t n‘dr8kka af

        horn三nu hin皿

丁眺t2  briai8drykki聰口、g8㎜β099i mu皿m69㍍前1aδr．
        En okki

◆Word 舵faδi1 Entry 囎f舳

   P1趾。 GYLFG44．52．P Combi x

   Advorb ■

   Phra鴉  x

   M冊ning 落ち讐く M－Cat 1O

   For㎜ p肥t T8口舵 p爬t Mood 1日d

   Ro日。x 爬n A／M m Eno舳。 x
   Motor x

  Subjoot hann S－Grm  x

   S‘Ro＾1 ソール  S＿Typo n

   S．Cat g㎜■ S＿Por50n 3  S＿Num  8

  Compkmont x

   C－Ro＾1 x

   C＿Typo x C・Cat x
  Obj80t x

   O＿Ro＾1 ■

   O－Type x O－Cat x O－P8r80n x
   O＿Num  x O＿Ca目e x

Text＿2  壬k巳日。酔，b差δu8‘r rrid町，buδu批firir kv田mi

        autβ8t

T眺t＿1  趾b乱uきttu．En er hann幽hr田21uレ。i岨，陣

        gekkユf

Text   honum m65rim，ok＊30fa5i2hann ok t6k af

        boimi帽tt

T6xt1   bgmト。i閉，b芒61fa ok Rg畠ku，ok ger5u2陣u

        レる9kyIdir

T眺t2   レi6nugtumonliレ6r！ok fylgioβau honum iaト

        na皿5｛58n、

◆Word 1ypti E口try lypta

   P1800 GYLFG46，106，P Combi x
   Advorb x

   Ph■風30 1ypta upP

   Me8ning 持ち上げる M‘Cat 11

   Form p爬t To口go p耐  Mood ind

   R8n臥 x A／M m Em舳。 x
   Motor x
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  Subjoct レ6π  S．Grm x

   S‘R肋i ソール  S＿Typo n

   S．Cat g㎜a S－P町50n 3 S－N凹㎜ 目

  Comp18㎜唱口t x

   C＿Rea－ x

   C’Typo x C．Cat x
  Objoot x

   O－R冊1 ウードガルザ・ロキの猫

   O－Typo o O－Cat －j O－Porgon x

   O－Num  x O－C顯。 x

T眺t．2  on ek hugδa．）レv‘n酬t h1i6p fram kgttr o1㎜l

         gr直r差hau昌r961畳t

T8xt．1  ok houdr mikiu，en跳πgekk tiI ok t6k h帥di

         5i皿皿i

T眺t   ni己r口r■dir㎜…5ia日kvidin≡n＝okホ1ypti upp，

         en kgttrinn b＝oy昌gδi

T眺t1   ：kε＝ngi≡nn＝ 5v6 舵m b6π r‘舳 upp

         hgndina．1≡：110r b6π

丁帆t2   goく…〉ldi雷 gvξ langt upp 50m h畠n皿 m批ti

         l㎝g2t、庫i舳i

◆Word 1yptir Entry lypt乱
   P1■oo GYLFG47．40．P Combi x
   Advorb x

   Phra記  1ypセa upP

   M肋ning 持ち上げる Mi Cat l1

   For㎜ p爬t T6川go p肥t Mood i皿d

   ReH眺 ■ A／M m Eno舳。 x
   Meter x

  Subjeot bd S＿G－m  x

   S・R舶1 ソール  S＿Typo n

   S－Cat gma S－P舳。血 2 S－Num g
  Comp16πloIlt x

   C－R舳1 x

   C＿Typo x C＿C8t x

  Objeot kottinu㎜

   O．Roa1 猫

   O＿Typo o O－C巳t lj O－Po記。n 3

   0‘Num 8 0－C囚。 do

Text＿2  moεa h冊mトu一δ凶heOrホ皿kkitξo風皿“m。）

        bot舳n｛

丁酬t＿1  ngr1』r k邑11aδ＾r－ Ok帥皿m田1ti h8n皿：（Eig三

        レ舳1㎜‘r舳t

Toxt    min皿a vo固冊誠。r凶‡Iyptir upP k8ttiI1山m，

        ok牌r冊tt

T眺t1   ＾t gogia，庫＝h＝旧ddu2allirβoir or5‘or帥

        1yptir af igr5阯

丁臥t2  ｛…皿皿㎜f誠i皿um；ol，3色kgttポ岨一dgi，o㎜レ針

        g加di2，庫t

◆Word lypt1r E市y lypta
   Pi＾oo GYLFG47．41．P Co㎜bi x

   Adv町b ＾f igrヨu

   Phr阯。 x

   Mo＾ning 持ち上げる M－Cat 11

   For㎜ p08t Tongo p爬t Mood ind

   R胡ex x A／M m Eno舳。 x

   Mot趾  x

  Subjoot 凶  S＿Grm  x

   S＿Roa1 ソール  S＿Typ0 11

   S－Cat gma  S＿Po祀。n  2  S＿Num  g

  Complomon七 x

   C－R冊1 x

   C＿Typo x C＿Cat x

  Obj80t oi皿um f鴉ti口um

   O－R冊1 猫の片足

   O－Typo o O－Cat x O－Pe胴。血 3

   0－Num  3 0－C舳。 do

T眺t－2  的ru一㎞11aδ町、Ok帥皿m艶出i hann：（Eigi

        β舳im釘h舳

丁眺t＿1  minn8v町a v町t orレ‘1yptir upP kottヨ日u㎜，

        ok炭H8tt

Text    at g8gia，βま＝h＝r籠ddu2auir beir町8る。r b‘

        ＊1yptiHfigrδu

Toxt1 ・inu㎜f鴉ti皿u㎜；o皿・差kO愉v町。igi舵m庫r
        gチー1di21β8t

T眺t2   蝸r Midg趾δ田。r㎜r，e－liggr uπl lqnd gu，ok

        v■nn2t honum

◆Word le1δr舳  Entry le15r鮒8

   P1阯。 GYLFG48．7．P  Combi x

   Adv町b x

   Phr困。 x

   Me＾皿ing 正す M－Cat 12

   Form p記t To皿50 p爬t Mood ind

   Ron眺 x A／M m Enditio x
   Mot町  x

  Subjoot レ6r6 S＿Grm  x

   S・R冊1 ソール  S＿Typo n

   S＿Cat g㎜8  S＿Porgon  3  S＿Num  5

  Co而plomont x

   C・R冊一 x・

   C＿Typo x C＿C8t x
  Objoot 庫99＾f町ヨi皿a

   O’Rea1 この旅

   O－Type o O－Cat x O．Porgo皿 3

   0－Num g O－C齪8 ag

Toxt．2  hofnt？〕

丁跳・．1冊Hw皿1（Eigi・ψ。・｛馬。ig・b舳。igi。‘

        fr085imo＝nn＝

丁眺t   atレ6m ‡1oiδr6ttiレ。s肥ferδiIla or nd蝸r

        くf曲58gt。

丁眺t1  okd冊1δi2okkilengihoi皿1a銅rh＾nnb16”v‘
        9kyndilig8

Toxt2    til ford風I・i皿n8r＾1＝h8n皿ha丘3i oigi I－ei5ok oigi

        hafr8na ok

◆Word h岬ft E’ntry hWf8

   Pla08 GYLFG45．45．P Comb… 『okk
   Adv8rb x

   Phr㎜o x

   Moaning ゆるくする M－C就 12

   Form p㎜t．p， Tongo x Mood π

   Ro日ex x A／M m End1tio x
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   Motor x

  Subjoct hann S＿Grm  x

   S＿Roa1 ソール  S－Typ8 n

   S＿Cat gma  S＿P町50n 3 S＿Num  g

  Complo耐。nt x

   C－R08i x

   C＿Type x C＿Cat x
  Objoct ongi乏1町。nd巳皿皿

   O－R8al どんなひものはしもない

   O－Typ8 0 0－Cat x O－P町90n 3
   0＿Num  g O＿C顯。 巳g

T眺t－2  ok目㎞11oy8a．En gv6町8t80gia80m“r舳gt

T眺t－1 munレikkia，at ongi k“t fokk hann loy5t ok

        ongiまI町8ndan皿

丁眺t    ＊h爬yft wまat庫v籠ri lau胆ri on珊r．Ok er

        hann 86『at

Toxセ1  レ。tta vork m6oigi n沸a2，庫v趾δh8nn roi5r，

        gro…P庫

丁酬t2  ham趾in皿Miguni twim hgndum ok8teig
        f胆㎜gδ！u㎜

◆Word ginti E前ry gi㎜a
   Plaoo GYLFG48．44．P Combi x
   Advorb engu，くmiδr〉

   Phra80 x

   M的皿i皿g からかう M－C＾t 2

   For㎜ p爬t Ton80 prot Mood ind
   R8五眺 x A／M ㎜ Enoli七ic x
   Mot6r x

  Subjoot b6π  S．G6㎜ x

   S＿R舳1 ソール  S＿Typo Il

   S＿Cat gma  S＿Porgon 3 S＿Num  8
  Complomont x

   C－R08i x

   C＿Typo x C＿C＾t x

  Objoot Miδg趾δ20rm

   O＿Roa1 ミズガルズ蛇

   O－Typo o O－Cat onj O－Porgon 3
   0＿N凹㎜  9 0－C㎜8 ＾9

T8エt・2  b＾r l‘tβ‘πkomo60ng阯Hn皿。畑hgf＝uδ＝it

        okk凹t8ai㍍ir

T眺t．1  borδ，ok f6r qnguui皿n ti1＝g＝runn2．Ok or

        陳9V｛咄ttat

T挑t    gogia 8t e皿gu ｝ 9ヨIlti 庫 b6rr くm週r）

        Miδg趾δ20r㎜㎝

丁眺t1   むtg趾δ＾．Loki h＾碕i gpottat b6r，陣。r hann

        h6f ormiIln

Text2   upp壬hondi3‘r．

◆Word bi巾  Entry birto

   Plaoe GYLFG46．55．P Combi

   Advorb nrirβo1m

   Phm舵  x

   M的皿ing 示す M－C＾t 13

   Form inf Tongo x Mood

   Ron眺 x A／M ㎜ Enditi0
   Motor x

x

m凹ni，Ψilio

  Subjoct hann S－Grm  x

   S＿Re81 ソール  S＿Typo n

   S＿Cat gma S＿P8冊。n 3 S＿Num  8
  Comploment x

   C－Roa－ x

   C＿Typo x C－C巳t x
  Objeot or

   O．R岨1 技

   O－Typo r O－Cat x O－Pergon x

   O－Num  x O－C胆6 x

T眺t．2  レ68egia a11ir at reynt or umβonna loik．

T・・t．1レ4・p岬むtg・曲一阯ib6・h冊ゆi閉伽6tt・

        mu n vo！■a

T眺t  erhannmu11ivnia＊bi誠a趾iリ。im，svるmik－
        1aH09山r96m

Toxtエ  m8n口hah ggrt um gt6wirki han8．レ6m田1t1

        レ6π誠he12t

T眺t2   viu h■n皿 b8t ta㎞ ti1at β爬yta drykkio

        Ψ…δoi皿hΨom m8I㎜．

◆Word 就182 En岬 畠t1舳

   Plaoo GYLFG47．58．P Combi x
   Adwrb x

   Phr阯。 籠t1顯t ryrir

   M68ning 考える M－Cat 29

   Form p爬5 Ton8e p爬g Mood i皿d

   Ro日眺 x A／M m Enditic x
   Mot8r x

  Subjoot h8Iln S－Grm x
   S＿R08i ソール  S＿Typo n

   S－C8t gm8 S二Porgon 3 S－Num g
  Complomont x

   C－Roal x

   C＿Typo x C＿Cat 正

  Object at＋

   O－Ro＾一 節

   O＿Typo g O＿Cat y O＿P町90n x

   O－Num x O－C胆e x

Toxt－2 ok brog5r圭1opt，6n or hann gka1f固m爬iδa，

        b差畠‘r hann

T眺・一・b町hwgiむ・・町δ・一馬㎞・、IOkト差・・帥㎜・

        8pt“11

Text   borg町innar ok ‡田阯＾量 b壬 趾ir at bri6ta

        borgin富；庫凶

Toxt1   hannβ趾Ψgllu viδa ok fag閉，on如酔borg．

        Snチ歴hann

T跳t2   陣＾ptr ok恥r］一〇iヨ5in8til）e580r hann kom

        8ptr f

MEANING
◆Word gpymdi E市y 8pyr㎜
    Plaoo GYLFG48．50．P Combi x
    Advorb fa8t

    Phrag0 9pyrno vヨδ

    Mo＾n三ng 踏ん張る M－C＾t 1

    Form p爬t Tongo p肥t Mood ind

    RoH挑 x A／M m End1tio x
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   M6t8r x

  Subjoct b6π  S．Grm  x

   S＿R冊1 ソール  S＿Typo n

   S＿Cat gm巳  S＿P6記。n 3 S＿N1」m  5

  Complomo皿t x

   C＿R曲1 x

   C－Typo x C，Cat x
  Object x

   O－R的I x

   O－Typo x O－Cat x O－Por8011 x
   O－Num  x O－Ca肥  x

T帆t．2 96mi皿n orminu㎜。En er ormrin皿konndi bo附，

        brξhann

T眺t＿1  viδgv差h趾t巳t b銅i【hno‘皿レ6冊gku11u“差

        bo。δi㎜lb包

丁帆t   wrδb6π爬i5r ok f08r5i1f舶mogin、＊gpymdi

        viδく9v壬〉

丁眺t1  f明t at ha皿n；h＝皿6p b納u㎜喩皿m gg即um

        gk…pit ok5pyrndi

Toxt2   vi5grunlli；dr6陣。rminn upp at bor5i．En

        βatm4鴉加

◆Word spymdi EntW 畠pymo
   Plaoo GYLFG48．51．P Combi x

   Adv町b x

   Phr困0 9pyrn＾viδ

   M眺ning 踏ん張る M－Cat 1

   Form prot Tongo p爬t Mood i皿d
   Ro日帆  x A／M  m  E皿。litio x

   Motor x

  S皿bj㏄t b紬S．G而・
   S＿R681 ソiル  S＿Typo n

   S＿C就  gma  S＿Po固。n 3 S＿N凹m  o

  CompI8mo就  x

   C＿R助1 x

   C＿Typo ＾ C．Cat ■
  Objoot gruIlIli

   O－R6a1 海底

   O－Typo o O－Cat x O－Pe胴。n 3

   0－Num g O・C凹。 do

T跳t＿2  viδ8v6h町t8t b銅i，hnof趾レ6醐，k皿11u“畠

        bor5iIlu．b童

丁眺t．1  v趾dレ6π記i5r ok f鴉r5i2i出血。gin，opymdi

        vi5くw圭）

丁帆t  f8・tath㎝n＝h呈116pb餉um砒皿m如g・um
        gkipit ok ｝9pyr皿di

T眺t1  wiヨg川皿皿i；dr6段。rmin口upp舳borδi．En

        庫tm“ogi8

Toxt2   8t ongi h80r g‘g‘t691』rligar gi6nir，研。igi

        m舳ibat5値

◆Word ≡h＝1i6p En七ry hl＾up8

   P－aoo GYLFG48，51，P Combi x
   Advo｛  g99n1』m gkipit

   Ph誠90 x

   M8且ning 踏み抜く M－C就 1

   Form p爬t Ton30 p爬t Mood ind

   RoHox x A／M m EmIitio x
   Mot町  x

  Subjoot ha口皿 S＿Grm  x

   S－R帥1 ソール  S＿Type n

   S－Cat gm巳  S＿Pe固。n 3  S－Num  日

  Comp18mont x

   C－R冊1 x

   C＿Typo x C＿Cat x

  Objoot b幼um f6tum

   O＿R船1 両足

   O＿Typo o O－Cat x O－P8rgon 3

   9－Num p O－C舶。 di

Toxt＿2   vi5gvさh8rt at b餉i1－hnofar1〕6胴5k1』uu dt壬

        bo－5inu．レ4

丁臥t．1 wめ6π・・iδnHo・δi・㍑・m埴皿，日p岬di

        Ψiδく9v｛〉

丁酬t   fagt at hann‡＝h＝li6p b蝸u㎜f6tum gggnum
        gkipitokgpymdi

Text1   viδgmn皿i；dr6陣。rminIl upp at bor5i．En

        b8tm三809ia

T臥t2   8t on8i ho㍍g壬g‘t6gurlig趾gi6nir，6I8…gi

        m舳i庫tgiξ

◆Word 5㎞r E皿岬 5k6冊
   P1風。o GYLFG44129．P Combi x

   Adv印b x
   Phra30 x

   M08皿i皿g 屠殺する M－Cat 1

   Form p爬t T㎝舵 p爬t Mood ind
   Ro日臥x A／M m En・1itk x
   Mot趾  x

  Subjoot レ6π  S．Grm  x

   S・R冊1 ソール  S＿Typo n

   S・C前  9㎜o  S＿Per50n 3  S＿Num  o

  Complomont x

   C－R081 x

   C－Typo x C＿Ca七 x

  Obj80t b能3

   0－R閉i 2頭のヤギ

   O－Typo o O－Cat 18 0－Porgon 3

   0－Num  p O＿C四8 ag

Toxt．2  gin■ok roiδok moδh01ユu＾’，ま全80一・Loki or

        k＾11a5r．

丁臥t＿1  Ko㎜8加ir砒kvoldi til oing b由nd80k略
        b≡a；『n差tt51；aヨ、

丁眺t   En um kv81dit t6kレ6πh＾f冊8fn80k＊8k町

        b差δa；oPtir

T6xt1   庫t v6ro boir日。gnir og bornir til kotilo，o皿町

        90aitΨ趾，

丁酬t2   庫，o山21〕6πtil n飢tv冊5冊。kβoir laggmonn．

        b6πb8uδ

◆Word beri＾ Entry bo巾
   Pl■08 GYLFG42．29．P Combi x

   Adv甘b  x

   Phr顯。 x

   M冊ning 退治する M－Cat 1
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   Form 1皿f Tongo x Mood x
   Re日。x x A／M m Enditio x
   Mot町  x

  Subjeot x S－Grm  x

   S＿RoaI ソール  S＿Typo o

   S＿C砒  gm8  S＿P町80n 3 S＿Num  o

  Comp－emont x

   C＿Ro＾1 x

   C＿Typo x C－Cat x
  Objeot tr9］1

   0－Re＾1 巨人

   O－Typo o O－Cat j O－Po胴。n 3

   0－Num  p O－C朋。 ag

T眺t－2 atiqtnumb6tti6kkitryghtvo固mo狛8um
        9・iδalaust

T臥t－1 of b6πkv3mi hoim，6n庫v趾hann f町inn i

        au8t『veg

T眺t    前＊beria trg11．En6rま1oi5votrin皿1庫g6tti2
        miqk

T8xt1   borg趾g8rδi皿1ok v趾hon w4h壬。k8tork at

        oigim壬tti

Toxt2 る庫Hoita．En庫er・iii・d明趾丁6mti1
        9um皿9，庫V趾

◆Word 記15a Entry 祀iaa
   Plaoo GYLFG47．56．P Co㎜bi 日㎞i
   Advorb x

   Phr阯。 『oiδa fr8m

   Moaning 振り上げる M－Cat 11
   Form inf T8ng8 x Mood x

   Ro日眺 x A／M m Enolitic x
   Met趾  ■

  Subjoct hann S－Grm x
   S＿R冊1 ソール  Si Typo n

   S＿Cat g而旧  S．Por80n 3 S＿Nu㎜  8

  Complo㎜6前  工

   C－Ro且I x

   C＿Type x C－Cat x
  Objoot x

   O－R08I ミョッルニル

   OiType c O・C8t ong O－Per50n x
   O＿Num  x O－C醐。 x

T眺t＿2  m‘r胤）
丁眺t＿1  En orレ6rr hoyrδi加目舳tglu，greip h＾m ti－

        ham町9ing

Toxt    ok b爬gar直1opt，on or ha皿n gka1f閉m‡rdδa，

        b直9‘r ha皿n

T眺t1   b趾hvorgi口tg町Oa－Lo㎞．Ok庫！n加h＾n！1

        aptr t…1

丁眺t2   borg趾m皿町 ok 肥tI醐 庫 6m 誠 bH0t8

        b01■gina…β壬9‘r

◆Word 冊1ddi En卿 ro1己a
   Pla08 GYLFG48．64．P Combi x
   Adverb  x

   Phra≡lo  roiδa6・t til

   M冊ning 振り上げる M－C8t 11

   For㎜ pret Ton目。 p爬t Mood ind

   R胡桃 x A／M m Em11tio x
   Mot研  x

  Subjoot レ6π  S．Gr㎜  x

   S＿R肋1 ソール  S＿Typ8 n

   S・Cot g㎜＾  S＿Po固。n 3  S＿Num  g

  CompIoml≡皿t x

   Ci R帥1 x

   C＿Typo x C＿Cat x
  Objoct x

   O＿R囲I x

   O－Type x O－C3t x O－Por80n x

   O－Num x O－C朋。 x

Toxt－2 hann ly8ti af honum hgfu5it viδg川nninum，
        en ek hygg

T眺t－1 hitt vo誠戻r胆tt8t日8gi＾at Mi5g町520rmr
        lior enn ok

T眺t    liggr f口moi差．En b6π ＊r6iddi ti1hno‘ann

        okgottrviδoy記

Text1  ＝H＝ymi，gv‘8t ha口n gtoypt12町ホbor5，ok

        3‘r三ili8I・ho皿u㎜．

丁眺t2   E皿レ6π6δtil land2．）

◆Word 80くi）ldi2 E市y 58i1■ot

   P1800 GYLFG46，108．P  Combi x

   Adv6rb 13皿gt upp

   Phr顯。 x

   M6＾ning 伸びる M．Cat 1O

   Form p耐  丁帥50 p誠  Mood …nd

   Ref1眺 爬日 A／M m Eno1itio x
   Motor x

  Subjoot レ6π  S．Grm x

   S＿Roa1 ソー’レ  S＿Typo  n

   S＿Cat gm8  S＿P趾。on 3  S＿Num  5

  Complomont’x

   C．R盟i x

   C．丁岬。 x C＿Cat x
  Objeot x

   O－R曲1 x

   O－Typo x O＿Cat x O－P8rgon x

   O－Num x O＿Ca－50 x

Text．2  ni5r undir mi5ian kvi5in＝｛≡ok lypセi upp，en

        kg伽innb＝εy≡gOi

Toxt＿1  ＝ko；ngi＝口n＝ g沌 50㎜ レ6rr r‘tti upp

        hg口di皿＾．En6一レ6m

Toxt    ＊goくi〉1di2w壬1巳ngt upp蜆m han皿m直tti

        1o口g就，bξi6tti

T帆t1   kgttrin皿。i皿皿m foti，ok f鴉■〕6πoigi fram三t

        レ。nnaloik・

丁眺t2   レ壬m田1tiむtg町5a－Loki＝（Sv‘f6r beg5i loikr

        gom㎜ik．

◆Word 80ildi量 Entry 睨i1風5t

   Pboo GYLFG47．45．P Combi x

   Adwrb 18皿gt，upp

   Phr㎜o x

   Moaning 伸びる M－C旦t 1O
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   Form prot T8n舵 p胴t Mood ind

   ReH砒 冊H A／M ㎜ End1t1o x
   M8tor x

  Subjoot 帥  S－Grm x

   S＿R餉1 ソール  S＿Typo n

   S＿Cat gma  S‘Pe”o皿  2  S＿Nu㎜  ，

  Comp－o㎜帥t x

   C・Ro＾l x

   C＿Typo x C＿C餉  x
  Object x

   O－R帥1 ■

   O－Typo x O－Cot x O－Po閑。n x

   O＿Num  x O・C困。 x

T眺t－2 v趾Miδg町520r㎜r，町1iggr um lgnd g11，ok

        冊n11記t honum

T眺t．1  冊＾8ga lo皿g5i口til at igr5im toki gporδr ok

        hgf1』t．ok gvる

Toxt   langt＊50ildi2庫upp“5㎞mt㎜r庫til
        himin8．En hitt

T挑t1   v趾。k mikit undr um fangitく甘）φ｛）くgt6tt）

        くW‘〉く1engi）仰i6）

丁眺t2  く。k〉くfolt〉く。ig1）く㎜oi誠く帥〉くる）｛㎞ξ）

        くq5rum）くf誠i〉er凶fok2vi

◆Word hvogti E皿岬 hve舳
   Plaoo GYLFG48．54．P Co㎜bi エ
   Advorb  x

   Phr”o hv09肥風ugu差。－t

   Moa！1i皿g 鋭く見る M－Cat 2

   Form p肥t Tongo p耐  Mood 三nd

   RoH跳 x A／M ㎜ Eno舳。 正
   Mot6■ x

  Subjoot レ6π  S．Grm x

   S＿Roal ソール  S＿Typo n

   S＿Cat g㎜a  S＿Porgon 3 S＿Nu㎜  9
  ComplomoIlt x

   C＿Ro＾一 x

   C－Typo x C・Cat x
  Objoot 巳ugun／or㎜inn

   O－R眺一 目／ミズガルズ蛇

   O－Typo o／o O－C己t x／onj O－P8r80n 3／3

   0－N1』m  p／9 0－C胆0 8g／8g

Toxt＿2  寸…5gr1』Ilni；dr6陣。r㎜i皿皿皿pp at bordi．En

        庫tmれ明ia

Toxt＿1   at ong…ho6r g差g‘1；6gurlヨgar oi6nir，or oigi

        m飢tiレ巳t8i‘

丁眺t 町レ6π＊h・。・ti・凹g・皿れ㎜i㎜㎝。㎜・i皿・

        9t皿5imδa掘

To■t1    i㎜6t ok bl‘90itrinu．

丁帆t2  レ直0Hagt8t igt1』nninn Hymir gorヨi宮1itwrPr，

        fgln海i

◆Word mi舳  Entry mi9舳
   P1風。o GYLFG21．25．P Combi mξ

   Advorb oigi，Ψiδham町99㎞p舳

   Ph冊90 x

   M帥ning 使わない M－Cat 1

   Form inf Ten目。 x Mood x

   Ro日眺 x A／M m Enditio x
   Mot8r x

  Subj6ct hann S＿Grm  x

   S＿Roa1 ソーノレ  S＿Typo n

   S＿Cat gma  S＿P町90n 3 S＿Num  8

  Comp－ome舳  x

   C－R的1 x

   C・Typo x C＿Cat x
  Objoot βoi固

   O・R的1 鉄の手袋

   O－Typo o O－Cat oIlg O－Po閑。n 3

   0－Num p O－C㎜o g

T臥t＿2  ok or h巳皿皿 gpennir beim u㎜ gik，b差 v眺

        hon皿m細㎜8gin

T帆t＿1  h刮丘11．En＝n＝．iii．＝h：lut6h乱n11，bann or

        mikiH町ipr甘i，b砒

丁眺t   o川i壬mg16f趾；レ。ira㎜差h8nn o…gi＊mio冊

        vi6hamarミ■5kaptit、

丁眺t1   En8皿gi甘wるfr6δr at teli8kunni gu gt6wirki

        h巳皿，．En

T眺t2   80gi8k＾nn ok峡r gv｛㎜grg t制皿di fr差honum

        at dvo1i風呂

◆Word h甘δi E皿try horδa

   Piaco GYLFG44．48．P Combi x
   Adv町b at h＾m町gk叩ti皿u

   Ph，齪。 x

   M舳ning 押しつける M－Cat 1

   Fom prot Ton08 p爬t Mood 1nd
   Ro日眺 x A／M m Enolitio x
   Mot趾  x

  Subjoot Ham  S－Grm x
   S＿Roal ソール  S．Typ8 n

   S＿C8t gm＾  S＿P町90n 3  S－Num  g

  Co㎜piomont x

   C－R的i x

   C－Typo x C＿Cat x

  Objoot ho皿dm趾

   O．Roa1 手

   O－Typo o O－C巳t x O－P8固。n 3

   0－Nu㎜  p O－Cago ＾9

丁眺t＿2  br加nar ofan Or…r＾凹gun，onβat er8主。ug－

        nann8，庫

丁臥t＿1  hugδi2ha口皿fa皿a myndu O正ir8i6n…nni oin皿i

        附mt．H8㎜1

丁酬t    ＊h町5i ho皿dm趾at ham町g㎞ptinu wξat

        hΨitnu5阯kn’arnir．

丁眺t1  En b加ndinu gor5i g8m vgn附r＝ok呈gu
        hi白11i11，kgnu5皿

丁眺t2   6㎞Hega，b蝸皿3‘r fri5趾，bu511＾t nrir kv籠mi

        a11け8t

◆Word b爬ytir EntW レ岬ta
   Pkoo GYLFG46．77．P Comb； x
   Adwrb x

   Phrミ岨。 βI6yta壬drykkiun＾
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   M帥皿ing 一生無命飲む M‘Cat 1

   Form p記5 Ton50 p冊5 Mood ind
   Ro日眺 x A／M m Enditio x
   M6t町  x

  Subjeot b6π  S．Grm  x

   S＿R閉i ソール  S＿Typo n

   S－Cat gma S－Po附。n 3 S－Num 8
  Comp18mont x

   C－Roa1 正

   C＿Typo x C＿C8t x

  Objoot ホラkkiuna

   O－R6巳1 飲む事

   OiTypo o O－Cat x O－Pe閑。n 3
   0＿Num  g O＿C齪。 ag

T臥t．2  vi1i8ホ8kk■a“05rum dWkk．） レ6πg冊閉r

        伽gu，30tr

T眺t－1  homit壬munn g‘r ok hyggr n‘at h8nn5㎞1

        d爬kkamoir8

丁眺t    drykk ok ＊broytir差drykkiuna80m ho皿um

        v8n皿“i1山i皿di，

丁眺t1   ok！‘r o皿n at gtiki11inn homgin8viH okki upp

        gv6migk

T6xt2   50m homm I‘k趾．Ok or hann t6k homit af

        口1un皿iミ■6『ok

◆Word leygt En岬 1oy胆
   P1aco GYLFG45．幽、P Combi fokk
   Advorb  x

   Phr與6 x

   Moani口g ほどく M－Cat 12

   Form p朋t．p8 Ton陀 x Mood x
   Ro日眺 x A／M m Enolitic x
   Moter x

  Subjoot h＾nn S＿Grm  x

   S・R冊1 ソール  S＿Typo n

   S＿C8t 8m8  S＿P町90n 3 S－Num  5

  Complemo皿t x

   C－R081 x

   C＿Typo x C－C8t x
  Obj6ct ongi kn“

   O－R冊1 どんな結び日もない

   O－Typo o O・C前  x O・P町80n 3

   0－N1』m  g O．C㎜o ag

T帆t＿2  n邊gt50fn町Skrチm三r ok hr阯t f阯t．Enレ6π

        t6k nog1＝b風ggan＝n＝

丁眺t－1 ok口㎞11oy日a．En w4or at3egi“om“r舳gt

T眺t    mun♪ikki＾，■t ongi kn“‘okk h＾nnホloygt

        okongi61町。nd8皿n

T眺t1   h爬yft w｛8t庫v記■i1皿9町i on餉r．Ok or

        han皿9‘r風t

Toxt2   botta vork m‘8igi nチt珊，庫wrdhann r8iar，

        groip庫

ENTRY＋MEANING
◆Word roiair E市y r伽
     Pla08 GYI■FG45．56．P Combi x

     Adv甘b “tt，h趾t

 Phr㎜．≡ x

 Moaning 振る M－Cat 1

 Form pret Ten舵 prot Mood ind
 Ro日眺 x A／M m 回nolitic x
 Motor x

Subjeot h8n皿 S－Grm x
 S＿Roal ソール  S＿Typo n

 S＿Cat gm8  S＿P趾50n 3  S＿Num

Comploπiont x

 C－Roal x

 CiTypo x C＿Cat x
Objeot ham町inn
 O・R冊1 ミョツルニル

 O－Typo o O－C批  o皿g O－Po冊。皿

 O－Nl』㎜ 9 0－C困。 ag

丁眺t・2

丁眺t＿1

Toxt

Toxt1

T眺t2

EHtm舳舳け＾榊i・レ6π・tSk・畑i・
hrチtr ok

・・“凹t，・v差・td㎜趾i・k6gi㎜m．帖舳皿d・

h8nn upP

ok gongr til hang， ｝reiδir hamarinn1＝舳t ok

hal■t ok iチgtr

ofan f㎜iδian hvirfii hon皿m；hann k6nnir at

haπ1a『9皿1u5r…nn

50kkr di｛pt i hgfuaiセ．En i bΨf bili v■k皿＾r

◆Word kn㈹i2 Entry k吋j㎜t
   Pla06 GYLFG461124．P  Combi x

   Adv町b bv｛h町5町a，at fang…nu

   Phr困8 ■

   M80ning 一生照命やる M・Cat 1

   For㎜ p肥t T自ngo p肥t Mood 1nd

   R〇五眺 肥日 A／M m Enolitio x
   Motor x

  Subjoot レ6rr S＿Gr㎜  x

   S＿Rool ソール  S・Typo n

   S＿Cat gm8  S＿Porgon 3  S＿Num  g

  Complo㎜8nt ■

   C‘Ro＾1 x

   C＿Typo x C＿Cat x
  Objoot x

   O－R帥I x

   O．Typo x O－Cat x O一．戸e悶。n x

   O－Num x O－C朗。 x

T眺t．2  むtg趾δ8．Loki at hon g㎏， tak8 fang

        ・i5A・ψ6・．Ekki町

Toxt－1 1angt um8t gera．Sv6f6r fangβat，8tβv‘
        hir5ara orレ6π

丁酬t    ＊knωi2at fanginu，βvi‘agta記9t65hon一レ｛

        t6k kooliく皿〉9巳t

To対1  1oita ti－b閉gδ風，ok v趾め6π脾1au朋至f6tum，

        okΨ6r0

丁臥・2 レ田川ip’i㎎趾舳趾愉，・kdg｛・gi鮒㎝
        b6πf．l16

◆Word ho趾 Entry hafa
   P1800 GYLFG51．61．P Combi x
   Adwrb fuIlt
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    Phra38  h8fa fallg

    M冊ni皿g 関わる M－Cat 4

    For耐 p爬g Ton蜆 p記g Mood ind

    ReH眺 x A／M m Enditio x
    Mot町  x

  Subjoot h8nn S－Grm x
   S＿Re8i ソール  S＿Typ6 n

   S＿Cat g㎜8  S＿Porgon  3  S＿Nu㎜  9

  Co㎜pIomo就  x

   C＿Ro■i x

   C＿Typo x C＿Cat x
  Objoct fang

   O－R081 つかむ箏

   O＿Typo o O－Cat x O＿Porgon 3
   0＿N皿m  ， O＿Caoo ag

T眺t＿2  f風g記bryniu ok goiHiI1皿甘Guくn〉卵i－hoitir，

         9tof皿ir

Text‘1  11an11㎜6ti Fe皿rioωf，on レ6πfr8㎜ ｛ 海ra

         hliahonu㎜，

丁眺t   ok m‘han皿。kki du酔ho皿u㎜，セvfat h■m｝

         h8Hr ful－t

T眺t1  fang8t bori朋viδMiヨg趾δ20rm．F記yr b唖t
         m6ti Surti、

丁帆t2   ok vordr h町5r岨㎜g8口gr餉r F閑yr fo11r；β8t

         vor5r

◆Word ‘蜆r5i2 Entry fo胞9t

    Piaoo GYLFG48．50．P Comb… x

    Advorb ■

    Phrago  fω間山t i o－t

    M岨皿ing 使う M－Cat 1

   Form p爬t ToIlgo p耐  Mood ind

    R8H眺 爬n A／M ㎜ Enditio x
    Motor x

  Subjoot レ6m  S．Grm  x

   S＿R8＾I ソール  S．Typo n

   S－Cat gm8 S－PorgoI1 3 S－Num o
  Comp1omo舳  x

   C‘Ro■l x

   C＿Typo x C＿Cat x
  Objoot 釦m8gi皿

   O－R081 アiスのカ

   O＿Typo o O＿C誠  ong O－Por！o皿 3

   0＿Nu㎜  9 0＿C田6 8g

Toxt・2  96min皿。r㎜inu㎜、En or ormrin皿konndi庫go，

         br圭h伽m

T眺t－1  viδwるh町t at b銅ir hnof趾b6－g okωlu“る

         bo。δi㎜．比

丁舳  w5レ6・川i5”k洲。・5i・散㎜gi・，Wmdi
         vioく8凶）

丁眺t1  『胆t at hann＝h＝li6p b蝸um f6tum醐g㎜m
         gkipitokgpymdi

T眺t2   viヨg川nぷ；dr6庫。r㎜三nn upp前borδi．En

         b8t㎜‘96gi8

◆Word
   Plaoo

90伽 Entry gotj＾

 GYLFG48．64．P Combi x

   Adv町b x
   Phrミ岨。 鴉tja vi5o－t

   Meaning 打つ M－C砒 1

   For㎜ pret Ton舵 p肥t Mood ind

   RoHex x A／M m Enditio x
   Motor x

  Subj㏄t レ6π S－Grm x

   S＿Ro訓  ソール  S＿Typo n

   S＿Cat gm8  S＿P町90日 3  S＿Num  g

  Complomont x

   C．R閉一 x

   C＿Typo x C＿Cat x

  Objoct oy胞；H＝ymi

   O’R8＾1 ヒュミルの耳

   O－Typo o O－Cat onj O＿P町90皿 3

   0＿Num  g O－Cago ag

T眺t．2 ha皿n lygti of honu㎜hgf1』δitΨi5gru！minu叫
         OI18k hygg

T眺t－1 hitt wm炭r岨tt at gogi＾at Miδg趾δ20rmr
         lior o皿n ok

Toxt   liggr三1』mg…至．E皿1〕6π爬iddi ti1hnof風n皿。k

         ＊80tt川i5oyr＾

丁眺t1   ＝H＝ymi，，v差at ha－m8toypti2蚊r…r bor5，ok

         5‘r‘iliar honu－n．

丁臥t2   E皿b6π6δtiUa皿d2．〕

◆Word r舳i Entry 凶t巳
   P1＾08 GYLFG46．107．P  Combi x

   Adv自rb x

   Phr㎎o r舳a←tupP

   M帥皿i皿g 伸ばす M－Cat 11

   For㎜ prot To11go p記t Mood i皿d

   R8日眺 x A／M ㎜ E皿。litio x

   Mot8■ ■

  Subj80t l〕6rr S＿Gr㎜  x

   S・Roa1 ソー’レ  S＿Typo  n

   S＿C就  gm＾  S・P8固。n 3  S‘N皿m  5

  Co㎜plomont x

   C＿R餉1 x

   C．Typo x C＿Cat x
  Objoot hgndina

   O－R冊1 手

   O－Typo o O－C8t x O－P甘，o口 3

   0－Num g O．C困0 8g

T眺t．2  ok holldr miki11，onレ6πgokk ti1ok t6k h8ndi

         5i皿ni

T眺t‘1  nidr undir mi5ia皿kviain＝n＝ok lypti upP，on

         kg1；tri皿n b＝oy＝9δi

T酬t    ＝ko＝一1gi＝n皿＝ wξ 90m レ6π ホr‘tti upP

         hg・di・・．EH・β6π

丁酬t1   g8くi）ldi量．5v至 1angt upp ，o㎜ hムnn m飢ti

         1ong2t，b差胤ti

T酬t2   kgttri皿n oilium‘田ti，ok fミ1≡rレ6πoigi fr＾mit

         加nmleik．

◆Word
   P－aoo

fO≡1・5i  Ent■y  fOra

 GYLFG48．59．P Combi x
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   Advorb ξ1oPt

   Phr㎜o x

   M的皿ing 投げる M－Cat 1

   Fo【m  prot  To皿go prot Mood ind

   RoH眺 x A／M m Enditio x
   Met6r x

  Subjoot レ6rr S＿Grm x

   S‘R08I ソーノレ  S＿Typo n

   S‘Cat g㎜a  S＿Pe固。n 3 S＿Num  3

  Compio㎜8nt x

   C＿R081 x

   C＿Typo x C．Cat x

  Obj㏄t x

   O＿R681 ミョッルニル

   O＿Typo o O＿Cat ong O－Pe■昌。n x

   O－Num  x O＿Cago x

T眺t＿2  ok＝h≡r記ddi20r h＾nn g｛ormhn ok bat町

        9題rin皿fou乱

丁眺t＿1  ok i皿n of l1gkk柵n＝n昌．Ok f bvi bili研跳rr

        g爬ip h8m且rinn

T眺t   ok＊forai圭1oPt、庫脂1m記…igt凹nninn tii

        8gn9跳i皿uok

T帆t1  hi6w曲6rg af borδi．E皿。rmrinn g必a12f

        9筥in11，Ell

T眺t2   ）6πk明t＾δi hamrinum optir h011um，ok8‘gia

        menn at

◆Word レr伽  Entry 同価
   Plaoo GYLFG46．90．P Co㎜bヨ x
   Advorb x

   Ph記90 x

   Mo巳ning 一生恩命やる M－C＾t 1

   Form p記g Tongo prG5 Mood i皿d
   Rof1眺  x A／M  m  Enditio x

   M6tor x

  Subjeot h＾nn S＿Grm  x

   S＿R08I ソール  S＿Typo n

   S．Cat gma  Si Pergo－1 3 S＿Num  l

  Comploment x

   C＿R帥一 ■

   C＿Typo x C＿C＾t x

  Obj㏄t x

   O．R081 x

   O－Typo x O－Cat x O＿Po胴。皿 x

   O＿N皿㎜  x O＿C舳。 x

T眺t＿2  m釦 1i切 90m um bom8 mu皿 vo記．） レ6

        w曲6π固iδ・，

丁眺t・1  98tr homit る m皿n皿 g‘r ok d爬kkr gom

        枇a冊g珊m‘h＾nn

T挑t   ok ｝肘チtr80m long舳批drykknum．En er
        h＾n皿8主i h0Hlit、

丁眺t1   p差ha備i nd hd屹t ngkkot m阯nr壬fongi2．Ok

        庫bチ5・

丁酬t2  han皿upPhomitokΨi11oigidrokk巳mei固．

ロキ（神話詩）

1≡】NTRY

◆Word 肥gir E市y 肥出
    PIa08 LS55．5．VG  Combi x

    Adv甘b h‘r

    Phr困。 x

    M08n…ng 悪口を言う M－Cat 4

    Form p爬g Ton80 p記5 Mood ind
    Ro日帆  x A／M  m  1≡：ndヨtio x

    Mot趾  I

   Subj60t  01・ S＿Grm  x

    S＿R081 ロキ S・Typo r

    S－Cat dm S－Porgon 3 S－Num o
   CompIo㎜ont x

    C＿R08i x

    C＿Typo x C＿C8t x

   Objoot goagH，9um巳

    O・R冊i アース神，人々

    O－Typo o O．C＾t 岬，m  O－Po閑。n

    Oi Num  p O＿Cage ag

T眺t＿2  hoiman H16πi58；

 Toxt＿1   hann一田δr I’6

丁眺t   βoi両町‡rogir h釦

丁眺t1   go5gH ok g1』㎜o。

丁眺t2

◆Word g爬ma皿 EntW g爬mja
    P1808 LS12，6．VG  Combi x

    Adv8rb oigi，at膵r

    Phr凹。 x

    M08ning 怒らせる M‘Cat 12

    Form imp T01198 x Mood i㎜p
    Ro日眺 x A／M m E口。舳。 －5u－

    Mot印  1

   Subjoot ・δu S－Grm x

    S＿Roa1 ロキ  S＿Typo n

    S＿C前  gjm  S＿Po閑。11 2  S・Num  g

   Co㎜p1omont x
    CI R881 x

    C＿Typo x C．C8t x

   Objooセ go5

    0－R舳1 アース神

    O－Typo o O‘C8t ga O－P町90n 3

    0．Num p O－C齪。 ag

T眺t＿2  9iδr帥如。m

T眺t－1  gf皿nd凹㎜gi＾ldir；

Toxt    ‡g”㎜5u oigi goδ巳t尿r！

丁挑t1

T眺t2   くK｛Loki｝kv海：〉

◆Word m61㎞ndi En岬 m6ik8
   Plaoo LS23．6．VG Combi x

   Ad陥rb x
   Phr890 x

   Mo＾ning ミルクを怖る M－Ca七 1

   Form p爬g，p Ton8e x Mood ”
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 R8Hox x A／M π1 End三tio x
 Metor x

Subjoc1；  x  S＿Grm  x

 S＿R醐1 ロキ  S－Typo n

 S＿Cat dm  S＿P町90n  2  S＿Num

Complomont x

 C＿R冊1 x

 C－Typo x C－Cat x

Obj㏄t x
 O－R081 x

 O－Typo 正 O＿Cat x O－Por50n

 O－Nuπ1 x O．C朋。 x

丁眺t＿2

Text＿1
Toxt

T眺t1
Toxt2

差tt8wtr

V趾tu伽igrδmd巳n
k加‡m61㎞皿di ok kon＾，

ok he日r b自barくbgrn）く。かborit，

okhug5aok庫t町9・前aL

x

MEANING
◆Word oygo En岬 阯岨
    P－aoo LS4．5．VG  Comb… x

    Adv釧b x

    Phr朋。 augao－m差e－t

    M帥皿ing 浴びせる M－Cat 1
    Form prog Tongo f Mood ind

    Re日帆 x A／M m Endit1o x
    Moter l

   Subjoot b‘  S＿Gr㎜  x

    S＿Rea1 ロキ  S＿Typo  n

    S－Cat dm  S－Po肥。n 2 S’Num g
   Comp18m6nt x

    C＿R帥1 x

    C＿Typo x C＿C批  x

   Objoot hr6pi ok r6gi／ho11r8gin

    O－Re且1 興りの言葉／神々

    O－Typo o／o O－Cat xノ岬  O－P8固。n

    O－Num  8／P O－C齪。 do／■9

丁眺t＿2

T・≡xt＿1

T眺t

T酬t1

T眺t2

差畑t8umblat5i6，
hr6p1okr6gi

of帥＊ey99色holhogin1
壬犀【mum）8uレ肌aりat・

◆Word fa12 En岬 fo1朋t
   P1趾。 LS G．PG Co㎜bi x

   Adverb i Fr至皿a皿grg fo胴i，i I肌肘ki

   Ph記90 x

   M6aning 身を健す M－Cat 8
 Form

 Ro日眺

 Motor

Subjoot

 S－R081

 S－Cat

P－6t

 x

x
Loki

 ロキ

越㎜

Comp18mont

 C－R081 x

 C－Typo x

Obj㏄t x

 Tongo p祀t Mood
A／M m Eno11tio x

S．Grm  x

S－Typo 口

S＿Po閑。n  3

C－Cat x

i皿d

S－Num  9

3／3

O－R肋一

〇一Typo

O＿Num

丁眺t＿2

To斌一1

Toxt

了日xt1

Toxt2

x

x

x

O－Cat x
O－C獺。 x

O－Pe固。Il x

FrξLo㎞、 EnoPtir）ott8‡‘且12Lokii
Fr細angrgfo固ii

1肌1fki．レ町t6ko欄i．h㎜n．Hann附
bundin皿㎜oコ

レ9rmom gonorく5in3）N趾a・ En Nar丘50口r
hano var5at

◆Wo【d 18i㎞ En姉 1oika
   Plaoe LS49．31VG  Combi munattu

   Adwrb 1o皿gi w‘

   Phr晒。 Ioikalau醐h81■

   Moaning 気ままに振る痛う M－Cat 24

   Form inf Ton50 x Mood x

   Ro日跳 x A／M ㎜ Enditio x
   Mot甘  1

 Subjoot －tu S－Gr㎜  x

   S－Roa1 回キ  S＿Type n

   S．Cat gjm  S－Per50n  2  S＿Num  8

 Comp1o㎜8nt x
   C＿Roal x

   C‘Typo x C＿C風t x

 Objoot 1州50m hala
   O－R馳1 自由な尻尾

   O‘Typo o O－C就  x O－P町90n 3

   0－Num  ， O－C肥。 do

Toxt＿2

丁跳t－1

丁眺t

Toxt1

Toxt2

L6t1；oI・β6r，Loki；

mumttu1ongiw吉
川8i㎞lal』oom ha181

レΨiat bikξhigrvi gkolo

ing hrimk巳1da magar

ENTRY＋MEANING
◆Word fa㎜ Entry 日m8
    Plaoo TRK26．3．VG  Combi」

    Adv町b ΨiOigtullg m6ii

    Phl■四〇  日並n風。r5

    Mo阯1i口g 答える M－C8セ 30

 For㎜ prot Tongo p爬t Mood ind
 Ro日眺 x A／M m Em1it三〇 x
 M8t6r x

Subjoot or S＿Grm  x

 Si R帥1 目キ  S＿Typo r

 S＿C8t gjm  S＿P町50n 3  S＿N1』㎜・ 8

Comp1o㎜o舳  x

 C‘Roa1 x

 C・Typo x C＿C舳  x

Objoot orδ

 O－Roo1 官業

 O．Typo o O－Cat x O－Por30n 3
 0－Num g O－C酎6 a匡
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丁眺t＿2

丁眺t－1

T眺t

T眺t1

T眺t2

S8t in a19notra

amb6tt伽ir，
o『o『δum ｝f且nn

viδiψu皿9m差1i：

lAt冊t・F岬i・

◆Word f㎜皿 En吋 Oma
   Plaoo TRK28．3．VG Combi x
   Adverb viδigtu皿8m差1i

   Ph閉鴉  n11n30r5

   Meani皿g 答える M－Cat 30

   Form p爬t Ten舵 p爬t Mood ind
   RoHex x  A／M  m  E口ditio x

   Motor x

  Subjoot 甘 S－Grm x

   S＿R醐I ロキ S＿Typo r

   S＿Cat dm  S＿Pe固。n 3  S＿Num  g

  Comp1omo皿t x

   C＿R帥1 x

   C・Typo x C－C前  x
  Objoot or5

   0－R881 言葉

   O＿Typ8 0 0‘Cat x O－P町90n 3
   0・N阯m  g O－C朋。 ag

T眺t－2  Saい皿巳18not誠

丁眺t－1  amb6tt fyrir，

丁眺t    or orδum＊fa口n

T眺t1   vidig舳n8m創i：

Toxt2   （Svaf v田tr Fr町i巳

◆Word f剛 E口try 脩
   Piaoo LS21．3．VG  Combi x
   Advorb x

   Phr朋。 脂。－m o・t at g爬mi

   M冊皿ing 怒らせる M－Cot 12

   For㎜  p爬g  Tongo pmg Mood iIid

   Ro日眺 x A／M m Enditio x
   MotoI x

  Subjoot bd S＿Gr㎜  x

   S－R081 ロキ  S－Typ8 n

   S－Cat dm S・Pergon 2 S－Nlユm

  Co㎜plomont x

   C＿Roai x

   C＿Type x C・Cat x

  Objoot 庫r／Go6on／9爬mi

   O－R帥1 ロキ／ゲヴユン／怒り

   O－Typo o／o／o O．C巳t dm／9fa／x
2／3／3

   0＿Num  5／g／， O－Ca80 do／8g／do

T眺t＿2  ①π町tu，Loki，

To対＿1  ok吹viti，

丁眺t   町レ‘‡暁rレ6r Go竈。n批gre㎜i，

T8xt1   －vi8t a－d趾山1gg

T眺t2   hygg ok at h6n gu um viti

◆Word Hefir  E皿try  haf8

O＿P8rミloo

   P1ac8 TRK1O．1．V  Combi x

  Advo『b 舵m酊肋i

  Phr阯。 x

  M胆ning 果たす M－C舳 1

  Form p冊8 丁帥50 p冊3 Mood i皿d

  RoH眺 x A／M m Enditio x
  Mot8r f

  Subjeot 帥  S－Grm x

  S＿R蛆1 ロキ  S＿Typo 皿

  S－C＾t dm S－Porgon 2 S－Num 8
  Complomo皿t x

  C＿R冊1 x

  C＿Typo x C＿Cat x
  Objoot o爬ndi

  O＿R閉I 便い

  O－Typo o O－Cat x O－P8rgon 3

  0－Num o O－C舳8 ag

Text＿2  au2fy固t um k柵51

Toxt＿1

T酬t    （巾Ho竈r凶。祀皿di

T眺t1   90m or餉i？

丁眺t2   So9ヨuξ1oPti

ロキ（英雄詩）

ENTRY
◆Word a脂 E口try a肪
    Plaoo RM A．PH Combi x

    Adv甘b x

    Ph■阯。 x

    Moa皿ing 得る M＿Cat 14

    Form inf Tongo x Mood x

    R6日眺 x A／M m Enclitic x
    Motor x

  Subjoct Lo㎏  S－Grm x
    S＿R081 ロキ  S＿Typ8 a

    S＿C8t dm  S＿P町90n 3  S＿Num  o

  Complomont x

    C‘Roal x

    C＿Typo x C＿Cat x

  Objoot g皿112…ng

    O＿Roa1 貴金

    O‘Typo o O－Cat x  O・Porgon 3

    0－Nu㎜ 9 0－Cago g

T帆t．2  til H舵i5m町50k5加do voi3i g｛皿a．b‘t6ko

        v‘r凶hgndom

 T跳t＿1  ok lgg5omβoim figrlaugn at fyu80trbolgi皿皿

        m能gulliok

 T帆t    hy1i＾ ‘tan moδr風u5o gu11i、 レ‘96ndo 1〕oir

        Lok■8tホ＾H日

 丁砒t1   g1』H量ing． H＾nn kom til R三n趾。k f8kk n8t

        honnar ok f6r

Toxt2   庫til Andv趾aforg ok k㎜taai no“no fyrir god．

        duna；on
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ロキ（rギュルヴィの惑わし」）

ENTRY
◆Word k㎝n舳 E前ry k㎝n阯
     Pla08 GYLFG50．6．P  Combi m1』n
     AdTerb longi

     Ph訟舵  x

     Moani皿g 覚えている M－Cat 29

    Form inf Tongo x Mood x

    R8H眺 爬H A／M m Eno1出。 x
     M6t酊  x

   Subjoot ha皿11 S－Grm x

    S＿Ro＾1 ロキ  S－Typo n

    S－Cat 自m  S－P6胴。n 3 S－Num
   Complom8nt x

    C＿R冊1 x

    C＿Typo x C・Cat x

   Obj㏄t x

    O－Roal x

    O＿Typo x O－Cat x O＿Porgon

    O－Nu㎜  x O－C㎜o x

丁眺t－2

丁帆t－1

T眺t

T帆t1

T眺t2

x

βogga nakkv＾t hofnt？）

脳H・gi・：（Golditwh㎝umセ。tt“vれt
hann m皿n
l・㎎i＊k。㎜醐．b壬削u5i皿v6・阯・dinh㎝・m

w｛roiδ

90mvg皿v町，hH6phim差b胞utokfa1・ik
＝6≡Oaui皿gkkvor1』，

gor5｝趾h白90k．iiii．dyr川than皿m舳i舶
6r

MEANING
◆Word roi5 Entry rlδa
     Plaoo GYLFG50．13．P Combi x

     Adv酊b x

     Pllr齪。 r｛5ar田xn風

     M帥ning 緒ぴ目を結ぷ M－C8t 12

     For㎜ p爬t Ten8e p爬t Mood ind

     Re日眺  x A／M  m  E皿ditio x

     Motor x

   Subjeot han皿  S－Grm  x

     S＿Roal ロキ S．Typo n

     S－Cat 自m S－P舳。n 3 S－Num g

   Co㎜p！omont x

     Ci R08】 π

     C＿Typo x C－C風t x

   Objoot 胞xlla

     O－Roa1 結び目

     O－Typo o O，C＾t x O－P趾90n 3

     0－Nu㎜  p O－C朋。 ＾9

Toxt＿2

To斌＿1

Toxt

Text1

Toxt2

hann fyrir9‘r hvoria v田1田9ir myndu tH6日n包

乱t tak巳

hann｛fol・5inum－En8，hin皿3at i hd8inu，t6k

hann Iingarn

ok～oi狛肥xn巳，・v差畠emn6t・Hiδa口くg舳），

en dホ
bl・乱nn竈ri1・honum． レ差9‘h8口n ot田。i■ξ1；tu

5k五㎜t tiI han3，

ok ha‘3i6δi皿n g6t6r Hliδgk畳6i而nni hva1■ha口n

V趾．Hann

◆Word 1帖5i Entry li㎞

   Plac8 GYLFG49117．P Combi 1
   Advorb x

   Phrミ旧。 e・㎜πka iua

   M的ni口g 気に入らない Mi Cat 19

   Form  p爬t  Ton50  p鴉t  Mood  i皿d

   Ro日眺 x A／M m Enditio x
   Mot趾  x

  Subjoot honum  S＿Grm  x

   Si Rεo1 ロキ  S＿Typo  d

   S－C8t d皿  S－Por80n 3 S－Num g
  Comploment illa

   C＿Roa1 籏な

   C＿Typo a C．Cat x
  Objoct x

   O．Roo1 ■

   O－Typo x O－Cat x O－Porgon x

   O－Num x O－Ca18 x

T眺t＿2  til，gumir beria gri6ti．En h冊t go㎜at訟r

        g8rt，岨㎞δi

T眺t－1 hann okki，okβ6州レ。tta gllum mikul f固mi－

Toxt   En or炭tta gさLoki Lauf6yi町go皿一b差ホπka5i

        h011um

T臥t1   ma or B8iホ岨㎞δi8kki．Hann gokk til Fon．

        3alπti1

．丁酬・・ F・i・・i・nk・舳・i・・㎜liki・レ差・…州醜

        of5也kona

◆Word kom Entry koma
   Plaoo GYLFG33．8．P  Combi’ x

   Advorb iafn8n，｛fu11t vandr田5i

   Phr”o x

   M冊ning 陥れる M－Cat 12

   Form p爬t Tongo p誠  Mood ind

   RoH眺 x A／M m Enditic x
   Motor x

 Subj60t Hann S＿Grm  x
   S＿Roal ロキ  S．Typo n

   S－C＾t dm  ．S－P町90皿 3 S－Num

  Comp1omont x

   C－R船コ ■

   C－Typo x C＿Cat x
  Objoot ＆u㎜

   O－Roa1 アース神

   O－Typo o O－C8t ＝；a O－P町90n

   O－Num p O－C胆。 do



247

丁眺t＿2

丁眺t＿1

丁酬t

Toxt1

Toxt2

5kaplyndi， miqk 行glb爬ytinn at hるttum．

Ha1111hafai b至

gpeki uπ1fraIn巳5ra menn，8r31oヨgδheitir，ok

V田一〇r ti1

8u『a＝h…luta． H8nn ‡kom6ミ■um iafn8n i

funtw口d腕5i，ok
oPい。ygti hann庫moδv田1幅ヨum．Kona hang

hoitir S＝i＝9＝y＝n；

90nrbeimNa＝r＝io5aN趾vi。

◆Word 31oit Entry 舳a
   P1砒。 GYLFG49，281P Coml〕… x
   Adwrb x

   Phr邑s0  9出a upP

   Meaning 引き抜く M－Cat 11

   Form p爬t To皿ge p爬t Mood ind

   Ro日臥 x A／M m Enditio x
   M8t酊  x

  Subj80t Loki S－Grm x
   S－RoaI ロキ  S－Typo n

   S＿Cat 自㎜  S＿Po固。n 3 S＿N1』m  g

  Comp18mont x

   C－Roal x

   C‘Typ6 x C＿Cat x
  Objeot x

   O－ReaI やどりぎ

   O－Typo c O－Cat x O－P町50皿 x

   O－Num  x O＿C顯。 x

T眺t－2  k811海ri o6）6tti m6r ungr at k祀肋。iδ8i皿g．）

        レvi

T眺t＿1  n田gt hwrE konan差brut、

丁眺t  EnLokit6kmi8州。inok‡81oit叩Pokgokk
        ti｝ing8・

丁帆t1  E皿 Hgδr gt6砒t町Ioga i mannhri皿ginu㎜、

        bv｛＾1；h＾nll

Toxt2  冊r bli皿dr． レ差m田1ti Loki vi5h＾11n＝岬vi

        目kチtr b｛okki

◆Word kipPi2 En岬 kipP軸
   PI冊。 GYLFG50．53．P Co㎜b… x

   Advorb h町t

   Ph閉舵  kipP㎜t viδ

   Moaning のたうち回る M－Cat 31

   Form p記8 丁帥go p旧8 Mood ind

   RoH酬 爬日 A／M m E皿ditヨ。 x
   Motor x

 Subject hann S＿Grm  x
   S．R08一 ロキ  S＿Typo n

   S＿C8t dm  S＿Po記。n 3 S．Num

 Compll≡monセ x

   C－R08I x

   C＿Typo x  C＿Cat x

  Obj・ot x

   O＿Ro＾l x

   O－Typo x O－Cat x O－Porgon

   O－Num x O－C㎜o x

x

T6xt＿2

丁跳t－1

Text

Toxt1

T砒t2

hi6honu㎜ok h81dr㎜＝u＝ndlaugu u口dir
oitrdroPa、．ヨn b6er

fullormunn1augi皿，庫g㎝grhonokg1町“
eitri口u．

En㎜edan drチpr oitrit‘andlit hoIlum；レ‘ ‡

kipPi2h呂nn9Ψ壬

h町t・iO・tig・5g11曲1f・．レ・t㎞lliδ陳1・・d－

okiる1pta－

bar Iiggr han皿f bgndum til ragnar臼kr9一〕

◆Word kom Entry koma
   P1800 GYLFG50．1．P  Combi x
   Adv8rb x

   Ph胆舵  koma差1eiδ

   Mo＾ning 達成する M－Cat 3

   Form p祀t Tongo pr6t Mood ind
   Ro日眺 x A／M m Enditio x
   Mot酊  x

  Subjoot Loki S－Gr㎜  x

   S＿Ro風一 ロキ S＿Type n

   S＿Cat 慮m  S＿P町90皿  3  S・Num  5

  Co㎜ploment x

   C－R盟1 x

   C－Typo x C＿Cat x

  Objoct A1－mik1u

   O－R031すごい事

   O－Typo o O－Cat x O－Pergon 3
   0－Nu㎜  p O－C舳8 do

Toxt＿2  er日。ot ho肚illt ge誠㎜o5釦皿m一〕

丁眺t－1

T眺t   bるm田1ti G巳nglo！i：（AllmikIu＊kom Loki差

        1oi5

Tox1；l    el－h＾nn oui fyrgt bvf or B三1dr v8r vl≡ginI1，ok

        w至bΨior

T帆t2   han皿Ψ趾δoigi loygtr fr差Houu． E5a hv命t

        v町5honum

ENTRY＋MEANING
◆Word kogt邑5i En岬 kogt8
    Plaoo GYLFG42．42．P Co㎜bi x
    Advorb x

    Ph而蝸  k08ta til

    M舳ning 払う M・Cat 13

    Form prot Ten舶 prot Mood ind

    R6n眺 x A／M m Enditio x
    Mot趾  x

   Subjoot h8nn S＿Grm  x

    S＿R081 目キ  S＿Typo n

    S－C・・加．S－P…㎝3S－N㎝・8
   CompIomo皿t x

    Ci R帥1 x

    C＿Type x C－Cat x

   Obj80t h柵t go㎜

    O－Ro巳1 何でも

    O－Type g O－Cat x O－P8閑。n x

    O－Num ■ O－Cago x
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丁臥t＿2

丁眺t＿1

丁帆t

丁臥t1

To対2

k富upinu，ok v6ittu Loka呂t匡gngu．En er h＾nn

冊rδ

h冊ddr，庫w町Oihannoia巳athanngk洲i
3v6til hagユ

at gmiδrinn gkyldi af kaupinu，hv＾t！6㎜ha皿n

‡k09ta5itiI．

Ok iセ3a㎜＾kvold or gmiδrim6k“eptir

9－i舳num85
hogti皿n Sv8δi－for＾，レ壬＝h＝1i6p6r3k6gi皿um

ngkkvoru㎜

◆Word hloypr Entry M舳p8
   Plaoo GYLFG50．31．P Combi x
   Advorb 冊rレi皿u1in皿

   Ph聰岨8 h1aupa upp

   M閉皿i皿g 越える M－C風t 7

   Form p醐  To皿，o pr08 Mood ind

   RoHox x A／M  m  E皿diセio x

   Met甘  x

  Subjoot hann S－Grm  x

   Si R冊1 ロキ Si Type n

   S＿Cat dm  S＿Po固。皿 3 S＿Num  5
  Compiomont x

   C＿Roal x

   C－Typo x C・Cot x
  Objoot x

   O＿Ro＾一 x

   O＿Typo x O．Cat x O－Pe閑。n x

   O＿N凹m  x O＿C㎜o x

T眺t・2  bi皿da viδw直bungt at oigi gkyii凹ndir而。g8

        for8．Foπ

丁眺t＿1  牌Loki fyrir noti皿u，o皿甘han皿g‘r誠8k■㎜t

        v趾ti1

T眺t   g海v町，庫まhloypr ha皿n upp inI）in皿1inn ok
        r011nir upP i

T眺t1   forgi皿皿．Nfあ田gimir h柵r h＾皿n f6ri fa悶。n皿

        upP tiI

T眺t2   for5ing ok5kipta liδi皿u｛tv差3tadi，o皿b6rr

        v・≡δrレま。Ptir

フレイ （神言古詩）

ENTRY
◆Word 脳k E市y 脇t
    Pia08 SKM33．3．VG Combi 8ka1

     Ad爬rb x

    Ph■齪。 x

     M肋nin8 憎む M－C＾t 17

    For㎜ inf Tonge x Mood x

    RoH眺 x A／M m E皿di此 x
     Motor l

   Subjooセ F爬yr S－Gr㎜  x

    S＿R冊1 フレイ  S‘Typo 口

    S＿Cat gmv  S＿Po閑。n 3 S－Num  g

   Complomont ■

     C＿Ro＾1 x

     C＿Typo x C＿C8t x

Objoot bik

 O－R岨I ケルズ

 O－Typo o O‘C舳

 O・Num 5 0－C阯。

丁眺t＿2

丁眺t－1

T挑t
Toxt1

T跳t2

jf O－P町90n 2
ag

舳δ用庫651㎜．
爬i5用脚A・・b冊g・，

レik8k邑1Froyr‡n釦k，

○皿fyriniu8m趾I

onβd f6ngit he6r

MEANING
◆Word 舵1dir Entry golja

    Plaoo LS42．3．VG  Combi x

    Adv6rb x

    Phr㎜o x

    Mo＾ning 売る M－Cat 1

    Form p祀t Ten80 p爬t Mood ind
    R8日眺 x A／M m Endiセio x
    Mot6r －

   Subjoot x S－Grm x
    S・R船1 フレイ  S＿Typ8 0

    S＿Cat gmv  S＿Po記。n  2  S＿Num  g

   Comploment x

    C‘Roal x

    C・Typo x C＿Cat x

   Objoot b出w酊δ

    O－R盟i 刀

    OiTypo o O－Cat x O－Pergon 3
    0－Num 5 0－C冊8 ag

丁眺t．2

Toxt＿1

丁眺t

T8xt1

T帆t2

Gulli koypta

i‘2tu Gymig d6ttur

Ok‡901dir）ittW圭WOr5；

○口甘Mu8poll“ynir

ri58My－kvi5ynr、

ENTRY＋MEANING
◆Wo【d lif富 E市y lif8
    Pla㏄ SI〈M19．6．VG Coπ1bi1’x

    Advorb ■

    Phr”o x

    M冊niIlg b o M－Caセ 24

    Form i皿f Tonge x Mood x

    Ro日岨 x A／M m Enditio x
    Motor x

   Subjoot Froy S＿Grm  x

    Si R餉1 フレイ  S＿Type o

    S＿C8t gmΨ ．S－P町50n 3 S－Num

   Co㎜pIomont 61ei5顯tan

    C＿R冊i 最も好ましい

    C＿Typo a C－Cat x
   Objoot x

    O－Ro＾i ＾

    O－Typo x O－C＾t x O－Porgon

    O－Num x O－C胆。 x
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丁眺t－2

Tε地＿ユ

丁眺t

T眺t1

T眺t2

rri砿t㎞upa，

aけ‘犀rF爬ykwδir
6－oi5舳ta皿＊1if3．

｛K｛G趾ヨr kv曲：｝）

フレイ（「ギュルヴィの惑わし」）

MEANING
◆Word mi舶ir Entry mi9胎
     Pla08 GYLFG37．48，P Co㎜bi x
     Adwrb x

     Phrago x

     M閉皿ing 持っていない M－Cat 22

     Form p冊8 Tongo f Mood ind

    RoH跳xA／MmEnolitio＾
     Mot8r x

   Subjoot hanIl S－Grm x

     S＿R的i フレイ  S＿Typo n

    S‘Cat gma S‘Por30n 3 S－Nu㎜ 9
   Complomont x

    C．R08i x

    C‘Type x C＿Cat x

   Objeoセ w研a2…皿9

     0－R8a1 刀

    O－Typo o O・C＾’ o皿g O－Po刷。n 3

    0－N凹㎜  9 0－C齪。 g

 T眺t＿2  hittu冨。 D鴉po m銚ti F記yr ha皿n moOhondi

          ginni．Vorδa

T眺t－1 mun庫t町FW・mun眺k18v師vi5k・ma酊
          h＾n血

To対   ＊mi舶ir worMng庫。r Mu5po1屹5y皿ir f酊a
          okho－ia。）

 丁眺t1

 T眺t2   レ差㎜胆1ti G8ng1町i：（bat30girい＾t a11ir beir

◆Word ㎜i89ir EnW mi舳
   Pla08 GYLFG51．64．P Combi x

   Adv酊b x
   Phrago x

   Mo＾ning 持っていない M－C前 22

   For㎜ p祀。 To皿go pr05 Mood ind

   Ro日眺 x A／M ㎜ Enditio x
   Motor x

 Subjoot h8皿n S＿Gr㎜  x

   S＿R．≡8i フレイ  S・Type n

   S－C＾t gm8 S・Po固。n 3 S－N凹㎜

 Co㎜plom8nt x
   C‘R08－ x

   C－Typo x C－C＾t x

 Objoot レ699hin5965■wo，52
   0－Ro巳1 あの素醐らしい剣

   O－Typo o O・C＾t ong O－Po胴。n

   O－N皿m g O－C困。 9

 Toxt・2 fang at b8ri棚viヨMiδg町520rm－Froyr be閑t
          π工6ti Surti，

 T8xt＿1  ok wrδr h町5r3a㎜go皿gr紺r F爬yr fo11r；bat
          VOr5r

 Text    hang boni or hann ‡㎜i珊irレ088hi－1g g6δ8

          w町528rh8日n

 Toxt1   gaf Sk｛mi． bξor ok laug30rδinn hu皿drinn

          G趾mr研

 Text2   bundinn or firir GnipahoHi；hann or it mo前a

          fomt；

ENTRY＋MEANING
 ◆Word 胤 En岬 1細
     P1806 GYLFG37127．P Comb葺 x
     Advorb oigi

    Phr顯。 1るta8一定ti1o，g

    Moaning 耐える M－C8t 4

    Fo，㎜ p爬t Tonge p耐  Mood iIld

    R8H眺 x A／M m Enditio x
     Motor x

   S”bj80t F爬yr S＿Grm  x

    S＿Ro＾一 フレイ  S＿Typo n

    S・C＾t gm昌  Si Po固。n 3  S＿Nu㎜  9

   Complomont x

    C＿Roal x

    C＿Typo x C＿C餉  x

   Objoct ）風t／，korta

    O－R醜i フレイの刀／欠けている

    O＿Typo o／o O＿Cat oIlg／x O＿Po固。n 3／
3

    0－Num 9／P O－C困。 風g／9

 丁帆t＿2  g邑gδi w直8t h■皿n gk＾1fa固gondi『町aon F記y－

         9ka1脱

 丁眺t・1  ho皿um w町δ8itt，βat v町9vξgo舳 worδat

         giξ1ft v直2k．

 丁跳t   En F爬yr ホ1‘t oigi庫t til gkorta ok 酔『

         honu㎜wor5it．

 Toxt1    bるf6r Skirnir ok b85ho皿uπ1konun皿ar ok fokk

         l18i＝t＝

 丁眺t2   hon皿町，ok nio皿6誠um siδ趾r okimdi hoI1β趾

         koma趾

◆Word bor，t En卯 bor舳
    Plaoo GYLFG51，62．P Combi x

    Adv町b x

    Phr囲。 boragt m6ti o－m

    M08ni皿g 立ち向かう M－Cat 4

    Form p鴉。 T8n80 p記5 Mood ind

    RoH挑 記日 A／M ㎜ E皿。litio x
    Motor x

   Subjoot F爬yr ，S＿Grm  x

    S．Ro＾1 フレイ  S．Typo n

    S＿Cat gma S＿Poroon 3 S－Nu㎜  5
   Comp1omont x

    C－Red  x

    C・Typo 主 C＿C枇  x

   Objoot Su州

    O－R的1 スルト
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   O－Typo o O－C鮎 jm O－P町80n 3
   0＿Nu㎜  9 0i C齪。 d0

丁眺t＿2  hann m6ti Fonri“If，011b6m framξa3記

        hIiδho口u㎜，

Text－1  ok㎜壬han皿8kki d皿酔ho皿u㎜，卵iat h帥皿
        hofir fu11t

T眺t   fang at bori珊vi5Miδg町碗。rm，F爬yr‡b舳t

        π16ti Surti．

Toxt1   ok vor5r h町5r舳mgangr鎚r F祀yr foHr；βat

        v町5r

T眺t2   ha皿目bani趾ha皿n miggiφe目g h…n畠g6δa w町日2

        0r h呂nn

フレイ（「ユングリンガ・サガ」）

 伝説上の王としてのフレイ

ENTRY
◆Word dチrk必 Entry d姑a
    Plaoo YS1O．8．P  Co㎜bi V町

    Advorb m8iπ，帥gnnur go5in

    Phr困。 x

    Moa皿i皿g 誉め称える M－Cat 2

    For㎜ p困t，pp Tongo x Mood x

    Ro日臥 x A／M m Enolitio x

    Mot趾  x

   Subjoot  hann  S＿Grm  x

    S＿Roal フレイ  S＿Type ！1

    S－C8t kgv S－Po耐。n 3 S－Num 5

   Co㎜p16mont x

    C＿R帥1 x

    C＿Typo x C＿C舳  x

   Obj㏄t x

    O＿R船1 x

    O＿Typo x O－C風t x O＿Porgon x
    O＿Num  x O－C困。 x

 T眺t＿2  b至 h6fgk Upp肥18 阯5r ok h8趾 haldi2k

         田3｛δa皿．

丁眺・．1＾舳’р№X㎜h舳M・舳．b差冊川k
         ホum gu

 Toxt   1叩d；k8ndu SΨi趾庫t F爬y．V趾ha11皿レvi

         ㎜o1π＊d加㎏5r

Te対1  on gnnu■ goain， 80m 4 ham dggum
         v町δ1則1d2f61kit

 Toxt2   auδga胴。n fyπ，＾f fri3inum ok釦i－Go記r
         Gymigd6ttir

M1≡】ANING
◆Word t6k Entry
    Plaoo YS1O．15．P

    Advorb ■

    Phr則。 tak＾！6tt

    M蝸ning 病気になる

    Form  p冊t  Tongo

    Ro日酬 x A／M
    Moter x

tak■

Combi x

 M＿Cat 1O

  p祀t Mood ind
m Enditio x

  Subjoot Froy■ S＿Gr㎜  x

   S＿RoaI フレイ  S＿Typo n

   S＿C前  kgv  S＿Por30n 3  S＿Num  g

  Complomε舳  x

   C＿R8■1 ■

   C＿Typo x C＿C巳t x
  Objoot 96tt

   O－R冊1 病気

   O＿Typo o O＿Cat x O＿Pε閑。n 3

   0－Num  g O－C困。 ag

T眺t－2  fyrir tigllama『n，ok Yng1ing趾vホu5記an

        ㎞ua5irhano

T臥t．1 就tmonn．
丁飢t    Fmyr＊七6k g6帖，on or at honu㎜Ioi506tt…n，

        leituδu menn

T眺t1   8‘r r納g ok1包u億monn tii h8ng koma，on
        big99u haug

T8xt2  mikim ok1‘tu dyπ｛ok iii－glu駆a．En8r
        Fi■oyr v■r

ENTRY＋MEANING
フレイヤ（神話詩）

ENTRY
◆Word f固ta E皿try 缶ata

    P1800 LS32．6．VG  Combi my皿dir
    Advorb x

    Phr凹。 x

    M的ning おならをする M－C8t 31
    Form inf Tongo x Mood x

    Ro日眺 x A／M m Enditio x
    Motor l

   Subjoot 凶  S－Grm  x

    S・Roa1 フレイヤ S－Typo n

    S‘Cat gfv  S＿Pergo皿  2  S＿Num  3

   Complomont x

    C－R岨1 x

    C・Typo x C＿Cat x
   Objoot x

    O－R帥1 x
    O．T。。。。O．C。・。O．一p。。。。。。

    O－Nu㎜ x O－C困。 x

 Text－2 5伽tu at br鴉δrβimm

 Toxt．1  gido b1胴爬gin，

 丁砒t    ok㎜yndir凶庫，Froyi8．‡f閉ta、

 丁眺t1

 T眺t2   くK NigrOr｛k冊ヨ：｝〉

◆WoId fn細＝5⇒ Entry f凶a
    P1800 TRI（13，2．VG  Combi x

    Adwrb x

    Ph冊90 x

    Mo＾n1ng 鼻を鳴らす M－Cat 31

    Form p爬t T8noo p肥t Mood ind

    Ro日眺 x A／M m Eno11tio x
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    Mot酊  f

   Subjoot Freyia S＿Grm  x

    S＿R蝸I フレイヤ S－Type n

    S＿Cat gfv S・Po閑。n 3 S－Num
   Compkmont x

    C－Ro巳i x

    C＿Typo x C＿C砒  x

   Obj㏄t x

    O－R081 x

    O＿Typo x O－Cat x O－P町90n

    O－Num x O－C明。 x

 Toxt＿2

 丁挑t＿1  Roi5v町δbるF肥yヨa

 T眺t    ok＊f皿舶乱＝5＝i，

 Toxt1   aurる9a3alr

 T眺t2   undir b胴i2，

MEANING
◆Word b爬yi㎜di E市y bro加
    Pla06 HDL4712．VG Co㎜bi x

    Adv酊b oy

    Ph胞90 x

    M船ning 恋しく思う M－Cat 17

    Form  pr朗一p  Ton鴉  x  Mood  x

    RefloxxA／MmEno1itiox
    Met甘  x

   Subjoot x S－Grm  x

    S－Ro＾1 フレイヤ S－Typo o

    S＿C8t g～  S・Porgon 3 S＿Num
   Complomont x

    C＿Ro巳1 x

    C＿Typo x C＿C8t x
   0bj60t 6δi

    O＿R鮒1 オズ

    O＿Type o O．C巳t gma O－Pe固。n

    O‘Num g O‘C困。 do

 T駅t＿2

 丁眺t＿1  R8nt at6di

 T臥t    oy‡床。yia皿di，

 丁眺t1   9kutu2b＝‘＝r日。…ri

 T臥t2   und卯r…困ky舳u；

◆Word 雌 En岬 1j6
    Plaoo TRK3．6．VG Combi Mu皿tu
    Adv8rb x

    Phr困。 x

    Moan…ng 貸す M－Cat 13
    Form  inf Tongo x  Mood x

    Ro日臥 x A／M m Eno舳。 x
    Mot甘  x

   Subjoot －t皿  S＿Grm  x

    S－Ro阯 フレイヤ S・Typo n

    S－Cat g付  S－Por口。n 2 S－Nl」m

   Complomo皿t x

    C－Ro＾一 x

    C＿Typo x C－Cat ■

   Objoot m‘r／～5｛日m9

x

    O＿R冊1 ソールノ羽衣

    O＿Type o／o O－Cat

1／3

    0－Num  9／g O＿Ca80

 丁眺t＿2  a117fyrgt um k冊5：

丁跳t－1 （Mu皿tu m‘r，Freyia，

 丁酬t    6a5｛巳m3＊1三る，

Toxt1  ofokminnham趾
 丁眺t2   m田ttak hitta？）

gma／o皿g

do／9

O＿Pergon

ニヨルズ（「ユングリンガ・サガ」）

MEANING
◆Word m町㎞ E市y m趾ka
    P1趾。 YS9．20．P  Combi x
    Advorb x

    Phr顯。 m町㎞9ik6己ni

    M8風皿i皿g オージンの特徴をつける M－Cat 1

    Form inf Ten30 x Mood x

    R胡ex x A／M m Enditio x
    Mot研  x

   Subjoot  x  S＿Grm  x

    S＿Roa1 ニヨルズ S－Typo o

    S＿Cat kgv  S＿Po祀。n 3  S＿Num  5

   Co㎜plo㎜ont x

    Ci R冊1 x

    C－Typo x C＿Cat x
   Objeot 3ik／6δni

    O－Roa1 二目ルス／オージンの特赦

    O－Typo o／o O－Cat kgv／onkga O，Po刷。n

 3／3

    0＿Num  9／g O＿Cago ag／do

 Text．2 NigrδH‘δi fyrir命i ok fyrir f‘腕1u m8nna．A

         hangdg9山m

 T跳t＿1  d6 Ho，tir di趾，ok vホ皿 allir b16ta6ir ok

         b爬ndi1・9‘δ8n．

 丁眺七   Nigr5r v町596ttd＾uδr；I6t h8nn ok ＊m趾ka
         gik6δ皿…，蝸r

T眺t1  ha㎜1d6．Svi町b肥ndu ha皿n ok gr6tu allmigk
         ynr loi5i

 T眺t2   h8n9．

バルドル（「ギュルヴィの惑わし」）

皿NTRY
◆Word 冊㎞己i En岬 岨㎞
    P，aoo GYLFG49，151P Combi x

    Adv趾b okki
    Phrago x

    M帥n1ug 銭つく M－Cat 10

    For㎜ pmt Ton舵 p肥t Mood ind
    Ro日。x x A／M  m  Emlitio x

    Mot町  x

   Subjoot hann S＿Gr㎜  x

    S＿耳冊1 バルドル S＿Typo o
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   S－Cat gma S－P舳。n 3 S－N凹㎜ 8

  Co㎜p1oment x
   C＿Ro一一 x

   C＿Typo x C＿Cat x
  Objoct x

   O＿Roai x

   O＿Typo x O．C8t x O－Porgon x
   O－Num  x O－C肥。 x

T眺t＿2  B’1d固。k如帥n8at hann8kyldi3tand＝己＝
        upPるbi皿gun，l

T眺t＿1  on aHir aδrir8ky1du8umir5ki6ta‘hann，

        9umirhg99冊

丁眺t   ti1，51』m三■bori8gri6ti，E皿h冊t80m枇帆r

        g舳，‡舳㎞5i

T眺t1   h乱n皿ekki，ok b6tセi botta guum mik洲f誠㎜i。

丁眺t2   En町betta g壬Loki Laufoyiar gon，β61帖δi
        honum

◆Word ga㎞δi E皿try ga㎞
   P－aoo GYLFG49．18．P Combi x
   Adverb ekki

   Ph肥98 x

   M的皿i皿g 銭つく M－Cat 1O

   Form p冊t Ton睨 p記t Mood ind
   Re日跳  x A／M  m  Enditic x

   Moto【 x

  Subjoot B風1dr S－Grm x
   S＿Ro巳I ノく’レト’レ  S・Typo  o

   S＿Cat gm＾ S－P町90n 3 S－Num  5
  CompIom011t x

   C＿R冊1 x

   C－Typo x C－Cat x

  Obj㏄t x

   O－R081 x

   O－Typo x O－C砒  x O－Pe閑。n x

   O－Num  x O－C困。 ■

丁挑t－2  ha皿n okki，ok b6出bo舳一g11u㎜mikill f冊mi。

丁眺t＿1  En町レ。tt8gるLoki L阯foyi皿80n，脾H㎞δi
        hon阯㎜

丁眺t    iu80r B81dr＊gak8δ三〇kki． H巳皿n gokk til

        F011肥1町til

Toxt1   Friggiar ok brるg‘r f konu肘ki，b壬gpy町F一…gg

        of5d ko皿a

Toxt2    Ψig8i hv風t邊。i正hg｛au2at主レinginu－Hon gagδi

        at amir

◆Word ，8㎞di E市y 蝸㎞
   P1則。 GYLFC49，211P Combi x
   Advorb okki

   Phr㎜o ■

   M舳ning 銭つく M－Cat 1O

   Form  p肥t Ton！e p爬t Mood ind

   R8H挑 x A／M ㎜ E皿ditio x
   Motor x

 Subjoct hann S－Grm x
   S＿R081 バルドル  S－Typo o

   S－Cat gma S‘P8間。n 3 S－Num

   Co㎜plo㎜ont x

     C－R的1 x

     C＿Typo x C＿Cat x

   Obj・ct x

     O－R帥1 x

     O－Typo x O－Cat x O－Po悶。口 x

     O－Num x O－C凹。 x

 T眺t．2  Friggi趾。k br壬86r｛konu liki．レ差5pyrr Frigg

          of9‘kona

 T臥t－1  vヨ99i hwt醐ヨr hg胴回2巳七圭一ingi口u．Hon gagδi

         at auir

 Text   畠kutu at Ba1dri okβat at hann＊舳kaδi okki．

         レまm田1ti

 T眺t1   Frigg＝ （Eミgi munu v差p皿 8δa viδir gr巳nda

         B8iホ1，oiδa

 T眺t2   hoO okβogit af g11um b〇三m．）レ差。pym konan：

          （Hafa

チュール（神話詩）

MEANING
◆Word b帥 E皿W b舳
    Plaoo LS38．3．VG Combi ku皿nir

    Adv町b ald祀gi

    Phr朋。 bora tilt m幼。－m

    M閉ni皿g 仲を取り持つ M－Cat 12

    For㎜ inf Ton80 x Mood x
    Ro日眺 x A／M ㎜ E腕dit…o x

    M6t甘  x

   Subjeot b‘ S＿Grm  x

    S＿R冊1 チュール S＿Typo n

    S＿Cat g㎜a  S＿Po固。n 2  S＿Nu㎜  9

   Complo㎜o皿t x

    C－R帥一 x

    C＿Typo x C＿C＾t x

   Objoct ti1t／tvoi㎜

    O－R冊1 良いこと／二人

    O．Typo o／o O－C8t x／x O－P町90n 3／3

    0－Num 1／P O－C困。 風g／do

T眺t－2 レ・gi帥，丁加，

 丁眺t・1  凶kunnir81dr8gi

 Toxt    ‡bora ti1t moδセvoim；

 丁眺t1   h＾皿d趾。nn趾hogrl

 T眺t2  mun ok hin皿趾9ota，

ヘイムダッル （神話詩）

MEANING
◆Word vi99i En吋 Ψit＾
    Placo TRK1513，VG  Combi x

    Adv8rb wl，90m wnir8δrir

    Phr顯。 vita f固m

    Mo＾ning 未来のことを知る M－Cat 29

    For㎜ p耐  丁8ngo P爬t Mood ind

    Ron眺 正 A／M ㎜ Enditio x
    M8t町  f
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   Subj8ct han口 S－Grm  x

     S＿R岨i ＾イムダッル  S＿Typo n

     S‘Cat g㎜＾  S‘Per30n  3  S＿N皿m

   Co㎜p1omont x

     C＿R帥I x

     C‘TypG x C－Cat x
   Objoot x

     O＿R帥1 x

     O－Typo x O－Cat x O－Pe閑。n x

     O＿Nuπ1 x O＿C鵬。 x

 T眺t．2  レさkvaΦat Hoimda11r，

 Toxt．1  hvit困tr舶a、

 丁眺t   ｝vis3i ham voi f胞m，

 Toxt1   30㎜vanir出ri■：

 Toxt2   （B－ndo v釦レ6r庫

ENTRY＋MEANING
 ◆Wbrd v8㎞ EntW w㎞
     P1aoo LS48．6．VG Combi munt

     Advorb 籠，aurgo baki

     Ph記90 x

     Me帥ing 見張る M－Cat 2

     For㎜ inf To皿go x Mood x
     Ro日眺  ■  A／M  m  EIlolitio x

     M6t町  1

   Subjoot 凶  S－Grm  x

     S－R冊1 ヘイムダッル S－Typo n

     S－Cat g㎜＾ S・Porgon 2 S－Num

   Compio㎜o皿t x

     C＿R冊1 x

     C＿Typo x C－Cat x
   Objeot x

     O－Roal x

     O－Typo x O＿C＾t x O－Po固。n 沢

     O＿Num  x O－C舶。 x

 T酬t＿2  aurgo boki

 T眺t＿1  レO munt田vor8

 丁眺t    ok＊vak巳固rOr go狛．

 丁帆t1

 T眺t2   くK｛Sk売i kv海：｝）

シグルズ（英雄詩）

ENTRY
◆Word viko Ent町 v閑＾
     P－aoo RM I．PH Combi x

    Adwrb 8t1＾皿do

    Ph誠鴉  元

     Moa皿1ng 寄せる M－Cat 8

     For㎜ p爬t Ton06 p肥t Mood ind

    Ro日帆 x A／M m Eno舳。 x
     Mot甘  x

   Subj6ot 1〕oir S－Grm x

    S－R岨1 シグルズ S－丁岬。 n

     S－C就 hm S．P舳。n 3 S－Num g

   Comp－omo皿t x

    C－R冊1 x

   C＿Typ8 x C＿Cat x
  Objoot x

   O‘Real x

   O－Type x O．Cat x O－Po閑。n x

   O－Num x O・C細e x

T眺t＿2

丁眺t・1

To対    レeir＊vヨko aいando，ok gokk k町168kip，ok

        1瑚δi庫

丁眺t1   veδr…t．

T6xt2

◆Word 8kyni捌 En岬 gkynj2
   P1aoo FM E．PH Combi x
   Adv6rb x

   Phr困。 x

   Mo舳…ng ”べる M－Cat 1

   Form p閑t T帥鴉 prot Mood i皿d
   Ro日収  x A／M  m  Euditヨ。 x

   Mot甘  x

  Subjoot hann S＿Grm  x

   S・Roa1 シグルズ S．Typo n

   S－Cat hm S－P帥。n 3 S－Num g
  Comp18血。nt x

   C－R蝸1 x

   C＿Typo x C＿Cat x

  Obj80t hv6rt＋

   O－Roa1 節

   O－Typo g O－Cat y O＿P町90n x
   O－N口m  x O・Cago x

T眺t．2  Sig1』rδr t6k F6fnio hi町ta ok gtoikδiるtoi皿i．

        くEn）町

Text－1 hannhugai就ru11・tdktv冊i、・okfroyddi
        woi“nn6r

T眺t  bi舳a皿。、庫t6kha皿。さ日町gri8缶。mok‡
        skynia5i hv壬誠

Toxt1   f1』11！t8ikt v寵ri．Han皿b誠nn ok br6日ngrinom

        i munn9‘r．

丁臥t2   En or hi趾tb165F鉗ni5komξtungo h差nom，
        okgkilai

◆Word noyδ1r E市y n町δa

   P一“o GRP25，4．VH Combi x
   Advorb x

   Phr靱。 noyδ8e－t tH o－9

   M08ni皿g 強制する M－C8t 12

   Form p爬g Tongo p爬g Mood
   R8n帆  x A／M  m ．EncHtio x

   Motor x

 Subjoot bo口gi11．S＿Grm  x

   S・Re81 シグルズ S－Typo 皿

   S＿C批  h㎜  S＿Po刷。n  3  S＿Num

 Comp1omont x

   C－R曲1 x

   C＿Typo x C＿Cat x
 Objoct mik／レ朗。

   o＿Roa一 グリーピノそれ

…nd
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0－Typo
O－Nu㎜

丁眺t＿2

Te対＿1

丁臥t

Text1

T眺t2

o／o O＿Cat hm／x O－Peroon 1／3

9／9 0－C阯8 ag／9

909i8gOr冊。

風1屹bo皿gmm三k

tilβ酬‡皿。y5irl

π1undo vi5t vita

atV就kii沈r，

◆Word noma■ En吋 m㎜阯t
   Plaoo GRP23．4．VH  Combi x

   Adv趾b x

   Phr肥。 x

   Me8皿i皿g 得る M－Cat 14

   For㎜ illf Ton鴉 x Mood x

   RoHox ro日 A／M m Enditio 亜
   Mot甘  x

 Subjoct －tu  S＿Grm  x

   S＿R助1 シグルズ S＿Typo n

   S＿C＾t hm  S・Pomon 2 S‘Num  g

  Complom‘≡杣  正

   C＿R眺1 x

   C－Typo x Ci Cat x

  Objoot 庫t

   O＿Roa一 それ

   O＿Typo o O‘C8t x O・Po祀。n 3

   0＿Num  5 0・C齪。 ag

丁眺t＿2

丁眺し1
Toxt

T眺t1

T眺t2

1g95州i犀r1
1州u，i11n‘㍍i，）眺

g51iIlgr，＊nem叫

bvi風t叩Pimun，
㎜劫巴皿gld li～，

◆Word W帖δi E皿卿 kly伽
   P1a06 FM H．PH  Combi x

   Adv趾b ）ar

   Ph胞90 k－y竈aトt moδ←m

   Moani皿g 乗せる Mi Cat 11

 Form p記t ToIlg8 p爬t Mood ind

 R8日眺 x A／M m Enditic x
 Moter x

Sl』bjoot honn S－Gr耐 x

 S＿R冊1 シグルズ S－Typo n

 S＿C誠  hm  S・P甘9011 3 S＿Num  g

Co㎜p1omont x
 C－R帥1 x

 C．Typo x C－Cot x
Objoot x／Gra皿8
 0－Ro＾1 財宝ノグラニ

 O．Typo o／o Oi Cat x／lh O－Pe固。n x／3

 0－Num x／9 0－C閑。 x／do

丁臥t＿2

丁眺t＿1

丁眺t

丁眺t1

Toxt2

Sigur5r 5t6rmikit gull ok ‘yldi bar tv田r

ki・to。．レ町t6k

hann o≡gigh三割m  ok gu11brynio ok gv8rδit

趾。ttaokm町98
d加gripi ok＊kIyOaδiレ町m8δGra口a－E皿h08－

t｛皿vildioigi

fram g巳nga fyπo皿 Sigur3r gtoヨg ＝差＝ bak

h6nom．

◆Word hroδ醐 E皿吋 h祀5誠
Pl“o HB9．8．VH  Comb

Adv研b hvergi1an量

Phr齪。 x

M冊ni皿g 恐れる M－Cat

． kynni

 17

 Form inf Tomo x Mood x

 Ro日眺 爬n A／M m E皿。litio x
 Motor f

Subjoot 甘  S＿Grm  x

 S．ReaI シグルズ S＿Typo r

 S－Cat hm  S－P町90n 3 S＿Num
CompIomont x

 C＿R船1 x

 C＿Typo x C＿Cat x
Objoot x

 O・R冊1 x

 O－Typl≡ x O－Cat x O－P8胴。n

 O－Num x O－C朋。 x

丁眺t＿2

丁駅t＿1

丁眺t

T臥t1

T眺t2

Wefni㎜inOm
orhwrgi18n2

‡hro≡δ82ky皿ni．

L‘t um胆1㎜i㎜1

◆WoId gigta Entry gigta
   P一肌。 SD26．5，VH  Co㎜bi x

   Adwrb x

   Ph冊90 ■

   M明皿ing 立ち寄る M－Cat 8
   Form inf Ten50 x Mood x

   RoH眺 x A／M m Enolitio x
   M8t甘  1

 S口bjoot  x  S＿Grm  x

   Si Roal シグルズ S＿Type o

   S＿C＾t hm  S－P町90n 2  S＿Num  8

  Co㎜plomont x

   C，R08i x

   C＿Typo x C＿Cat x
  Obj80t x

   O－R冊1 x

   O・Typo x O－C＾t x O－Porgo口 x

   O－Num x O－C齪。 x

丁臥t＿2

丁眺t＿1

T眺t

T酬t1

T眺t2

◆Word

vamm8M16wgi，
ganga8－botra
㎝‡gigt“ξ、

β6舳βik n6tt阯m nom三・

日。ia Entry f1龍jo
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 P1砒。 SD21．1．VH Combi Mu口㎞
 Adv8rb x

 Ph誠90 x
 M6aning 逃げる M－Cat 6
 Form inf Tongo x Mood x

 Re日臥 x A／M m Enolitio x
 Meter l

Subjoct ok S－Grm x
 S＿Ro風i シグノレス． S＿Typ0  1i

 S＿C前  hm  S＿P町gon l S＿Num  g

Comp1om帥t x
 C－R明一 x

 C＿Typo x C＿Cat x
Objoct x

 O－R冊I x

 O－Typo x O－Cat x O－Po胴。n x
 O－Num  x O・C阯。 x

Text－2

丁眺t－1

T眺t
T眺t1

T眺t2

guomm・i口。fmotin〕一

（Munk“kホH㏄ia，

β6tt㎜ikfoi胴nvi吐、

omka ok modbIoy5i bo【inni

◆Word ホ皿㎞町 Entry d川㎞a
   P1肌。 FM11．4．VH Combi x

   Advorb ‘v就n…

   Phr困。 x

   M曲ni皿g 溺れる M．Cat 8

 Form p肥g Tengo f Mood i皿d
 Ro日眺  x A／M  m  Enditio x

 Mot町  x

S凹bject 帥  S－Crm x

 S＿R081 シグルズ S＿Typo n

 S－C＾t hm Si P帥。n 2 S－N皿m g
Compiemont x

 C＿R肋1 x

 C＿Typo x C＿C＾t x

Obj㏄t x
 O－Ro＾一 x

 O－Typo x O・Cat x O・Po閑。n x
 O‘Num  x O．C凹。 x

丁眺t・2

丁眺t・1

T臥t

T眺t1

T眺t2

凶m1』！1t fyr nOOiOm hafa

ok69v…皿n28pai

‘v8t口i b‘ ‡druk皿ar，

ofivi皿diro≡r；

■lt甘feiggfo固己〕．

◆Word b帥i伽n E皿try b㎝ja
   Pla㏄ FM25．5．VH Co㎜bi honr

   Adv趾b x

   Ph舳90 x

   M肋ning 殺す M－Cot 1

   Form p㎜t．pg Tong6 x Mood x

   R8H酬 x A／M m Endit1o x
   Metor l

  Subjoc七 bd S＿Gr㎜  x

   S－Roa一 シグルズ S－Typo n

 S＿C批  h㎜  S＿Po閑。n 2

Complomont x

 C・R帥1 x

 C・Typo x C＿Cat x
Objoot br6δur minn

 O，R閉i フアーヴニ

 O－Typo o O－Cat dm
 O．Num g O－C㎜o ag

Toxt＿2

Toxt．1

丁眺t

T眺t1

T眺t2

S－Num  3

O＿P町90n 3

or固βoπir G咽mるgr明i；

br65山I・min皿

heOrβ‘ ＊beni＾5a口、

okwldokb6・i直1fr・u㎜o）．

MEANING
◆Word Boittu En艸 boita
    P1趾。 GH19．1．VH  Combi x

    Adv甘b x

    Pll一閃。 x

    M舳口i皿g 馬具をつける M－Cat 1

    Form imp Tongo x Mood imp

    Ro日眺  x A／M  ㎜  EIlolitio －tu

    Mot6r f

   Subjoot －tu S－Grm x

    S－R冊1 シグルズ S－Typo n

    S＿Cat hm  S＿Pe閑。n  2  S＿Num

   Complomont x

    C．R的1 x

    C＿Typo x C・Caセ x

   Objoot onn blakk8m趾

    O－R馳I 馬

    O－Typo o O－Cat lh O－P6記。n

    O－Num 5 0－C阯0 8g

丁眺t＿2

Toxt＿1

T眺t

T眺t1

T眺t2

＊Boi1＝1＝皿、Sig1』rヨくr），

onn b18kk8π■＾■，

h03tinnh固5fo閉

◆Word Ψ舳 Entry vo胆
   P1aoo FM38．6．VH  Combi ■undu

   Advorb x

   Phr凹8 vo冊8invald三〇一t

   M閉ning 独り占めする M－Cat 1

   Form i㎡ T㎝go x Mood x
   Ro日眺  x A／M  m  Enditio x
   Mot8r 1

 Subjoct －d皿 S＿Grm  x

   S＿R冊1 シグルズ S＿Typo 皿

   S＿Cot hm  S．Porgon  2  S＿Num  g

  Complomont 8invaIdi

   C＿Roa1 独り占め

   C＿Typ8 ＾ C＿C■t x

  Objoct 脳r

   O－Ro＾i 貴金

   O－Typo o O－Cat x O－Pe肥。n 3

   0－Num g O－Cago ag
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丁眺t＿2

丁眺t＿1

T帆t

T眺t1

T眺t2

声π1口ndu脳r
良e附甘F甜皿三r r‘5

o1皿冊1di＊v舳）．

くK｛Sig皿rδr kvaO：｝）

◆Word 5po㎜8 Entry 8po㎜a
   P－aoo SD9．5．VH  Combi 3㎞1

   Advorb  ■

   Ph【困。 x

   Moaning 張りつめる M－Cat 11

   Form i皿f T011舵 x Mood x

   Re日眺 x A／M m Enditio 互
   Motor x

 S皿bjoot x S－Grm  x
   S＿R冊i シグルズ S‘Typo o

   S－Cat hm  S－P8閑。n 3 S－Num 5

 Complo㎜e皿t x
   C・R08i x

   C＿Typo x C・Cat x

 ◎bjoot  li5o

   O－R馳1 太股

   O＿Typo o O・Cat ■ O－Po閑。皿 3

   0＿Num  g O・C舶。 ag

丁眺t＿2

丁眺t＿1

To地
下眺t1

T眺t2

ok loy肥ki口d fr圭konom；

616f呈＾＝b田r8kal rigta

oko川δo‡oPo皿冊
。k bi5i8b6digir dug8．

◆word 6x Emw wa
   Pla08 SF A．PH  Co㎜bi x

   Adv町b ）町、i b町n鴉gko

   Phr困。 vax8upP

   M6aning 成長する M．C＾t 1O

   Form p肥t Ton50 pr8t Mood ind
   Ro日眺 エ A／M m Enditio x
   M8t町  x

 Subjoot Sigur56 S－Grm x
   S－Ro風1 シグルズ S－Type n

   S＿Cat hm  S＿Pergo皿  3  S＿N凹㎜  g

 Co㎜pil≡mo誠  x

   C＿R馳1 x

   C＿Typo x C＿Cot x

 Obj㏄t x
   O＿Roa－ x

   O－Typo x O．Cat x O－Po困。n x
   O＿N岨㎜  x O・C困。 x

丁眺t＿2

丁眺t・1

丁眺t

丁眺t1

T眺t2

Hig・di・趾，d舳凹・Eyiimk㎝㎜g・．帖・阯。㎜

v巳r Sig“■5r．

SigπlundI・kon口皿8r fou forr09tofyrH口nd…ng，

90nom，
○日目［igrdfミ■9ipti量β6AIfi，口yni籏i6Ip爬kg ko－

n㎜g・1‡6x

SigurδI・レar upP丘baI・n匝≡9ko．

Signlundr ok allir gyIlir h＾n8v6ro－8ngt um

f咽m＾11a

◆Word br㎝n8 En岬 br㎝na
   P1肌。 SD31．5．VH  Combi x

   Adwrb in口i8uagtgf1』㎜

   Phr阯。 x

   Moan三ng 焼け死ぬ M－Cat 31

   For㎜ inf T㎝80 x Mood x

   R8H酬 x A／M m Enditio x
   Motor I

 Subjoot x S＿Grm  x

   S＿Roa1 シグルズ S＿Typo o

   S＿Cat hm  S＿P6rgon  2  S＿Num  g

 Complemo皿t x
   C－R冊一 x

   C＿Type x C＿Cat x
 Obj80t x

   O－R閉］ x

   O＿Typo x O－Cat x O－Porgon x
   O＿Num  x O・C困6 x

丁眺t－2

丁眺t－1

T眺t
Toxt1

T眺t2

vi5hugf皿11a ba－i，

borヨa28rbotra

on‡bronn856
i皿niau59tgfum一

◆Word br㎜n En岬 br㎝㎜
   Plaoo FM E．PH  Combi x

   Ad冊rb ■

   Phr凹。 x

   M朗ning 火銭をする M－Cat 1O

   Form p耐  丁㎝g6 pret Mood ind

   RoH眺 x A／M m Enolitio x
   Motor x

 Subj80t  Han皿  S＿G6㎜  ■

   S＿R助1 シグルズ S＿Type n

   S・Cat h㎜  S＿Por日。n 3 S＿Nu㎜」 o

 Complomont x

   C‘R餉1 x

   C‘Typo x C＿Cat x
 Objoot x

   O－Re＾l x

   O－Typo x O－C＾t x O－P8閑。n x

   O＿Nu㎜  x O・C朋。 x

丁眺t‘2

丁眺t－1

丁眺t

丁酬t1

丁酬t2

ha皿n hug5i at fuHgtoikt v2ri， ok froyddi

weiti皿n6r

hia6t8no，b6t6k hann661191・i ginom ok gky・

niaδihvホt

f山1k由。ikt帽ri，Ha皿n‡b訟皿皿。kbr差舳gri・

nO㎜i m1』皿n5ホ．

E皿。r hi趾tb16δF鮒nig kom6t1』ngo h6nom，

okgkildi

han皿fug－grgdd．Hann hoyr5i at i85or klgko5o

壬hr｛9inom．

◆Word 記i5 EnW r｛δa
   Placo SKS3．4．VH  Combi ■

   Ad湘rb ■

   Phrago r｛da8－m i8inni

   M肋ning 一緒1こ旅をする M－C＾t 2
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 Form p爬t Tongo p祀t Mood ind
 RoH挑 x A／M m Em舳。 x
 Met趾  x

S口bjoct Sigur5r Vgloungr ungi S－Grm x

 S－R的I シグルズ S－Typo n

 S＿C巳t hm  S＿Por，on 3 S＿Num  g

Compiomont x

 C‘Roal x

 C＿Typo x C＿C8t x
Objoct ）oim
 O＿R帥1 グンナル，ホグニ

 O－Typo o O．C前  hm O－P8rso皿 3

 0＿Nu㎜  p O＿C齪。 do

丁眺t＿2

丁眺t＿1

丁眺t

T眺t1

T臥t2

bi5ia f6ro，

5v壬atレei－n Sigur5r

＊爬iδiginni，

Vg18u皿gr ungi，

ok voga kunnii

◆Word ㎜皿it E皿try Ψi㎜a

   Plaoo BSG1．2．VH  Co㎜bi くh6加）

   Adv趾b  x

   Phr㎜8 Ψin口a til gak＾

   M冊ning 違反する M－Cat 4

   Form  p凶t．pg  Ton50 x  Mood x

   Ro日眺 x A／M m Enolitio x
   Motor x

 Subjoot くSig皿r5r） S＿Gr㎜  x

   S．Roal シグルズ S＿Typo n

   S－C砒 hm S・P帥。口 3 S．Num 口

 Co㎜plomont x
   C＿Re81 x

   C＿Typo x C－C就  x

 Objoot Hv8t／岨k＾
   O＿R冊1 何ノ重任

   O＿Typ0 9／o O－Cat x／x O－P8間。n x／3

   0－Num  x／g O．C“e x／9

Toxt－2

丁臥t・1

丁帆t

T眺t1

T眺t2

（くHv＾t〉くho侃r〉くSig1』r5■〉

く1＝i一〉9ak巳ホunnit，

甘b“祀knanvim
～rVin田m■？）

◆Word 5p町1r E皿吋 gp巳胆

   P－8㏄ FM37．2．VH Combi x
   Adwrb onn

   Phr與。 x

   M08皿i皿g 生かす M．C就 32

   Form pr08 Ton口。 p咽  Mood i皿d

   Ro日眺 x A／M m Enditio x
   Mot8r x

 S皿bjoot hann S－Gr㎜  x

   S＿Ro＾i シグルズ S－Typo n

   S‘Cat hm  S－P印，on 3 S－Num g

  Complo㎜ont x

   C－R081 x

   C＿Typo x Ci Cat x

Obj80t 脳ndo in皿f6－kgk6

 0＿Roa1 レギン

 O－Typo o O・Cat dm
 O．Num g O－C阯6 日g

Text＿2

丁挑t＿1

T眺t

T帆t1
Text2

くK｛vi，k榊δ1｝）

（Migk町6w赴，

8f hann8nn ＊9parir

舳ndainn刷㎞k4，
b趾。rRoginn1iggr，

O＿Por30n 3

ENTRY＋MEANING
◆Word w Entry Ψ舳
    P1趾。 GK－II2．1．VH Comb1 x

    Advorb Svξ

    Ph『8＾o  vor8uf o■㎜

    M帥皿ing 優れている M．Cat 24

    For㎜ p祀t To㎜o p爬t Mood ind
    Ro日眺  x  A／M  m  Enclitio x

    Mot趾  x

   Subj80t Sig町6r S＿Grm  x

    S＿Roal シグルズ S＿Typo n

    S＿Cat hm  S＿P8”o口 3  S＿Num  8

   Complomo前  口f

    C＿Roai 優れている

    C＿Typ0 8dΨ C＿Cat x

   Objoot 30nom Gidk巳

    O．R閉1 グンナル1ホグニ

    O．Typo o O－Cat hm O‘P町50皿

    O－Num  p O－C困8 do

丁眺t＿2

丁眺t＿1

Text

T眺t1

T眺t2

9■f Sig凹r5i。

Sv差 ホΨor Sigu一・δi・

ufgonom GMka

98㎜v酊i酊鴉m1aukr

◆Word vo曲 E市y vo曲
   Pl＾oo GRP33．1．VH Combi
   Adwrb x

   PhH岨。 voIδ風fyr o－m

   M08ning 会う M－Cat 4

 Form p肥g Tongo f Mood ind
 RoH眺 x A／M m Enditio x
 Mot町  x

S凹bjoot 同  S－Grm x

 S－Ro風1 シグルズ S＿Typo ll

 S‘Cat h㎜  S＿Porgon 2  Si Num

Comp－omo皿t x

 C－Roal x

 C＿Typo ■ C＿C＾t x

Objoct wikom＾n皿趾9
 0－R帥1 他人の裏切り

 O－Type o O－Cat x O－Porgon
 O－N皿m  p O－Ca50 do
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丁眺t＿2

丁眺t＿1

T眺t

T眺t1

T眺t2

unmb舳。mk！〕

（b“w5・，・ikli皿g・，

伽wiko㎜8口n町9，

mundo Grimhild趾

◆Word t6k E皿t町 ta㎞
    Plaoo SD A．PH Combi x
    Adv甘b b壬

    Phr加。 tak80－t8f o一㎜

    Mo帥ing 外す M－Cat 12

    Form p爬t T帥go p固t Mood ind

    R釧眺xA／MmE口。1itiox
    Mot町  x

  Subjoct h8nn S－Crm  x
    S＿R冊1 シグルズ S＿Typo 皿

    S＿Cat hm  S＿Pe耐。n  3  S＿Num  g

  Complomoロゼ x

    C－R081 x

    C＿Type ■ C＿Cat x

  Obj80t brynio／h011no

    O－Ro＾1 鉛／ブリュンヒルド

    O－Typo o／o O．C8t x／v O－Pergo口 3／3

    0－Num 9／9 0－C困0 8g／do

Toxt．2  v記ri holdgr6in．β直roigt haIln meδGr8㎜frる

         hgfu59m舳

丁眺t－1 bWnion＾igq卵。m皿i5・，okw“tig9卵。m
         b4δ8r8r㎜3r．

Toxt     レ｛ ＊ t6k hann bryni0 8f hon口6， on h6n

         岬knaai，okgotti2

Toxt1    h611山pp ok g6Sig皿r5ok I皿鴉1ti＝

丁駅t2

◆Word ㎞る En卿 ㎞ega
   Plaoo SD19．5．VH Combi x
   Adv町b  x

   Phr醐。 x

   M08皿ing 理解する M－Cユt 29

   Form prog T帥go pro， Mood i皿d
   RoH眺  x A／M  ㎜  Enolitio x

   Mot町  x

  Subjoot x S－Gr㎜ x

   S＿Rod シグルズ S‘Typo o

   S＿C砒  hm  S＿P8記。n 3  S＿Nu㎜  g

  CompIemo皿t 6vi脆町，69pillt趾

   C＿R軸1 正しく

   C＿Typ0 8 C＿C就  x

  Objoot b題r

   O＿R舳I ルーン

   O・Typo o O－C8t ong O－Po刷。n 3
   0－N衙m  p O－C胆。 ag

T眺t＿2  ok811町91r也n趾，

丁眺t・1  ok m田t趾moginr自n8r，

丁眺t    hvoi㎜甘b籠r‡k皿差6vヨlt趾

丁眺t1   ok6gpi1肌町

丁眺t2   g‘r at homom h＾f＾i

◆Word hon＾  E皿try  ho竈8

     P1肌8 SKS4．8．VH  Combi x

     Adv町b 日6

     Phr齪。 ho竈80・t9命＾t肛mi

     M閉nin8 抱きしめる M－Cat 1

     Form 1日f Tomo x Mood x

     Ro日眺 x A／M m Enolitio x
     M8tor f

   Subjoot hd皿5kr ko皿ungr S＿Grm  x

     S＿R081 シグルズ S‘Typo n

     S＿Cat hm  S＿P町50！1 3  S＿Num

   Comp－om6nt x

    C－R鯛1 x

    C＿Type x C＿Cat x
   Objoot x／9‘r／町㎜i

    O＿R的1 ブリュンヒルド／シグルズノ腕

    O－Typ8 c／o／o O－Cat v／hm／x
x／3／3

    0－N“㎜  x／9／9 0＿Ca30 x／do／do

 T眺t＿2  ky9記9町5i，

 丁眺t＿1  n‘h｛ngkr konungr

 Toxt   ‡ho脆5‘r鮎町mi；

 T6xt1   ㎜8y fmmung8

 丁帆t2   fal ha皿皿mo8i G鮎k邑一

O－P8固。n

◆Word fa1En岬 foh
   P1800 SKS4．1O．VH Combi x
   Advorb x

   Phr㎜o x

   Me＾ning 濃す M－Cat 13

   Form  p閑t T8n80 p爬t  Mood  ind

   R胡歌 x A／M m Enditio ■
   Motor f

  Subjoot h＾nn S＿Grm  x

   S．R蛆i シグルズ S＿Typo n

   S・Cat h㎜  S‘Po胴。皿  3  S＿N凹m  g

  Complo血。nt x

   C・R軸1 x

   C＿Typo x C＿C8t x

  Obj80t m8y fn』mu日酔／mogi GMk8

   0－R軸i ブリュンヒルド／グンナル

   O－Typo o／o O－C＾t v／hm O－P8r9011
   0－Num 9／， O．C阯。 ag／一三g

T帆t＿2  heOa g‘r at趾㎜i；

丁眺t－1 moy f川munga
T眺t    ｝ぬi h＾皿n mogi Gid㎞．

Text1

T眺t2   H6n9‘r＾t l㈹

◆Word ＾舳 中吋 oi酔
   PI趾。 FM28．51VH Combi x

   Adv8rb viδormo mogi皿

   Phr㎜o ■

   M08n三ng 使う M－Cat 1

   Form p爬t T8ngo p爬t Mood ind

   Ro～x x A／M m Endit1o x
   Motor l

3／3



259

Subjoot ok S－Grm x
 S－R的1 シグルズ S－Typo

 S＿C就  hm  S＿P町90皿  1

Comp－om6皿t x

 C＿R081 x

 C＿Typo x C＿Cat x
Objoot a舳mino
 O－R馳！ カ

 O＿Typo o O－Cat x
 O＿Nu㎜  9 0＿C困。 do

丁眺t＿2

T∈xt－1

丁眺t

T眺t1

T眺t2

S，Num  5

O＿P8晒。n 3

minnin皿hv困98higr；

aHi m｛no

＊砒“kviδormgmogin，

m曲8回b“lyngvii舳）。

◆Word bi町gir E市y bj趾酔
   P－a08 SD33．2．VH Co㎜bi x

   Adve■b  x

   Phr胆e x

   M8a皿i皿g 埋める M－C＾t 11

 Form oonj1 T8ngo f Mood conj．pr682
 RoH眺  x A／M  m  Enolitio x

 M8tor x

Subjoot 帥  S＿Grm x
 S＿R6ai シグルズ S＿Typo n

 S－C前 hm S－P舳。n 2 S－Num g
Complom8nt x

 C－R帥1 x

 C－Typo x C＿Cat x

Objoct 曲m
 O－R恥1 死体

 O‘Typo o O＿C＾t x O－Po胴。皿 3

 0－N皿㎜  p O－C齪。 do

丁臥t‘2

丁眺t＿1

T眺t

T眺t1

To対2

レ8t胞舳庫it・i㎜d風，

8t帥n壬m＊bi町9ir，
hv＾rg bd三‘oidu皿1句nnr，

hΨホt8趾凹！机td8口δir

◆Word byrmく5）ir Entryレyr㎜8

   Plaoo GRP47．4．VH Combi x
   Adv町b oigi，voi

   Phrago x

   M閉ning 守る M．C8t 2

   Form p【ot T帥舶 p肥t Mood i皿d

   RoH帆 ■ A／M m Emlitio x
   Mot町  f

  Subjeot 帥  S－Grm  x

   S－R081 シグルズ S・Typo n

   S＿C＾t hm  S＿Po爬。口 2  S＿Num  g

  Complom8nt x

   C－R08i x

   C＿Typo x C＿C風t x
  Objoct oi5om

   O・Ro＾I 讐い

   O＿Type o O－Cat x O－Po胴。n 3

   0－Num  p O一α㎜8 do

丁眺t＿2

Toxt＿1

Text

T8xt1

T眺t2

gqrva809ヨa，

at同8igivoi
oi5om榊yrmくδ〉ir，

bる。r此r konungr

afO11o㎜hug，

◆Word βyrm5a Entry βyma
   Pl“o SKS28．5．VH  Co㎜bi x

   Ad、爬rb x

   Phrago x

   M的皿i聰g 守る M－Cat 2

   For㎜  p爬t Ton日e pmt  Mood

   RoHox x A／M m Enditio －a
   Motor x

  Subj80t ok S＿Grm  x
   S＿R6日1 シグ’レス’ S．Typ8  n

   S－C8t hm  S＿Po肥。n 1 S＿Num
  Comploment x

   C．Roal x

   C＿Typo x C＿Cat x
  Objoct 5冊。㎜，9vgrno㎜8i5o㎜

   O＿R的i 姻戚関係，書い

   O－Type o O＿Cat x O－P趾90n

   O－Num p O＿C＾96 do

丁眺t＿2

丁酬t＿1

丁眺t

T酬tl
Toxt2

on viヨCunn町

gr巳nd ekki vank；

帥yr㎜5“kgifiom，

wgmom8iδo㎜，
9iδrv題rakhoiti皿回

◆Word v㎝k En岬 vi㎜8
   Pla08 SKS28．4，VH Combi x

   Adv甘b okk…

   Phr朋。 vi日nogmndvi5o－t

   Mo＾ni皿g だます M・C8t 2

ind

 Form p耐  Ton鴉 p爬t Mood ind
 Ro日。x x A／M m Endit1o －k
 Mot8r f

Subjoot －k  S＿Grm  x

 S・Roa1 シグルズ SiTypo n

 S＿C＾t hm  S＿Per80n 1 S＿Num  g

Comp18mo口t x
 C－R081 x

 C－Typo x C＿Cat x
Objoot g誠nd／Gunn趾
 O‘R閉一 書／グンナル

 O．Typo o／o O・Cat x／hm O・Porgo－1

 0・Num  9／9 0＿Cago ag／a8

丁跳t＿2

Toxt＿1

丁眺t

T帆t1
Toxt2

◆Word
   P180e

肺mannhvom．
8n vi5Gu｝日町

gr＾ndokki‡冊nki
byIm5a ok8i6oπI，

wgmom・i5om，

v8rP  1…＝nt1・y

 SKS22．3．VH
v趾Pa
 Combi x

3／3
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   Advorb x

   Ph胸90 vorp8eptir o－m

   M肋ning 調う M－Cat 1

   For㎜ p記t Tomo p冊t Mood i皿d
   Re日。x x A／M  m  E皿ditio x

   Motor x

  S皿bjoot horgiam  S＿Grm  x

   S＿Re31 シグルズ  S＿Typ8 n

   S・Cat hm  S＿P町90n 3  S＿Num  g

  Complemont x

   C－Roal x

   C＿Type x C＿Cat x
  Obj80t 6bilgigmom

   O－R081 ダットホルム

   O．Typo o O＿Cat h㎜ O－Po困。n 3

   0＿Nu㎜  9 0‘C㎜o d0

Text＿2   R6ヨti－hofnd巳

Te対一1 horgi8㎜f舳一

丁眺t    ok8ptir＊v趾p

Toxt1 6bilgig㎜o呵
丁眺t2   日6t…l Gu3thorm5

◆Word R‘δ En岬 湖8
   P1a06 SKS22．1．VH  Combi x

   Advorb i舳一

   Phr㎜o r銅a til hofnda

   Mea皿ing 複警する M．C■t 1

   Form p爬t T6皿80 p冊t Mood

   RoH駅 x A／M ㎜ Enditio x
   Motor x

  Subj80t hor8i巳m  S＿Grm  x

   S＿R08I・シグルズ S＿Typo n

   S＿Cat h㎜  S＿Po閑。n 3 S＿N皿m

  Comp1omont x

   C＿R的I x

   C＿Typo x C＿Cat x
  Objoct hofnd＾

   O．R08一 複警

   O＿Typo o O‘Cat x O－Po閑。口

   O＿Num  g O－C困。 g

T帆t・2  higrr Sigur6i。

丁眺t－1

T眺t    ＊R‘δ舳hof皿d8

丁眺t1   h町9i8m i胴一

Te対2   ok oPtir wrP

i皿d

9

◆Wo■d m㎜趾 E市y m㎜a
   Plaoo RM15．6，VH Combi x
   Advorb x

   Phr㎜o x

   M08ning 望む M－C8t 29

   Form p爬。 Tongo p閑g Mood ind

   Ro日眺 x A／M ㎜ Enditic x
   Mot趾  f

 S皿bj80t “99i8 S＿Grm  ■

   S．Roa一 シグルズ S－Typ0 8

   S－C＾t hm S－Porgon 3 S．Num g

Complo㎜ont

 C＿RoaI x

 C－Typ・ x

Objeot ＾t＋

 O－R船1 節

O－Typo g
 O＿Num  x

Toxt＿2

To対＿1

丁眺t

T眺t1

T眺t2

x

C－qat x

O．Cat
O＿C困。

邑1dr99ynio5o，

of㎜oiπtig幽

＊mu口ar8t goki8
hl■i口ga1■auδ＾

8n hofnd‘9δ皿r）、

y O＿P町30n x

◆Word logna E皿try lj｛ga

   P一肌。 BSG2．4．VH  Combi ho～

   Adwrb x

   Phr朋。 x

   M餉ning 破る M－Cat 12

   Form p齪t．pg Ton50 x Mood x

   Ro日眺 x A／M ㎜ E皿。litio x
   Motor x

 S口bjoot Sig皿r5r S＿Grm  x

   S・R冊1 シグルズ S＿Typo n

   S・Cat hm S－P6rgo皿 3 S－Num
 Comp18mont x

   C・R冊i x

   C＿Typo x C＿Cat x

 Obj80t a皿a
   O＿Roa1 着い

   O－Typo o O‘Caセ x O－Porgo口

   O＿Num  p O．C困0 8g

丁帆t＿2

丁眺t・1

T眺t

T眺t1

T帆t2

981d80ia8，

oiδ8 901do

目11o＊109n＾；

陣v創t｛i〉ha皿皿mik

or h8I1川v06巳口ky1di

◆Word ε州8 E前W g舳
   P1趾。 GRP34．2．VH CombピーMun

   Adwrb viaGuI1皿趾，庫

   Phr8＾o  gor8hloyti

   M8a口ing 結婚する Mi Cat 5

   For㎜ i㎡ Tongo x Mood x

   Ron6x x A／M m Enditio x
   Mot甘  f

 Subjoot  ok  S＿Crm  x

   S・Roal シグルズ S＿Typo n

   S＿C8t hm  §・Peroon 1 S－Num

 CompIomont x

   C－Roa1 x

   C＿Typo x C＿Cat x
 Objoot hloyti

   O－Re巳1 婚姻開係

   O．Typo o O．Cat x O－P6閑。n

   O－Num g O－Cag0 8g
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丁帆t＿2

丁眺t＿1

T帆t

T眺t1
Text2

へ’レキ

（Mun ok viφξGunn趾

＊9¢■va hleyti

ok Guδr6no

岬皿gaatoiga？

（英雄詩）

   ヘルギH（H61gi Hjgw町δ舶。nr HHV）

   ヘルギS仰。lgi Sigmu皿d5gonr HH－I，HH－II〕

ENTRY
◆Word ni6sna6i En岬 nj63㎜
    P1ac8 HH－II A．PH Combi x
    Adv6rb 61aun

    Ph岨go nj68n乱til o－8

    Moani皿g 偵察する M－C汕 2

    Form pret T前80 p冊t Mood ind
    Re日。x x A／Ml ㎜  Enolitio x

    Mot甘  x

   S口bjoot  Holgi S＿G1・m  x

    Si Ro＾1 ヘノレギ  S．Typo  n

    S－Cat hm S－P舳。n 3 S－Num 3
   Complomont x

    C＿R醐1 x

    C＿Typo x C‘Cat x

   Objoot hir5町Hundingg konungg

    O＿Ro＾1 フンディング王の家来

    O＿Typo o O・Cat hm  O－Pergon 3

    0－Num  p O－C齪。 g

T眺t．2  帥n趾肥fr距ndr．Sig血u皿dr kon皿ngr ok h8ng

         田ttIn8n皿h6to

T眺t－1  Vg18ung趾。k Y－Ong町．

丁眺t  HoIgi附。k＊ni6・皿能itilhi曲・H㎜di㎎8
         ko皿ung9至

丁眺t1   laun． 豆。min町50nr Hundi口g8konu日gg v趾

         hoi㎜8．E皿

丁眺t2  ・r Holgi f6r i brot，庫hi舳ho皿n
         hi風r5arく8voi皿〉ok kvaヨ：

◆Word d吻1a Entry dvala
   P1砒。 HH－150，12．VH  Combi mu皿a

   Ad冊rb 皿｛

   Ph閉舵  x

   Mea皿i皿g 遅らせる M’C竈t 12

   Form inf Ten80 x Mood x

   Ro日眺 x A／M m End三tio x
   Motor x

 Subjoot Holgi S－Grm x
   S．Roa1 ヘルギ  S．Typ8 n

   S－Cat hm S．Po困。n 3 S－Num

 Complo㎜8Ilt x
   C－Rod  工

   C．Typo x C■Cat x

 Objol＝t higφing

   O－Ro且i 戦い

   O．Typ艘 o O・C乱t x O－P町80n

   O－Num 8 0‘Caoo ag

丁眺t－2

Toxt－1

Text

T眺t1
Toxt2

m㎝giboi閉；

muna杣HeIgi
higrbing ＊dv巳一a。〕

（R㎝ni閉u㎞bMuδ

MEANING
◆Word g㎜㎜δi Ent町 gr㎜a
    P－aoo HHV G．PH Combi x

    Adv町b x

    Pbr朋。 gru皿au㎜o－t

    Mo乱皿ing 予感がする M－Cat 29

    Form pret Ton50 prot Mood ind

    Re日眺  x  A／M  m  1…：noIitic x

    Metor x

   Subj80t h■㎜1 S－Grm x

    S・R冊1 ヘルギ S－Typo a

    S・C舳  hm  S＿Pe晒。n 3 S－Num  8

   Co帆P－8mont x

    C－R帥1 x

    C－Typo x C－C前  x

   Objoot foigδ9｛na，bat前十

    〇＿R閉i 死，節

    O．Typo o，9 0＿Cat x，y O－Pe胴。n 3，x

    O－Num  8，x O‘Ca畠。 ag，x

T眺t．2

丁眺t．1

丁眺t レ・tk棚舳gi，b・i・th・㎜＊9㎜棚i・m
         foigaginaok

T眺t1   セ8t at fy1gior h且ng hg価。 viti前Heδin8，レま。r

         han皿9乏

Toxt2   konon旦r紀a v町ginoπ1一

◆Word f蜆rir Ent町 ‘岨a

   Pla08 HH－I32．6．V貰  Combi x

   Ad¶8rb x

   Phr明。 fora o－t8t lalldi

   Moaning 上陸させる M－Cat 11

   For㎜ prog Ton50 pr68 Mood ind

   RoH眺 x A／M m Enolitio x
   Motor f

  Subjoot hann S－Grm  x

   S・R蝸i ヘルギ S－Type n

   S．Cat hm  S＿Po胴。n 3 S＿Num  3
  Complomont x

   C－R閉コ x

   C・Typo x C＿Cat x
  Objoot foik皿aliδノ1ando

   O－Ro＾1 戦士たちノ陸地

   O－Typo o／o OiCat h耐／x O－P冊90n
   O．Num  p／畠・ O＿Ca80 ag／d0

丁帆t－2 94e－iδi5t加r

Text＿1  ok h帥I1foik皿。liδ

丁眺t    ＊foorir aいand8？〕

丁帆t1

Text2   Sinngtli k冊a1

3／3
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◆Word ‘肥rir Entry f08記

   P1冊8 HH・II F．4．VH  Combi x

   Adv飢b at landi

   Ph冊90 x

   M軸n…皿g 上陸させる M．C8t 11

   For㎜  p爬g  Ten30 prog  Mood  ind

   RoH眺 x A／M m Enditio x
   Motor f

 S口bjoot  8r  S＿GI・π1 x

   S＿Roa1 ＾ノレギ  S・Typo  r

   S＿Cat hm  S－Per50n 3 Si Num 5
 Complomont x

   C－R8ai x

   C＿Typo x C＿C風t x

 Objoot f8ik皿a1ia

   O・R軸i 恐ろしい竈隊

   O＿Typo o O・Cat h㎜  O－P8rgon 3

   0－Num p O－C朋。 ag

丁眺t－2

丁眺t＿1

T挑t

T眺t1

T眺t2

・れr日。t“t加r

ok‘8ik皿a1iδ

＊他・i“tia皿di？）

◆Word l09t㎜ E市y 1j69t＾
   P1冊8 HHV29．2．VH Combi hofr
   Adv6rb  x

   Pllr困。 ］j6並■1≡一t bo1otgfum

   Mo＾皿ing 死期を決める M・Cat 12

   Fom  p齪t．po Ton80 x Mood x

   Ro日眺 x A／M m Enol…tio x
   Mot趾  1

 Subjoot Ho1gi S＿Grm  x
   S・Ro巳i ＾ルキ  S＿Typo n

   S＿Cat h而■ S＿Po記。皿 3 S・Num  g

 Comp18mont x

   C‘R081 x

   C＿Typ8 x C‘C前  x

 Objoot βik／hoigtgfom

   O‘R081 フリiムゲルズ／死のルーン

   O＿Typo o／o O－Cat jf／8 0－Po記。n

   O－Num  5／P O－C閑8 ＾9／do

丁眺t＿2

丁眺t＿1

T眺t

T眺t1

T軌t2

（Au9肘1他tu皿｛，Hr｛mgorヨr，

ofレik ‡1ogtna hofr

Helgiho19tgfom；

618ndiok6冊tni

◆Word hw5i■ E皿卿 h側9a
   P1砒。 HH．16．5，VH  Coπlbi x

   Advorb gom hilding趾

   Phr鯛。 x

   M帥Ili皿g 鋭くする M－C＾t 12

   Form p爬g Tongo p爬g Mood

   RoH眺 x A／M m Em1itio x
   Motor f

 Subjoot x S＿Grm  x
   S＿Rool ＾ルキ  S＿Typo o

i皿d

2／3

 S－C就  h㎜

Comp一ε㎜‘≡皿t

 C－Real x

 C－Typo x

Objoot ＾ugo

 O，R帥1 目

O－Typo o

O－Num p

Text’2

丁眺t－1

T眺セ

Toxt1

T眺t2

S＿Pe肥。皿  3

C－Cat x

Oi Cat

O－C靱。

S－Num  畠

x O＿Po，80n 3

do，9r98ing g＾ma11，

n“rd＾9rko㎜i皿n！

＊hvo，，iHugo

som hi1dingar，

96or柵r酔Ψinr，

8g

ENTRY＋MEANING
◆Word vig1r Entry vf3a
    Plaoo 亘臥119．3．VH －Combi x

    Advorb ■

    Phr8』o vi3＾e＿m til o－o

    M帥皿三ng そそのかす M－Cat 15

    For㎜ oonj1 Ten舵 f Mood oonj．pr053

    Ro日眺 x A／M m Eno1三tio x
    Mot甘  f

   Subjoot b凸 S＿Gr㎜  x

    S＿R帥一 ヘルキ  S＿Typo n

    S＿Cat h㎜  S＿Po固011 2  S＿Num  g

   Co㎜plemont 正

    C＿R8al x

    C－Typo x C．C8t x
   Objod  h壬皿。㎜／柵Ioto‘no

    O－R帥1 ホズブロッドノ戦い

    O‘Typ6 0／o O．Cat hm／x O，Po胴。n

    O・Num  ，／！ O．C齪。 do／9

丁眺t＿2

丁酬t．1

T挑t

T跳t1

T眺t2

b舳伽・fylki・

fホan舳＾，

mm8凶h直nom＊vi5ir
冊19tefnoti1

○ヨ8㎜oyn8m…r

◆Word 5t6δ E耐ry 3缶anda
   P1風08 HH・II30，101VH  Combi

   Adv町b x

   Phr朋。 口tonda6h左18i o－m

   Mo＾ni皿g 支配する M－Cat 1

x

 Form p祀t To皿80 p爬t Mood i皿d

 RoH眺 x A／M ㎜ EnoIitio x
 Motor ■

Subjoot or S＿Grm  x

 S＿R躯1 ＾ルキ  S＿Typo r

 S＿Cat hπ1 S＿P町90n  3  S＿Num  8

Complomont x

 C＿R冊1 x

 C＿Typo 兆 C＿Cot x

Obj6ct h刮9三hildingom

 O＿R6風1 王

 OiTypo o O．Cat hm  O－P町90n

 O－Num ！ O・C㎜8 do

3／3
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丁砒t＿2

Toxt＿1

T眺t

T跳t1
Text2

be量t7f hei－ni

okhildingom

ざh畠I目i＊8t6δ〕、

（レik・kyli・ni・

◆Word L細t Entry 胤a
   Plaoo HH－I12．1．VH Combi

   Adv町b x
   Phr靱。  1茎ta upPi

   M眺ning 払う M．Cat 13

 For㎜ pmt T帥舵 p爬t Mood ind
 Ro日帆  x A／M  m  Enditio ・at

 Mot飢  x

Subjeot  buδI皿皿gr  S＿Grm  x

 S■R肋一 ヘルギ  S＿Typo n

 S．Cat hm S．Po胴。n 3 S－Num g
Complomont x

 C－Roa1 x

 C＿Typo x C・Cat x
Objoot b6tir

 O－R的1 償い

 O－Typo o O－C＾t x O＿Pe閑。n 3

 0＿Num  p O・C明e ag

T8xt＿2

Text＿1
Toxt

T眺t1
Toxt2

okfgδurd舳δa、

‡Lξtat b1』ヨ1ungr

b6tir upPi，

nる口iδi8ヨnho1ホ

◆Word 1痂 Entry 胤＾
   Plaoo HH－II19．3．VH Combi x
   Advorb fyrir8tafni

   Ph胆90 x

   Mo巳ning 上げる M－Cat 11
 For口1  pr09  Ton80  Pl’o≡■  】Mood  ind

 ReH眺  x A／M  m  E皿d…tic x

 Motor x

Subjoot 趾  S＿Grm  x

 S－R帥1 ヘルギ S－Typo r

 S‘C8t hm S－P舳。n 3 S－Num g
Complomont x

 C‘R冊1 x

 C＿Typo x  C・Cot x

Objoct 匡unnfa1記guuin11

 0・R081 黄金の旗印

 O＿Typo o Oi Cat x O－Po咽。－1 3

 0＿Num  o O．C舶。 ag

Toxt＿2

丁眺t－1

T臥t

T眺t1

T眺t2

（HwHr・kigld皿ng・
9差。r gkipom gtチrir？

｝1就rgmnfana
guuimfyriHtafni；
bikkia m6r fri5くr）

◆Word biδi＾ E皿try biδj風

   PIaoo HH－I21．4，VH Comb1 x
   Advorb x

 Ph冊90 x
 Me帥ミ皿g 集める M－Cat ユエ

 Form 1nf To皿自。 x Mood x

 Ro日眺xA／MmE皿。Htヨ。x
 M6tor x

Subj㏄t x S－Grm x
 S－R舶1 ヘルギ  S－Typo o

 S＿Cat hm  S＿P町30n 3  S＿Num
Complomont x

 C－R峨1 x

 C＿Type x C＿Cat x
Objoot －ei恥r

 O＿R冊一 軍隊

 O－Typo o O－Cat x O－Pergon
 O＿Num  8 0＿Ca80 9

丁臥t＿2

Text＿1
Text

T跳t1
Toxt2

グンナ’レ

au冊1dr庫δan

of1oPtokumlqg，
loi5ar at ＊biδia，

iδgn6酔n

6gn冊1i6mo

（英雄詩）

ENTRY
◆Word 舳vogit Entry fu11vog邑

    P1aoo SKS33．21VH Combi h8缶

    Adv帥b x

    Pllr靱。 x

    M冊ning 戦う M＿Cat 5

    Form p朋t－p8 Ton56 x Mood

    Ro日跳 x A／M m E皿ditic x
    Motor f

   Subjoot 凶  S－Grm x

    S－R晩1 グンナル S＿Typo 皿

    S＿C餉  hm  S＿Po耐。n 2  S＿Num

   Co㎜plom8nt x

    C－R帥］ x

    C＿Typo x C＿Cat x
   Objoot x

    O＿R冊1 x

    O‘Typo x O－Cat x O一一Po肥。n

    O‘Num  ■ O．Ca80 x

Text＿2

Toxt・1

Toxt

T眺t1

T跳t2

｛Fr加a ma5r戻r ongi，Gunn趾r，

hoOr b｛ ‡ fu11vogit1

1冊t g‘宮k Atli

6fobin8；

MEANING
◆Word hoita E皿try hoita
    Plaoo SKS14．8．VH  Combi x

    Ad鴨rb x

    Phr胆。 hoita9ξr住m＾t r也nom

    M肌ning 内密の話に呼ぷ  M－Ca七 11

    Form i皿f T8n睨 x Mood x

    RoHox x A／M m Enditio x

x

x
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   Met甘  f

 S口bjoot 止an皿 S－Grm  x

   S・R閉1 グンナル S－Typo n

   S．C呈t h㎜  S・P町son 3  S＿Nu㎜

 Comp1eme皿t x
   C・ReaI x

   C・Typo x C・Cat x

 Objoot 9針／Hg9皿a／r‘nom

   O－R舳1 グンナル／ホグニノ内密の話

   O■Typε o／o／o O－C昌t b㎜ノ止㎜ノx

3／3／3

   0＿Nu㎜  8／o／p O－C靱e do／do／do

丁臥t＿2

Text＿1
Text

T臥t1

T眺t2

kv細irgongi；

narn ha皿n s‘r Hggna

＊heita at r也no叫

βar圭tti han皿

aH2fuutr｛a：

◆Word 冊1P E市y wei脾
   Plaoo SKS13．3．VH Combi x
   Adverb  x

   PhH岨。 x

   Moa皿ing 思い悩む Mi Cat 29

   Form p鴉t Te耐。 p肥t Mood imd

   RoHox x A／M m Em舳。 x
   M或。r f

 Subjoot  Gu皿Ila正r  S＿Grm  x

   S．Roa1 グンナル S－Typo n

   S．Cat hm S．P舳。n 3 S－Num g

 Compiomo皿t x
   C・R8＾1 x

   C・Typo x C・Cat 正

 Objoot 9三nom hug

   O・Rod 心

   O・Typo o O－C就  五 〇一Po胴。皿 3

   0－Num 8 0・C的。 do

丁眺t．2

丁眺t－1

T眺t

T酬t1
T眺セ2

Roi∂『ΨarδGu皿Ila『『

ok h皿ipnaδi，

＊weipgi皿。mhug，

岨tum811巳ndag；
ha皿皿vi3・i庫t

◆W㎝d hroor5i E市y hr08冊
   P1a㏄ AM66．2，VH Combi x
   Advorb x

   Phr齪。 x

   Moa口ing 演奏する M．C砒 1

   Form prot Ten30 p誠  Mood ind

   RgH眺 x A／M m Eno舳。 x
   Mot甘  ㎜

 Subjeot Gun皿aπ  S＿G正m  x

   S・R舳1 グンナル S－Typo n

   S－Cat hm  S＿Po閑。n 3 S．Num  目

 Co㎜plomo耐  ■

   Ci R帥i x

   C－Typo 工 C・Cat x

 Objoot x／ilkvi5tom

O＿Pe刷。掘

O－Rea1

O－Typo

O＿Num

丁跳t＿2

丁酬t＿ユ

丁眺t

Toxt1

T眺t2

ハ’ブ／足の指

○ノ。 O－Cat

x／P O－C舳。

HgrPo t6k Gunnaπ，

＊hro巳r5i11kvigtom，

昌はha口n ov差kunni

at on6tir gr6to；

x／x O－P6胸。11 x／3

I／di

◆Word g1差 Entry 81壬

   Pla㏄ AM66．3．VH Combi kun皿i

   Adv趾b gv壬

   Phr㎜o x

   Mo㎜hg 演奏する M－Cat 1

   Form inf Ton鴉 x Mood x
   Ro日跳 x A／M m E皿ditio x
   Mlotor m

 Subjoot h8nn S－Grm  x
   S・Roa1 グンナル S－Typo 皿

   S＿C就  hm  S＿Po閑。n 3 S＿Num

 Complom8Ilt x

   C‘R03コ x

   C‘Type x C．C8t x

 Obj㏄t x
   O，R8a1 ハープ

   O＿Typo c Oi Cat x O－Po閑。n

   O－Num x O‘Cago x

丁眺t．2

丁眺t＿1

T臥t

T臥t1

T跳t2

Hgrpo t6k Gl』m趾，，

h・胆rδii1kvi・tom，

‡91主ha皿皿9v壬kunIli

atm6tir9曲。；

klukko boi『k冊1ar

◆Word 舳i幽 En岬 9vei幽
   P1800 0D29．6．VH  Combi x

   Adv町b x

   Ph記50 x

   M餉ni皿g かき鳴らす M－Cat 1

   Form 1nf Ton鴉 x Mood x
   R訓砒 x A／M ㎜ Em1itio x
   Mot町  x

 Subj60t ho刷krko皿u皿gr S＿Gr㎜  x

   S＿R6■i グンナル S－Typo n

   S‘Cat hm S－Porgo皿 3 S－Num

 Compiomo皿t x
   C－R朗1 x

   C’Typo x C＿Cat 互

 Objoot hg叩。

   O－R酬1 ハーブ

   O・Typo o O－C前  x O＿Por50記

   O・Num 8 0－C㎜o ag

丁眺t・2

To斌一1

丁臥t

Text1

Toxt2

9¢rva dryk止io与

n風m hor畠kr konungr

hgrPo ‡9voigi呂，

bvf＾t honn hug5i mik

tH hヨ差一Parミー‘r，

x
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ENTRY＋MEANING
◆Word mi55ir 肋卯 ㎜1o晒
    Placo AK11．4．VH  Combi
    Advorb x

    Ph冊90 x

    M胆皿ing 死ぬ M＿Cat 31

x

 Form p爬g To皿go f Mood 1nd
 Ro日収 x A／M m Eno舳。 x
 Mot町  x

S皿bjoot Gun皿趾3 S－Grm x
 S＿R鯛1 グンナル S．Typo g

 S－C舳  hm S－P町。on 3 S－Num 5
Co㎜plom‘≡nt x

 C－Roai x

 C－Type x C－C＾t x
Objoot x

 O’Ro＾I x

 O＿Type x O．Caセ x O－P8rgon x

 O－Num x O－C朋。 x

丁臥t＿2

丁臥t＿1

Toxt

T臥tl

T臥t2

町0Ni舳nga，
g8mlir，9r圭n柵rδir，

ofGunn皿9＊mi昌9ir．
birnir blakknallor

b“a庫。ftgnnom，

◆Word 1舳u E皿try 1伽
   P1aoo SKS65．5．VH  Co㎜bi

   Advorb ‘ve11i

   Ph胞舵  x

   M帥ning 変える M－Cat 12

 Form imp T帥go x Mood imp

 R8日眺xA／MmEnolit1o－tu
 Mot俳  x

S1』bjoot  －tu  S＿Gi－m  x

 S－R岨1 グンナル S－Typo n

 S＿C砒  b耐  S．Po困。n 2  S＿Nu㎜  o

Comp－omo誠  x

 C＿R冊1 x

 Ci Typo x C‘Cot x
Objoot 5v差b祀igrg

 O－R帥i 広い館

 O－Typo o O－Cat x O－Pe固。n 3

 0－Num  5 0－Ca50 ag

Toxt＿2

Text．1

T眺t

T帆t1

T眺t2

o｛mu皿i hoi㎜i

h三n2t bo≡n vor3：

＊1主ttu gv‘b記iδa

bo■g差vo皿i

巳tu皿diro明guom

◆Word ha1dit En岬 halda
   Plaoo BSG18．7．VH Combi h8耐
   Adwrb x

   Phr胆。 h＾ido oiδom vヨ5．≡一t

   M冊ni－1g 讐う M－Cat 12

   For㎜  p齪t．p8 Tongo x Mood x

   RoH眺 x A／M m Enditio x
   Met6r x

Subjoct horglgtuδr S＿Grm  x

 S＿Rod グンナル S＿Type n
 S＿Cat h㎜  S＿Porgon  3  S＿Num  8

Comploment x

 C－R飽1 x

 C＿Typo x C＿Cat x
Objoot 6iδom／inn unga g胆m

 O＿R6a1 書いノシグルズ

 O－Typo o／o O－Cat x／hm  O－P町50皿

 O－Num 5／o O－C困。 do／ag

丁臥t＿2

丁眺t－1

T酬t

T酬t1

T跳t2

hv‘horglgt口δr

ha燗i fyπi

6iヨ。m‡h■1dit

viヨinnung巳g胆m一

◆Word 鵬ma Entry n田ma
   P1aoe BSG1．4．VH  Combi
   Adv8rb x

   Ph・棚 n題m“一“gwi

   Mo＾ni皿g 殺す M－Cat 1

vi11

 Form inf T㎝舵 x Mood x
 RoH眺 x A／M m Emlitio x
 Mot朗  x

Subjeot ）d S＿Grm  x

 S－Roai グンナル S－Typo n

 S・Cat hm  S＿P8rgoI1 2  S＿Num  5

Comp］8mo皿t I

 C＿R冊1 x

 C＿Typo x C・Cat x
Objoot froknan／～rvi

 O－Ro＾1 シグルズ／命

 O－Type o／o O－Cat hm／x O－P町90日

 O－Nu㎜ 9／9 0．C㎜o ag／do

丁眺t＿2

Toxt＿1

Toxt

T眺t1

T眺t2

ホグニ

くti1〉眈㎞mnit，

甘凶f誠kn帥viII
～rvい皿題㎜風？〕

（］M6r ho6r Sigurδr

（英雄詩）

ENTRY
◆Word w1舳 Entry v8巾9t
    Plaoo AK19．6．VH Combi
    Adv6rb w4

    Phr困。 x

    M88n油g 戦う M・Cat 5

8kal

 Fo一㎜ inf Ton，o x Mood x

 RoH眺 記。 A／M m Enditio x
 Motor x

Subj㏄t fr棚kn S－Grm x
 S－R冊1 ホグニ  S＿Typo n

 S＿Cat hm  S＿Po肥。11 3  S＿Num  g

Complemo耐  x

 C－R冊1 x

 C＿Type x C＿C＾t x

3／3

3／3
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0bjeot 行壬ndom
 O－Ro＾1 アトリの戦士

 O＿Typ6 0 0．C＾t

 O＿Num  p O，C困。

丁眺t－2

丁挑t＿1

Toxt

T臥t1

T眺t2

hm  O－P6固。n 3
do

hrott hanll f o1d hoit＾Il；

ミーv圭9k乱1fr碇kn

脆ndom‡veria2；

的9ni冊rδ1

hondr Gunn趾g、

MEANING
◆Word hr舳  E皿try hri皿da

    P1肌。 AK19．4．VH Co㎜bi x

    Adverb ‘dd heita皿

    Phr四〇 x

    Moani皿g 投げ込む M．Cot 11

    Form p爬t T8n目。 p固t Mood i皿d

    Ro日跳 x A／M m Enditic x
    Motor m

   S皿bjoot h＾n皿 S＿Gr㎜  x

    S－R醐1 ホグニ  S－Typo n

    S＿Cat hm  S＿P6閑。n 3 S＿Num  8

   Comp1e㎜ont x

    C－R閉1 x

    C＿Typo x C＿Cat x

   Objoot onom銚ta

    O－Rea1 8人目の戦士

    O－Typ6 0 0－Cat h㎜ O－Pe閑。n 3

    0－Num  5 0＿Ca舶  do

丁臥t＿2

丁歌t‘1

T眺t

T眺t1
Toxt2

9vorδi hvgg80，

○皿。nom銚ta

＊hI“tt h8日n i dd hoit＾n；

9v69kaI fro≡kn

脳血do㎜湘曲2；

クズ’レーン （英雄詩）

ENTRY
◆Word gn枇 臨卯 9n伽
    P1aoo AM85．5．VH  Combi

    AdΨ趾b x

    Phr困。 x

    M冊ning 殺す M－Cat 1

h8缶

 Form p靱t．pg Ton80 x Mood x
 R8日帆 x A／M m Enditio x
 MotoI m

Subj60t  b‘  S＿Gr㎜  x

 S－R081 クス．ルーン  S・Typo 11

 S＿Cat hf S＿P甘gon 2  S＿Nu㎜  g
Complomont x

 C＿R冊1 x

 C＿Typo x C＿Cat x
Objoot gi丘ungo㎜

 O－R081 アトリの一族

 O－Type o O－Cat hm O－P8rgon 3
 0－Num p O－C舳e do

Toxt－2

Te対．1

T8xt

T臥t1
Text2

barnaレ…nIla b16ai

at bla口d3m6r drykkio；

‡gn州ho行r一“1fiungom
58πl b05向t8ky－dir，

m‘一就・凶。k・i舳。m

◆Word 1y鮎 E市y 1y晦
   P18cε AM78，4，VH  Co㎜bi

   Adv8rb x

   Phr冊8 1y竈a e－m611i

   Moa皿i皿g 殺す M－Cat 1

 Form i㎡ Tengo x Mood x
 R8H眺 x A／M m Enc舳〇 五
 Mot趾  m

Subjoot x S－Grm x
 S．Ro＾1 グズルーン  S＿Typ8 0

 S．C8t hf S－P舳。n 1 S－Num
Co㎜p－o㎜o口t oHi

 C・R的1 年静

 C，Typo n C－Cat x
Objoot ykr

 O－R餉1 アトリとグズルーンの一6、子

 O・Typo o O－Cat hm  O－P6肥。n

 O－Num p O－C餉日 do

丁眺t－2

丁酬t－1

To対
丁眺t1

T眺t2

5piu8題t136k b銅。正n，

1y・tv‘川㎜kb印・longi

前列y臨yk“一］三一）

（B1舳・・m¶i－tbgmom，

bann8rβ8t man口gi，

◆W06d 1記㎞a EntW 1題㎞a
   P1肌。 GK．II39．7．VH Combi

   Advorb ■

   Phr顯8 x・

   M08ni皿g 治す M－C就 12

rnu皿

 Form i皿f T㎝鴉 x Mood x

 RoH眺 x A／M m Enditio x
 MotoI f

Subjoot ok S－Grm x
 S＿R8＾1 グズルーン  S＿Typo 皿

 Si Cat hf S＿Porgo皿 1 S，．Num

Co㎜plomo皿t x

 C・R冊1 x

 C‘Typo x C＿C＾t x
Objoot レik

 O・R餉1 アトリ

 O・Typo o O－Cat hm  O－Pe閑。n

 O・Num 5 0・C困。 ag

丁眺t．2

丁眺t－1

T8xt

T眺t1

T眺t2

m凹nOkbikΨi5bgM
b1－on皿a g8ng＾，

hkna ok ｝1ミ記knal

○舳m‘一6iδH‘r．）

◆Word lfkn＾ En岬 岨k㎜
   P1800 GK－II39．7．VH  Combi

   Adwrb x
nlun
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 Ph冊80 x
 M餉ning 世話をする M－C前 ユ

 Form 1nf T帥陀 x Mood x
 R8H眺 x A／M m Enditio x
 Met町  f

Subjoot ok S＿Grm  x
 S＿R冊1 グズルーン  S＿Typo n

 S＿Cat hf S＿P8冊。n 1 S＿N口m  o

Co㎜plom011t x

 C－R6al x

 C＿Type x C＿Cat x
Objeot bik

 O－R8a1 アトリ

 O－Typo o O－Cat hm O－Pe胴。n 2
 0－N1』m  目 O＿C朋。 ag

丁眺t－2

Toxt＿1

丁帆t

T帆t1

T帆t2

mun8k bik vi己bglvi

bre皿皿a ganga，

‡肚kna ok1圓kna，

b6tt m‘一〇iδH‘r。〕

◆Word kwina Ent町 kv6i皿＾
   Plaoo GK－I1．7．VH  Comb… x

   Adwrb n6

   Phraso x

   M肋ni皿g 嘆く M－Cat 17

   Form inf Ton舵 x Mood x

   R胡桃xA／MmE口d出。x
   Motor f

 S皿bjoot h6皿 S－Gr㎜ x
   S＿R肋i グズルーン  S－Typo n

   S－Cat hf S－P舳。皿 3 S－Num o
 Compi8mont x

   C－Ro＾i x

   C－Typo x C－Cat x

 Obj㏄t x
   O＿R肋1 x

   O＿Typo x O－Cat x O－Pe附。n x

   O＿Num  x O－C朋8 x

丁帆t・2

Toxt＿1

T眺t

T帆t1
Toxt2

gor5it h6n hidfra

n‘hgndom g1る

皿ξ ＊kv8ina um

gom konor aδrar．

◆Word kvoina E口try kveina
   Plaoo GK－II11．7．VH Combi x

   Adverb 皿‘，um

   Ph固50 x

   Moaning 噴く M－Cat 17
   Form inf Ton86 x Mood x

   R6H眺 x A／M m Em舳。 x
   Moter f

 S1』bjo．＝t  x  S＿Grm  x

   Si Roa1 グズルーン  S－Typo o

   S－Cat hf S－Po肥。n 1 S－Num  g

 Complemont x

   C＿Roal x

   C＿Typo x C＿C＾t x

Objeot x

 O－R閉i

 O－Typo

 O＿Num

丁跳t＿2

Text＿1

T6xt

Toxt1

To対2

x

x O－Cat x
x O－C舶e x

gorδiga ok hidfr8

n‘hgndom・14

n‘＊kvoi口乱um

5emkonor鍋閉r，
b差er oat goltin

O－Po祀。n x

◆Word h閉uδ2k Entry hrj65a5t

   Plaoo AM49．4．VH Combi x

   Adv趾b x

   Phra舶  bd6aa5t6r e－m

   M餉皿ing 脱ぐ M－Cat 1

 For㎜ p祀t Ton80 p爬t Mood ind
 Ro脆x r胡  A／M  m  Ellolヨtic x

 Metor m

Subjeot x S＿Grm  x

 S＿Roa1 グズルーン  S＿Typo o

 S・Cat hf S－Porgon 3 S－Num s
Comp1emont x

 C－R冊i x

 C＿Typo x C＿Cat x
Objoot 3k…kkio

 O－R餉1 上着

 O－Typo o O－Cat x O－Pe肥。皿 3

 0＿Num  g O＿C獺e do

丁跳t＿2

Toxt＿1

丁砒t

T眺t1
T6xt2

atβoir9るrt l‘ko，

hug5i壬h巳r己！・鴉δi

ok ＊hraud2k6r3kikkio；

n¢kδan t6k h6n m田ki

okni5ia的rwδi，

◆Word h咽跳 Ent町 h閉fa
   Pi80e AM71．7．VH Combi x
   Advorb x

   Ph胞go h一記fa um吐t

   M帥ning 耐える M－Cat 4

 Form p爬t To皿。e．pr6t Mood 三nd

 RoH眺  x A／M  m  Enolitio x

 M8tor m

Subjoot 8k S－Grm x
 S＿R馳1 グズルーン  S＿Typ0 11

 S－Cat hf S．Po閑。n 1 S－Num g
Compioment x

 C－R冊1 x

 C＿Typo x C＿Cat x
Objoot hoくt）陥tna

 O－R冊1 何でも

 O－Typ8 0 0－Cat x O－Porgon

 O－Num 3 0－C胆。 ag

丁跳t＿2

Text＿1

T眺t
Toxt1

Toxt2

afkるr ok銅1・b6ttak，

6mmndgo曲、
＊hr田圃。 ok um hoくt〉v色tna，

mo5an恥9nili刷・
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◆Word h皿6f Entry ㎞afa
   P－aoo GHユ2．5．VH  Combi x
   Advorb x

   Phr獺。 hn＾虹。・t乱f6－m

   Meaning 切り落とす M－Cat 1

   Form p爬t Ton80 p記t Mood ind

   R8日眺xA／MmEnolitiox
   Mot町  f

 Subjoot  ok  S＿Crπi  x

   S＿Roa1 クス‘ルーン  S＿Typo n

   S＿Cat hf S＿Pergon 1 S－Num  目

 Complemont x

   C＿R冊I x

   C＿Typo x C，Cat x

 Objeot hgfuδ／くH〉n捌ungom

   O－RoaI 頭／アトリとグズルーンの息子

   O－Type o／o O‘Cat x／hm O－Pe閑。n 3／3

   0－Num  目ノP O－C朋0 8g／do

丁臥t＿2

Text・1

T眺t

T臥tl
Tl≡xt2

mま舳酔kbg1冊
bo≡tr uπ、vinna1

銅rek＊hn6fhgfuδ
afくH〉niHu皿gom・

◆Word hi山風 Entry hj“r8
   Plaoo GK－I1．5．VH  Combi x

   Adv町b x

   Pbr舶。 x

   M冊血ing 泣く M－Cat 31

   For㎜ i皿f Tenoo x Mood x
   Ro日。x x  A／M  m  】…：mlitio x

   Moter f

 Subjoot h6n S－Grm x
   S－R鯛1 グズルーン  S－Typo n

   Si Cat M  S＿P8耐。n 3  S＿Nu㎜  9

 Compigmont x

   C＿Roa－ x

   C＿Typ6 x  C＿Cat x

 Obj㏄t x
   O＿R帥1 x

   O－Typo x O－Cat x O－Pors011 正

   O＿Nu㎜  x O・Ca舵  x

Text－2

丁眺t－1

T挑t
Toxtl

T眺t2

orh6n岨t3o㎎fuu
ynr Sigur5i；

g砒砒h6n＊h雌閉
n‘hgI1dom81き

n‘kveina um

◆Word h1雌a Entry hj雌a
   P1aco GK－II11．5，VH Co㎜bi

   Adwrb x

   Ph冊50 x

   M08nin百 泣く M＿Cat 31

   Form i皿f T8n50 x Mood
   Ro日。x x A／M  m  Enditio

   Metor f

 Subjoot x S－Gr㎜ x
   S－Roal グズルーン  S－Typo o

 S－Cat hf

Comp－om帥七

 C－R8al x

C－Typ・ x
Objoot x

 O・Real x

O－Typo x
 O－Num  x

丁砒t＿2

丁跳t＿1

Text

Text1

Text2

S＿Porgon  工

x

C－Cat x

O－Cat x
O－C朋8 x

壬V制O蝸
varga Ioifar；

gerδigaok＊hi舳a

n‘hg皿dom91差

nεkV8ina um

S＿Num  9

O－P8冊。n x

◆Word h匝1omk Entry h081顯t
   P－aoo AM84．4．VH Combi x

   Adv8rb b6，okki

   Phr顯。 x

   Moa口ing 自慢する M－C臣t 2

 Form  p祀3 Tens8 pre5  Mood  ind

 Ro日眺  爬H A／M  m  Endiセic －k

 Moセεr 掘

S皿bjoot －k S－Grm x

 S＿R蝸1 グズルーン  S＿Typo n

 Si Cat hf S－P舳。n 1 S－Num 8
Complemont x

 C・Roai x

 C＿Typ6 x C＿Cat x
Obj㏄t x
 O－Re且1 x

 O－Typo x O＿Cat 工 O－Po胴。Il x

 O－Num x O－Ca80 x

Text＿2

Toxt＿1

丁眺t

Text1

Text2

一b三ar8‘r fまr vorr乱一

h1utvoldokminom，
＊holomkト6ekki。〕

｛Grimm v趾tu，Gu5r白n，

◆Word hξlsa砒 Entry h61冊
   Plaoo GK－I13．7．VH  Combi1x
   Adv6rb x

   Phra．9e x

   M胆ni皿g 泡く M－Cat 1

   Form  p肥セ TeI1go p爬七  Mood  －Ild

   RoH眺 x A／M m Emlitio x
   Mot6r f

 Subjoot 同  S－Grm x
   S＿RoaI グズルーン  S‘Typo n

   S＿Cat hf S＿Po固。n  2  S＿Num  8

 Comp1omont x

   C－R冊一 x

   C‘Typo x C＿Cat x
 Objoot h8Han gtiui

   O－Roa1 シグルズ

   O－Type o O＿Cat h㎜  O－Por80口

   O－Num g O－C㎜o 且g
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Toxt＿2

丁帆t＿1

丁帆t

T取t1
Text2

｛L伽u直1i“a皿，

lo995u㎜un皿Ψi5grgn，

90m帥＊hる一冊δir

hoilan・tm1。）

◆Word Mlg曲 Entry hま1肋
   Placo GK－34．1．VH  Combi x

   Adv甘b ei皿。 oミn掘i

   Ph肥躰  ■

   Meaning 抱く M－Cat 1

   Fom  prot Tomo p爬t Mood ind
   Refi眺  x A／M  m  Enc1itic －a

   Motor f

 S口bjoot ok S＿Grm  x

   S＿R冊i グズルーン  S＿Typo 口

   S＿Cat hf S＿P町80n 1 S＿Num  g

 Complo掘旧皿t x

   C＿R的I x

   C＿Typ8 x C・C砒  x

 Objeot h甘ia8tiHi，iqfur6皿。iginn

   O＿Ro＾1 ショーズレク

   O＿Typo o O・Cat hm O－Per30n 3
   0＿Num  8 0・C㎜o ag

丁眺t－2

丁眺t＿1

丁眺t

T軌t1

T眺t2

vinnakn舳i，

noma ok＊h左19a5a
上8ri＾目tilli．

igfur6noisinn，

◆Word gr伽ir Ent町 grラ刷
   P1砒8 SKS60．8．VH  Combi x

   Adv趾b ξboδ，af g壬rom hug

   Phr凹。 x

   M帥ni口g 悪意をいだく M－Cat 4

   Form  p爬g T8皿。o p爬g Mood ind

   Ro日眺 x A／M m Enclitio x
   Motor f

 Subjoot Gu3r自n S－Grm  x
   S－R帥一 グズルーン  S＿Type Il

   S＿Cat hf S＿Po胴。n 3  S＿Nu血  g

 Comp1omont x

   C＿R08－ x

   C＿Typo x C－Cat x

 Obj8ct h至皿。m／ong叩。㎜o99iom

   O－Re＾1 アトリ／刃先

   O－Typo o／o O＿C趾  止m／x O－Po刷。n 3／3

   0．Num  9／P O－C朗。 do／di

丁眺t－2

丁眺ti1

T眺t

T眺t1

T眺t2

okgo倫1欄，

bΨiat h5皿。m Guホ｛n

‡grチmir圭boδ

onΨPo㎜・ggiom
巳f9ホ。㎜hug一

◆Word g1o岬舳 Entry
   P1肌。 GK－1124．1．VH

   Adv6rb β4

g1oym8

Combi x

 Phr阯。 x

 M的皿ing 忘れる  M＿Cat 29

 For㎜ p耐  To㎜o p閑t Mood

 Ro日跳 x A／M m Endit1o 一δu
 Mot町  f

Subjoct 一δu S－Grm  x

 S‘R誠i グズルーン  S＿Typo n

 S－Cat hf S．P甘go口 2 S－Num
CompIomont x

 C＿Real x

 C＿Typo x C＿Cat x
Objoot or＋

 O－Red 節

 O－Typo r O－Cat y O－Pe閑。n
 O－Nu㎜  x O－C齪。 x

Toxt＿2

丁眺t＿1

Toxt

T眺t1
T8xt2

bviat h6n9風k呂r doyfa…．

En閑＊91oymδu
甘go舳hg識。
qlloigfur9

◆Word fullh㎎58k Entry fullhyg亦
   P1＾oo GH15．4．VH Combi x

   Advorb b唖tI minna b趾na

   Phr舳e x

   M餉皿i皿g ’香愛している M－Cat 2

ind

 For㎜  proセ Tさn50 Pr〇七 Mood ind

 RoH眺 x A／M m Enditic －k
 Mot6r x

Subjeot ok S－Grm x
 S＿R舳i グズルーン  S－Typo n

 S＿Cat hf S＿Porgon 1 S＿N皿m  g

Comp1omo！lt x

 C－Real x

 C＿Typo x C＿Cat x
Obj㏄t x
 O－Rod スクァンヒルド

 O－Typo o O－Cat hf O－Porgon

 O－Num x O－C餉。 x

丁帆t＿2

Toxt＿1

To対
丁眺t1

Toxt2

8針。嚇町、

en ok minn＾barna

ba2t ‡fuHhugaak；

9v‘vor Sv巳nhi1dr

｛記1minom

◆Word v舳  En岬 v舳
   Pi＾oo AM103．3．VH Combi mull

   Adv趾b 昨1

   Phr㎜o x

   M08皿ing ワッくスをかける M－Cat 1

 Form inf T帥舵 x Mood x
 Ro日眺  x  A／M  ㎜  Enditio x

 Motor m

Subjoot ok S－Grm x
 S－Roal グズルーン  S－Typo n

 S＿Cat hf S＿Po固。n 1 S＿Num  g
Comp18mont x
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 C．Real x

 C‘Typ8 x C－Cat
Objoot b1田io

 O＿Roa1 経帷子

 O－Typo o O＿Cat
 O－Num  日 O，C朋e

Text＿2

丁眺t－1

丁眺t

T眺t1

T眺t2

x

x  O－Per80n 3

ag

（K皿gπmu皿・kkaupa

okki目t03toinda。

＊vexa vol bI盟io

atvoriabittiiki．

hyggia差bgrf hveria

MEANING
◆Word l‘k Entry le1㎞

    Plaoo AM74．8．VH Combi x

    Adv飢b x

    Ph閉畠。 lo1㎞tveim8k…g1dom

    Moaning 欺喩に満ちている M＿Cat 24

    For㎜  p冊t T帥肥  p爬t 〕Mood i掘d

    Re日眺 x A／M ㎜ End1tio x
    M8tor m

   Subjoot h6n S－Grm x
    S＿Ro＾1 グズルーン  S－Typ8 n

    S＿Cat hf S＿Pe耐。n 3  S＿Num  g

   Comp1omont x

    C＿R餉1 x

    C’Type x C＿Cat x
   Obj80t tvoim5kig1dom

    O－Roa1 散，味方両方の橘

    O－Typ8 0 0・C砒  x O－Per畠。掘 3

    0－Num  p O・C齪。 do

丁眺t－2

T6xt－1

T眺t
Text1

Text2

kunn…umhugm田1a，
1εtt h6n o6r gorai，

＊1‘k h6n tv6im8kig！dom．

〔目xti h6日gldrykkior

◆Word hrinda Entry h【iuda
   P120e GH13．3．VH Combi Ψilda
   Adwrb x

   Ph冊5白 x

   MoaIling 押しのける M－Cat 11

   For㎜ i皿f To皿go x Mood x

   Ro日眺 x A／M m Eno舳。 x
   Moter x

 Subjoot ok S＿Grm  x
   S＿Roal グズルーン  S＿Typo n

   S＿Cat hf S＿Porgo皿  1  S＿Num  g

 Complomont x

   C－Roal x

   C＿Typo x C＿C乱  x

 Objeot gtr‘5griδ1〕oira

   O－Roa1 ノルンの圖い

   O－Typo o O，Cat x O－Po閑。n 3

   0－Num g O－C朋。 ＾9

T8xt・2

T8地＿ユ

Text

Text1

T眺t2

G8kk ok ti15t胞nd町，

gr9㎜冊rk皿。mo㎜，

vilda ok ＊hrinda

8triδgriΦei哨

h6fo nlik，no drokδo，

◆Word f朗ti Entry f朗ta
   P1肌G AM49．8．VH  Co㎜b三 x
   Adv8rb hvar8

   Ph■300 f閉ta h8ndr

   M帥ning 手を掛ける M－Cat 1

   Form p祀t T帥舵 p爬t Mood

   RoH眺 x A／M m Enditio x
   Mot酊  x

 Subjeot h6n S＿Grm  x
   Si R餉1 グズルーン  S－Typo n

   S－Cat hf S－P舳。n 3 S－Num
 Compiomont x

   C－R的I x

   C＿Typo x C＿Cat x
 Objoot hondr

   O‘R的1 手

   O－Typo o O－Cat x O－Por50n
   O－Num  g O－C舶。 ag

丁臥t＿2

丁眺t＿1

T酬t
Toxt1

T眺t2

ok n三δia丘gr var5i，

hog varaセhialdri

hvar8h6n hendr ＊fe3ti．

D6ttir16t Gi也㎞

ind

◆Word komt E皿tW koma
   Pla㏄ AM56．6．VH Combi x

   Adv帥b git2

   Phr獺。 kom＾f h8ndr6－g

   M帥ning 手に落ちる M－Cat 8

   Form prot T8口go pr8t Mood ind

   RoHex x A／M ㎜ E口ditic x
   Metor x

 Subjoot x S－Grm x
   S＿R08一 グズルーン  S＿Typo o

   S－C＾t hf S－P舳。n 2 S－Num g
 Comploment x

   C・R胆i x

   C＿Typ6 x C＿Cat x

 Objooセ 09岨一

   〇＿Ro＾1 アトリたち

   O＿Typo o O－Cat hm  O－Per目。n

   O－Num p O－C㎜o 9

丁眺t＿2

丁挑し1
T6xt

T臥t1
Toxt2

knる㎞okbo08ni6ta；

h1i6ttるttom8iald＾町

9it2 ＊ko皿1t i hendr098ar，

丘raan㎜ik f1・星ndo㎜，

f‘oPt gvikinn，

◆Word h伽faδく臣k〉Entry hvarfa
   Pl＾08 GK・II6．1．VH  Combi x

   Adv酊b Longi
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 Phra8．≡ ．x

 Moaning ためらう M－Cat 29

 Form prot Ten80 p冊t Mood ind
 Reflex x A／M m E皿。舳。 一くak〉
 M8tor f

Subjoot ・くak〉 S－Gr血  x

 S－R冊1 グズルーン  S－Typo n

 S＿Cat hf S＿P町目。n 1 S＿Nu㎜  5

Complomont x

 C－R冊1 x

 C＿Typo x C＿Cat x
Objeot x

 O－Roal x

 O－Typo x O－Cat x O＿Po胴。n x

 O－Num x O－Ca舵 x

丁臥し2

Toxt＿1
Toxt

Toxt1

T眺t2

oigondrno1冊ut．

L㎝gi＊hv虹faδくak），

1ongi hug…r doild02，

6δr ek of fr籠gak

◆Word 冊㎜aδi Entry 冊ma
   Plao8 AK30．71VH Combi x
   Advorb x

   Phr㎜o vama viδe一㎜

   Mea皿i皿g こらえる M－Cat 1

   Form  prot T8n舶  p肥t Mood

   Ref1眺 x A／M m Emlitio x
   M8tor m

 Subjoot G凹δr白n S＿Gr㎜  x

   S＿R冊i クス．ルーン  S－Typo n

   S－Cat hf S－Porson 3 S－Num

 Comp－eme皿t x
   C－Roa1 工

   C－Typ8 x C－Cat x

 Objoct tるmm
   O－R船1 涙

   O＿Typo o O＿Cat x  O－Po閑。n

   O－N阯㎜  p O－C齪。 do

丁眺t＿2

丁眺t＿1

Toxt

T臥t1

T取t2

Guδd－19igtfva

＊冊m邑5iwiδt虹。m，

v＾5in i b夕ghguo、

◆Word h皿ξ E口try ㎞伽
   P－aoo GK－I15．1，VH Co㎜bi x
   Advorb l〕壬，hgu

   Phrago  h皿ig乱vi5o－m

   Moa－1i皿g 身体を屈める M－Cat 8

   Form p肥t T∈mo p耐  Mood

   Ro日眺 x A／M m Enolitio x
   Mot研  f

  Subjoot Gu5r也皿 S＿Grm  x

   S－Ro＾1 グズルーン  S－Typo n

   S＿C就  hf S＿Pergon 3 S＿Num
  Complomont x

   C＿R8a1 x

i皿d

ind

 C－Typ8 x
Objoot b613tri

 O－R冊1 枕

 O－Typo o
 O－Num  9

Text＿2

Text＿1
Text

T臥t1
Text2

C－Cat x

O＿Cat x
O－C朋。 do

higrvigkorna．

1〕るまhn6Guδr｛n

hg11vi5b613tri，

haddr l03皿aδi，

O＿P8冊。n 3

◆Word Sa㎞a Entry 5a㎞a
   Piaoo GK－I20．1，VH Combi x
   Advorb i goo昌i，i日田ingo

   Ph岨90 x

   Me巳ning 寂しく思う M－Cat 2

   Form  p記g Tong8 p爬3 Mood ind

   Ro伽x x A／M m E皿。舳。 x
   Mot酊  f

 Subjoot  ek  S＿Grm  x

   S＿Roa1 グズルーン  S＿Typ8 n

   S＿Cat hf S＿P甑gon  l  S＿Nu㎜  8

 Comploment x

   C－RoaI x

   C＿Typo x C＿Cat x

 Objoot ㎜丘皿9mる1v…n肌

   O－R船1 シグルズ

   O－Typo o O－C＾t hm O－Pe肥。n

   O－Num  5 0＿C齪。 9

丁臥t＿2

丁眺t＿1

丁眺t

T眺t1
T8xt2

前igfurdau5a皿一

ホSakna ok i0899i

ok i5記ingo

min5m釦vin趾，

◆Word erfa En岬 帥ぬ
   Pla㏄ AM75．2．VH Combi
   Advorb x

   Phr冊6 x

   M餉ning 偲ぷ M－Cat 2

 Form in『 Ten目。 x Mood x

 Ro日。x x A／M m Enditio x
 Motor m

Subj㏄t x S－Grm x
 S＿R的I グズルーン  S＿Typo o

 S＿Cat hf Sr Pe祀。n 3 S＿Num

Complo㎜ont x
 C・Real x

 C＿Typo x C＿C就  x
Objoot br田δr gin呂

 O－R的一 グンナル，ホグニ

 O－Type o O－Cat hm O－Po耐。n

 O＿Num  p O＿Caoo ag
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Toxt＿2

Text＿1
Text

Toxt1

Text2

（Exti h6n gldrykkior

at＊orfabr田5Hina，
肋mr lξ2k ok At！i

atoinag如冊．

◆Word Sk籠柵ai Entry 5k馴a
   P1aoo AK37．1．VH Combi x

   Advorb 陣

   Phr的。 x

   M的ning 紐やかに歩く M－Cat 7

   Fo【m pret T釦舶 p爬t Mood ind

   RoHox x A／M  m  Enditio x

   Met甘  m

 Subjeot in gkfrloita S－Grm x

   S－Roa1 グズルーン  S－Typo n

   S＿Cat hf S＿Por50口 3 Si Num  8

 Complomont x

   C＿R餉i x

   C－Type x Ci Cat x

 Obj㏄t x
   O＿R帥1 x

   O‘Typo x O－C就  x OiPorgon x

   O－Nu㎜ x O－C困。 x

Toxt＿2

丁跳t＿1

T臥t
T6xt1

T眺t2

gongo inn hvまrir．

＊Sk記va5iβ壬in okirloita

voig趾boimatbe誠，

afk差rdi5，igfmm，

ENTRY＋MEANING
◆Word 胤 E皿岬 胤。
    Plaoo AK43．8．VH Combi x
    Advorb x

    Phr困。 値t＾o－t gigId o－9

    M08nillg 復讐する M．Cat 4

    Form p爬t T冊80 prot Mood 1nd

    RoHox x A／M m Enditio 正
    Motor 工

   Subjoot h611 S＿Grm  x

    S＿Rea1 グズルーン  S＿Typo n

    S・Cat hf S－P趾gon 3 S－Num g
   Complomont x

    C－R肋1 x

    C．Typo x C＿Cat x
   Objoot b風u／g…gId bro≡δ納

    O－R8＾1 アトリたち／グンナル，ホグニの賠償

    O＿Typ8 0／o O＿Cat hm／o－1h O・Por50n

3／3

O＿Num

丁砒t＿2

Text＿l
Toxt

T眺t1

T眺t2

P／P O－C舶0 8g／ag

ok hdgkor1＾vak5i

br■ndibr㈹一hoitom，

レau ホ1‘t h6n giq－d br㏄δ68．

1…＝1di g＾f h6n b直au＾

◆Word g幅5a En師 脾5a
   Plaoe AM71．6．VH Combi mun
   Adwrb n｛

   Phr㎜o goヨa6

   M6aning 悪くなる M－C餉 IO

   Form inf T㎝50 x Mood x
   Ro何ex x A／M m Enolitio x
   Mot06 x

 S凹bjoct x S－Grm  x

   S－R的1 グズルーン  S＿Type c

   S＿Cat hf S＿Po悶。n l S＿Num

 Complomonセ x
   C＿ReaI x

   C－Typo x C＿Cat x

 Obj㏄t x

   O－R曲1 x

   O－Type x O－Ca七 x O－Pe固。n

   O－Num x O－C顯。 x

丁眺t＿2

丁眺t＿1

丁眺t

T跳t1

T眺t2

or v6ro sa㎞r minni；

afk畠1’ekるδrβ6ttak，

ま㎜u口nd＊脾δa，

hr配備a ok um hoくt）vetn旦，

m能anHggni1胴i一

◆Word vogin Entry vo9己
   Plaoe GH1O．4，VH  Combi var

   Advorb 8t h‘8i

   Phr顯。 x

   M68ning 運ぷ M－Cat 11

 For㎜ p困t－p3 T6n舵 x Mood x
 Roflox ■ A／M m EnoIitio x
 Metor f

Subjoot  ok  S＿Grπ1  x

 S・R閉1 グズルーン  S＿Typo n

 S＿Cat hf S＿Po閑。n  1  S＿Num

Complem帥t x
 C－R舶1 x

 C＿Typo x C＿Cat x
Objoot 同mr vorom
 O－Roal シグルズ、グンナル，ホグニ

 O＿Type o O＿Cat hm  O＿Po胴。n

 O－Num  p O－C朋。 do

丁眺t＿2

T6xt＿1

Toxt

Toxt1

Text2

セri圭vi3晩。kama，

v町。kβrim川erom
＊vogin a1；h｛8i；

oinIl var m‘r Sigur5r

gIloπ一botrヨ，

◆Word gtriddi Entry 畠tr伽

   Pla㏄ AM76．O．VH Combi x

   Adv趾b  x

   Pbr㎜8 x

   M冊ning 戦う Mi Cat 5

   For㎜ p爬t T帥舵 p爬t Mood

   RoH跳 x A／M m Enditic x
   M8t印  m

 Subjoct h6n S－Grm  x

ヨ皿d

x
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 S＿R冊1 グズルーン  S＿Type

 S＿Cat hf S＿Po肥。n 3

Complom｛nt x
 C－Roal x

 C－Typo x C＿Cat x
Objeot 田tt Bu51a

 O＿R冊1 アトリたち

 ρ＿Typo o O‘Cat hm
 O－Num  g O－C困。 ag

Toxt＿2

Text・1

To対
Toxt1

T眺t2

 n

S－Num  9

viδw如fon ofmikI到

・軸ng冊rst6rhug皿δ，

＊str‘ddi h6n肥tt Buδla，

vildi h6n vor gino－n

くvinna〉 ofrhofndir．

O＿Per日。n 3

◆Word okiptit En卿 skipta
   P1風。o AM79．31VH Combi x
   Adverb gkapliga

   PI1訟so x

   M的ni皿g 手配する M－Cat 12

   For㎜ pret Ten30 p爬t Mood 1皿d

   RoH眺xA／MmEnditicx
   Meter m

 Subjoct x S－Grm x
   S－Roo1 グズルーン  S－Typo c

   S－C3t hf S－Po固。n 3 S－Num 8
 Complemont x

   C＿R盟1 x

   C＿Typo x C＿Cat x
 Objoot x

   O＿RoaI x

   O＿Typo x O＿Cat x O－Po閑。n x

   O－Num  x O＿C㎜o x

丁眺t＿2

丁眺t＿1

Toxt

Text1

Text2

Brるb差barnミ1≡9ko

bI－oδra i皿k＾PPgvi皿na，

‡8kiptit gkapiiga，

gkar h6皿差h差18b4δa．

E皿n frさtti At1i

◆Word 爬ifa 画ntry roifa

   P1冊8 AK35．4，VH Combi x
   Adverb  x

   Phr齪。 x

   Moaning 運ぷ M－C舳 11

 Form inf To皿。o ■ Mood x
 Ro珂ex x  A／M  m  Emlitio x

 Moter x

Subjoot x S＿Grm  x

 S－R冊1 クズルiン  S－Typo o

 S－Cat hf S‘P6曜。n 3 S－Num g
Complomont x

 C＿Reai x

 C＿Typo x C＿Cat x
Objoot gig1d Rqg皿ig

 O＿R肋i 貢ぎ物

 O＿Typo o O－Cat x O－P8r50n 3
 0－Num  p O－C朋。 ag

丁砒t＿2

丁眺t－1

T眺t
T6xt1

T砒t2

Atla三g99n

㎜oδgy11tomk創ki

atホroif旦gigldRqgni31
（biggi・㎞舳・，レ・㎎m，

＝β…nni hgHo

◆Word 1舳  Entry leoa
   Pla08 GK－II11．3．VH  Combi x
   Adverb x

   Phr顯。 x

   M舳ni皿g 集める M－Cat 11

 Form inf Tonso x Mood x

 R6日駅 x A／M m E口。ii七io x
 Motor f

Subjoot 互 S＿Grm  x

 S＿Real グズルーン  S＿Typo c

 S－Cat hf S－P舳。n 1 S－N皿m g
Complomont x

 C－R冊1 x

 C＿Typo x C＿Cat x
Objoot v町9a1e三f肛

 O－R閉1 シグルズの死体

 O＿Typo o O＿Cat onh O＿Person
 O－Num 5 0－C則。 ag

Toxt＿2

T8xt＿1

丁眺t

Toxt1

Toxt2

Hvarf8k8in ba5an

an皿3pilH frる

壬vid＊1固a

v趾酔1oif町；

gor5iga ek hi七fra

◆Word 1oiδa E皿try leiδa

   P1aoo SKS41．41VH Combi g㎞1

   Adv町b boygi

   Phra舵  1oiδa e－t巳一d－i

   Moa皿ing 一緒に暮らす M－Cat 8

   Form i㎡ Ton80 x Mood x
   ReHex x A／M m Enclitio x
   Mot釧  x

 Subjeot セunngeδkona S－Grm  x

   S＿R冊1 グズルーン  S－Type n

   S＿Cat hf S＿P6冊。皿  3  S，INum  畠

 Comploment x

   C－R冊1 x

   C＿Typo x C．C巳t 士

 Objoot ann趾閉r vor／aldri

   O－R飽1 シグルズ／人生

   O－Typo o／o O－Cat hm／x O－P8rgon

   O－Num 9／9 0－C岨。 ■9／do

Text＿2

Toxt＿l
Text

T臥t1

T眺t2

◆Word
   Plac8

）unngoδkona

畠nna『ra『vo『

a1driホ1日iδa；

b差mu11主hofndom
h趾mominna．）

leg95u  Entry

 GK－I13．6．VH

lo99ja

Combi x

3／3
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 Advorb  x

 Phr胆8 109da munn v1δo－t

 M6an三ng キスする M－Cat 4
 Form imp Ten8e x Mood imp

 Rof1ex x A／M m Enditio 一δu
 M8tor f

Subjeot －5u S－Grm x
 S‘R助1 グズルーン  S－Type ll

 S＿Cat hf S＿Po困。n 2 S＿Num  日
Compiomont x

 C＿Roa1 x

 C・Typ6 x C＿Cat x
Obj60t mu皿n／9rgn
 O－Roa1 ロノ口髭

 O－Typo o／o O－Cat x／x O＿Porgon 3／3

 0＿Num  9／5 0－Ca8e 8g／ag

Toxti2

丁眺t＿1

T8xt

Toxt1

Text2

fy川脆k皿…壬ml

（L出uる1i脆n，

＊1o鵬δumun皿viヨgrgn，

90m帥h61咽6ir
hoila皿・ti11i・）

◆Word h爬ytti 舳ry h肥yta
   P1a㏄ AM46．4．VH Combi x
   Adverb  x

   Ph岨9e x

   Mea皿i皿g 投げる M．Cat 1

 Form p爬セ To皿50 p肥t Mood ind

 RoH眺 x A／M m Eno11tio x
 Met8r m

Subjoot h6n S－Grm x
 S＿Roa1 グズルーン  S＿Type n

 S－Cat hf S＿P6咽。n 3 S－Num  g
Complemont x

 C＿R船1 x

 C＿Typo x C＿Cat x
Objeot 加im gowg11om
 O－R的一 首輪

 O－Typo o O－Cat x O－P冊80－1 3
 0－Nu㎜  p O－C脳e do

Toxt＿2

丁帆t＿1

丁眺t

Toxt1

Text2

erh6nokk呂hoyrδi，

hiaヨ…n h圭18mo口iom，

＊hroytti h6Il beim gorvgHom，

5I伽gδigv直9ilfri

at i8山Ildr hruto baugar．

◆Word h柵i En卿 hafa
   Plaoo AM51．3．VH Combi x
   Advorb x

   Phra80  h8fa o＿t i hoiio

   Moaning 殺す M－Cat 1
 Form

 R8日眺

 Mot甘

Subj㏄t

 S－R6a1

 S－Cat

p爬t T㎝go prot Mood ind
x A／M m E皿dit…o x

m
h6n  S＿Grm  x

 グズルーン  S＿Typo n

hf S－P皿50n 3 S－Num g

Comp－e㎜ont x

 C＿R明1 x

 C＿Typo x C＿C就  x

Objeot β＾nn／hd…o

 O－Rea1 戦士ノ地獄

 O－Type o／o O－Cat

 O－Nu㎜ 5／畠 O－Ca睨

Text－2

丁眺t－1

Toxt

T眺t1

T眺t2

hm／x
ag／do

Ann風n rεah6n hg99va，

5vきat56upP r6i日at－

i he1io h6nβ8nn ＊h＾胴i，

beygih㎝noh㎝dHk皿Ifo一

◆Word haf＾ EntW h曲
   Plaoo GK－II34．4．VH  Co㎜bi

   Adverb β6，nauδig

   Phr朋。 x

   Moani皿g 結婚する M－Cat 5

O－Pe祀。n

『nun

 Form inf T帥ge x Mood x
 Re日。x x  A／M  m  Enclitio x

 Moter x

Subjeot ok S＿Gr㎜  x

 S＿R蝸1 グズルーン  S＿Typ8 口

 S・Cat hf S＿Pergon 1  S＿N凹m
Comploment x

 C－R的1 x

 C＿Type x C＿Cat x
Object レann

 O＿Rea一 アトリ

 O－Type o O＿Cat hm  O－Po胴。n

 O＿Num  8 0－C的。 ag

丁眺t－2

丁眺七＿1

丁眺t

Text1

T眺t2

af ko皿ungom

okb6afn湖。m
n阯δig＊hafal

VOrδrOigim命

Veπat y口5i，

◆Word g㎜ga E皿try g㎜ga
   P1aco GK－II27．2．VH  Combi I’

   Adverb oヨgi

   Plw㎜o ga皿ga mo5o－m

   Mo巳皿ing 結婚する M－Cat 5

Vi1k

 Form inf T㎝go x Mood x
 Re日眺 x A／M m Emlitio x
 Moter x

Subjeot ok S＿Grm  x

 S＿R帥1 グズルーン  S＿Typo n

 S＿Cat hf S＿Porgon  1  S＿Nu㎜

Co㎜plomont x

 C＿R帥1 x

 C－Typo x C－Cat x
Objoct veri

 O－Roo1 シグルズ以外の戦士

 O－Typo o O－Cat hm O－Pe肥。n
 O＿Num  g O＿C㎜o do

3／3
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Text＿2

Text＿1

丁臥t

T眺t1

T眺t2

｛Vi1k eigi ek

moδv6ri＊9a皿胆

nεBrynhi1d町
br65山r oiga；

◆Word fe5ti Entry f困ta
   Pla㏄ AM49．8．VH Combi x

   Advorb hv冊3

   Ph冊舵  f08ta hondr

   M胆聰ing 手を掛ける M－Cat 1

   Form prot T帥go p肥t Mood ind
   RoH眺 x A／M m EIlolitio x
   Meter x

 Subjoot h6n S－Gr㎜ x
   S－Rea1 グズルーン  S＿Typo n

   S＿Cat hf S＿Po困。n  3  S＿Num  g

 Complom帥t x
   C＿R助1 x

   C＿Typo x  C＿Cat x
 Obj80t hendr

   O－R肋1 手

   O－Typo o O＿Cat x O－Po胴。n 3

   0－Num  g O－C靱。 ag

Toxt＿2

Text＿1

丁砒セ

Toxt1

T眺t2

ok niδia6gr var5三，一

h08g冊冊th三aldri
hvarミーh611hendr ＊fo≡■ti．

D6ttir1‘t Gi也k巳

◆Word ofndi En岬 ofna
   P1砒8 AM104，3．VH Combi x

   Adv趾b x

   Phr胆6 x

   M8ani皿g 守る M－Cat 2

 Form p爬t T6n80 p舳  Mood 1nd
 RoHox x A／M ㎜ Enolitio x
 Mot酊  ㎜

Subjoot itrborin S＿Gr㎜  x

 S－R碗1 グズルーン  S＿Typo n

 S－Cat hf S－Po冊。n 3 S－Num 8

Comp1e㎜ont x
 C－R的1 x

 C・Typo x  C＿Cat x

Objoot a1t庫t2
 0－Rea1 約束

 O・Typo o O－Cat x O－P町90n 3
 0－Nu㎜ 9 0－C困。 ag

Toxt＿2

Toxt－1
Toxt

Toxt1

T眺t2

Nホv趾的直Atii，

niδiomgtriδ酬ti，

＊ofnd…“rbori皿

＾lt1〕風t四r‘dh6ita；

fr6dvildi Guδr‘n

◆Word bella E皿try bolla
   Plac8 GK－1129．2．VH Comb…
   Advorb x

M壬1岨

 Phr舶。 be11a glaumi

 Moa口ing 喜ぷ M－Cat 17

 Form inf Te㎜o x Mood x
 ReH，ex x A／M m Enditio x
 Mot甘  x

Subjoot ek S＿Grm  x

 S－Re＾1 グズルーン  S－Typo n

 S－Cat hf S－P舳。n 1 S－Num

Comp1emo皿t x
 C．Roal x

 C＿Typo x C＿Cat x
Objeot glaumi

 O－R冊1 喜ぴ

 O－Typo o O－Cat x O－P町30n

 O・Num g O－Ca80 do

丁眺t－2

丁眺t－1

T眺t

T駅t1
Toxt2

（M6㎏ok，Grimくh〉i1dr，

glaumi＊boua
n6vigri・i㎜

v細irtolia，

ブリュンヒルド （英雄詩）

ENTRY
◆Word w81ta2 Entry weltagt
    P1趾。 OD19．7．VH  Combi x

    Adv8rb at Sigu記i

    Phrago x

    Moaning 死ぬ M－C舳 31

 Form inf To口舵 x Mood x

 Re日眺爬HA／MmEnditiox
 Moter f

Subjoot h6n S＿Grm  x
 S＿R冊I ブリュンヒルド S＿Typo n

 S－C呂t v  S＿P町80n 3  S’Num  目

Complemont x

 C＿Roal x

 C＿Ty1】8 x C＿Cat x
Objoct x

 O－R冊一 x

 O－Typo x O＿Cat x O－Po固。n x

 O－Num x O－Ca舶  x

丁眺t－2

丁挑t＿1

T眺t

T眺t1

T眺t2

βatmun壬hglδa
hver1；landa fara，

or h6n16t ＊9Ψo］ta2

＾t Sigurヨi。

◆Word miδ18di E皿try mi舳

   Plaoo SKS47．7．VH  Combi x
   Advorb x

   Phr㎜o x

   M餉ning 引き裂く M－Cat 12

   Form prot Ton舶 p爬t Mood

   Ro日。x x A／M m E皿d1缶io x
   Met町  f

 Subjoot x S－Grm x

ind
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 S＿R的1 ブリュンヒルド S－Typo o

 S＿Cat v  S＿Por80n 3 S＿Num  g

Co皿plomont x
 C＿Roal x

 C＿Typo x C＿Cat x
Objeot 5ik／m麗kig o駆iom

 O－Ro畠1 ブリュンヒルドノ刀の刃先

 O－Typo o／o O＿Cat v／x O－Por80n

 O－Num 9／P O－C田0 8g／di

丁挑t－2

丁眺t＿1

Toxt

T臥t1

T眺t2

gu11brynio om6，

vara gott i hug，

餉Nik＊miδ1aδi

m田ki“ggiOm．

◆Word g1atat E皿try g1＾ta

   Plaoo HB4．6．VH  Combi

   Adv町b  x

   Phr靱。 x

   Mea皿ing 殺す M－Cat 1

ho什

 Form p㎜t－po To㎜o x Mood x
 Re日臥 x A／M m Eno舳。 x
 Motor f

Subject bd S＿Gr㎜  x

 S＿R舶一 ブリュンヒルド S．Typo n

 S＿C＾セ v  S＿P町8011 2  S＿Num  8

Complomont x

 C＿R船1 x

 C＿Type x C＿Cat x

Objoot GMk■bgmom
 O－R081 グンナル，ホグニ

 O＿Typo o O＿Cat hm O－Porgon 3
 0－Num p O－C舳。 do

丁眺t－2

丁臥t．1

丁帆t

Toxt1

T眺t2

i hoim bori皿；

レ凸ho6r G舳ka

um‡gi就atbgmom
okbdiboir8

brug砒g6δo、）

◆Word gof醐 En吋 9ef齪t
   P1aoo SKS37．6．VH  Combi x

   Adv町b x

   Ph岨90 x

   M08ning 結婚する M－C8t 5
   Form inf T6n80 x Mood x

   Ro日眺 爬。 A／M m Enolit1o x
   Moter f

 Subjoot ok S－Gr㎜ x
   S・R08i ブリュンヒルド S－Typo ！1

   S＿Cat v  S＿P町90n 1 S．Num  g

  Comp1oπlont x

   C－R081 x

   C＿Typo x C＿C舳  x

  Obj㏄t x

   O－R08i x

   O＿Typo x O．C旦t x O－Porgon x

   O－Num  x O＿Cユ鴉 x

3／3

Te対＿2

Toxt＿1
Toxt

T眺t1

T跳t2

hgfn um doi1o，

8uH皿‘i町5ir，

nl≡m＾6k ‡gofa216tak，

ok㎝giくh〉lut
au5ing fi差r。

◆Word gda En岬 gd＾
   P1a06 SKS9．3．VH  Co㎜bi 陥rd

   Advorb af gr…mom hug

   Phr且鴉  x

   M船ning 喜ばせる M－Cat 12
   Form inf Tongo x Mood x

   Ro日眺 x A／M m Enditio x
   Mot趾  f

 Subjoot  ok  S＿Grm  x

   S．Ro皿1 ブリュンビルト． S＿Typo n

   S・Cat v  S．P酬50n  1  S＿Nu㎜  9

 Comp1om日nt x
   C－R081 x

   C＿Type x C＿Cat ■
 Objoct mik

   O＿R餉i ブリュンビルト．

   O－Typo o O－Cat v O－Po固。n 1

   O・Num 5 0－C困。 ag

丁酬t＿2

Toxt＿1
Text

T眺t1

T眺t2

（Vgn gong ok vヨ1ia，

T8rg ok beggia，

v8r5ek mik ‡g記1a

巴f grimom hu目。〕

M11】ANING
◆Word Sホ  En卿 gofa
    P1800 GRP15，1，VH Combi x
    Adv趾b るO－11…，optir b8n8Holg巳

    Phr齪。 x

    Mo風ni皿g 眠っている M－Cat 31

 Form p記g T8皿口。 p冊8 Mood ind
 Ro日帆  x A／M  m  E！1dit青。 x

 M6t6r x

S口bjoot fylkig d6ttir biΨt i brynio S－Grm

 S＿R帥1 ブリュンヒルド S＿Typo n

 S＿Cat v  S＿Po困。n  3  S＿．Num  g

Comp－o㎜ont x

 C－R6風1 x

 C‘Typo x C＿Cat x
Objoot x

 O＿R6al x

 O－Typ8 x O－C批  x O－Po肥。n x

 O－N1』m  x O＿C胆。 x

丁眺t＿2

Toxt＿1
Toxt

T砒t1

T眺t2

◆Wo－d
   Placo

田Viminn町？）

（＊Sofr壬6＾11i

fylkigd舳ir

bigrt‘brynio，

ミ■ofnoδ  Entry

 SD2，2．VH

 80f■

Combi Ψ趾
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 Adv趾b 18ngi

 Ph胞98 x
 Moa口ing 眠っている M－Cat 31

 Form p珊t－pg T6n肥 x Mood x
 Re日眺  x A／M  a Enclitio x

 Mot町  1

Subjoot ok S－Grm x
 S＿R盟1 ブリュンヒルド S－Typo n

 S＿Cat v  S＿Po胴。n  1 S＿Num  g

CompIomont x

 C＿R朗1 x

 C＿Typo x C＿Cat x

Obj㏄t x
 O－Roal x

 O－Typo x O＿Cat x O－Po肥。n x
 O－Nu㎜  x O－C困。 x

丁眺t－2

丁眺t＿1

T8xt

T眺t1

T眺t2

（L㎝giok舳f，

1engi8k＊・Of皿0δ㎜r，

1卵g町。1チδ81島i

6δin皿セvf voldr

◆Wo－d fn㏄8ti E市y fn岨sa

   Plaoo GK－I27．61VH Combi x

   Ad陥rb x

   Phr㎜o x

   M船ni皿g 吹き出す M－Cat 1

   For㎜ p耐  Te㎜6 pret Mood ind

   Re日眺xA／MmEnolitiox
   Met6r x

 Subjoot x S－Grm x
   S＿Roal ブリュンヒ’レト S＿Typo o

   S－Cat v S＿Po閑。n 3 S＿Num g
 Complomont x

   C＿R081 x

   C＿Type x C＿Cat x
 Objoot oitri

   O－R08一 毒

   O－Typo o O＿Cat x O＿P8r50n 3
   0－Nu㎜  8 0－Ca舵  do

丁眺t＿2

Toxt＿1

To対
丁眺t1

T駅t2

Bu訓a d6ttur

81dr6Hugom，
oitri＊f皿㏄9ti，

or h6nミ■ξr um leit

差Sigu1・δi．

◆Word g商  Entry g商
   Pla06 0D16．2，VH Combi x

   AdΨ甘b」x

   Phr納。 gotah三るlm

   Mo巳niIlg グァルキュリャになる M－C8t 1O

   Form i皿f Tong6 x Mood x

   RoH跳 x A／M m End1tio x
   Motor x

 Subjoot Bry皿hi1di S＿Grm  x

   S－Roal ブリュンヒルド S－Typo o

   S－C且t v S－P8rgon 3 S－Num 5

Comp18mont x

 C－Roa1 x

 C－Typo x
Objoot hi｛1m

 O－R冊1 兜

 O－Typ・ o

 O＿Num  s

Text－2

丁眺t＿1

Text

Text1

Toxt2

C－Cat x

O－Cat x
O－C醐e ag

O－Po閑。n 3

EnhannBrynhildi

baδhi刮㎜ ‡gota，

h＾na k咽δhann6okmey
voraa8kyido1

◆Word 畠kipa En岬 gkipa
   Pla㏄ GRP49．4．VH Co㎜bi Mun
   Adv趾b 卯r爬i5i，n‘，af oft爬ga，allv61

   Phr凹。 skipa via←t

   Moani皿g あしらう M－Cat 2
 Form inf Ton80 x Mood x

 Ro日8x x A／M m Enditic x
 Mot趾  x

Subjoot  r‘k br｛～5r  S＿Grm  x

 SiRoai ブリュンヒルド S＿Typo n

 S－Cat v  S＿Pe困。n 3  S＿N皿m  3

Complomont x

 C－R冊1 x

 Ci Typo 正 C＿Cat x

Obj80t 域k

 O＿RoaI シグルズ

 O－Typo o O－Cat hm  O－Pergon

 O－Num g O－C朋e ag

丁眺t．2

丁跳t・1

T眺t
Toxt1

T眺t2

rik br也5r viδりik

n‘af oftroga

allvo1』＊gkip8；

viδr凶96ヨri

g冊nd＾1dr8gi，

ENTRY＋MEANING
◆Word vego En卿 vo酔
    Plaoo SD C．PH  Combi gkyrd0

    Advorb aldri，g｛5an，i oπogto

    Phra86 x

    M餉皿1ng 与える M－Cat 13
 Form  inf Tengo x  Mood x

 Ro日眺 x A／M m E口ditio x
 Mot趾  x

Subj‘≡ct  ha口a  S＿G rm  x

 S＿R冊1 ブリュンヒルド S＿Typo o

 S－Cat v  S＿Po閑。n 3  S＿Num  8

CompIom8nt x

 C－Ro且I x

 C＿Typo x C＿Cat x
Objoot gigr

 O－R冊1 勝利

 O－Typo o O－Cat x O－P8記。皿 3

 0－Num g O－Ca舶 ag
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Text＿2

丁眺t－1

丁臥t

丁眺t1

Toxt2

or v田tr o皿gi viIdi レiggia．  Sigrdrff8 foldi

Hiる1rn．Gun皿ar

l．m・・t㎝・i．E・6δi㎜・t・kkh㎜“爬f伽mi

f hofnd

begg ok kvaδhaIla a1dri8kyIdo ミ■‘δan 3igr ＊

VOgaiOrr03tO

ok kvaδhana gipta73kyldo一 （E皿 ek 3ag日風k

h命。m，前。k

・tr㎝gδ出h・itb町1m6t乱tgipta屈如g・m

レ。i㎜manno

◆Word rekia Entry 爬kja
   Plaoo HB1．6．VH  Comb－ x

   Adv砒b x
   Phra80 x

   Moa皿i皿g 織る M－Cat 3

 Form i皿f T8n80 x Mood x
 R8H跳 x A／M m Eno1itio x
 Met6r x

Subjoot βホ  S＿Gr㎜  x

 S＿R肋1 ブリュンヒルド S＿Typo d

 S－Cat v S－Po岨。n 2 S－Num 日

Complo㎜ont x
 C－R胆1 x

 C．Typo x Ci Cat x
Obj80t borδa
 O－Ro巳I 布

 O－Typo o O－Cat 工 OiP町90n 3
 0－N凹㎜  o O＿C困。 ag

丁眺t＿2

丁眺t＿1

Toxt

T臥t1

T臥t2

g町δamfna；

botr50mヨi I〕6r

bor5a＾t ＊rokia

holdr en viti＾

vo『9an11a『ra『．

◆Word rakδi EnW 爬kja
   Pla08 0D17．21VH Combi
   Adv趾b i bホi

   Phrago  reha boraa

   Moan…皿g 般る M－Cat 3

 Form p耐  丁㎝肥 pret Mood ind
 Rof1眺  x  A／M  m  Enolitio x

 Mot06 工

Subjoct B町皿hiIdr S－Gr㎜  x

 S＿Roal ブリュンヒルド S・Typ8 n

 S・Cat v S－Pe閑。n 3 S＿Num g
Complomont x

 C・RoaI x

 C＿Typo x C＿Cat x
Objoot borδa

 O－R舶I 織物

 O－Typ8 0 0－C＾t x O－Pergon 3

 0－Num  g O－Ca80 ＾9

丁眺t＿2

丁臥t＿1

丁眺t

T眺t1

T眺t2

Brynhildr i b‘ri

borδa ＊rak5i，

ha砲i h6n Iチδi

ok lg皿d un13ik；

◆Word 畠tr8㎎δi EnW 3t爬㎎ja
   Plaoo GK－I27．2．VH  Combi x
   Adv8rb x

   Phra鴉  x

   Me巳皿i皿g 強くなる M－Cat 10

   Form pmt To㎜e p爬t Mood
   Ro日眺 x A／M ㎜ Enditio x
   M8t8r f

 Subject h6n S－Grm x
   S－R冊1 ブリュンヒルド S－Type n

   S－Cat v S－Porgon 3 S－Num
 Complomont x

   C－R餉1 x

   C＿Typo x C＿Cat x
 Objoot 8M

   O－Roa1 力

   O，Typo o O－Cat x O＿Pe耐。皿

   O＿Num  5 0－Ca80 do

丁跳t・2

Toxt＿l
Text

T眺t1
Text2

Sto5h6n und gt6δ，

＊8trong目…h6n dvii

bra皿n Bry皿hildi

Bu51ad6ttu一

ind

◆Word 鵬δ Entry r銅a
   P1趾2 SD22．1．VH Combi x
   Advorb it fy祀t3

   Phra80 x－

   M8巳ning 与える M－Cat 13

   Form prog T冊3e pre3 Mood 1nd
   Ro日眺 x A／M m Enolitio x
   Mot6r x

 Subjoot ok S＿Grm x
   S－Ro里1 ブリュンヒルド S＿Type n

   S－Cat v S－P町30n 1 S－Num 8

 Comp18m帥t x
   C－Roal x

   C＿Type x C＿Cat x
 Objoct bat at＋／犀【

   O＿R盟1 筋ノシグルス．

   O－Typo 9／o O・Cat y／hm  O－Po肥。n

   O＿Num  x／5 0‘C舳。 x／do

Toxt＿2

丁眺t＿1

丁砒t

T駅t1
T6xt2

・v直1㎝gi・omoku則、

（レ風t｝旧舳陣itf岬t・，

atレd viδfr邊ndI一レina

冊m㎜a1a1』OtVOr1ri

x／3

レ高t冊5ok声r it  のパターンになっているため他の例は省略・

◆Word 1‘k Entry loi㎞
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   P1aoo SKS39．3，VH Co㎜bi x

   Adv8rb moiπ

   Phr齪。 1oi㎞o－m‘mun

   M閉n…皿g 望む  M＿Cat 29

   Form p爬t Ton醐 p耐  Mood ind

   Ro日跳 x A／M m Enditio x
   Motor x

  Subjoot m‘r S－Grm x
   S＿Roa一 ブリュンヒルド S－Typo d

   S＿Cat v  S＿Por目。n 1 S＿Num  g

  Co㎜p18m帥t x

   C＿R冊1 x

   C－Typo x C－Cat x
  Objoot mun／レiggia＋

   O－R8＾1 考え／節

   O＿Typ8 0／9 0－C3t x／y O－Po固。口

   O＿Num  9／x O－C困。 do／x

Toxt＿2  L‘tom8iga

Toxt－1  8差ttm刮。kkor，

T8xt    ＊1‘k mξr meim i mu皿

To対1  moi5m虹bi駆ia，
丁眺t2   b8ug8r舳δa

3／x

◆Word 臨fa E市y hafa
    Plaoo SKS6．5．VH  Combi gkal
    Adv8rb x

    Ph【困。 h＾f80＿t gξr6趾mi

    Moani皿g 抱きしめる M－Cat 1

    For㎜  inf Ton88 x  Mood  x

    Ro日眺 x A／M m Enditk x
    Motor x

   Subjoot ok S－Grm  x

    S＿R砿1 ブリュンヒルド S－Typo n

    S＿C風t v  S＿Po閑。皿 1 S＿Num  g

   Complomo誠  x

    C＿Ro＾1 x

    C－Typo x C－Cat x

   Objoct Sigurδmgg frumuIlg8n／m6rノ町mi

    O－R08i シクルスノブリュンヒルド／腕

    O－Typo o／o／o O－C帥  hm／v／x O－P町・on

3／1／3

    0＿Num  9ノ畠／・ O－C㎜8 ag／do／do

 Toxt－2 n8m h6n wるb酊t

 T臥t・1 um＾t m田1肋1
 Toxt    （＊正I8f■9kaI ok Sigul■5

丁眺t1 od8レ6we脆i，
 丁眺t2   mgg f川m凹Ilgan

シグルーン （英雄詩）

MEANING
◆Word ki6” Entry kj6舳
    Plaoo HH－II29．4．VH Co㎜bi

    Adv甘b Ild

    Phr齪。 x

    M冊ning 療法で呼び戻す M－Cat

㎜ynd＾

11

   Form inf To皿肥 x Mood x

   R胡桃 x A／M m EnoHtio x
   Motor x

  Subj㏄t 6k S－Grm x
   S＿Roal シグルーン  S＿Typo n

   S＿Cat v  S・Porgon  1  S＿Num  5

  Complom帥t x
   C‘R岨一 x

   C＿Typ8 x C＿C＾t x

  Objoot L…fna

   O・R的I 生きている人

   O－Typo o O・Cat x O－Pε閑。n

   O＿Num  p O＿Cago ＾9

丁眺t・2  Hildr ho㎞b｛ogg verit；

丁砒t－1 vimat gkig1dung趾畠kgpom）。

T8xt   （Lifna my！1d80k n｛＊ki6ga，

丁眺t1   町1i5nir oro，

丁眺t2   ok k皿籠tta ok犀r b6i f能mi fola2）．

◆Word wo～ Entry wo加
   P1風。o HH－II42．10．VH  Co㎜bi 8kyldir

   Adwrb x

   Phr困。 x

   M6a皿ing 和らげる M－Cat 12

   Form  i皿f T8mo x  Mood  x

   Ro日眺 x A／M ㎜ E皿。舳。 x

   Mo舵r f

  Subjeot 帥  S－Grm x

   SiR曲1 シグルーン  S＿Typo n

   S＿Cat v  S．Po胴。I1 2  S＿Nu㎜  9

  Co㎜plomo舳  x

   C・Roal x

   C＿Typo x C．C8t x

  Obj鵯t oホdroP＾

   O－R冊1 血

   O＿Typo o O＿Cat x O＿P町目。n 3

   0・Nu㎜  p O＿Cago ag

T臥t＿2  dgglingr b曲bik

T眺t．1  巳t bd g虹dropa

T眺t    ＊gvoOa gky1dir）．

丁眺t1

T臥t2

ENTRY＋MEANING
◆Word v㎜皿舳tu Ent町 vi㎜＾
   P1800 HH－lI28．5，VH  Combi x

   AdΨ町b x

   Phrago x

   M08ning 止める M・C誠 12

   Form p肥t To㎜o p爬t Mood i皿d

   R訓臥 x A／M m Enoiitio ．8ttu
   Mot趾  f

 Subjoot －tu S＿Grm  x

   S＿Ro＾1 シグルーン  S＿Typ8 口

   S＿C8t v  S＿P町90n  2  S‘Num  g

 Co㎜p1omont x
   C－R閉i x

   C＿Typo x C＿Cat x
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0bjoot vigi

 O＿R冊1 戦い

 O－Typo o
 O－Num  9

Toxt＿2

Text＿1
Text

T眺t1

T砒t2

アトリ

O－Cat x O－Per目011 3

0＿Case do

ni5i趾binir，

at柏mOr5nir；

＊VanntattuV｛9i，

var b‘rトat gkapat，

就凶atr6gi

（英雄詩）

ENTRY
◆Word 閉kδi2 E皿try 爬kj舶t

    P1ac8 AM gO．2．VH Comb三 x

    Adv酊b x

    Ph冊30  rekjast6r gvef日i

    M胆ning 目覚める M－Cat 31

    Form p鴉t Ton鴉 prot Mood i皿d
    R8f1砒 祀日 A／M m Eno舳。 x
    Motor m

   Subjoot 工 S－Grm  x

    S＿R朗1 アトリ S＿Typo o

    S－Cat hm S－P帥。n 3 S－Num 8
   Complemont x

    C＿R眺1 x

    C＿Typ8 x C＿Cat x
   Objoot 5vofni

    O・R帥1 眠り

    O．Typo o O－C＾t x O－Por30n 3

    0iN皿m  5 0－C㎜o do

丁眺t＿2

丁眺t＿1

T眺t
Toxt1

T6xt2

Rggkr t6k at roδa，

＊rakδi26rミ■vefni，

ke皿di br6tt bonia，

band2kvaahann bgrf¢皿g8：

◆Word 皿伽 Entry 皿伽
   P1800 GK－II42．8．VH Combi

   Adverb nくa〉u5igr

   Ph冊80 x

   Mooning 食べる M－Cat 1

目kyldak

 For㎜  i皿f T8n舵  ■  Mood x

 Ron眺 x A／M m Enditic x
 Motor f

Subjoot  ok  S＿Grn－  x

 S＿Roai アトリ S‘Typo n

 S－C8t hm S－Pe悶。n 1 S－Num g

Complom帥t x
 Ci R8風1 x

 CiTypo ” C＿C砒  x
Objoct n差｛i）

 O－Ro＾i 狼の死体

 O－Typo o O－Cat lj O－Po固。n 3

 0－Num o O－C＾80 do

Text＿2

T8xt＿1

丁臥t

Text1

Toxt2

ath閉。mor砒、

nくa州aignまΦ
＊nチta ek5ky1dak一）

（b趾m㎜。鴉99i・

◆Word molta Entry me1ta
   P1帥e AK38．5．VH Combi kn銚t0

   Adv酊b x

   Phr的。 x

   Moaning 消化する M－Cat 12
   Form 1nf Ten50 x Mood x

   RoH眺 x A／M m E皿。litic x

   Mot印  f

 Subjoot ・to S＿Grm  x

   S＿R舳I アトリ  S＿Type n

   S－Cat hm  S－Po胴。n 2 S－Num
 Complomont x

   C－R冊1 x

   C＿Type x C＿Cat x

 Objeot manm va1br幼ir
   O＿R閉1 死肉

   O－Typ8 0 0－Cat x O－P町30n

   O－Num p O－C棚。 ag

Toxt＿2

T8xt＿1
Text

T眺tl
Text2

higrto hr田droyrog

viahunang of t1』99in；

＊moltakn舳。，m6δugr，

manna va1brるδir，

6ta at qlkr邑80m

◆Word hrinkto En岬 hr1nkja
   P1眈6 GK－35．5．VH  Combi x

   Adv6rb at br記5rom，批brynioδo㎜

   Phr朋。 x

   Moa皿ing 奪う M－Cat 1

 Form prot T8皿go pmt Mood ind
 RoH眺 x A／M ㎜ Enditic －t0
 Moter x

S皿bjoot －to S＿Grm  x

 S＿R餉1 アトリ  S＿Typo －1

 S－C＾t hm  S・Po閑。n 2 S－Num  8

Co㎜plomont x
 C－R餉1 x

 C＿Typ6 x C＿Cat x
Obj60t mik

 O．R帥I グズルーン

 O．Typo o O＿Cat hf O－Po胴。n 1
 O＿Num  g O－C困0 8g

丁眺t－2

丁駅t－1

T眺t

T眺t1

T眺t2

1他βei川。〇三nir

同g加togaman皿＾；

｝hri皿kto mik at br蜆5rom

ok at bWniodom，

hrinkto mik a七guom

◆Word hr1口kto En岬 hrinkja
   Pla08 GK－35．7．VH  Comb1 x

   Ad冊rb at g11om hgfuδniaiom
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 Ph冊90 x
 Moani皿g 奪う M＿Cat 1

 Form  p”t To皿80 p爬t Mood ind
 Ro日臥  x  A／M  m  Enditio －to

 Mot酊  f

Subjoct ・to S＿Grm  x

 S－R鯛1 アトリ  S－Type n

 S＿Cat hm  S’Po胴。n 2  S＿Num  5

Comp－o㎜8nt x

 C＿Real x

 C・Type x C＿Cat x
Obj80t mik

 0－Roa1 グズルーン

 O＿Typo o ◎i Cat hf O－Pe閑。n ユ

 O－Num  g O＿C困。 ag

丁砒t＿2

丁眺t・1

Toxt

T眺t1

T眺t2

h■inkto mik a古br陀δrom

ok at brynioδom，

＊hrinkto mik at guom

hgfua皿iδioπ1・

◆Word g肥ipt 肋try g冊ipa
   P1帥。 AM86．11．VH Co㎜bi

   Adv飢b  x

   Ph冊90 x

   Mea皿i皿g 行う M・C前 1

 Form p困t，p5 T8n50 x Mood x
 Re日眺 x A／M m E皿ditio x
 Mot8r m

Subjoot x S－Gr㎜ x
 S＿Real アトリ S＿Type o

 S＿Cat hm  S－Po胴。n 2  S＿Num  目

Complomon七 x
 C－Roa－ x

 C＿Typo x C’Cat x
Objoot gl㏄p8t6訟n
 O－Roa1 ひどいこと

 O‘Typo o O．Cat x O－Porgon 3
 0－Num  g O‘C朗。 ag

T8xt＿2

丁眺t＿1

Te斌
丁8xt1

Text2

nd he6I・良d onn巴ukit

レ砒e川d銚巳n鮎go㎜，
＊9roipt g1腕p8t6r巳n，

gort ho6■β‘レitt or糺）

MEANING
◆Word h6舳 E皿岬 ho伽
     Plaoe AM9714．VH  Combi x

     Adv軌b レ6，gt6mm

     Phr醐。  he句a目t6㎜m

     Moaning 尊大である M－Cat 26

     For㎜ prot Tongo prot Mood i皿d

     Ro日眺 x A／M m Enolitio －tu

     M8t8r ㎜

   Subjo〇七 一tu S＿Grm  x

     S＿R081 アトリ S＿Typo n

     Si Cat h㎜  S＿P甘go口 2  S－Num  g

   Complo㎜o皿t 工

     C＿Roal x

 C＿Type x C＿Cat x
Objeot x

 O＿R助1 x

 O＿Typo x O，Cat x
 O－Num  x O‘Ca舵  x

丁眺t＿2

Toxt＿1
Text

T臥t1

T駅t2

Q－P町50n x

b6tt ok♪at1缶t r但ki乱；

h81dr var ek ho≡g gialdan、

＊h6冊ub68t6mm；
bgr5u2ξr broヨδr ungir，

bホuH6gmi11i；

◆Word 冊ma砒 Entry 冊m昌
   Plac6 AK42．4．VH  Combi x

   Ad椛rb x

   Phr顯。 vama viao－m

   M餉皿ing 警戒する M－Cat 2

   For㎜ p胴t Tengo pret Mood i皿d
   ReHox x  A／M  m  Enditio －t

   Metor m

  Subjeot h畠nn S＿Grm  x

   S＿R餉］ アトリ  S＿Typo n

   S＿Cat hm  S－P冊80皿  3  S－Num

  Complomo皿t x

   C－R帥1 x

   C－Typo x C＿Cat x
  Objo砒  Gu5r血no

   O＿Roal グズルーン

   O－Type o O－Cat hf O－P6閑。n

   O－N皿m  g O－Caso do

丁帆t＿2

丁臥t＿1

Toxt

T6xt1

T臥t2

m6δan ha備i hann8ik drukkit，

Ψ細nh＾撤hannekki，
＊v趾n曲it ha皿n vi5Guδr｛no；

oPt var8ξ1oikr botri

b6or b乱u－int≡■kyldo

ENTRγ十MEANING
◆Word 舳ir Entry oiga
     Plaoo AK31．2，VH Combi

     Adv甘b x

     Phra畠。 x

     M帥皿ing 完了 M－Cat 40

でva1－5a．nef皿da

 Form p爬g Ten8e p冊5．p Mood

 R胡桃 x A／M a End…tio x
 Motor x

Subj80t b‘  S＿Grm  x

 S－R弛1 アトリ  S＿Typo n

 S－Cat h㎜ S－Pe閑。n 2 S－Num
Comp1omont x

 C－R冊1 x

 C＿Typo x C＿Cat x
Obj㏄t x
 O＿R閉I x

 O－Typo x O－Cat x O－P8間。n
 O－Num  x O－C囲。 x

ind
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丁眺t－2

丁眺t－1

T眺t
Text1

Toxt2

（Svるg巳ngi犀r，At1i，

80m凶viδGunmr‡飢tir
oiδa oPt um gv乱r5＾

ok差r of nef皿da，

◆Word b舳  Entry bo固
   Plaoo SKS33，7．VH Combi mm
   Advorb 籠

   Ph訟so x

   M帥ni皿g b e M－Cat 25

   Form 1nf Tons8 x －Mood x

   Ro日臥 x A／M m EnoIitio x
   Motor x

  Subjeot  hann  S＿Grm  x

   S＿R肋1 アトリ  S＿Typo n

   S＿Cat hm  S＿Po胴。n 3  S－Num

  Complomont yk㎏r gnd siδ趾i aH it me1冊

   C＿Roa1 一番強い

   C＿Type a C＿Cat x
  Objoot x

   O＿R帥i x

   O．Typo x O－Cat x O－Po耐。n

   O－Num x O‘C困。 x

T臥t－2 han皿muIl yk㎞r

Toxt－1  gnd s面趾i

To来t    ok品｝bora

T飢t1   aH it moira．

丁帆t2

◆Word m舳  E皿try ㎜6g巳

   Pla㏄ AM60．9．VH Co㎜bi 冊1da
   Adverb x

   声hr㎜o x

   M08血i皿g 助動詞 M－C8t 80

   Form p冊8 To晒。 p爬g Mood
   Ro日眺  x  A／M  a Enclitio x

   M8t趾  x

  Subjoot b‘  S＿Grm  x

   S＿Roo1 アトリ S＿Typ8 n

   S＿Cat h㎜  S＿Po胴。n 2  S＿Num

  Comple㎜ont x

   C－R冊1 x

   C＿Type x C－Cat x

  Obj㏄t x

   O－R餉1 x

   O＿Type x O．Cat x  O－Pe閑。n

   O－Nu㎜ x O－C舶。 x

Te地一2 m罰a皿h〇三Hr v如。叫

丁帆t－1  皿‘町。m w壬5釦…r

Toxt   at凶＊㎜銚t gi鮒r valda、）

丁眺t1

T帆t2  Boitiβ8t m田1ti

◆Word t＾1δi E市y tolja

   Pl＾oo SKS37．12．VH  Comb… x
   Adwrb x

   Ph胆。o x

i－1d

   M．舶ning 支払う M－C且t 13

   Fo正m pmt T6nso prot Mood 1nd
   Ro日眺 x A／M m E皿。lit1o x
   Moter x

  Subjoot x S＿Grm  x

   S＿R肋1 アトリ  S＿Typo c

   S・Cat hm  S＿Po胴。n 3  S＿Nu㎜  3

  CompIomout x

   C－Rea1 x

   C＿Type x C＿Cat x
  Objeot ㎜‘r／aくu）冊

   O＿Roal ブリュンヒルドノ財産

   O－Typo o／o O－Cat v／x O＿Po肥。n

   O－Num o／3 0－Caoo do／ag

T眺t＿2  eigo舵1di

T眺t＿1  ok mξr i6du皿gri

1r8xt      aくu）ra ＊ ta15i、

丁眺t1

Toxt2   レ差v趾るhvgrfon

◆Word 5tri5＾ Entry otr伽
   P一島。8 HM8．1．VH ．Combi x

   Advorb x

   Phra80 9trf5a at←㎜

   M冊皿i皿g 引き起こす M－Cat 12

   Form inf Ton30 x Mood x

   ReH眺  x A／M  m  Enoh七io x

   Mot町  x

 Subject Aセb  S＿Grm  x

   S＿Roal アトリ  S＿Typo o

   S＿Cat h血  S＿Pe閑。n 3  S‘Num  8

 Comp1omont x

   C＿Roal x

   C＿Typo 冗 C＿C8t x

 Objoot Erpg morδi，E趾ilg aldr1己gi

   O－R碗i エルブとエイトリの死

   O－Typo o O＿Cat onh O－Pe胴。n

   O－Num g O－C帥8 do

丁眺t＿2

T8xt＿1

T眺t
Text1

Text2

Gunn趾r炭rw差vi1di．

At1aレ6tti2bO＊gtr胴a

at趾P畠mor5i
ok at Eiti1目aldr－agi，

◆Word gtε Entry 3“9a

   P－a㏄ AM68．2．VH Combi x

   Adv甘b 庫

   Phr明。 目ti酔um o－t

   M8aning 殺す M－Cat 1

   Form p耐  牢ngo p爬t Mood i皿d

   Ro日眺 x A／M m Enoli七三〇 x

   Motor ㎜

 Subjoct h8nn S＿Grm  x
   S＿Ro＾1 アトリ S＿Typo n

   S－Cat hm S－Pe閑。n 3 S－Num g
  Complomont x

   C－RoaI x

1／3
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 C＿Typo x C－Cat

Objoct b蝸a
 O－Re＾1 グンナル．ホグニ

 O－Typo o O－Cat
 O－Num  p O＿C齪8

Text－2

丁眺t＿1

T眺t

T眺t1
Toxt2

x

hm  O＿Pergon  3

風g

St6πレ6tti7Atli，

＊9t‘han皿um b差b4ヨa，

hoくr）gkri harm gagδi

ok r錫hoid【at bmgδa＝

◆Word gofo E皿try go‘a
   Plaoo SKS60．6．VH  Co㎜bヨ

   Advorb x

   Phrヨ岨0  50fa1附

   M岨ning 死ぬ M－C8t 31

口1u皿

 Form i皿f To皿舵 x Mood x

 RoH眺xA／MmEm舳。x
 Mot甘  f

Subjeot Atli S－Grm  ■

 S＿R肥一 アトリ  Si Typo n

 S・C＾t hm  S＿P町日。I1 3 S－N皿m g

Comp－omont x
 C・Ro風i x

 C＿Typ8 x C＿Cat x
Objeot 1冊
 O－Ro＾1 命

 O－Typo o O．Cat x O－Porgon 3
 0－N皿m g O－C齪。 do

To対＿2

丁眺t＿1

T眺t

T眺t1

T眺t2

qndo tタn8，

9島109i皿ni

ok｝90fa1冊，

レvf8tM皿。mCuδ前皿

g寸㎜i66b♂

◆Word 爬胞 Entry reif8
   Pla㏄ AM13．6．VH Combi mun
   Advorb  x

   Phr困。 x

   M舳ni皿g 喜ばせる M－Cot 12

   F06㎜ inf T帥舶 x Mood x

   RoH眺 x A／M m Enoiitio x
   Motor x

 Subjoot gmmr S＿Grm  x
   S＿R軸i アトリ  S・Typo n

   S－Cat h㎜  Si P町90皿 3 S－Num g

 Compiom8nt x

   C－Roal x

   C＿Typo x C＿C8t x
 Objoot x／gulli g16δ固u5o

   O－R6aI グンナル，ホグニ／資金

   O－Typo o／o O－C＾t hm／x O－P肌gon x／3

   0－Num  ■／9 0＿C舳。 x／di

丁酬t＿2

Text．1

丁眺t

T眺t1

T帆t2

nomalaun“igim；

okr㎜ung固㎜rgu11i
＊roif8916ar8uδo，

6umkok舳mgi，
b61；t v‘I・6gn fr09niπi．〕

◆Word loif8 Entry loifa

   P1a㏄ AM83．6．VH Co㎜bi x

   Adv趾b 8kki

   Phr困。 x

   M08口i皿g 残す M－Cat 11

 For㎜ inf Ton，o x Mood エ

 R訓眺 x A／M m End三tio x
 Mot6r x

S口bj60t －t皿  S＿G1・㎜  x

 S＿R舶i アトリ  S＿Typo n

 S＿Cat hm  S＿Porgon  2  S＿Num

Comp－6mont 工

 C－Roal x

 C＿Typo x C＿Cat x
Objo仁t x

 O－RoaI x

 O‘Type x O・Cat x O－P町日。n

 O－Num x O－C齪。 x

丁眺t＿2

丁酬t＿1

T眺t

T眺t1

T跳t2

冊g5ag8tk舳9v趾i；

Oi㎜1帥bViOuir，

okkir舳皿｝1oif巳，

tggtu舳1ig8，

tr倣川。Iigxlo㎜一

◆Word boto E皿try bo≡ta

   P1趾。 AM72．8．VH Combi

   Advorb 81d鴉gi

   Phr830  bo！1；a b8n＾o＿g

   Mo＾皿ヨng 殺す M－Cat 1

mu皿do

 Form inf To皿go x Mood x
 RoH眺  x A／M  ㎜  E口。litio x

 Motor ㎜

Subjoot －do S－Grm x
 S・R冊1 アトリ  S＿Typo n

 S＿Cat hm  S＿Porgo皿 2  S＿Num  日

Co㎜plo㎜o前  x

 C‘R冊1 x

 C＿Typo x C＿C8t x
Objoot b81冊／m6r br胆δ冊

 O．R08一 死／グンナル，ホグニ

 O＿Typo o／o O－C巳t x／hm  O－P皿90n

 O－Num 9／P O－C困0 8g／9

丁眺t＿2

丁酬t．1

T眺t

T眺t1

T臥t2

911ui ok h619moniom；

ban＾m口ndo m命b『鴉δ閉

‡bo≡t8＾1drogi．

n‘vin口8β0990kki

atm‘rVOiβ舳i・

3／3
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ヴォルンド （英雄詩）

MEANING
◆Word h唱曲k Entry he曲
    pi肌e VKVユ8．5．VH Combi
    Adverb x

    Ph記80 x

    Moa－1i皿g 鍛える  M＿Cat ユ

x

 Form p肥t Tome p爬t Mood 1nd
 R8Hex x A／M m Eno1itio －k

 Mot研  m

Subjeot ok S－Grm  x

 S＿Roal ヴオルンド S＿Typo n

 S＿Cat h㎜  S・Po固。n 1  S＿Num  8

Compio㎜ent x
 C＿Roal x

 C＿Typo x C－Cat x
Obj80t 研
 O－R帥i 刀

 O－Typo r O，Cat x O－P8耐。n x

 O－Num  x OiCa舵 x

丁帆t＿2

丁帆t＿1

T取t
T8xt1

T飢t2

）at oI－ok hv03ta

5日πユek haga呂t kunn風，

okok＊hor5ak
舵㎜m‘rh聞8け舳i；
8｛o『㎜ξ『frさ皿n㎜鴉k1r

◆Word vo曲 Entry w5a
   Plaoo VKV29．21VH Combi x
   Adv趾b Ve，

   PhH岨．≡ vor5a6o－m

   M08ning 回復する M－Cat 1O

   Form pr88 T011舵 pr08 Mood ind

   RoH眺xA／MmEno1itiox
   Metor ㎜

 Subj60t  ok  S＿Grm  x

   S＿R8al グォルンド  S＿Typo n

   S・Cat hm S．Po胴。n 1 S－Num 8

 Complom6皿t x
   C－R朋1 x

   C＿Typo x C，Cat x

 Objeot 砒iom
   O，R閉1 足

   O＿Type o O－Cat x O＿P釧90n 3

   0＿Nu㎜  p O－C舶。 do

丁帆t＿2

丁帆t‘1

丁眺t

T岨t1
Toxt2

（Vo1ek），kv海Vglundr，

（＊VOr5a Ok壬舳Om．

boim趾㎜ikMδaδ町
n差皿、o rokkor！）

◆Word hΨ09ね E掘卿 h棚。a

   Plaoo VKV18．3．VH Comb青 x
   Adwrb  x

   Ph閉so x

   M肋ni皿g 研ぐ M－Cat 1

   Form pmt Tongo p献  Mood ind

 R8H眺  x A／M  m  EnoIitic x
 Meter m

Subjoot ok S＿Grm  x

 S＿Roa一 ヴォルンド  S＿Typo n

 S－Cat hm  Si Po胴。n 1 S＿Num

Comp1e㎜ent x
 C－Roal x

 C＿Typo x C＿Cat x
Objeot o－

 O＿R船1 刀

 O－Typo r O－Cat x O－P6困。n
 O＿Num  x O－Ca舵  x

丁眺t＿2

丁眺t・1

丁眺t

Toxt1

Toxt2

（Skim N‘5aδi

woraξ1ind乱。

βat or ok ＊hv08ta

昌。mokhaga2tkuma，
ok ok h8r6ak

◆Word g16 Entry 蝸
   P1a06 VKV5．3．VH  Combi x

   Advorb vi5g…m脩gt舳

   Phr舶。 x

   M帥ning はめ込む M－Cat 11

   For㎜  pr8t Tengo p祀t M1ood

   Re日臥 x A／M ㎜ Enolitio x
   Mot8r x

 S凹bjooセ  貝ann  S＿Gr㎜  x

   S・Re＾1 プォルンド  S＿Type n

   S・C前  hm  S＿Poroon 3  S－Num

 Complomont x

   C－R冊1 x

   C＿Typo x Ci Cat x

 Objeot gu11冊utt
   O＿R081 資金

   O＿Typ6 6 0＿Cat x O－Per30n
   O＿Num  8 0＿C靱。 ag

丁眺t＿2

丁臥t＿1

丁眺t

Text1

T跳t2

on oinn Vglmdr

胆tlむlfdψm．

肪皿n中8169u11閉utt

vi5gimf組8n，
luk5i h8nn alla

◆Word b㏄ti Entry b蜆ta
   Plao8 VKV27，1．VH Combi x
   Adv甘b gvξ

   Phr顯。 x

   M舳ni－1g なおす M－Cat 12

 Form prog Ton鴉 p記5 Mood
 Ro日。x x A／M ㎜ Eno舳。 x
 Motor m

Subjoot  ok  S＿Grm  x

 S－Ro＾1 ヴォルンド  S＿Typo n

 S－Cat hm S－P酊目。n 1 S－Num

Comp－emont x
 C－Rea1 x

 C＿Typo r C＿C＾t x

Objoot b冊3t壬gull

x

i皿d

ind
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   O＿R餉1 割れ目

   O－Typ6 0 0－Cat x

   OiNum  畠 O－C顯。 ag

Text＿2

丁臥t－1  くK Vg－u皿ホk柵δ＝）

丁臥t    （Ek＊boti冊6

Text1   br朗t‘9皿ni，

Te対2   at foδr1〕inom

O＿Pe祀。n 3

ENTRY＋MEANING
◆Word gi6 Entry 9烙
    P1巳08 VKV25．7．VH Combi x

    Advorb 6r tqnnom tvoggia boi閉

    Ph胞90 x

    M眺ning つくる M－Cat 3

    Form p爬t T帥80 p爬t Mood ind
    ReH眺 x A／M ㎜ EnoIitio x
    Mot酊  m

   Subj80t ha皿n S－Grm x

    S＿R冊1 ヴォルンド S＿Typo n

    S＿Ca七 hm  S＿Po固。n 3  S＿Num  g

   Complo㎜ont x

    C＿Re81 x

    C＿Typo x C＿Cat x

   Obj80t bri69tkri皿glor

    O＿R冊1 首飾り

    O－Typo o O－C前  x O＿Per50n 3

    0－Num  p O＿C朋。 ag

T臥t－2 eI16rt叩皿。m
 T臥t＿1  tvo囎ia boir乱

 丁臥t    ‡816h乱Im bri6gセkring1or，

 丁臥t1   oo皿di Bgδvildi。

 丁眺t2

◆Word h6f2 Entry ho伽t
    Plaoo VKV29．6．VH Combi エ

    Adv町b ot loPti

    Ph冊80 x

    M的ning 飛び上がる MiCat 6

    Form p爬t Ton50 pret Mood ind

    Ro日臥xA／MmE口ditiox
    Mot趾  m

   Subjoot Vglundr S－Grm  ■

    S＿R触1 クォルンド S＿Typo n

    Si Cat h㎜ S－Per50n 3 S－Num 5

   Complomo皿t x

    C－Roa1 x

    C．Typo x C＿Cat x

   Obj㏄t x

    O－R船1 x

    O－Typo x O．Cat x O＿Po固。n x

    O－Num  x OiC齪e x

Toxt＿2  n壬㎜o rokk趾！）

Toxt－1  H1題iandi Vglundr

T眺t    ‡h6f2at lopti；

Text1   gr銚and…Bqδvi1dr

T眺t2   gekk6r oyio、

◆Word h6f量 En岬 ho悔t
   Pla㏄  VKV3812．VH Combi x
   Advorb at lopti

   Phr晒。 x

   Meaning 飛び上がる M－Cat 6

   Form  p”t  Ton8e p記t  Mood

   RofIox x A／M  m  E口。litio x

   Mot飢  m

  Subjoot Vglundr S－Grm x
   S＿RoaI グォルンド  S＿Type n

   S＿Cat hm  S＿P町30n  3  S＿Num
  Compiomont x

   C－R餉1 x

   C＿Typo x C＿Cat ■

  Obj㏄t x

   O－Rea－ x

   O－Typo x O－Cat x O－Pe固。n

   O－Num x O－Ca舵  x

T8xし2
Text－1  H1品iandi Vglundr

T眺t    ‡h6f量就1oPti，

丁眺t1   e皿6k銚r N記u5r

Toxt2   5at庫8ptir一

スヴァーヴァ （英雄詩）

ind

X

ENTRY．十MEANING
◆Word vi冊5i En岬 viga
    Pla08 HHV E．PH Combi x
    Adverb x

    Ph冊3e v‘岨。－m o－t舳

    MG＾ni皿g 送る M－Cat 13

    F．m・爬・．丁舳P爬・M。ω1＾d
    R8H臥 x A／M ㎜ Enolitio x
    Moter x

   Subjoot Sv三v8 S＿Grm  x

    S＿R朗1 スグアーヴア  S＿Typ8 n

    S＿C前  v  Si Po耐。n 3  S＿Num  o

   Complomont x

    C－R肋1 x

    C．Typo x C＿Cat x

   Objoot h6nom／er

    O－R的I ヘルギノ月

    O－Typo o／r O－Cat hm／x O－P舳。n 3／x

    O－Num 9／x O－C舳阜 do／x

T眺t－2  Higr冊rδN冊r海i at hann myndi箇胴Ho1晩，

         ef ha皿n

 T6xt．1  ▼iu hofn風m6δurfgδur gin目、 レ至畠6tti Holgi

         舳洲趾．S・るw

 T眺t   ＊vi冊δi h命。㎜til．レ壬脆r h＝an≡n ok Atli

         ok fo1do脆6δm趾

 丁眺t1   ok unno mΨg b爬kvirkヨ． HaIln d閉p Hata

         ヨgtun or han皿

 丁眺t2   岨tる b研gi n眺koro． Holgi ok Atli i迦。

         5kipomiH8ta肚δし



286

◆Word f89ti Entry f09ta
   P－aoo HHV26．7，VH Co㎜bi x

   Adv6rb gv差

   Ph記30 x

   M肋ni皿g 守る M－Cat 2

   For㎜  pr6t Te皿36 p冊t Mood

   R8f1眺 x A／M m Enolitio x
   Met8r f

  Subjoot  h6皿  S＿Grnl x

   S＿R8a1 スヴァーグァ S＿Typo n

   S・Cat v S＿Porgon 3 S＿Num
  Complomont x
   Ci Roai x

   C＿Typo x C・Cat x
  Objoot y5am Hot8

   0－R肋1 船

   O＿Typo o O＿Cat x O－Pergon
   O－Num  p O－C珊。 ag

T眺t＿2  m命p6tti蝸i bo誠；

Text＿1  h6r gt‘h6n1乱皿d呂f legi

Text     ok ＊竈e3ti里v至yaarn日。ta；

T8xt1   h6n8i皿bvi voldr，

丁眺t2   or ok8…gi血るk

キュ’レヴィ王

ind

（rギュルヴィの惑わし」）

MEANING
◆Word M  Entry b記gδa
    Plaoo GYLFG2，6．P  Combi x
    Advorb x

     Phr凶6 bm9δa壬9ik liki o－9

    Moa皿i皿g 変装する M－C8t 1O

    Form pret T帥go p耐  Mood ind

    Re日臥xA／MmEnditiox
    Mot町  x

   Subj6ct Hann S－Grm x
    S＿R閉1 キュルグィ王 S＿Typo n

    S＿Cat k  S＿Po悶。n 3  S＿Nu血  5

   Comp－o㎜8nt x

    C＿R肋1 x

    C＿Type x C■Cat x

   Objocセ ga㎜＾lo mam記1iki

    O－R肋1 老人の姿

    O－Typ8 0 0・Cat x O，P町90n 3
    0－N皿m  g O，C困。 d0

丁眺t－2 v舳af劔ioiるlf・aboi胞，幽myndiβviv・lda
          goamg9皿

 丁眺t－1  bou or庫三r b16tu5u．Han聰byri前i f研d目ina til

          A・g趾δ量

丁眺t   ok f6r mo51阯n ok＊br直6gik酔m＾1g m8nn2

          肘ki ok du胴i2

 Text1   w壬、 En鴉。ir v6mβΨf vioam atβ〇三r hq胴皿

         叩主d6m，ok9直

下眺t2   β8ir f甘δhan畠fyπon hann kom，ok g6rau｛

          m舳honum

◆Word dulδi2 En㍍y dy1ja畠t

   P－aoo GYLFG2．6．P  Combi x

   Adv趾b 8v壬

   Phr阯。 x

   M冊ning 変装する M－Cat 1O
   Form  p正。t  Tenoo  prot  Mood  …皿d

   RoH跳 肥日 A／M m E皿ditio x
   Motor x

  Subject Hann S＿Grm x
   S－Re8i ギュルヴィ王 S－Typ6 n

   S－Cat k  S＿Por50n 3  S－Num  5

  Compiomo皿t x

   C－R8aI x

   C＿Type x C＿Cat x
  Obj6ct x

   O＿Roal x

   O－Typo x O－Cat x O＿Per畠。n x

   O－Num x O－C舶e x

T帆t＿2  v8閉巳f o51i gi41fra boira，曲a myndi bvi冊1da

        go5㎜ggn

T8xt＿1  bau町セ。ir bi6tu5u．Hann byria跳fer58fna tiI
        A目g・曲

丁眺t   ok f6r meδ18un ok brる至sik gama18manr晒

        1iki ok＊du1δi2

T8xt1   8v主、 E皿鴉gir v6ro bv｛vi肥爬atレ。ir hg協u

        gpるd6m，okミーき

Toxt2    bo…1－for石han3 fyrr ell hann kom，ok g8r5u ‘

        ㎜6ti honu㎜

◆Word 8i壬 E市y gj6
   P1aoo GYLFG2．工O．P  Combi m乱ti

   Advorb 冊■la

   Phr獺0 8jきyOr

   M肋ning 上を見る M．Cat づ

   Form inf Ton舵 x Mood x

   Ro日臥 x A／M m Emlitic x
   Mot酊  x

  Subjoot h＾nn S－Grm x

   S－R餉1 ギュルヴィ王 S－Typo n

   S－Cat k S－Po困。n 3 S－Num g
  Complomont x

   C－Roal x

   C＿Typo x C＿Cat x

  01〕joot hana

   O＿Ro皿1 高い館

   O＿Typo o O＿Cat ong O＿Pergom 3
   0－N凹m  o O－C8舵  昭

Toxt－2 レ。ir for肪a1ig fyπon hann kom，ok gorδu i

        m6ti honum

T眺t－1  8i6口hv8冊ng趾．  En 趾 h8皿n kom i皿皿 i

        borgin8，♪直9圭hann

T眺t  β町h純hgn，wるatv趾iam舳ihann＊9i6
        愉ho㎜、レak

T臥t1 h㎝・町wl・gtgylt・m納id・m8v至甲
        9p6nbak．Sv壬

丁眺t2   gogir1〕i6δ61『r enIl hvinnvo固ki at valhq11v町

        8kig1dum
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ENTRY＋MEANING
◆Word m趾ka En吋 m趾㎏
    P1帥。 GYLFG22．7．P Combi m圭t凶

    Adv町b 庫r eptir

    Ph胆50 x

    M餉皿i皿g 理解する M－C就 29

    Form 1nf Ton目。 x Mood x

    Ro日収 x A／M m Enclitio x
    Moter x

   Subj80t －b‘ S－Grm  x

    S－Roa1 ギュルヴィ王 S－Typo n

    S＿Cat k  S＿Po胴。n 2 S＿Num  5

   Compiomo口t x

    C＿Real x

    C＿Typo x C＿Cat x
   Objoot h＾n5［fagr司，b鴉δiくる）h差r ok差一舳

    O－R朗1 バルドルの髪と体の美しさ

    O－Type x O・Ca土 ong O－P6rgon

    O＿

Num
昌  O＿

Case

    ag

Text＿2

T8xt＿1

丁眺t

Text1

T砒t2

Hann er3v壬fagrるlitum ok bi＾rtr8v差at1チ目ir

afhor1um、

ok e三航gra3冊8v差hvitt at iaf皿at or tヨ1Balld困

b・4r，セat

趾au閉g皿9a hv‘t肋．Ok b冊6ptir m銚凶＊
marka han9

［f・g・司，b配δiく差〉hホ。k至1iki－Hann・川it一

冊2tr舶anna
ok fogr2昌t雪ta一＝8…ar ok lik11冊m舳柵．1≡：Hd

n直tt｛ra fylgir

インギヤ’レト （「ユングリンガ・サガ」）

MEANING
◆Word brendi Entry b爬㎜a
    P1冊。 YS39．5．P Combi x

    Ad爬rb moδgHu閉i3fnu

    Phr朗。 b肥nna inni

    M眺ning 焼き殺す M－Cat 12

    Form pret Ton舵 p肥t Mood ind
    Ro日収 x A／M m Ent1itio x
    M6tor x

   Subjoot I皿gia－dr kon1』ngr S－Grm  x

    S＿R餉1 インキャルド S＿Typo n

    S－Cot k S＿Por80n 3 S－N皿m  g

   Co㎜pkmont x
    C－Ro担］ x

    C・Typo x C－Cat x
   Objoot x

    O－Ro且1 グランマルとヒョールヴァルズ

    O－Typo o O－Cat k O－Pomon x
    O－N皿m x O・C舶。 x

Toxt＿2

Text＿1

Text

Toxt1

Toxt2

ユギ」レ

han5，at tak巳Tei21u i6yβeiri，or Sui hoitir，

at b‘um8inum．

Ok閑。rレeir始ru前voi21unni，k¢mr b町I皿一

gia1dr kon凹ngr

m曲h0H…nn畠einni n6tt ok t6k hホ6レ。im

ok ＊brondi

盲きinni meδqIlu li5i sinu．Eptir bat－agδi hann

undir8ik

riki baセalIt，o正るtt hq碕u konungar，ok getti

yfir hg胴ingia．

（「ユングリンガ1サガ」）

ENTRY
 ◆Word hloypδi Entry hloypa

    PIa08 YS26．45．P Combi x

    Advorb i8k6gi皿n，舳gllum m岬num

    Phra50 h16yp＾oPtir

    Moani皿g 追いかける M－Cat 7

    Form p爬t Ton日。 p肥t Mood ind

    Re日飢 x A／M m Enditic x
    Met8r x

   Subjoct Hann S－Grm x
    S－R冊1 エギル  S－Typo n

    S＿Cat k  S＿Po閑。n  3  S＿Num  g

   Comp1艘mont x

    C＿R冊1 x

    C．Typo x C＿Cat x
   Obj60t x

    O－Roai x

    O－Typo x O－C8t x O－P6胴。n x

    O－Num x O－Ca舶  x

T臥t－2㎜d・g“P・l1g・るm・k1・d加・t．・・iδ・・b・t

         冊roittgi皿n，

 丁砒t－1 at ham va川i5iIm6vei5山modm8nn sin＾、
         Hann ha固i

 T跳t    elt d加。itt longi ok＊h1町pδi eptir i8k6ginn

         f曲gnum

 Text1   mgnnu㎜、b6v町δr hann vaπviδgriδung…nn

         ok reiδti1

 Toxt2  okΨi11d爬pa ham．Gri砒ngr m虹i m6ti，ok
         komkonungr

MEANING
◆Word meri8k Entry m伽t
    Pla㏄ YS26．17．P Combi ■
    Advorb x

    Phr靱。 on‘朋t ti－e－8

    M08ni皿g 転じる M－Cat 4

    Form  p”t  To聰舵  p肥t  Mood  i口d

    R。日取肥口入／M m EMtk・
    Mot町  x

   Subjoot hann  S＿Gr㎜  x

    S＿R蛆1 エギル  S＿Type n

    S－Ca七 k S－P町90皿 3 S－Num g

   Complomen缶 x

    C－R冊1 x
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   C＿Typo x C＿Cat x
  Objoot viδtgku

   O－Ro巳一 反撃

   O＿Typo o O－Cat x O－P8冊。皿 3

   0＿Num  o O－Cago ag

Text－2  kom b趾丁皿n皿i moδliδi8inu ok］lH6p｛庫

        6v町a ok

T飢t－1  dr卵u胴m…kit af konu皿gi，En趾E8iH k叶

        nungn町δ

丁帆t    訟rrΨiδ6出δ，炭＊5noriok b＾n口8H v…δ的ku，

        80tti upPπ1erki

T眺t1  gitt，o皿1iδ財ai m趾t舳honum．boir Tumi
        86ttu8t

T臥t2   di趾Hig＾。S畠庫Egill kom1Ilgr6ngan a口n8皿
        8illnk09ten

◆Word ri6i㎜ Ent町 r個8
   Plaoo YS26．44．P Coπ1b… v趾

   Adwrb 差voiδ趾，moδmo口n gim

   Phr四〇 x

   Moan三ng 乗り入れる M－Cat 8

   Fo－rm p困t．pg Tengo x Mood x

   Rof1眺 x A／M ㎜ Eno1itio x

   Met甘  x

  Subjeot ha皿n S－Grm x
   S＿R艶1 エギル  S＿Type n

   S＿C軸  k  S＿P研。o掘 3 S＿Nu㎜  o

  Compiomont x

   C＿R冊1 x

   C－Typ8 x C＿Cat x
  Objoot x

   O＿R帥1 x

   OiTypo x O－C3t x O－Per30n x
   O－Num x O＿C齪。 x

T眺t－2  vi5monn．Egim konungrv趾voiaim出r mikill；

        hanllroiδ

丁臥t．1  um d－9風。Pセiig＾ξ㎜■rkir dチr at voi砧、b前

        V趾Oitt8in皿，

Toxt    at h＾n11v趾＊riδinn直vei5町m罰mon皿9fna．

        H＾nn ha胴i

T眺t1   61t d虹。舳18ngi ok hloypδi op“■‘gk6gim

        舳gllum

T跳t2   m叩一1山㎜．bξ冊r5r h8nn咽rr viδgri5ungin口

        ok閑iδti1

ENTRY＋MEANING
◆Word ko㎜ En吋 ko㎜8
    Placo YS26．47．P Combi x

    Adv甘b x

    Ph6阯。 kom80・m4o－t

    M帥ning 投げる M－C＾t 1

    Form  p鴉t  Ten80  Prot  Mood

    Ro日眺 x A／M m Enditio x
    Motor x

   Subjoct  kon山口g！一  S＿Gr㎜  x

    S－R餉1 エギル S－Typo n

    S＿C砒  k  S＿Po閑。n 3 S－Num

ind

  Complom8nt x

   C－RoaI x

   C－Typo x C＿Cat x

  ObjG0t lagi／hann

   O－R舶1億ノ牛

   O－Type o／o O－Cat x／1k O－Po閑。n 3／3

   0－Nl』㎜ 9／9 0－Ca50 do／ag

T砒t＿2  o此d加。itt longi ok hloyp5i6ptir i5k6gin11

        帖gllum

T酬t．1 mgnnum．Oきvor5r hann冊πviδgri3unginn
        ok roヨδtil

Toxt   ok vill d記p邑han皿。Griδu皿gr g皿加i m6ti，ok

        ｝komkonungr

T眺t1   lagiξhann，ok5k町6r8pi6tit． Griδun酢
        gtakk hor皿u口uπi

T跳t2 6・胴uho・tinum，・v直＾th＾nn制b・g趾H旦tr
        okw壬konun匡r．

巫女 （神話詩）

ENTRY
 ◆Word 8nivi口 Entry ・nj6a

    P1800 BDR5，5．VG  Combi wr
    Advorb x

    Phr齪e x

    M帥ning つもる M－Cat 12

    Form  p困t．pp  Tenso x  Mood

    Ron眺 x A／M m Enditio x
    Mot8r l

   Subjoct ok S＿GIm  x

    S－R6aI 巫女  S－Typo n

    S－Cat g S－P胴。n 1 S・Num
   CompIomont x

    C－Ro＾一 x

    C＿Typo x C＿Cat x
   Objoot 9日i6Ψi

    O－R冊1 雪

    O－Typo o O＿C風t x O－Pe岨。皿

    O－Num 3 0－C困。 di

T眺t－2  or m‘r hoOr阯kit

T帆t－1  or砒くt）5i皿ni？

 Te対    冊r ek‡gnivin mi6vi

T6対1   ok oIogin爬胴i

T酬t2   ok drinn dgggu；

x

スキールニル（神話詩）

ENTRY
◆W。、df。、i，bチδ．

d。岬榊b伽
    Pkoo SKM34．5．VG  Combi x
    Advorb x

    Ph誠90 x

    Mo＾口i－1g 禁じる M－Cot 15

    Form pr05 Ton8e p肥g Mood ind
    RoH眺  x A／M m E皿ditio x
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 Motor l

Subjoot 6k S＿Grm  x
 S＿Rea1 スキールニル  S＿Type n

 S＿Cat tg S＿P8rgon 1 S＿Num  g
CompIomont x

 C－Roa1 x

 C・Typ6 x  C＿Cat x

Objeot ㎜ann巳g1aum／m師ヨ

 O－R餉1 男の赦ぴ／ケルズ

 O，Typo o／o O＿Cat x／jf O－P8胴。n

 O，Num  sノ目 O－Cago ag／do

丁眺t＿2

丁臥t＿1

Toxt

T6xt1

Text2

目ynir Sutt凹nga，

目i差1趾如1iδ町。

hvるek ＊fyrirbチ5，

hv‘8k卯rirbanna

mamag！舳mma口i，

◆Word fyrirba㎜a Enセry fyr1rba㎜a
   P］aoε SKM34．6．VG  Co㎜bミ x

   Advorb x

   Ph冊se x

   M肋ning 妨げる M－Cat 1

   Form  p蛇9 T6n98 p記9 Mood …nd

   Ref1眺xA／MmEnolitiox
   M8tor l

 Sl』bjoot ek S－Grm x
   S＿R盟1 ヌキールニル  S＿Typo n

   S－Cat tg S－P舳。n 1 S－Num 5
 Complomont x

   C・R冊1 x

   C＿Typo x  C＿Cat x

 Objoot manna nyt／mani
   O・R冊1 男の喜ぴ／ケルズ

   O－Typo o／o O＿Cat x／jf O＿P6冊。皿

   O，Num 3／9－O－C舳e ag／do

丁臥t－2

Toxt＿1
Text

T眺t1

T眺t2

畠i壬胴r細iiδar，

hv6ok fyrirbチδ，

hv6ok ＊fyrirbann8

man皿891阯mm巳皿i，

㎜annanytmani！

MEANING
◆Word or En岬 wa
    P－aoo SKM2．2．VG  Combi x

    Adv趾b x

    Phr明e e一㎜甘。・96n at o－m

    M馳口…ng 覚悟する M－Cat 29

    For㎜ p爬g Tongo pr朗 Mood ind

    Re日眺 x A／M ㎜ Enditio x
    Met趾  x

   Subjoot m6r S－Grm  x

    S＿Ro最 スキールニル  S＿Typo d

    S＿Cot tg S＿P6rgon 1 S－Num  5
   Complom8nt x

    C．Roal x

    C・Typo x C－Cat x
   Obj60t Iu固。・5a／6n／ykrom目yni

3／3

3／3

   O－R碗1

   0－Type

3／3／3

   0＿Num

丁眺t＿2

Text一ユ

Text

Text1

T8地2

叱る言募…ノ期待／フレイ

。／o／o O－Cat x／x／9mv

P／9／3 0＿Ca的  9／ag／do

くK Skirnir kva5：）

Iu閉。rδa

＊orm‘r6n巳tykrom日yni，
of ok go皿g at m田1a viヨmgg

ok疹鮒atf爬酔a，

ENTRY＋M週ANING
◆Word v岬ir Entry 附Pa
    Pla08 SKM40．2．VG Combi
    Advorb x

    Ph閉90 wrpa o－m■f o－t

    Mo棚ing 外す M－Cat 12

O－P町90n

 Form oonj1 Ton30 f Mood oonj．P爬93

 Ro日跳 x A／M m Eno1itio x
 Metor x

Subjoot bO S＿Grm  x

 S＿R冊1 スキールニル  S＿Typo n

 S－Cat tg S－Porgon 2 S－Num o
Comp1ome皿t x
 C－Reaコ x

 C＿Typo x C＿Cat x
Objoot gq61i／皿趾

 O－R囎1 較／鳥

 O－Type o／o O＿Cot x／1g O－Per目。口

 O．Num 9／5 0－C帥e do／ag

丁臥t＿2

丁臥ti1

T砒t
Toxt1

T飢t2

Segau mξ■bat，Skirn…r，

65rβ‘ ＊vo【Pir8gδ1i af mar

ok凶5“9irfotiframam，

h耐β‘dma流

ロッドファーヴニ （神話詩）

1≡】NTRy

◆Word h鵬kir Entry h爬kja
    Pla㏄ HAV135．6．VG Combf’

    Advorb ξgr三nd

    Ph冊舵  x

    M餉掘i皿g 追い払う M－Cat ユエ

 Form p爬g Tomo pr日目 Mood i皿d

 Ro日眺 x A／M m Enclitio x
 Motor x

Subjoot x S＿Grm  兀

 S＿R閉1 目ツドファーヴニ  S＿Type o

 S－Cat g S一．Po閑。n 2 S－Num 畠
Complomont x

 C＿R的一 x

 C＿Typo x C＿Cat x
Objoct x

 O－R冊1 客

 O－Typo o O－Cat mm O－Per80n
 O－Num  x O＿Ca50 x

3／3



290

T8xt＿2

丁酬t＿ユ

丁眺t

T眺t1

T挑t2

bξr rnu皿。96d8fβd gotr：

g朗tセ‘皿。 goyi且

n6壬grind＊h咽kir，

got帥v61oδomvol・

MEANING
◆Word 皿i6t巳 E皿try 皿j6ta

    Piaoo HAV112．3．VG  Comb1 mund0

    Adv町b x

    Phra舵  x

    M帥皿ing 得をする M－Cat 14

    Form inf T帥so x Mood x
    Rε日眺 x A／M m Enditio x
    Motor i

   Subjoot －do S－Grm x

    S－R醐1 ロッドファーヴニ  S＿Typ8 n

    S－Cat 目  S＿Pe閑。n  2  S＿Num  昌

   Complomo皿t x

    C－R明1 x

    C＿Typo x C・C己t x
   Objoot x

    O－R帥1 助言

    O－Typo c O・Cat x O＿Po記。n x

    O－Num x O－C㎜8 x

丁眺t＿2

丁眺t－1

丁眺t

T帆t1

T眺t2

R鈍。㎜kレ缶，Lodd脂f皿ir，

at凶r銅皿emir，

＊ni6tamund08f凶nemr，
b‘rπ■uno96δofβ｛98tr＝

n6tt p｛r｛9at，

他の例は省■各1

レギン （英雄詩）

ENTRY
◆Word o19k8δi En岬 e1目k3

    Pla㏄ RM A．PH Combi x
    Adv8rb x

    Ph胞舵  x

    M的皿i皿g 愛する M－Cat 2

    Form p爬t Te㎜o pmt Mood i口d
    Ro日眺  x A／M  ㎜  Enditio x

    Motor x

   Subjoot  Rogi皿n  S＿Grm  x

    S＿R冊1 レギン  S＿Typo n

    S＿C就  dm  S・P6閑。n 3 S－Num g

   Co㎜pi6mont x

    C－Ro趾一 x

    C＿Typo x C＿Cat x

   Objoot h8皿n

    O－R冊1 シグルズ

    O＿Typo o O－Cat hm  O－Po耐。n 3

    0－Nu㎜  9 0－C朋0 8g

Text＿2

丁眺t＿1

丁臥t

丁跳t1

T6xt2

til Hヨ差1prek8，≡■onr Hroi5mar3；ha皿n var hvo＿

riom㎜昌㎜皿。

hag町iokdv町grofvgxt；ha皿n冊rvitr，
grimmr ok的1kunnig■．

Roginll v8itti Sig皿rヨi f68tr ok kono1o ok ＊oし

8kaδi

hann migk－ Ha皿n sag5i Sigur己i frξ forollri

5‘no ok beim

邑tb・曲m，・t6δim．k服ni川kL舳hq跳
komit til

MEANING
◆W0Fd r鋼 E皿try 渤a
    P1舳。 FM2211．VH Combi x
    Adverb x

    P11胎50 x

    M蛆ning 裏切る M－Cat 2

    Form p爬t T8n舵 pmt Mood ind
    Ro日砒 x A／M m Enclitio x
    Mot6r I

   Subjoot Roginn S－Grm x

    S＿R盟1 レギン  S．Typo n

    S－Cat dm S－Po晒。n 3 S－N皿m 8

   Comp1eme口t x

    Ci R曲1 x

    C・Typo x C＿C8t x
   Objoot ㎜ik

    O－R助1 ファーヴニ

    O－Typo o O－Cat dm O－P舳。n 1

    O－Num 8 0＿C舶。 ag

To対＿2

丁眺t＿1

丁酬t

T眺t1

T臥t2

くK｛F壬fnir k柵δ：｝〉

（Reginn mik＊r‘5，

hannセik r乏58π1u－1，

h風口n mun okr v8rda b直5om at b8nai

◆Word r紬 Entry 曲a
   P1肌。 FM22．2．VH  Combi I㎡un

   Advorb x

   Phra8e x

   M08ning 裏切る M－Cat 2

   Form i皿f To㎜o x Mood x

   Ro日臥xA／MmE皿ditiox
   Motor l

 Subjoot ham  S－G■m  x

   S－Ro且1 レキン  S＿Typo n

   S－Cat dm S－P舳。n 3 S－Num g

 Co㎜piomont x
   C－R餉一 x

   C＿Typo x C‘Cat x
 Objoot bik

   O－R冊1 シグルズ

   O－Type o O－Cat hm  O－P酊目。n 2

   0－Num g O－Ca舵  ＾9



291

T6xti2

Text＿1

丁眺t

T眺t1

T眺t2

くK｛F圭fnir kv呂δ二｝）

（R8gi㎜1mik r‘δ，

hannβik打鍵amun，
ham mun okr v町5a b6δom at b＾m5

軸Hitt峨＾

 FM37．5，VH

◆Word 湖i㎜ E皿try r搬
   Pla㏄ FM37．5．VH Combi hofr

   Adv釧b x

   Phrミ岨。 ■

   M08ning 裏切る M－Cat 2

   Form p朋t．ps Ten30 x Mood x

   Ro日眺 x A／M m Endit1o x
   Moter l

 Subjoot 甘 S－Grm x
   S．Roa1 レキン  S＿Type r

   S－Cat dm S－P趾gon 3 S－Num s
 Comp1ement x

   C－R帥1 x

   C＿Typo x C＿Cat x
 Objeot hann

   O－R6a1 シグルズ

   O＿Typo o O＿Cat hm  O－Pe胴。！1 3

   0＿Num  8 0＿C困。 ag

丁臥t＿2

Toxt＿1

丁眺t

T砒t1

T眺t2

日差nda in皿f61k8k壬1

b趾。rRoginnliggr，
or haIln ‡rきδi皿n hofr…

㎞n皿atha口皿Vi591鉄Oatgi差）一

ENTRY＋MEANING
◆Word vo舳 En岬 v6ita
     P1帥。 RM A．PH Combi x

     Adv酊b x

     Ph閉＾o veita o－m f6otr

     Moani皿g 育てる M－Cat 12

     Form  prot  Ton80  pr前  Mood  ind

     R6日眺 x A／M m Enolitio x
     M8t8r x

   Subjoot Roginn S＿Grm  x

     S＿R餉1 レギン  S＿Typo n

     S＿Cat d㎜  S＿Po固。I1 3  Si Num  5

   Compioment x

     C－R閉一 x

     C＿Typo x C＿Cat x

   Objoot Sigurδi／f68tr風，k6n歴1o

     O＿Roal シグルズノ桑育，知識

     O．Typo o／o O－Cat hm／x O－P肌gon 3／3

     0－Num 9／3 0‘C舳。 do／ag

Toxt＿2

T8xt＿1

Text

丁帆t1

丁跳t2

tiI目i直1prok3，50nr Hroiδma胴；hann var hvo＿

riom man皿。

hag趾iokdvorg■ofvgxt；hann冊rvitr，
grimmrok的1kunnigr．
Rogin皿 ＊voitti Sigurδi f6≡■tr ok kon宮1o ok o1－

9ka5i

h巳n皿 π1igk． Han皿8agδi Sigurδi frるforo11ri

9‘mokboi㎜
・tb・曲m，・t65i㎜。k服・i川kL舳hg跳
komit tii

ウードガルザ・

わし」）

ロキ （rギュルヴィの惑

ENTRY
◆Word gpottat Entry spo舳
    P1aoe GYLFG48，45．P  Combi

    Adv酊b x

    Ph冊90 x

    M閉皿ing 馬慶にする M－Cat 2

ha嗣i

 Form p州．pg To㎜e x Mood x
 Ro日。x x A／M m E皿dit1o x
 Mot甘  x

Subjoot 口七g趾δa－Loki S．Grm x

 S－R冊1 ウードガルザ・目キ S－Typo n

 S＿Cat jm  S＿Pe閑。n 3  S＿Nu㎜  5

Complomont x

 C－Reai x

 C＿Type x C＿Cat x
Objoot レ6r

 O＿Ro邑1 ソール

 O－Typo o O－Cat gma O－Pe胴。n

 O－Num  g O－C朋6 ag

丁跳t＿2

丁砒t＿1

Text

丁帆t1

Text2

borδ，ok f6r g＝1g皿Hinn七i1昌g；r皿nn2．Ok er

庫W｛目測at
蛸・・t㎝g・gi・ti閑レ6・正くmiδ・・

Mi5g酊a20rm帥
むゆ曲一舳ih・撤＊・叩tt・tレ6・，庫帥h㎜・

h6f ormi皿n

upPξhondi8‘！■・

Mi5g趾δ・om・9oin i趾。畑hg㈹it，㎝

9㎎unimv“

◆Word g1o舳 Entry glotta
   Plaoo GYLFG46．11．P Comb三 x

   Adv町b ＝Tiδ＝tgnn

   Phra舵  x

   M08口ing にやにや笑う M－Cat 31

   For㎜ p祀t 恥ngo P肥t Mood i皿d

   Ro伺臥 x A／M m Emlitio x
   Mot町  x

  Subjoot h目nn S－Grm  x

   S＿R帥I ウードガルザ・ロキ  S＿Type n

   S＿Cat jm  S＿Po耐。n 3  S＿Num  5

  Comp1o㎜8nt x

   C－RoaI x



292

     C＿Typ色 x  C＿C旦t x

   Objoot x

     O－R冊I x

     O－Typo x O－Cat x O－Po鴉。n ヌ

     O－Nu㎜  x O－Cago x

 T酬t－2 m趾酔monn差tvまb・kkiok舵・ta蜆ritgt6冊．
          レvi n酬t

T帆t．且 k。㎜・牌・舳・k。㎜㎎1mむtg町δ・一L幽朴

          kvgddu hann。

 丁酬t   E11 h8皿n loit30int ti1陣i固。k幸g－otti＝vi5＝；＝

          t叩n ok㎜田舳

 丁眺t1   （Soint6r um la皿g帥wg at5pyria t紀inda－

          Eδa or a皿nan

 T日xt2   vog on ok llygg at 加5s一目win昌tau］i5‘

          ◎Okφ6π？on㎜oヨri

ENTRY＋MEANING
◆Word f帥 Entry fara
     Piaco GYLFG48．2．P Co㎜b… x

     Adv甘b m三gk

    Phr困e f趾a m唱δe－m

     Moa皿ing 燥る M－Cat 1

    For㎜ p肥5 To皿so p咽  Mood i■d

    ReHex x A／M m Enditic x
    Moter x

   S凹bject hann S＿Grm  x

    S＿R朗一 ウードガルザ・ロキ  S＿Typo n

    S＿Cat jm  S＿Po固。n 3  S＿Num  g

   Comp1Emo皿t x

    C－R舶1 x

    C＿Type x C＿Cat x

   Objoot v配1山㎜ok nglkyngi

    O－Roa1 塵法

    O＿Type o O＿Cat x O－Pe胴。n 3

    0＿N皿m 目 O－C獺。 do

T跳t＿2
丁跳t．1  レ主m記1tモGangleri： 〔Aumiki11or什ir g缶

         1＝Ttgor5a＿Loki．

丁臥t   帥mo5v肥1山m ok～lkyngi＊foπhann migk．

         Enレat

T臥t1  ㎜差。i6at h＾皿n er mikm什in6r8t hom銚ti
         lli『ヨπ記nn

T眺t2  陣所mikinn mまtt b皿fa．E狛hv虹t he～帖π

         okkiレ090a

◆Word 舵tia Entry 目etja

    P－aoo GYLFG47．31P Combi x

    Ad冊■b x

    Phr㎜o x

    M閉ning 用意する M．Cat 3
    Form inf Tenso x Mood x

    ReH砒 x A／M m Enditio エ
    Metor x

   S1」bjeot  x  S＿G1・m  x

    S＿Roa1 ウードガルザ・ロキ  S＿Typo  o

    S＿Cat jm  S－Po閑。n 3 S－Num s
   Complement x

     C－Rea－ x

     C＿Type x  C＿Cat x

   Objoot bei㎜／bora

     O－Roal ソールたち／会事

     O－Typo o／o O－Cat g㎜a，d㎜，tg／x O－P町50n

  3／3

     0＿N皿m  p／5 0・Cago do／ag

T跳t．2 EHtmo㎜。犀9出d・g・δ・，市皿d・レ6π叩P
          ok

 Toxt＿1  βoir従1agar，k1海δa5…k ok er皿b｛nir braut at

          g㎜ga．拓

 Text  komレ町Utg趾δa－Lokiok胤＊・otiaβoim．
          bor5，・ko誠i庫

 丁砒t1   8三gi g65an fagnat，mat ok drykk．E皿町レ。ヨr

          hafamat醐，

 丁臥t2   庫5皿｛a2レe…r tiHer5ar。むtg町5a－Loki fyIエglir

          kヨm砒，

 ◆Word 脾t Entτy g舳
     P1砒e GYLFG47．ユ8．P Combヨ hofi

    Ad鴨rb x
    Phrase x

     Moa皿ing かける M－Cat 1

    Fo・m p靱t－p・ 丁帥。o x Mood x

    R胡。x x A／M m Enditic x
    Meter x

   Subjoot  ok  S＿Grn，  x

    S－Roal ウードガルザ・回キ S－Typo n

    S－Cat jm S－Po附。n 1 S－Num g
   Complement x

    C－R餉1 x

    C＿Typo x C＿Cat x
   Objoct o…6nhwr侃皿g町／犀r

    O＿Rea1 目くらまし／ソール

    O＿Typo o／o O＿Cat x／gma O－Per50n 3／
2

    0＿N凹㎜  p／3 0＿Caoo ag／do

 Toxt－2 m｛n8t aldri ho剛r凶‘hana kom1t，o『ek
         he胴a vitat 差5r

 T跳t＿1  8t凶he価…r”6m…k…nn krapt mo帥‘r，okセ｛

         ha固ir gv6

 丁酬t    n記r haft085m…kヨ1Ii“oru．En gi6刑hvor丘皿g町

         ho籟ekホgort

 T眺t1   bを，w圭 8t fy記ta ginn or ok fan皿 I〕ik 6

         8k6gin皿m，kom

 Tよt2  ektヨl fund町vidyδr．Ok庫砒帥8kyIdヨー。y3a

         ne・比。9酔皿n、

◆Word ㎝d帥 Entry ㎝dぶ
    PIace GYLFG47．24，P C0111bi my－1di

    Ad附rb x

    Ph冊。o o、耐。nd顯t ti－b＾na

    Me＾ning 死ぬ M－C＾t 31

    Form i皿f To－lgo x Mood x

    Re伺砒 x A／M m E皿ditio x
    Mot研  x

   Subjoot mさr S－Grm x
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 S＿Roal ウードガルザ・ロキ

 S＿C前  j皿  S＿Per昌。皿 ユ

Complem帥t x
 C＿R餉1 x

 C＿Typo x  C＿Cat x

Object b帥a
 O－R餉1 死

 O＿Typo o O－Cat x
 O－Num s O－C㎜o 9

Toxt＿2

Text－1

丁帆t

Text1

Text2

S－Typo d
 S＿Nu㎜  畠

O＿Pe胴。n 3

く。igi） hvar upp oky1d… 1凸k且． En bvi l1記st

1舳5φ｛m…k

－neδhaππlnum  u1  hggg， ok var lt fyrsta

mim2t，okvar
b6svま耐ikit at rn‘r myndヨ＊onda2tH bana

of6ho撤komit．
E皿レ8r er l〕七sオtt hi6hqH minni setborg ok

加r・きttu

ofan｝r16da1if舳keyttaokoinndiφ邑2t帥，

加r V6rO

フェンリル狼 （神話詩）

MEANING
◆Word r㎝na Entry 肥㎜a
     Placo VSP44．4．VG Combi m1』n

     Adv甘b  x

    Ph岨5e x

     Mo＾ning 走り去る M－Cat 6

    Form inf Tense x Mood x

    Re他x x A／M m Endit1c x
    Meter x

   Subjoct f記ki S－Grm x

    S＿Roal フェンリル独 S－Typo n

    S＿Cat lj S＿P甘。on 3  S＿Num  5

   Compk而。I1t x

    C－Real x

    C＿Typo x  C－Cat x
   Objoct x

    O＿R盟1 x

    O－Type x O－Cat x 0－Po固。n x

    O＿Num  x O－C朋。 x

丁眺t＿2

丁帆t＿ユ

丁帆t

Toxt1

Toxt2

fyrGnipaho11ヨ，

f與tr㎜u皿畠11t掘al

onf祀ki＊祀Ilm．

F三glδwith6nf岬da，

fr＾m目‘8k long訟

◆Word r㎝na Entry r㎝na
   PIaco VSP49．4．VG  Combi
   Adwrb x

   Phr朗e x

   Moalling 走り去る M－Cat 6
   Form inf Tonso x Mood

   RonoxxA／MmEnditic
   Met甘  x

 Subjoot f爬k1 S－Grm  x

n－u n

x

 S＿R的1 フェンリル狼

 S＿Cat 1j S＿Pe肥。n

CompIeme誠  x

 C＿Roal x

 C＿Type x C・Cat

Obj㏄t x
 O＿Real x

 O＿Typo x O・Cat
 O－Num x O・C困。

Text＿2

Text－1

丁砒t

Toxt1

Text2

S－Typo n
 3 S－Nu加

x

 x

fyr Gnipabolli，

f制tr㎜un91…t皿軋

en freki ‡ renna．

Fig1δvoit h6n fro巳δa，

f閉m目6eklo皿g閉

O＿P町50n x

◆Word 爬㎜a E皿try r㎝na
   PIac艘 VSP58．4．VG  Co而b… mun

   Adv町b x

   Phra。肥  x

   Moani皿g 走り去る M，Cat 6
   Form  inf Tenoo x  Mood  x

   Re刊帆  x A／M  m  Enditic x

   Mot町  x

 S1』bjoot f肥ki S－Grm x

   S＿Roa一 フゴ。シリル強  S＿Type n

   S＿Cat －j S＿Poroon  3  S＿Num

 Complom8nt x

   C＿R帥1 x

   C＿Typo x C＿Cat x
 Objoct x

   O－Roal x

   O－Type x O－Cat x O－Por50n

   O－Num x O－C㎜o x

Text－2

Text＿1

丁跳t

Textl

T帆t2

fy・Gnipahoui，

f閉trmu皿！litlla，

○皿f記ki＊爬nna．

Fig胴voit h6n fro≡δa，

fmmo6eklong祀

◆Word gloit E皿卿 舳a
   Plaoo LS A．PG  Combi x

   Adwrb of h圭皿。m

   Phra80 x

   Moan1皿g 練み切る M・Cat 1

   Form p爬t Tome pr6t Mood

   R8H帆 x A／M m End1t1c x
   Metor x

 Subjoot  FoIπi5‘If一・ S＿Grm  x

   S＿R舶1 フェンリル狼  S＿Typo n

   S＿C＾t 1j S＿Por50n 3  S＿N阯㎜

 Com1〕km6nt x
   C－Real x

   C＿Typo x C・Cat x
 Objoct hgnd

   O－RoaI 手

   O＿Typo o O－Cat x O＿Porson

   O－Num o O－Ca舵  ag

i皿d
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T8xt＿2

TOXt＿1

T臥t

T眺t1

T跳t2

kom oigi，レviat ham v趾｛austrwgi－Sif胞r

bar，kona
レ6閑，B胆gi ok Iδunn kona ha胴．Tチr記rレ肌、

hann v趾

。inhondr，Fenris也1fr‡sIoit hg皿d afh差nom1〕6

町bannV帥
bundinn．レar var Nigrar og kona han5Sk呈δ三，

F肥yr ok

F爬yia．v危肌r oo■6ain5；Loki冊r歩酊。k

レi6n皿・tomom

フェンリル狼 （「ギュルヴィの惑わし」）

ENTRY
◆Word leysti2 E皿try 1ey棚t
     Place GYLFG34．31．P Comb1 x

     Adv町b Sv6，6r L＝肥＝aingi

    Ph閉se x

     M碗ning 抜け出す M－Cat 6

    Form p祀t Tense pret Mood i皿d
    RoHex 爬刊  A／M  m  E11ditic x

    Meter x

   S1ユbjoct hann  S＿Grm  x

    S＿R舶］ フニンリル狼 S＿Type n

    S＿Cat lj S＿Per80川 3 S＿Num  畠

   Complemont x

    C＿Real x

    C＿Typo x C＿Cat x

   Obj呼 x

    O＿R6aI x

    O＿Type x O－Cat x O－Po閑。n x

    O＿N1」m  x O＿C朋。 x

T眺t＿2  畠itt vi舶gturinn． En｛mnum1〕6tti8ξr庫t

         okkiof爬価、

丁眺t－1  ok16t l〕壬fara mea蛇m l〕但ir洲du．lt fy閑ta

         Sinn甘

丁帆t   d阯inn8pymd…viδ，bmt＾ユδ1o差6qt皿rr．Svま

          ＊leysti■hann

 Text1   6r L：oヨ：δillgi、

丁帆t2   bvf n匪畠t gerδu距simir a－man的tw h6Ifu

         ot町k趾a町

◆Word 町㎝1町 Entry gr㎝ja
   Place GYLFG34198．P Combi x
   Adwrb miliga

   Ph祀蛇  x

   Moan1ng 吠える M－Cat 31

   Form p祀s Tense pr鯛  Mood

   R訓。x x A／M m End1ti・x
   M6tor x

 S1」bjoot Hann  S＿Grm  x

   S＿R胆1 フゴ：シリル破 S＿Type 皿

   S＿Cat 1j S＿Porson 3  S－Num

 Comp18mont x

   C＿R冊1 x

   C＿Typo x C＿Cat x
 Objeot x

ヨnd

     O－Real x

     O＿Type x O＿Cat x O＿Pe閑。n x

     O－Num  x O＿Ca88 x

  T砒t‘2  fek2um migk ok vヨIdヨb｛taレま．beir3kutu f

          mom honum

  T砒tJ  8verai ngkkvoro；nema hiψin v総noδra g6m6

          0n ef胆

  丁跳t   g6mo b16δ爬舳；加t er g6msp趾re hans．H靱n

          ‡greniar

 T眺t1  il－iIiga ok siofa爬nn6r munni han目．βat or三

          5‘町V6n

 Text2   hoヨtir．レaくr）iiggr hann tH閉gnarゆk閑．〕

  ◆Word b閉u切 Entry brj6t朋t

     P1aoe GYLFG34．88．P Combi x
     Adverb x

     Phrase  1〕rj6ta5t um

     M肋ning 乾け回る M－Cat 7

     Form p爬t Te耐e p肥t Mood 1nd

     Reflex 記何 A／M m Enc舳。 x
     Meter x

   S1』1〕joot  hann  S＿Grm  x

     S＿Rea一 フェンリル狼  S＿Type ll

     S＿Cat 】j S＿Po”on  3  S＿Num  3

   Complement x

     C＿R冊1 x

     C＿Type x C＿Cat x

   Obje・t x

     O－Real x

     O＿Type x O＿Cat x O＿Porson x

    O－Num x O－C餉e x

 Toxt＿2  fyrr on T加16t fram hgnd oi－1a h㏄gri ok kggr

          ‘munn

 Text－1  缶1finum．En町｛1frヨnn spymir，庫har己naδi

          ba－lditl ok

 Toxt   βvf harδ趾a 甘 haml ＊braut竈 um，レvi

         skarpara var ba皿dit．

 丁跳t1  レ主h16go allir mma Tチr≡hann16t hgnd畠fn且．

 Text2   レ6甘籠。irnir畠まat｛1frinn v町bulldinn at

         f洲凹，庫

MEANING
◆Word hrigt1E皿try hr15ta
    Place GYLFG34．41．P  Combi x

    Adv研b x

    Phr㎜o hrヨ1ta9ヨk

    Moan1皿g 体を揺する M－Cat 1

    Form p耐  Ton50 pmt Mood ind

    Ro伽x x A／M m Enditic x
    Mot8r 1

   Subjoot ｛lfri皿n S＿Grm  x

    S＿Rool フェンリル独  S＿Typo n

    S＿C旦t lj S＿Po祀。n  3  S＿Num  畠

   Co－11plomont x

    C＿Ro＾一 x

    C＿Typo x C＿Cat x
   Objoot s萱k
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   O－Roa1 フェンリル狼

   O－Typo o O＿C且t 1j O－Po胴。n 3

   0＿Nu㎜  s O＿C級。 ag

T眺t－2  hann my皿di v町5a at loggia gヨk i h就tu of

        halln gkyIdi

Toxt＿1  f，題gr wraa，ok1‘t leggia差gik丘gturinn．Ok

        or田5ヨr

To対  tg15山2b由ir、庫まh・i・t1伽一innoikoklau・t

        figt由um6

Toxt1    igraina，く。k〉くk皿｛δi2）くfa5t）くat〉，く畠pyrndi〉

        くvia），くbr01』t）く舟gturinn

T駅t2   w6at f：ia≡πi Hugu brotin．ST差d訟p hann

        畠ikホDr6ma．

◆Word 1州st Entry 1j6目ta

   Plaoe GYLFG34．41．P Combi x
   Adverb 差igrδina

   Ph祀se x

   M08皿1ng 叩きつける M－Cat 1

   Form pret Ten舵 p爬t Mood ind
   R訓臥  x  A／M  m  Enditic x

   Met8r x

  S1』bjoct 剖frinn S－Grm x

   S＿Roa］ フェンリル線  S＿Type n

   S＿Cat lj S＿P8rson 3 S＿Num  5

  Complo㎜ent x

   C＿Roa1 x

   C＿Type x C＿Cat x

  Obj『ot 而gtrinum

   O－Roa1 鎖

   O＿Type o O＿Cat x O－Po閑。n 3
   0－N皿㎜  8 0＿C胆。 do

T臥t－2  hann my皿di vor5a at lo鵬三a5ik三上記ttu記f
        hann5kyIdi

T酬t－1  fr田g－wr3a，ok l‘t loggia6目ヨk的turin皿．Ok

        町援5ir

T臥t   tg15皿2b缶皿ir，庫hri5t｛ωfri皿1Hik ok‡1阯。t

        figt・inum壬

丁帆t1   ヨgr5ina，く。k）くk皿碗i2）くf饅t〉くat），く。pymdi）

        ｛Ψiδ〉、くbraut〉く遍gturinn

T跳t2   w5at f＝ia2πi nugu broti皿。Sv6drap hann

        gik6r Dr6mo．

◆Word く㎞冊2〉 Entry ㎞加畠t
   P1砒。 GYLFG34．42．P Co耐bミ x

   Adwrb 〈f胆t，く誠〉

   Phmoo x

   Moa皿1ng ヒ．ンと体を仲はす M－Cat

   Form p耐  丁帥舵 p爬t Mood

   RoHex 爬日 A／M m Em1itic
   Met甘  x

 Sl』bjoot ω砧nn S－Grm x
   S＿R曲1 フェンリル独  S＿Typo －l

   S＿Cat lj S＿P町50n 3 S＿Num
 Complomont x

   C＿RoaI x

   C＿Typ6 x C＿Cat x

1o

ind

x

  Objoot x

   O＿R餉1 x

   O－Typo x O＿Cat x O－P8閑。n x
   O＿N皿㎜  x O‘C困。 x

T跳t・2  f冊gr陥rδ＾，ok I‘Hoggia6gik的t口rim．Ok

        甘田sir

T眺t’1  tglδ口2b也皿…r，庫hri昌tiωfrヨ皿n昌ik ok1則5t

        figtrinum6

Text  ig・5i皿a， く。k） ＊くkn揃2〉 くf㎜t〉 くat）．

        く日pyrndi）くviδ〉，くbr■ut〉く霜gtur…血n

Text1    5v壬。t f：：ia＝rri日ugu brotin．Sv壬drap hann

        oikホDr6ma．

Text2   レat町昌備an ha冊fyrir oratak 乱t〔I町5三6r

        L＝碇＝6ingi）eδa

◆Word spymir Entry spyma
   P］砒。 GYLFG34．87．P Comb1 x

   Ad陥rb x
   Phraso x

   M08皿1皿g 伸びをする M－Cat 1O

   Form  pr鯛  To皿目。  preo  Mood  i！1d

   Re日。x x A／M m E皿。litio －
   Motor x

  Subjoot ωfri腕皿 S＿Gr㎜  x

   S＿R閉1 フェンリル強  S＿Typ0 11

   S－Cat lj S－Pe閑。n 3 S－Num 5

  Comp－omont x

   C－R腕1 x

   C＿Typo x C＿Cat x

  Ob畑t x

   O＿R艶I x

   O＿Type x O－Cat x O－Pe閑。n x

   O－Num x O－C囲e x

T眺t＿2  vo胞twu冊ndr題5i，ok vi－dヨengi5iIla hqnd

        f肥m981ia，

丁臥t＿1  fyπ帥丁チr1砒fram h叩d5fna h肥gri ok－eggr

        ｛m凹nn

T跳t   釧伺nl』m・En甘｛1friml＊oPymir1陣h町6n海i
        banditl ok

T砒t1 βv川a・aar“rha皿nbr阯屹um，帥丘・㎞・Pa・a
        v乱r I〕and…t．

丁眺t2   レ差h16go omヨr n6ma T加；hann l‘t hgnd5｛na．

◆Word fok2 E市y 噛t
   P一肌。 CYLFG34．96．P  Combi x
   Advorb miqk

   Phr㎜o f＆セ山m

   Moan…ng もがく M－Cat 31

   For㎜ p爬t To皿畠。 P祀t Mood

   R訓跳 肥日 A／M m Endit10
   M6tσ  x

 Subjeot むlfr1冊n S．Grm x

   S＿Roal フニンリル狼  S＿Typo n

   S－C且t lj S－Po閑。n 3 S－Num

 Comple㎞ont x
   C－Ro且1 x

   C＿Type x C＿C砒  x

ind

x
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   Obj㏄t x

    O＿Real x

    O＿Type x O－Cat x O－Porson x

    O－Num  x O＿Ca8e x

T眺t．2 ．k。㎞t。㎝皿1㎝g訟i19・ai・・，・6h・iti・レ・it1，

          ok hg固u

T。。t．1陣㎜・t・i・fy・i市・t肌h田1i・・。む1f・i㎜gψ

          荻af1ogaok

 T飢t    ＊fok2u㎜migk ok vildヨbita庫．レe油。kutu

          f munn honum

 T跳t1  gw揃皿gkkvoro；mma hiqltin vi5nea岨g6mo
          on of胆

 丁眺t2   96me b165爬別1；レat or g6mopar祀hano．H邑nn

          g祀n1趾

ENTRY＋MEANING
◆Word g叩δi Entry gapa
    P1aoo GYLFG34．95．P Combi x

    Advorb 壬㎞H8ga

     Phr胆e x

     Mea皿i皿g 大きく口を開ける M－Cat 31

     Form p爬t Tonse p爬t Mood ind

    Reflex x A／M  m  EnoHtio x
     Meter x

   Subjeot む一frinn S．Grm x

    S＿Rea1 フェンリル狼  S＿Type n

    S＿Cat lj S＿P町50皿  3  S＿Num  昌

   Comploment x

     C＿Real x

     C＿Type x C－Cat x
   Objoct x

     O＿R6al x

     O＿Typo x O－Cat x O－Po閑。n x

     O－Nu㎜  x O＿Case x

 Text．2  f闘tu hellu皿a langt fヨgrδni5r。レ6t6kuレ。ir

          mikinn就。1n

 T砒t．1  ok sk1』tu onn leng胴i igrai皿a，5まIloitir bΨiti，

          ok hg記u

 Toxt    bユn皿5toin fyrir fe5tarh田1inn．Ulfrinn＊gap硯

          6ka刊egaok

 T臥t1   fek21』m miqk ok vildi b｛ta庫．レ。ir okotu i

          mmn hOnum

T眺t2 ・冊訓皿gkkvo・o；n・mahiq1t1Hiδmδ胆g6m．
          on ofra

◆Word g叩㎜da Entry g叩a
   P1砒。 GYLFG51．35．P Combi x

   Adv研b  x

   PIlraoo x

   Moa皿1ng 大きく口を開ける M－Cat 31

   Form p記3．p Tomo x Mood x

   RoH臥 x A／M m End1tio x
   Met町  x

 Subjoct x S－Grm x
   S＿R胆1 フェンリル狼 S＿Typo o

   S＿Cot lj S＿Po閑。n 3  S＿Num  ヨ

  Comp1ome皿t x

   C‘Roa1 x

   C＿Type x C＿Cat x

  O1〕jeot munn

   O－R碗一 口

   O－Typo o O＿Cat x O－Person 3
   0－Num  3 0－Ca舵  ag

T跳t＿2  酊goδin ok menn vi－dヨ5eint at g町t yrδi．En

        ｝醐um

T臥t＿1  o邊f趾ga口g刊枇r NagIfar．Hry㎜r hoitir iqt1』nn

        eHt加r

Text    Nag1far＝…＝一 En Fonris｛：lf…r foπ moδ＊

        gapandamunn，ok町

Toxt1  him ofr1kigptr v総himn18皿 him－loδri
        Viδigr5u；

丁眺t2  gapa m岬di ham moi冊。f r白m v鴉ri t11．El－

        dar bronna

◆Word gapa Entry gapa
   Plaoo GYLFG51，371P Combi myndi
   Adv町b  x

   Phra畠e x

   M肥ning 大きく口を開ける M－C且t 31

   Form inf To皿舵 x Mood x

   Re日。x x A／M m Enditic x
   Met甘  x

  Subjoct ham  S－Grm x
   S＿R蝸I フェンリル狼  S＿Type n

   S＿C巳t lj S＿Porgon 3 S＿Num  o
  Complement x

   C－Roal x

   C＿Type x C＿Cat x
  Objoot x

   O＿R舶！ x

   O－Typo x O－C己t x O－Person x
   O＿N1』m  x O＿C胆e x

T酬t＿2  Naglf町＝…＝．    Ell F011ris｛＝1f＝r fem

        πleδga脾ndユml』ml ok or

T眺t＿1  11inn 6fri k三qptr Ψiδhimni o皿 hinn no5ri

        viδig一・5u；

丁眺t  ＊9叩amy皿dihannmo1冊efr‘mv趾itil．
        Eld8rb冊nna

T眺t1  6r augum h＾n50k ngoum． Miag皿520rmr
        b1匪09！v主。itrinu

T砒t2   at ha皿n d肥i伽Iopセgll ok Igg，okαhann

        aH6gu■igr1ok

スリュム（神話詩）

MEANING
◆Word L㎜t Entry 1伽
    Phco TRK27．1．VG Comb石 x

    Adwrb 1』nd lfno

    Ph冊50 x

    M帥n1ng のぞき込む M－Cat 2

    Form prot Temo p爬t Mood 1nd
    RoH砒  x A／M m  E皿ditk x
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   Mot町  f

  Subjeo1＝ x  S＿Gr㎜  x

   S＿Roal スリュム S＿Type

   S＿Cat j㎜  S＿P甘！on 3

  Complemont x

   C＿Roal x

   C＿Typo x C．Cat x
  Obj8ct x

   O＿RoaI x

   O＿Type x O－Cat x
   O＿N1」m  x O－C困e 工

丁酬t＿2  i iqtunhoima。〕

丁臥t＿1

Toxt    ヰLa皿t1』nd Iino，

丁砒t1   ly5ti at kys附，

Text2   6！1hann砒an目tqkk

S＿N皿m  ，

O＿Po閑。n x

◆Word otgkk Ent町 5t田kkva
   Plaoo TRK27．3．VG  Combi x

   Adv町b 仇an811dla11gan5a1

   Ph固鯛  x

   Moani皿g 飛び退く M－Cat 6

   For㎜ p祀t Temo p爬t Mood
   Ro日6x x A／M m Enolitio x
   Mot町  x

  Subjoot hann S＿Grm  x

   S－R蜆I スリュム S＿Typo n

   S－Cat jm  S＿Po祀。n  3  S＿Num

  Complemont x

   C－Roal x

   C＿Typo x C－Cat x
  Objoot x

   O－R胆1 元

   O－Type x O・Cat x O－Per50n
   O＿Num  x O＿Ca畠。 x

Toxし2  La1」t und linol

Text＿1  1ysti at kys舳，

丁酬t    on hann仇an‡gtgkk
Toxt1   endlangan sa11

Text2   （Hvi em gnd6tt

ind


